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京都・上賀茂 神山に位置する「神山天文台」

私立大学で国内最大の「荒木望遠鏡」



だいがくのたから

神
山
天
文
台

　

京
都
産
業
大
学
神
山
天
文
台
は
、
創
設
者
で
宇
宙
物
理
学
者
の
荒
木
俊
馬
の
「
建
学
の
精
神
」
を
具
現

化
す
る
象
徴
と
し
て
、
２
０
１
０
年
に
設
置
さ
れ
た
天
文
学
の
研
究
所
で
あ
る
。
施
設
は
地
上
３
階
、
地

下
１
階
、
延
床
面
積
は
１
９
４
９
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
私
立
大
学
で
は
国
内
最
大
と
な
る
口
径
１･

３
メ
ー

ト
ル
の
反
射
式
経
緯
台
望
遠
鏡
「
荒
木
望
遠
鏡
」
を
は
じ
め
、
各
種
天
体
観
測
装
置
の
開
発
実
験
設
備
を

備
え
た
、
本
格
的
な
研
究
開
発
拠
点
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

神
山
天
文
台
は
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
性
能
を
誇
る
天
体
観
測
装
置
お
よ
び
関
連
基
礎
技
術
の
開
発
を

軸
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
装
置
を
用
い
た
最
先
端
の
観
測
天
文
学
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
研
究
体
制
に
お
い

て
は
、
本
学
の
教
員
の
み
な
ら
ず
学
外
研
究
機
関
や
関
連
企
業
の
研
究
者
が
客
員
研
究
員
と
し
て
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
学･

研
究
機
関･

企
業
が
協
働
し
て
「
社
会
に
新
し
い
価
値

（
技
術
、
装
置
、
研
究
成
果
）
を
う
み
だ
す
」
こ
と
が
神
山
天
文
台
の
基
本
理
念
で
あ
る
。
特
に
、
学
生

と
教
員･
研
究
員
と
が
一
体
と
な
っ
た
研
究
開
発
体
制
に
よ
っ
て
、
教
育
の
み
な
ら
ず
研
究
面
に
お
け
る

相
乗
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
赤
外
線
波
長
域
に
お
け
る
高
分
散
分
光
技
術
を
用
い
た
天
文
学
の

研
究
開
発
拠
点
と
し
て
、
世
界
の
最
先
端
を
走
っ
て
い
る
。

　

天
体
観
測
装
置
と
し
て
は
、
近
赤
外
線
波
長
域
（
可
視
光
線
よ
り
も
波
長
が
長
い
領
域
）
に
お
い
て
、

世
界
最
高
感
度
を
誇
る
高
分
散
分
光
器
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
（
最
大
で
７
万
色
に
光
を
分
解
）
の
開
発
に
成

功
。
現
在
は
同
装
置
を
チ
リ
共
和
国
に
あ
るLa S

illa

天
文
台
の
口
径
３･

６
メ
ー
ト
ル
望
遠
鏡
に
設
置

し
、
天
体
観
測
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
次
世
代
の
超
大
型
地
上
望
遠
鏡
（
口
径
30
メ
ー
ト
ル
以
上
）
や

宇
宙
望
遠
鏡
に
お
い
て
必
須
と
さ
れ
る
赤
外
線
用
「
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
回
折
格
子
」
を
開
発
し
、
理
論
的
な

限
界
性
能
の
実
現
に
成
功
し
た
。

　

一
方
、
社
会
貢
献
と
し
て
、
一
般
向
け
天
体
観
望
会
（
毎
週
土
曜
日
）、
小
学
生
か
ら
高
校
生
向
け
の
天

文
学
習
や
各
種
の
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
、
毎
年
５
０
０
０
人
近
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
神
山
天
文
台
が
有
す
る
実
験
機
器
の
企
業
な
ど
へ
の
利
用
公
開
も
行
っ
て
お
り
、「
大
学
と
社
会
を

む
す
ぶ
拠
点
」
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

京都産業大学
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　梅花歌劇団「劇団この花」は、学校法人梅花学園
「愛なる女学校」の新時代への挑戦です。演出家 ・ 振
付家として名高い謝珠栄先生に、梅花女子大学客員
教授ならびに歌劇団芸術監督としてご就任いただき、
2016年４月にスタートしました。「劇団この花」は、
一人一人が各学科で学びながら高い教養と資格を取
得し、自身の可能性を絶えず思い描きながら美しい
女性として社会で自立することを目指しています。
　写真は、2017年８月に、劇団初のオリジナルミュー
ジカル「私は、作曲家コールポーターの妻～リンダ ・
リー ・ トーマスの物語～」（演出 ・ 振付 謝 珠栄）上
演の一場面です。３日間６公演は、地域の方をはじ
め多くの方にご覧いただきました。
　これからも「学び培った優れた土壌の上にこそ美
しい“この花”は咲く」をモットーに、梅花女子大
学における『学問と舞台芸術の融合』にチャレンジ
し続けます。

〈表紙写真〉

文舞両立へのチャレンジ
梅花歌劇団「劇団この花」
オリジナルミュージカルの一場面（梅花女子大学）











　

日
本
の
近
代
化
が
急
速
に
進
む
、
１
８
７
８
（
明
治
11
）

年
１
月
。
梅
花
学
園
の
創
立
者・

澤
山
保
羅
は
、
封
建
時
代

の
名
残
が
色
濃
く
残
る
、
日
本
社
会
の
、
女
性
に
対
す
る
偏

見
を
憂
い
、
日
本
の
将
来
の
た
め
の
社
会
改
革
の
第
一
歩
は
、

女
子
教
育
に
あ
る
こ
と
を
確
信
し
、
大
阪
の
地
に
初
め
て
、

キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
「
愛
な
る
女
学
校
」
梅
花
女
学

校
を
設
立
し
た
。

　

こ
の
女
学
校
の
創
設
は
、
海
外
か
ら
の
宣
教
師
の
援
助
を

受
け
な
い
「
自
給
」
の
学
校
と
い
う
、
明
治
初
期
に
あ
っ
て
、

新
し
い
教
育
上
の
挑
戦
で
あ
っ
た
。

　

以
来
、
１
４
０
年
。
こ
の
挑
戦
は
、
現
在
の
梅
花
女
子
大

学
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。「
チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
エ
レ
ガ
ン
ス
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、「
地
の
塩
」「
世
の
光
」
と
な
る
、

教
養
が
高
く
、
自
立
し
た
女
性
の
育
成
。
澤
山
の
挑
戦
は
、

今
の
時
代
に
お
い
て
も
日
々
進
化
し
続
け
て
い
る
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
エ
レ
ガ
ン
ス

長
澤 

修
一
●
梅
花
女
子
大
学
学
長
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１　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
段
階
の
大
学
教
育

　

２
０
０
９
年
に
４
年
制
大
学
へ
の
進
学
率
が
50
％
を
超 

え
、
大
学
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
段
階
に
突
入
し
た
。
大
学
進
学

率
の
上
昇
は
、
多
数
の
国
民
が
高
等
教
育
を
享
受
す
る
機
会

を
拡
大
し
、
知
的
で
豊
か
な
生
活
を
営
む
上
で
大
き
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
し
か
し
、
進
学
率
の
上
昇

に
よ
っ
て
大
学
生
の
質
が
下
が
り
、
学
習
意
欲
の
低
下
に
よ

り
基
礎
的
な
学
力
さ
え
身
に
付
け
る
こ
と
な
く
卒
業
し
、
就

職
に
際
し
て
社
会
で
必
要
な
能
力
が
身
に
付
い
て
い
な
い
た

め
、
早
期
の
離
職
に
結
び
つ
く
と
い
っ
た
批
判
も
な
さ
れ
て

き
た
。
確
か
に
、
学
生
は
大
学
進
学
に
際
し
て
自
分
の
将
来

像
と
大
学
教
育
の
位
置
付
け
を
明
確
に
持
た
な
い
場
合
が
多

い
。
こ
の
こ
と
は
、
選
抜
性
の
高
い
大
学
に
も
共
通
し
た
問

題
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
問
題
の
原
因
は
進
学
率
の
上
昇
に
の

み
あ
る
の
で
は
な
い
。
科
学
技
術
の
急
速
な
発
展
と
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
、
さ
ら
に
知
識
社
会
の
進
展
の
下
で
、
特
定

の
専
門
職
を
除
け
ば
一
般
企
業
に
お
け
る
業
種
や
職
種
、
仕

事
内
容
や
働
き
方
が
急
速
に
変
化
し
て
お
り
、
学
生
は
ま
す

ま
す
自
分
の
将
来
像
を
描
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
背
景
の
下
で
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
段
階
に

お
け
る
大
学
教
育
の
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
大

学
改
革
の
焦
点
は
、
次
の
三
点
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
第

一
は
教
育
の
質
的
保
証
で
あ
る
。
学
生
が
何
を
学
習
し
、
そ

の
結
果
何
を
身
に
付
け
た
の
か
を
明
確
に
し
て
学
修
成
果
を

可
視
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
的
な
説
明
責
任
を
果
た
す

こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
第
二
は
、
こ
う
し
た
質
的
保
証

を
現
実
化
す
る
た
め
の
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立
と
、
そ

れ
に
よ
る
教
育
方
法
の
改
善
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
は
、
職

井
上 

博
●
阪
南
大
学
学
長

大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
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業
レ
リ
バ
ン
ス
の
明
確
化
で
あ
る
。
職
業
レ
リ
バ
ン
ス
と
は
、

大
学
教
育
と
職
業
と
の
適
合
性
あ
る
い
は
整
合
性
の
こ
と
で

あ
る
。
大
学
教
育
が
、
そ
の
後
の
職
業
や
社
会
生
活
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
と
い
う
こ
と
を
学
生
が
自

覚
し
、
学
習
の
動
機
を
明
確
に
し
て
自
律
的
学
習
に
向
か
わ

な
け
れ
ば
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
内
部
質
保
証
シ
ス

テ
ム
の
み
を
確
立
し
て
も
、
学
生
の
成
長
を
促
し
、
学
修
到

達
度
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

大
学
教
育
に
よ
る
学
修
の
成
果
は
学
生
の
適
切
な
職
業
選
択

と
就
業
に
結
び
付
き
、
自
ら
の
将
来
を
切
り
開
く
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
、
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
意
義
が
あ
る
の
だ
と
思
う
。

２　
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
職
業
レ
リ
バ
ン
ス

　

多
く
の
大
学
に
お
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
中

心
に
学
生
の
就
職
活
動
に
手
厚
い
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
は
、「
大

学
は
学
問
を
す
る
と
こ
ろ
で
、
就
職
対
策
の
場
で
は
な
い
」

と
い
っ
た
否
定
的
な
意
見
も
依
然
と
し
て
耳
に
す
る
。
だ
が
、

こ
う
し
た
意
見
は
、
大
学
の
学
び
を
通
し
て
し
っ
か
り
と
し

た
職
業
観
と
明
確
な
将
来
展
望
を
持
っ
て
社
会
で
活
躍
で
き

る
人
材
を
責
任
を
持
っ
て
送
り
出
す
と
い
う
大
学
の
使
命
に

反
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
的
に
大
学
に
対
す
る
社
会
の
期

待
に
応
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
こ
で
念
頭
に
置
い
て
い
る
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
は
、
特
定
の
職
種
に
対
応
す
る
資
格
や
ス
キ
ル
の
修
得
を

意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
資
格
や
技
能
の

修
得
も
大
学
教
育
の
一
環
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
は

い
る
が
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
の
発
展
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
産
業
構
造
の
変
化
や
、
知
識
技
能
の
高
度
化
の
中
で
急
速

に
陳
腐
化
し
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
職
業
を
意
識
し
た

教
育
内
容
は
、
後
の
知
識
や
ス
キ
ル
の
伸
長
、
更
新
、
転
換

を
見
込
ん
で
構
想
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
た
め

に
は
特
定
の
分
野
に
お
け
る
基
本
的
な
原
理
、
専
門
倫
理
、

あ
る
い
は
そ
の
分
野
の
歴
史
や
現
在
の
課
題
、
将
来
の
課
題

に
対
応
で
き
る
応
用
力
な
ど
が
育
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
同
時
に
、
大
学
卒
業
時
の
知
識
や
技
能
で
十
分
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
社
会
の
変
化
や
職
業
あ
る
い
は
働
き
方
の

変
化
に
対
応
し
た
学
び
直
し
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
が
必
要
と

な
る
。

　

他
方
で
、
経
済
産
業
省
は
、
職
場
や
地
域
に
お
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
人
々
と
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
必
要
な
基
礎
的
な
力
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と
し
て
、「
基
礎
学
力
」「
専
門
知
識
」
に
加
え
て
、「
前
に
踏

み
出
す
力
」「
考
え
抜
く
力
」「
チ
ー
ム
で
働
く
力
」
の
三
つ

の
能
力
と
12
の
要
素
か
ら
な
る
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
育
成

を
提
唱
し
て
き
た
。
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
、
狭

い
意
味
で
の
「
勤
労
観・

職
業
観
」
の
養
成
や
特
定
の
職
業

的
技
術・
技
能
の
修
得
だ
け
で
は
な
く
、「
社
会
人
基
礎
力
」

や
「
人
間
関
係
形
成
能
力
」「
情
報
活
用
能
力
」「
意
思
決
定

能
力
」「
将
来
設
計
能
力
」
な
ど
の
「
汎
用
的・

基
礎
的
能

力
」、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
ま
で
も
含
め
る
と
す

る
と
、
大
学
に
お
け
る
教
育
目
的
や
「
学
士
力
」
の
育
成
は

す
べ
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

　

学
生
の
保
護
者
が
大
学
教
育
に
期
待
す
る
も
の
も
、
以
上

の
よ
う
な
社
会
的
要
請
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
学
が

２
０
１
７
年
度
入
学
生
の
保
護
者
に
対
し
て
入
学
段
階
で

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
大
学
に
お
い
て
学
生
に
ど
の
よ

う
な
成
長
を
期
待
す
る
か
」
と
い
う
設
問
に
対
す
る
自
由
回

答
で
、「
人
間
力・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
が
38・

４
％
、

「
資
格
取
得
」
が
33・

２
％
、「
専
門
知
識
」
が
15・

１
％
、

「
国
際
的
理
解・

外
国
語
能
力
」
が
13・

３
％
と
い
う
結
果
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、「
大
学
に
対
し
て
何
を
期
待
す
る
か
」
と

い
う
設
問
で
は
、
85・

９
％
が
「
就
職
支
援
」
と
い
う
回
答

で
あ
っ
た
（
い
ず
れ
の
設
問
に
対
し
て
も
複
数
項
目
の
回
答

が
含
ま
れ
て
い
る
）。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
大
学

教
育
の
内
容
お
よ
び
学
修
成
果
の
評
価
に
関
し
て
も
、
職
業

レ
リ
バ
ン
ス
と
の
関
連
で
定
義
し
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。３�　

大
学
教
育
の
質
保
証
と
学
修
成
果
の
可
視

化

　

こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
か
ら
、
今
時
の
教
育
改
革
で
は
大

学
教
育
の
質
保
証
、
学
修
成
果
の
可
視
化
が
強
く
要
望
さ
れ

て
い
る
。
２
０
１
８
年
度
に
開
始
さ
れ
る
大
学
基
準
協
会
の

第
３
期
認
証
評
価
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
内
部
質
保
証
を

重
視
し
た
大
学
評
価
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
ポ

イ
ン
ト
は
全
学
的
な
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
状
況
を
重
視
す

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

学
修
成
果
の
評
価
に
際
し
て
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト・

ポ
リ

シ
ー
に
基
づ
い
た
評
価
基
準
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
が
、
多
様
な
能
力
を
評
価
し
、
そ
れ
を
可
視
化
す
る
こ

と
に
は
独
自
の
困
難
さ
が
あ
る
。

　

保
健
、
家
政
、
教
育
、
芸
術
な
ど
、
大
学
の
教
育
内
容
自

体
が
専
門
的
職
業
人
養
成
の
性
格
を
強
く
持
つ
大
学
や
学
部
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と
異
な
り
、
人
文
科
学
や
社
会
科
学
を
中
心
と
す
る
学
部
、

学
科
で
構
成
さ
れ
て
い
る
本
学
で
は
、
教
育
内
容
そ
の
も
の

が
特
定
の
職
業
分
野
の
み
を
意
識
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
ま
た
、
研
究
者
の
養
成
が
主
目
的
で
も
な
く
、

卒
業
生
の
多
く
は
一
般
企
業
へ
の
就
職
や
、
自
営
業
な
ど
に

就
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
学
の
デ
ィ
プ
ロ
マ・

ポ

リ
シ
ー
は
社
会
人
と
し
て
持
つ
べ
き
教
養
と
知
識
、
技
能
お

よ
び
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
能
力
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

学
修
成
果
の
評
価
基
準
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
学
生
が

社
会
的
に
要
請
さ
れ
る
能
力
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
を
判
断

す
る
う
え
で
、
就
職
率
は
重
要
な
指
標
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
卒
業
時
点
に
お
け
る
社
会
か
ら
の
評
価

と
し
て
の
意
味
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
就

職
活
動
は
、
新
卒
一
括
採
用
方
式
が
依
然
と
し
て
維
持
さ
れ

て
い
る
。
２
０
１
８
年
度
卒
業
生
に
係
る
就
職・
採
用
活
動

の
時
期
は
、
過
去
２
年
と
同
様
に
企
業
の
広
報
活
動
開
始
を

３
年
次
の
３
月
以
降
、
採
用
選
考
活
動
開
始
を
４
年
次
の
６

月
以
降
と
す
る
と
い
う
取
り
決
め
と
な
っ
て
お
り
、
４
年
間

の
大
学
教
育
の
中
で
何
が
身
に
付
い
た
か
を
企
業
が
十
分
に

評
価
し
て
採
用
を
行
う
状
況
と
は
言
い
難
い
。
し
か
も
、
現

実
に
は
３
年
次
の
夏
の
段
階
で
学
生
は
就
活
を
ス
タ
ー
ト
せ

ざ
る
を
得
な
い
し
、
採
用
活
動
を
４
年
次
の
６
月
以
前
に
始

め
て
い
る
企
業
も
存
在
し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
企
業
側
に
早
期
の
段
階
で
優
秀
な
学
生
を

確
保
し
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
る
と
と
も
に
、
学
生
の
側
に

も
早
期
か
ら
職
業
に
対
す
る
意
識
や
能
力
を
持
つ
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
職
業
レ
リ
バ
ン
ス

と
の
関
連
か
ら
み
て
、
４
年
間
の
大
学
教
育
に
よ
る
学
修
成

果
と
、
３
年
次
段
階
で
迫
ら
れ
る
職
業
選
択
や
社
会
人
と
し

て
の
能
力
の
育
成
と
い
う
問
題
は
、
大
き
な
矛
盾
を
抱
え
て

い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

４　
阪
南
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

１
９
６
５
年
に
設
立
さ
れ
た
本
学
は
、「
す
す
ん
で
世
界
に

雄
飛
し
て
い
く
に
足
る
有
能
有
為
な
人
材
、
真
の
国
際
商
業

人
の
育
成
」
を
建
学
の
精
神
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の

建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、「
就
職
に
強
い
大
学
」
を
目
指
す

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
て
き
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
踏

ま
え
て
、
２
０
０
７
年
度
に
本
学
の
「
実
学
指
向
型
総
合
的

キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
が
文
部
科
学
省
の
現
代
的
教

育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
現
代
Ｇ
Ｐ
）
に
採
択
さ

れ
、
以
降
、
今
日
に
至
る
ま
で
大
学
教
育
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
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を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
組
み
込
み
、「
実
学
重
視
の
教
育
」
を
促

進
し
て
い
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
正
課
、
正
課
外
に
よ
る
阪
南
大
学
キ
ャ

リ
ア・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ・

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
キ
ャ
リ
ア
ポ
ー

ト
（
実
学
実
践
の
体
制
）
を
活
用
し
た
地
域
社
会
課
題
解
決

型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会

に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
、
実
学
指
向
型
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
目
指
す
こ
と
に
あ
る
。

　

正
課
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
は
、
キ
ャ
リ
ア・

ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ・

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
１
年
次
に
「
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
ａ
」（
自
己
理
解
）、「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ｂ
」（
社

会
理
解
）、
２
年
次
に
「
国
内・

国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
準

備
講
座
」（
職
業
理
解
）、
３
年
次
に
「
起
業
塾
１・

２
」（
起

業
体
験・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
実
践
）、「
国
内・
国
際
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」（
就
業
体
験
）
を
設
置
し
て
い
る
。
さ
ら
に
２
年

次
以
降
の
各
学
部
ゼ
ミ
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
を
生

か
し
た
「
キ
ャ
リ
ア
ゼ
ミ
」（
産
官
学
連
携
型
ゼ
ミ
）
を
展
開

し
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
は
単
独
の
教
員
だ

け
で
は
な
く
、
同
学
部
内
ゼ
ミ
間
連
携
、
学
部
超
越
型
ゼ
ミ

間
連
携
に
よ
る
「
キ
ャ
リ
ア
ゼ
ミ
」
を
展
開
し
、
学
部
お
よ

び
ゼ
ミ
の
横
断
型
教
育
に
よ
っ
て
視
野
の
拡
大
と
多
様
な
学

び
の
実
現
を
目
指
し
、
２
０
１
７
年
度
に
お
い
て
は
、
単
独

型
33
件
、
連
携
型
７
件
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
企
業
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
や

商
品
開
発
の
提
案
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、
地
域
活
性
化

事
業
の
提
案
と
支
援
、
さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
な

ど
で
の
多
数
の
受
賞
と
い
っ
た
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
連

携
さ
せ
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
と
し
て
、
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
就

活
力
セ
ミ
ナ
ー
や
人
材
養
成
講
座
、
学
内
企
業
説
明
会
や
業

界
研
究
を
実
施
し
、
就
職
指
導
に
関
し
て
は
、
各
学
部
に
担

当
者
を
配
置
し
、
学
生
一
人
一
人
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
カ
ル

テ
の
作
成
と
、
ゼ
ミ
の
担
当
教
員
と
の
連
携
に
よ
る
個
別
指

導
を
徹
底
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
成
果
は
就
職
率
に
反
映
さ
れ
て
い

る
。
２
０
１
７
年
３
月
卒
業
者
の
就
職
率
は
97・

５
％
（
就

職
者
数
÷
就
職
希
望
者
）
と
な
り
、
高
い
比
率
を
実
現
し
て

い
る
。
就
職
希
望
者
全
員
が
就
職
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の

は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
大
学
教
育
の
質
保
証
と
学
修
成
果

の
可
視
化
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
全
て
の
学
生
が
卒
業

時
ま
で
に
明
確
な
職
業
意
識
を
持
ち
、
就
業
の
意
欲
を
持
っ

て
活
動
し
、
就
職
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
か
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ら
本
学
で
は
、
全
卒
業
者
に
占
め
る
就
職
者
の
比
率
（
就
職

者
数
÷
進
学
者
を
除
く
卒
業
者
数
）
の
向
上
を
重
視
し
て
い

る
。
２
０
１
７
年
３
月
卒
業
生
で
は
、
こ
れ
が
90・

３
％
と

な
り
、
全
国
平
均
の
76・

１
％
を
大
幅
に
上
回
る
こ
と
が
で

き
た
。５　

今
後
の
課
題

　

学
修
成
果
の
可
視
化
の
た
め
に
は
、
基
礎
学
力
と
し
て
の

リ
テ
ラ
シ
ー
、
専
門
教
育
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ

を
測
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
能
力
を
総
合

的
に
測
定
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
が
、
教
育
の

質
保
証
と
は
即
ち
学
生
の
質
保
証
で
あ
り
、
卒
業
段
階
の
就

職
実
績
は
一
つ
の
基
準
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
問
題
は
学
生

が
ど
の
よ
う
な
能
力
を
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
育
成
し
て
就

業
に
至
る
の
か
で
あ
る
。
同
時
に
、
大
学
教
育
に
お
い
て 

は
、
そ
う
し
た
能
力
を
伸
ば
す
た
め
の
自
己
意
識
を
ど
の
よ

う
に
形
成
す
る
か
が
課
題
と
な
る
。
学
生
の
成
長
過
程
は
多

様
で
あ
る
か
ら
、
学
修
成
果
の
可
視
化
の
た
め
に
は
個
々
の

学
生
に
即
し
て
、
そ
の
成
長
パ
ス
を
課
外
活
動
も
含
め
て
分

析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
は
、
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
活
用
は
有
効
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら

の
大
学
教
育
は
、
基
礎
教
育
、
教
養
教
育
、
専
門
教
育
も
含

め
て
職
業
レ
リ
バ
ン
ス
を
意
識
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て

展
開
し
、
学
生
の
成
長
パ
ス
を
可
視
化
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
、
学
生
の
質
保
証
は
卒
業
段
階
の
就
職
実
績
で
終

わ
る
の
で
は
な
い
。
大
卒
就
職
者
の
３
割
は
３
年
以
内
に
離

職
し
て
い
る
と
い
う
現
実
を
踏
ま
え
る
と
、
就
職
後
に
必
要

と
さ
れ
る
能
力
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
能
力
も
含
め
た
分
析
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

　

平
成
30
年
度
政
府
予
算
で
は
、
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助

の
「
一
般
補
助
」
に
お
け
る
配
分
基
準
が
見
直
さ
れ
る
（
メ

リ
ハ
リ
あ
る
配
分
を
実
施
す
る
）
こ
と
と
な
り
、
具
体
的
に

は
定
員
未
充
足
に
対
す
る
調
整
係
数
や
財
務
情
報
の
非
公
開

の
場
合
の
減
額
幅
の
強
化
、
教
育
の
質
に
係
る
客
観
的
指
標

の
導
入
に
伴
う
調
整
措
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

は
、
先
進
的
な
事
業
に
対
す
る
補
助
を
通
じ
て
教
育
の
質
的

転
換
が
促
さ
れ
て
き
た
が
、
今
後
は
質
的
転
換
が
事
実
上
、

義
務
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

教
育
の
質
的
転
換
が
求
め
ら
れ
る
中
、
各
大
学
で
は
課
題

を
全
教
職
員
が
共
有
し
、
自
主
的
自
覚
的
に
改
革
を
進
め
な

け
れ
ば
、
真
の
大
学
改
革
は
実
現
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
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仕
事
と
生
活
の
調
和
を
目
指
す 

ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス

長
野　
わ
が
国
の
構
造
的
な
問
題
で
あ
る
少
子
高

齢
化
に
歯
止
め
を
か
け
、
50
年
後
も
人
口
１
億
人

を
維
持
し
、
家
庭
や
職
場
、
地
域
に
お
い
て
誰
も

が
活
躍
で
き
る
社
会
を
目
指
す
「
一
億
総
活
躍
社

会
の
実
現
」
が
２
０
１
６
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
、
政
府
は
そ
の
実
現
に
向
け
て
一
人
一
人
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
納
得
の
い
く
「
働
き
方
改
革
」
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

本
来
、
仕
事
は
経
済
的
な
自
立
と
い
う
意
味
を

持
ち
、
生
き
が
い
や
喜
び
を
も
た
ら
す
も
の
で
す

が
、
現
実
に
は
仕
事
と
生
活
の
間
で
問
題
を
抱
え

る
人
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
ひ
い
て
は
働
く
人
々

が
将
来
に
対
す
る
不
安
を
抱
え
、
豊
か
さ
を
実
感

で
き
な
い
と
い
う
問
題
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
て

座
談
会

周
す
東
とう
 正
まさ
紀
のり

実践女子学園総務
部長

山
やま
田
だ
 省
しょう
三
ぞう

中央大学大学院
法務研究科教授

162018.3　大学時報



そ
れ
が
社
会
の
活
力
の
低
下
や
少
子
化
、
人
口
減

少
な
ど
の
現
象
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
を
解
決
す
る
取
り
組
み
が
「
仕
事
と
生
活

の
調
和
」、
す
な
わ
ち
「
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ

ン
ス
の
実
現
」
で
す
。
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実

現
は
、
一
人
一
人
が
望
む
生
き
方
が
で
き
る
社
会

の
実
現
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

　

大
学
に
お
い
て
も
、
全
て
の
教
職
員
が
出
産・

育
児
や
介
護
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
仕
事
と

の
葛
藤
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と

仕
事
」「
家
庭
責
任
と
仕
事
」
を
両
立
し
た
キ
ャ
リ

ア
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
制
度
の
整
備
や
教
職
員

の
意
識
変
革
な
ど
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

目
指
す
べ
き
社
会
の
姿
を
憲
章
で
明
ら
か
に
し 

行
動
指
針
で
は
具
体
的
な
数
値
目
標
も

長
野　
本
日
は
、
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス

が
課
題
に
な
っ
て
い
る
背
景
や
狙
い
な
ど
を
共
有

し
、
各
大
学
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
な

が
ら
、
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
の
意
義
や

今
後
の
展
望
な
ど
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
ま
ず
内
閣
府
の
田
平
様
か
ら
、
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
が
課
題
と
な
っ
た
背
景
な
ど

須
す
田
だ
 誠
せい
一
いち

上智学院人事局長田
た
平
びら
 浩
こう
二
じ

内閣府男女共同参
画局推進課長 ・内
閣府仕事と生活の
調和推進室参事官司会

長
なが
野
の
 香
かおり

立教学院広報室長

2018年1月17日　日本私立大学連盟会議室にて

座
談
会
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に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

田
平　
大
学
の
教
職
員
の
方
々
と
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
の
で
、
本

日
は
こ
の
機
会
を
大
事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・
バ
ラ
ン
ス
の
意
義
な
ど
は
、

い
ま
長
野
様
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

そ
の
経
過
を
少
し
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

　

ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
の
憲
章
と
行
動

指
針
が
策
定
さ
れ
た
の
は
平
成
19
年
で
す
が
、
ワ
ー

ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
議
論
は
、
そ

れ
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
議
論
は
、
大

き
く
「
少
子
化
対
策
」「
男
女
共
同
参
画
」「
労
働

市
場
改
革
（
働
き
方
改
革
）」
と
い
う
三
つ
の
視
点

か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
19
年
４
～

６
月
に
検
討
結
果
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
平
成
19
年
の
「
骨

太
の
方
針
」
に
、
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス

の
憲
章
と
行
動
指
針
、
数
値
目
標
を
定
め
て
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ

れ
に
基
づ
い
て
、
政
労
使
や
有
識
者
に
よ
る
検
討

を
経
て
、
平
成
19
年
12
月
に
、
労
働
者
や
経
営
者

な
ど
も
含
め
て
社
会
全
体
で
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
を
促
す
た
め
の
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
に

関
す
る
憲
章
と
行
動
指
針
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

憲
章
に
は
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
が
な
ぜ
必
要

な
の
か
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
仕
事
と
生
活
の

両
立
が
難
し
い
現
実
の
背
景
と
し
て
、
正
社
員
と

非
正
社
員
と
の
間
の
働
き
方
が
二
極
化
し
、
共
働

き
世
帯
が
増
加
す
る
一
方
で
男
女
の
役
割
分
担
意

識
が
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
課
題
と
し
て

掲
げ
、
多
様
な
選
択
肢
を
可
能
と
す
る
仕
事
と
生

活
の
調
和
の
必
要
性
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
様
な
選
択
肢
を
提
供
し
、
労
働
時
間
を
短
縮

し
て
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
を
図
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
、
結
果
的
に
は
労
働
生
産
性
の
向
上
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
取
り
組
み
を
、
コ
ス
ト
と

し
て
で
は
な
く
「
明
日
へ
の
投
資
」
と
と
ら
え
る

べ
き
と
し
て
い
ま
す
。
憲
章
で
は
、
そ
う
し
た
認

識
の
下
に
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
が
実
現
し
た
社

会
の
姿
や
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
者
が
果
た
す
べ
き
役

割
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
行
動
指
針
で
は
、

具
体
的
な
数
値
目
標
も
示
し
て
、
憲
章
で
示
し
た

目
指
す
べ
き
社
会
の
姿
の
実
現
の
た
め
に
各
関
係

者
が
取
り
組
む
べ
き
内
容
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
、
社
会
全
体
で
取
り
組
み
を

推
進
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
す
。

法
律
の
規
定
を
超
え
る 

育
児
や
介
護
の
制
度
を
完
備

長
野　
で
は
、
各
大
学
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。

山
田　
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
の
問
題
は
、

育
児
や
介
護
だ
け
で
は
な
く
、
独
身
者
の
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
当

面
の
問
題
は
育
児
や
介
護
で
す
の
で
、
中
央
大
学

に
お
け
る
育
児・

介
護
に
関
わ
る
制
度
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

ま
ず
妊
娠・

出
産
に
つ
い
て
は
、
労
働
基
準
法

で
も
産
前・

産
後
休
業
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

産
前
休
業
が
法
律
で
は
６
週
間
で
す
が
、
本
学
で

は
８
週
間
で
あ
り
、
産
前
産
後
を
合
わ
せ
て
16
週

間
と
な
り
、
全
て
有
給
で
す
。
ま
た
、
妊
娠
に
関

わ
る
健
康
診
断
な
ど
で
通
院
す
る
た
め
に
休
暇
を

取
得
す
る
場
合
も
有
給
と
な
り
ま
す
。

　

育
児
休
業
は
、
法
律
で
は
原
則
と
し
て
１
年
間
、

例
外
で
２
年
で
す
が
、
本
学
で
は
最
長
２
年
間
、

２
歳
の
誕
生
日
の
あ
と
に
迎
え
る
４
月
の
末
ま
で

で
す
。
こ
の
間
、
本
俸
の
10
％
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

育
児
に
関
わ
る
短
時
間
勤
務
は
１
日
に
つ
い
て
１

～
３
時
間
で
あ
り
、
法
律
で
は
満
３
歳
ま
で
で
す
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が
、
本
学
で
は
小
学
校
の
入
学
式
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
休
ん
だ
分
に
比
例

し
て
賃
金
は
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
「
子
の
看
護
休
暇
」
が
あ
り
ま
す
。

小
学
校
入
学
ま
で
、
１
年
に
つ
き
５
日
ま
で
、
子

ど
も
が
２
人
の
場
合
は
10
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

５
日
の
う
ち
４
日
目
ま
で
が
有
給
で
、
５
日
目
以

降
は
無
給
で
す
。
ま
た
、「
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
利

用
補
助
制
度
」
と
い
っ
て
、
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
団
体
を
利
用
す
る
場
合
、
入
学

金
や
年
会
費
の
全
額
（
上
限
は
32
万
円
）、
お
よ
び

食
事
代
や
交
通
費
な
ど
の
半
額
ま
で
補
助
し
て
い

ま
す
。

　

介
護
休
業
は
、
法
律
で
は
93
日
で
す
が
、
本
学

で
は
対
象
家
族
１
人
に
つ
き
３
６
５
日
ま
で
取
得

で
き
、
本
俸
の
15
％
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
育
児
休

業
は
10
％
で
介
護
休
業
が
15
％
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
介
護
休
業
の
場
合
は
健
康
保
険
や
厚
生
年
金

の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
な
い
分
を
カ
バ
ー
す
る
も

の
で
す
。
ま
た
、「
短
期
間
介
護
制
度
」
は
「
子
の

看
護
休
暇
」
同
様
に
１
年
に
つ
き
５
日
で
、
４
日

目
ま
で
が
有
給
で
す
。「
介
護
の
短
時
間
勤
務
制

度
」
も
１
日
に
つ
き
１
～
３
時
間
、
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
介
護
費
用
補
助
制
度
は
、
在
宅
と
施
設

介
護
が
あ
り
ま
す
が
、
年
間
32
万
円
を
上
限
と
し

て
補
助
し
ま
す
。

　

教
職
員
が
休
む
と
い
う
こ
と
は
大
学
に
と
っ
て

は
マ
イ
ナ
ス
で
す
が
、
育
児
や
介
護
は
人
間
に
と
っ

て
大
事
な
こ
と
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
プ
ラ
ス
に

捉
え
て
受
け
入
れ
、
積
極
的
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

長
野　
制
度
が
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、
正
規
の

教
職
員
と
い
う
理
解
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

山
田　
基
本
的
に
は
専
任
の
教
職
員
が
対
象
で
す
。

た
だ
し
、
実
態
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
育
児
休

暇
を
取
っ
た
男
性
は
１
、
２
人
で
、
ほ
と
ん
ど
が

女
性
で
あ
り
、
介
護
休
暇
も
同
様
で
す
。
男
女
共

同
参
画
は
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
広
ま
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は「
男
女
共
同
参
画
推
進

の
一
番
の
旗
振
り
役
に
な
る
」

周
東　
実
践
女
子
学
園
に
お
け
る
、
専
任
職
員
の

短
時
間
勤
務
の
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
度
の
初
め
に
、
本
学
の
理
事
長
か

ら
、「
本
学
の
将
来
は
、
女
子
大
学
で
あ
る
と
い
う

立
場
を
踏
ま
え
、
男
女
共
同
参
画
の
一
番
の
旗
手

に
な
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
本
学
の
学
祖
で
あ
る
下
田
歌
子
は
、

１
８
９
９
年
の
創
立
時
か
ら
、
世
の
中
を
動
か
す

の
は
女
性
だ
と
い
う
こ
と
を
、
男
尊
女
卑
の
明
治

の
時
代
に
申
し
て
お
り
ま
し
た
。
本
学
は
私
学
で

あ
り
、
学
祖
の
考
え
、
建
学
の
精
神
、
つ
ま
り
原

点
に
立
ち
返
る
と
い
う
意
味
で
も
、
い
ま
や
社
会

の
流
れ
と
な
っ
て
い
る
男
女
共
同
参
画
や
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
を
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
た

わ
け
で
す
。

　

そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
演
会
や
学
内
研
修
を

実
施
し
た
り
、
学
生
に
対
す
る
教
育
（
授
業
）
で

も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
専
任
職
員
に
対
し

て
は
「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ワ
ー
ク
制
度
」
を
設
け
ま

し
た
。
先
ほ
ど
短
時
間
勤
務
と
申
し
ま
し
た
が
、

１
時
間
短
縮
、
２
時
間
短
縮
、
３
時
間
短
縮
、
１

日
短
縮
、
２
日
短
縮
と
い
う
５
タ
イ
プ
が
あ
り
ま

す
。
育
児
の
た
め
に
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合

は
、
法
令
の
規
定
に
加
え
て
子
ど
も
が
小
学
校
６

年
生
ま
で
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
の

た
め
に
制
度
を
利
用
す
る
場
合
、
介
護
の
事
由
が

消
滅
す
る
ま
で
使
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
人
の
傷
病
や
家
族
の
傷
病
の
看
護
も
対
象
と
な

り
、
そ
の
事
由
が
無
く
な
る
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
本
学
の
専
任
職
員
は
89
名
で
す
が
、
そ

の
う
ち
の
男
性
３
名
、
女
性
６
名
、
合
計
９
名
が

座
談
会
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こ
の
制
度
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
利
用
の
事
由
は

育
児
が
６
名
、
介
護
が
１
名
、
本
人
傷
病
が
２
名

で
す
。

　

処
遇
面
で
は
ノ
ー
ワ
ー
ク・

ノ
ー
ペ
イ
の
原
則

に
の
っ
と
っ
て
、
短
縮
し
た
分
の
給
与
な
ど
は
減

額
し
ま
す
。
退
職
金
も
同
様
で
、
制
度
の
利
用
期

間
に
応
じ
て
退
職
金
の
算
定
期
間
を
減
じ
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
10
年
間
に
わ
た
っ
て
２
割
短
縮
し

た
勤
務
を
し
た
場
合
、
退
職
金
は
８
年
分
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
制
度
を
利
用
し
な
い
者
に
対
す

る
配
慮
も
あ
り
ま
す
。

制
度
利
用
者
に
は
、原
則
的
に 

時
間
外
労
働
や
休
日
出
勤
を
認
め
な
い

周
東　
制
度
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
、
制
度
を
利
用
す
る
者
の
い
る
組
織

に
対
し
て
補
完
措
置
を
講
じ
る
と
い
う
こ
と
を
明

言
し
ま
し
た
。
制
度
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
緊
急

時
な
ど
を
除
い
て
、
原
則
と
し
て
時
間
外
勤
務
や

休
日
出
勤
を
認
め
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
人
に

と
っ
て
不
利
益
に
な
る
よ
う
な
就
業
場
所
の
移
動

は
行
わ
な
い
こ
と
や
、
制
度
の
利
用
者
か
否
か
を

問
わ
ず
、
仕
事
の
成
果
を
き
ち
ん
と
評
価
し
て
公

平
な
昇
進
昇
格
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
利
用
者
か
ら
は
大
変
あ
り
が
た
い
と
い

う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
制
度
そ
の
も
の
と
と

も
に
、
時
間
外
勤
務
や
休
日
出
勤
の
原
則
禁
止
が

好
評
で
す
。
早
く
帰
れ
る
と
は
い
え
、
周
り
へ
の

気
遣
い
か
ら
、
そ
れ
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
し

た
が
、
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
非
常
に
ス
ム
ー

ズ
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
な
か
な
か
定
量
化
し
に
く
い
の
で
す

が
、
制
度
を
利
用
し
た
本
人
や
同
じ
部
署
の
者
の

仕
事
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
は
、
業
務
の
遂
行
に
ど
ん
な
に
時
間
を
か
け
て

も
良
い
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
が
、
時
間

当
た
り
の
生
産
性
や
効
率
性
を
非
常
に
意
識
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

知
恵
を
絞
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
、
職
員
の

成
長
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

制
度
を
作
っ
て
利
用
者
が
増
え
た
こ
と
は
非
常

に
重
要
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
学
園
全
体
と

し
て
労
働
時
間
抑
制
の
た
め
の
施
策
を
い
ろ
い
ろ

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
、
上
か
ら
押
し
つ
け
る

の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
で
発
案
す
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
ノ
ー
残
業
デ
ー
や
、
有
給
休
暇

の
取
得
を
促
進
す
る
た
め
に
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
休

暇
を
設
け
た
り
、
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
密
に
す
る
と
仕
事
の
効
率
が
上
が
る
の
で
、
ラ

ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
い
て
人
と
人
と
の
関
わ

り
を
促
す
と
い
っ
た
こ
と
を
各
組
織
で
行
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
的
に
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ワ
ー
ク
制
度
の
利

山
田 

省
三
氏

周
東 

正
紀
氏
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用
と
相
ま
っ
て
、
時
間
外
労
働
が
３
年
間
で
３
割

減
少
し
、
有
給
休
暇
の
取
得
率
も
年
々
上
昇
す
る

な
ど
、
成
果
が
数
字
と
し
て
も
表
れ
て
い
ま
す
。

長
野　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
制
度
を
利
用

し
た
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
職
場
に
は
何
ら
か
の
補
完

を
す
る
と
の
お
話
で
す
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

周
東　
仕
事
内
容
に
も
よ
り
ま
す
が
、
役
割
分
担

を
見
直
す
の
は
当
然
と
し
て
、
そ
れ
以
外
に
、
派

遣
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
職
員
を
入
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
学
園
と
し
て
は
、
そ
れ
に
よ
る
新
た
な
人

件
費
の
発
生
も
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
が
、
部
署
内

で
何
と
か
や
り
く
り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
、

想
定
し
て
い
た
ほ
ど
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

長
野　
本
音
と
し
て
は
、
新
た
に
来
て
い
た
だ
い

た
方
に
仕
事
を
教
え
る
手
間
を
考
え
る
と
、
自
分

た
ち
で
何
と
か
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

周
東　
そ
う
で
す
ね
。

男
女
共
同
参
画
推
進
か
ら 

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
へ

長
野　
で
は
、
上
智
大
学
の
須
田
様
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

須
田　
上
智
大
学
で
は
、
教
職
員
の
ほ
ぼ
半
分
が

女
性
で
す
の
で
、
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境

と
い
う
も
の
の
基
礎
は
あ
る
程
度
で
き
て
い
ま
し

た
。
２
０
０
９
年
度
に
、
本
学
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
に
対
応
す
る
女
性
研
究
者
支
援
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
文
部
科
学
省
の
女
性
研
究
者
研
究
活
動
支

援
事
業
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
女
性
研
究
者

の
増
加
を
目
的
と
し
て
、
世
界
的
に
活
躍
す
る
女

性
研
究
者
を
招
い
て
講
演
や
個
別
相
談・

ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
も
ら
う
グ
ロ
ー
バ
ル
メ
ン
タ
ー
制
度

の
ほ
か
、
出
産
育
児
期
の
研
究
支
援
員
を
配
置
す

る
制
度
な
ど
を
取
り
入
れ
、
研
究
活
動
を
支
援
す

る
環
境
を
整
備
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
社
会
的
に
も
男
女
共

同
参
画
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
た
め
、

２
０
１
１
年
１
月
に
学
長
名
で
「
男
女
共
同
参
画

社
会
の
形
成
に
お
け
る
社
会
的
責
任
を
自
覚
し
、

個
人
が
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

社
会
の
実
現
の
た
め
に
主
体
的
役
割
を
果
た
す
」

と
の
男
女
共
同
参
画
宣
言
を
公
表
し
ま
し
た
。
さ

須
田 

誠
一
氏

田
平 
浩
二
氏

長
野 

香
氏

座
談
会
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ら
に
、
２
０
１
２
年
１
月
に
は
男
女
共
同
参
画
推

進
室
を
発
足
さ
せ
、
専
従
の
職
員
を
配
置
し
て
活

動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
推
進
室
で
は
、
男
女
共
同
参
画

意
識
の
醸
成
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
、
仕
事
と

家
庭
の
両
立
支
援
、
次
世
代
育
成
支
援
を
柱
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
次
世
代
育
成
支
援
と
し
て
は
、
女
子
高
校

生
を
対
象
に
、
本
学
の
理
工
学
部
教
員
と
学
生
に

よ
る
実
験
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
高
校
で
は

体
験
で
き
な
い
大
学
の
実
験
の
楽
し
さ
を
通
し
て
、

女
子
高
校
生
の
理
系
進
学
を
促
進
し
、
次
世
代
育

成
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
４
月
に
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進

室
か
ら
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
へ
と
名
称
を
変

更
し
ま
し
た
。
よ
り
広
範
な
多
様
性
を
受
け
入
れ

る
共
生
社
会
を
目
指
し
て
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ・

マ
イ
ン
ド
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
新
た
な
課
題

と
し
て
加
わ
り
、
２
０
１
７
年
度
は
、
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ・

セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
基
礎
研

修
を
行
っ
た
り
、
障
が
い
に
つ
い
て
考
え
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
は
、
考
え
方
や
価
値
観
の

多
様
性
と
い
っ
た
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
違
い
を
認
め
た
上
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
個
々
人
の
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
、
誰

も
が
自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る
社
会
を
形
成
す
る

こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
社
会
形
成
に
貢
献

す
る
人
々
が
本
学
か
ら
巣
立
っ
て
い
く
こ
と
が
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
の
大
き
な
目
標
で
す
。

人
そ
れ
ぞ
れ
の
多
様
な
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に 

対
す
る
合
理
的
配
慮
の
必
要
性

須
田　
２
０
０
７
年
度
に
、
職
員
に
関
す
る
人
事

制
度
を
大
幅
に
改
定
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。
従
来
は
、

職
員
の
キ
ャ
リ
ア
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
組
織
任

せ
で
、
自
分
で
希
望
し
た
と
お
り
に
は
い
か
な
い

と
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
自
分
の
キ
ャ

リ
ア
を
ま
ず
自
分
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
自
立

し
た
人
材
を
育
成
し
た
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
し
ま
し
た
。
全
て
が
う
ま
く
進
ん
で
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
職
員
自
身
が
自
分
の
キ
ャ

リ
ア
を
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

働
き
方
の
多
様
性
と
い
う
こ
と
で
は
、
民
間
企

業
で
先
行
し
て
い
る
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
や
在

宅
勤
務
な
ど
を
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
一
部
の
部

署
に
試
験
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
成
果
と

な
っ
て
現
れ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
の
で
す
が
、

完
璧
な
制
度
設
計
を
し
て
か
ら
開
始
し
て
い
た
の

で
は
ス
ピ
ー
ド
感
に
欠
け
る
の
で
、
ト
ラ
イ
ア
ル・

ア
ン
ド・

エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
い
ま
の

時
代
に
合
っ
た
よ
り
良
い
制
度
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

長
野　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
確
認
で
す

が
、
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
制
度
は
大
学
の
職
員
が
対

象
で
し
ょ
う
か
。
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須
田　
そ
う
で
す
ね
。

長
野　
そ
う
し
た
こ
と
の
延
長
線
上
に
男
女
共
同

参
画
と
い
う
発
想
が
あ
り
、
特
に
研
究
者
に
つ
い

て
は
、
２
０
０
９
年
の
女
性
研
究
者
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
施
策
が

推
進
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
流
れ
で
す
ね
。

須
田　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。

長
野　
分
か
り
ま
し
た
。
各
大
学
の
お
話
を
伺
う

と
、
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
の
メ
イ
ン
は
、

や
は
り
現
場
に
お
け
る
女
性
の
支
援
で
あ
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

山
田　
い
ま
お
話
に
出
た
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い

う
の
は
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
障
が
い
者
の
問
題
で
、
健
常
者
で
さ
え

大
変
な
の
に
、
な
ぜ
障
が
い
者
が
優
遇
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
声
に
対
し
て
は
、
答

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

障
が
い
者
に
対
す
る
「
合
理
的
配
慮
」
と
い
う
考

え
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
育
児
や
介
護

を
し
て
い
る
人
に
も
必
要
で
あ
り
、
事
業
主
が
配

慮
さ
え
し
て
く
れ
れ
ば
仕
事
と
の
両
立
が
可
能
に

な
る
わ
け
で
す
。
い
ま
の
ま
ま
で
は
無
理
だ
け
れ

ど
、
配
慮
し
て
く
れ
れ
ば
働
け
る
、
両
立
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
一
見
す
る
と
障
が
い
の
問

題
と
は
無
関
係
の
よ
う
で
い
て
、
実
は
深
く
関
連

し
て
い
る
。
合
理
的
配
慮
と
い
う
の
は
、
働
い
て

い
る
人
全
体
に
関
す
る
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、
す
な
わ
ち
人
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
は
多
様
で
あ
り
、
育
児
が
終
わ
っ
た
ら

働
き
た
い
と
い
う
人
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
可
能
で

あ
れ
ば
子
ど
も
を
産
む
こ
と
が
で
き
、
少
子
化
の

解
消
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
多
様
な
人
々
が

働
け
る
よ
う
な
大
学
を
つ
く
り
、
そ
う
い
っ
た
生

き
方
を
身
近
に
提
示
す
る
こ
と
が
、
学
生
に
対
す

る
教
育
の
面
で
も
大
き
い
意
味
を
持
ち
、
希
望
を

与
え
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
そ
う

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

長
野　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
関
し
て
は
、
お
そ
ら

く
大
学
は
企
業
よ
り
も
オ
ー
プ
ン
で
あ
り
、
特
に

私
立
大
学
は
、
建
学
の
精
神
に
の
っ
と
っ
て
先
進

的
な
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

情
報
を
共
有
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
独
自
の
理
念

に
基
づ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
今
後
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
試
み

に
ト
ラ
イ
し
て
社
会
に
発
信
し
て
い
く
使
命
が
、

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

気
が
し
ま
す
。

　

山
田
先
生
、
貴
重
な
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

実
施
面
で
は
、意
識
改
革
と
と
も
に 

人
的
な
サ
ポ
ー
ト
も
必
要

長
野　
皆
様
か
ら
お
話
し
い
た
だ
い
た
内
容
を
踏

ま
え
て
、
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
を
実
践

す
る
上
で
の
ご
苦
労
や
課
題
な
ど
を
具
体
的
に
ご

紹
介
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

須
田　
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

は
、
言
葉
で
は
分
か
り
ま
す
が
、
行
動
に
移
す
際

の
ハ
ー
ド
ル
は
ま
だ
高
く
、
制
度
を
利
用
す
る
側

と
周
囲
と
で
意
識
に
差
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
育
児
ま
た
は
介
護
短
時
間
勤
務
の
職

員
が
い
て
、
短
時
間
勤
務
の
中
で
は
で
き
な
い
仕

事
が
生
じ
た
場
合
、
組
織
全
体
と
し
て
考
え
る
と

誰
か
が
代
わ
り
に
そ
の
仕
事
を
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
わ
け
で
、
そ
の
た
め
に
負
荷
が
増
え
る
人

が
出
て
く
る
。
で
も
、
そ
の
人
も
、
い
ず
れ
は
誰

か
に
負
荷
を
負
っ
て
も
ら
う
立
場
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
誰
に
も
起
こ
り
得
る
こ
と
、
お
互
い
さ

ま
だ
と
考
え
れ
ば
、
一
時
的
に
負
荷
が
増
え
て
も

前
向
き
に
受
け
入
れ
て
ほ
し
い
と
、
制
度
を
運
用

し
て
い
る
側
と
し
て
は
望
ん
で
い
ま
す
。
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こ
う
し
た
こ
と
を
頭
で
は
理
解
し
て
い
て
も
、

実
際
に
超
過
勤
務
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
こ

と
に
納
得
が
い
か
な
い
と
か
、
組
織
の
運
営
や
人

員
配
置
を
考
え
る
上
で
ネ
ッ
ク
に
な
る
と
い
っ
た

悩
み
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
何

と
か
が
ん
ば
ろ
う
」「
み
ん
な
で
が
ま
ん
し
よ
う
」

な
ど
と
い
っ
た
掛
け
声
だ
け
で
対
応
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
意
識
改
革
を
進
め
る
と
同
時

に
、
人
的
な
サ
ポ
ー
ト
も
で
き
る
施
策
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

男
性
の
意
識
が
変
わ
ら
な
い
と 

男
女
共
同
参
画
は
進
ま
な
い

須
田　
男
女
共
同
参
画
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
育

児
休
業
や
育
児
短
時
間
勤
務
な
ど
の
制
度
は
そ
れ

な
り
に
整
備
さ
れ
た
も
の
の
、
や
は
り
男
性
の
意

識
が
大
幅
に
変
わ
ら
な
い
と
変
革
し
て
い
か
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
育
児
短

時
間
勤
務
の
女
性
職
員
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
経

験
を
積
ん
で
も
ら
う
た
め
に
海
外
出
張
を
命
じ
よ

う
と
し
て
も
、「
育
児
が
あ
る
か
ら
無
理
で
す
」
と

い
う
の
が
大
方
の
反
応
で
す
。
出
張
の
間
、
子
ど

も
の
世
話
を
す
る
人
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
夫
が
会
社
を
休
ん
だ
り
短
時
間
勤
務
を
す
る

と
い
う
ケ
ー
ス
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
男
性
の
意
識
を
変
え
る
何
ら
か
の
取
り
組
み

も
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

長
野　
制
度
を
利
用
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
る

職
場
に
対
し
て
は
、
人
的
な
補
充
を
す
る
な
ど
、

ど
ん
な
仕
組
み
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

須
田　
基
本
的
に
は
、
育
児
休
業
を
と
っ
た
場
合

に
は
派
遣
社
員
や
臨
時
職
員
を
補
充
し
て
対
応
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
こ
れ
を
い
い
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
て
、
仕
事
の
効
率
化
や
外
部
委
託
も
含
め
た
業

務
の
見
直
し
を
所
属
長
に
は
お
願
い
し
て
い
ま 

す
。
そ
う
や
っ
て
、
誰
か
が
長
期
に
休
む
こ
と
に

な
っ
て
も
、
残
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
何
と
か
や
り
く

り
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
ほ
し
い
と
所
属
長
に
伝

え
ま
す
が
、
実
際
に
は
困
難
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

人
的
な
補
充
を
す
る
と
い
う
の
が
現
実
的
な
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ワ
ー
ク・
ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス

や
男
女
共
同
参
画
に
は
い
ろ
い
ろ
な
側
面
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
業
務
の
効
率
化
や
労
働
生
産

性
の
向
上
な
ど
と
セ
ッ
ト
で
考
え
る
こ
と
な
く
、

ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
に
だ
け
光
を
当
て

て
充
実
を
図
ろ
う
と
す
る
と
、
組
織
運
営
が
う
ま

く
い
か
な
い
な
ど
、
影
に
な
る
部
分
も
出
て
く
る

で
し
ょ
う
。
全
体
的
な
視
点
で
見
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

長
野　
い
ま
、
男
性
の
意
識
を
変
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
指
摘
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
学
校
、

特
に
大
学
は
制
度
面
で
は
充
実
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
多
い
も
の
の
、
女
性
職
員
の
配
偶
者
が
企
業
に

勤
め
て
い
る
場
合
、
そ
こ
の
制
度
が
未
整
備
で
あ
っ

た
り
、
そ
も
そ
も
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
自
体
が

非
常
識
と
思
わ
れ
る
風
潮
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

家
族
の
中
で
の
理
解
も
含
め
、
学
内
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
課
題
を
、
お
そ
ら
く
ど
こ
の
大
学
で

も
抱
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

業
務
の
見
直
し
や
効
率
化
を
す
る
に
は 

非
常
に
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ

長
野　
こ
れ
ま
で
の
お
話
以
外
の
と
こ
ろ
で
、
課

題
や
問
題
点
な
ど
は
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

周
東　
先
ほ
ど
私
が
ご
紹
介
し
た
の
は
職
員
向
け

の
制
度
で
す
が
、
本
学
園
に
は
大
学
や
短
大
、
中

学
校
、
高
等
学
校
の
教
員
も
お
り
ま
す
。
職
員
と

は
違
う
働
き
方
を
す
る
人
た
ち
に
対
す
る
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
の
た
め
の
制
度
を
ど
の
よ
う

に
設
計
し
て
い
く
か
は
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
が
、
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ま
だ
十
分
な
検
討
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

大
学
や
短
大
の
教
員
は
裁
量
労
働
制
な
の
で
、

あ
る
程
度
は
時
間
調
整
が
可
能
な
環
境
で
仕
事
を

し
て
い
ま
す
が
、
中
学・

高
校
の
教
員
に
つ
い
て

は
、
職
員
同
様
、
所
定
の
労
働
時
間
の
中
で
働
い

て
い
る
た
め
、
何
ら
か
の
制
度
を
検
討
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
中
学・

高
校
に
は
大
学
な
ど
と
は
違
う
問
題

や
課
題
も
あ
る
の
で
、
制
度
は
作
っ
た
も
の
の
活

用
さ
れ
な
い
と
い
う
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
慎

重
に
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、

職
員
に
だ
け
制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の

は
不
公
平
な
の
で
、
そ
の
解
消
が
テ
ー
マ
と
し
て

存
在
し
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
お
話
し
し
た
制
度
を
作
っ
た
結
果
、
総

労
働
時
間
が
減
っ
て
有
給
休
暇
の
取
得
率
も
伸
び

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
労
働
時
間

を
抑
制
し
よ
う
と
考
え
た
ら
、
も
は
や
掛
け
声
と

か
意
識
改
革
だ
け
で
は
だ
め
で
あ
り
、
須
田
様
の

お
話
と
重
複
し
ま
す
が
、
業
務
の
抜
本
的
な
見
直

し
や
改
革
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
が
な
か
な
か
組
織
全
体
に
浸
透

し
な
い
。
例
え
ば
、
私
の
部
署
で
は
年
末
調
整
の

作
業
を
全
て
Ｗ
ｅ
ｂ
化
し
て
業
務
量
を
半
減
さ
せ

ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
試
み
を
現
場
の
隅
々
ま
で

行
き
渡
ら
せ
な
い
と
、
学
園
全
体
の
風
土
改
革
に

は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
今
後
い
っ
そ
う
働
き
方
改

革
を
進
め
る
た
め
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
こ
と
に

着
手
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長
野　
い
ま
ご
指
摘
の
あ
っ
た
中
学・

高
校
の
教

員
に
つ
い
て
は
、
私
ど
も
の
と
こ
ろ
で
も
同
様
の

課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
社
会
全
体
の

大
き
な
課
題
と
し
て
解
決
を
図
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
も
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
労
働
時
間
を
減
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、
技
術
的
に
も
意
識
の
面
で
も
ド
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
改
革
が
必
要
だ
と
い
う
お
話
が
出
ま

し
た
。
大
学
の
風
土
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
の
は
非
常
に
貴
重
な
ご
指
摘
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
の
場
合
、
ど
う
し
て
も
前
例
主
義
に
基
づ

い
た
働
き
方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、「
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
か
ら
」
と
い
う
理
由

だ
け
で
続
け
て
い
く
こ
と
に
対
し
て
、
ま
ず
は
疑

問
を
持
つ
と
い
う
意
識
が
な
い
と
、
大
き
な
変
革

は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
一
人
が
掛
け

声
を
か
け
て
も
周
り
が
納
得
し
な
い
と
い
う
状
況

は
、
大
学
で
は
多
々
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ 

う
か
。

周
東　
職
員
の
あ
り
方
が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
は
、

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
法
令
が
変
わ
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
専
任
職
員
は
専
門
性
を

高
め
る
と
と
も
に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
と
い
っ
た
能
力
も
身
に
付
け
な
い
と
い
け
な

い
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

従
来
と
同
じ
業
務
を
同
じ
や
り
方
で
続
け
て
い

て
は
、
そ
う
し
た
専
任
職
員
に
は
な
り
得
な
い
の

で
、
職
員
に
業
務
の
見
直
し
や
効
率
化
を
求
め
る
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に
は
非
常
に
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
い
え
ま
す
。

法
令
の
改
正
な
ど
、
外
部
の
風
も
う
ま
く
使
い
な

が
ら
、
組
織
風
土
を
変
え
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

長
野　
そ
う
い
う
お
話
を
実
際
に
な
さ
っ
て
、
現

場
の
職
員
が
納
得
し
た
り
共
感
し
た
と
い
う
ご
経

験
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

周
東　
こ
う
し
た
こ
と
は
、
や
は
り
少
し
時
間
が

か
か
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
お
話
し
し
た
よ

う
な
こ
と
を
文
書
に
し
て
も
、
お
そ
ら
く
伝
わ
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
具
体
的
な
事
例
を
周
知
し
、
そ

の
成
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
、
少
し
ず
つ
変

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
本
学
園
に
は
長
い

歴
史
が
あ
っ
て
職
歴
が
長
い
者
も
い
ま
す
の
で
、

意
識
が
急
に
が
ら
っ
と
変
わ
る
よ
う
な
こ
と
は
な

く
、
時
間
は
か
か
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
ず
つ
積

み
重
ね
て
い
く
し
か
な
い
し
、
方
針
に
合
っ
た
こ

と
を
実
践
し
た
職
員
を
き
ち
ん
と
評
価
し
、
そ
う

で
な
い
職
員
は
正
す
と
い
う
こ
と
を
シ
ビ
ア
に

や
っ
て
い
く
こ
と
が
、
職
員
の
意
識
変
革
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

長
野　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
た
い
へ
ん

説
得
力
の
あ
る
お
話
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

男
性
が
休
み
を
と
れ
な
い
原
因
を
明
ら
か
に
し 

改
善
し
て
組
織
の
あ
り
方
を
変
え
る

山
田　
中
央
大
学
の
職
員
の
総
残
業
時
間
が
、
２

０
０
７
年
度
か
ら
10
年
間
で
約
80
％
も
減
少
し
ま

し
た
。

　

先
ほ
ど
来
の
お
話
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
育
児
や

介
護
で
休
む
人
が
出
た
と
き
こ
そ
、
ピ
ン
チ
だ
け

れ
ど
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
と
、
そ
れ
ま
で
の
仕

事
の
あ
り
方
を
再
検
討
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
人

事
担
当
者
の
話
で
は
、
従
来
は
個
人
個
人
で
仕
事

を
し
て
い
た
も
の
を
、
チ
ー
ム
で
仕
事
を
す
る
よ

う
に
変
え
た
と
こ
ろ
、「
互
い
に
カ
バ
ー
し
合
い
、

チ
ー
ム
と
し
て
仕
事
を
や
り
遂
げ
る
」
と
い
う
意

識
が
生
ま
れ
て
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
育
児
や
介
護
で
休
む
こ
と
は
マ

イ
ナ
ス
で
は
な
く
、
仕
事
の
あ
り
方
や
働
き
方
を

考
え
直
す
き
っ
か
け
、
あ
る
い
は
チ
ャ
ン
ス
に
も

な
る
と
思
い
ま
す
。
残
業
時
間
が
大
幅
に
減
少
し

た
の
は
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
み
ん
な
が
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
結
果
だ
と
い
え
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
会
議
の
あ
り
方
で
す
。
職
員
と

教
員
が
一
緒
の
会
議
は
ど
う
し
て
も
長
く
な
る
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
時
間
を
区
切
る
と
い
っ
た
よ
う

に
、
教
員
の
協
力
を
得
て
効
率
的
に
行
う
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
を
考
え
る
際
に
、
男
性
の
場
合
、

本
人
の
意
識
だ
け
の
問
題
な
の
で
し
ょ
う
か
。
男

性
も
育
児
や
介
護
の
休
暇
を
取
り
た
い
け
れ
ど
、

上
司
や
組
織
の
手
前
、
取
り
に
く
い
と
い
う
面
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
男
性
が
休
み
を
取
れ
な
い
原

因
を
明
確
に
し
、
そ
れ
を
改
善
し
て
組
織
の
あ
り

方
を
変
え
て
男
女
が
平
等
に
取
れ
る
よ
う
に
し
て

い
か
な
い
と
、
人
々
の
意
識
は
変
わ
ら
な
い
。
意

識
と
い
う
も
の
は
制
度
の
中
で
変
わ
っ
て
い
く
の

で
、
制
度
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
Ａ
大
学
の
女
性
教
員
で
、
夫
は
Ｂ
大

学
の
教
員
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
女
性
教
員
だ
け

が
育
休
を
１
年
間
取
り
、
夫
は
取
ら
な
い
。
こ
れ

は
、
私
に
い
わ
せ
る
と
Ａ
大
学
の
財
産
権
の
侵
害

に
当
た
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
Ａ
大
学
が
育
児
の
コ

ス
ト
を
負
担
し
、
夫
が
所
属
す
る
Ｂ
大
学
の
ほ
う

は
全
く
負
担
し
て
い
な
い
わ
け
で
す
。
個
人
の
問

題
で
は
な
く
、
女
性
の
側
の
大
学
や
企
業
が
大
き

な
コ
ス
ト
負
担
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
社

会
的
不
公
平
と
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

い
ま
の
若
い
男
性
の
意
識
は
昔
と
違
い
、
休
み

を
取
る
こ
と
に
そ
れ
ほ
ど
抵
抗
は
な
い
と
思
い
ま
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す
。
た
だ
、
職
場
の
意
識
や
制
度
の
面
か
ら
男
性

が
休
み
を
取
ら
な
い
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
は
、
や
は
り
原
因
を
明
ら
か
に
し
て

直
し
て
い
く
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
男
女
共
同
参
画
が
進
ん
で
い
く
と

思
い
ま
す
。

長
野　
中
央
大
学
の
制
度
は
、
法
律
の
規
定
を
上

回
る
も
の
で
非
常
に
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

山
田　
一
人
一
人
が
パ
ソ
コ
ン
で
仕
事
を
し
て
い

た
も
の
を
、
チ
ー
ム
で
助
け
合
い
な
が
ら
や
る
よ

う
に
働
き
方
を
変
え
た
こ
と
が
大
き
い
と
、
人
事

担
当
者
が
指
摘
し
て
い
ま
し
た
。

長
野　
相
当
数
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
う
し
た
意
識
を

持
た
な
い
と
、
大
き
な
成
果
に
は
結
び
付
か
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

山
田　
そ
う
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
識
の
ベ
ー
ス

に
な
る
も
の
は
、
各
自
が
少
し
ず
つ
持
ち
始
め
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

長
野　
会
議
時
間
に
つ
い
て
、
教
員
の
意
識
も
変

え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
ご
指
摘
は
大
学
な
ら
で

は
の
も
の
で
す
ね
。

山
田　
会
議
自
体
が
多
す
ぎ
る
と
い
う
問
題
も
あ

り
ま
し
た
。
会
議
の
数
を
減
ら
し
、
会
議
時
間
の

上
限
を
決
め
る
こ
と
は
教
員
の
協
力
な
し
に
は
進

ま
な
い
の
で
、
ト
ッ
プ
が
そ
う
し
た
方
針
を
は
っ

き
り
打
ち
出
す
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

長
野　
山
田
先
生
が
最
初
に
言
及
な
さ
っ
た
、
私

立
大
学
の
間
で
制
度
の
整
備
状
況
な
ど
に
差
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
お
話
し
い
た
だ
け
ま

す
で
し
ょ
う
か
。

山
田　
は
い
、
働
き
方
改
革
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
結
果
を
見
る
と
差

が
大
き
い
よ
う
で
す
。
大
都
市
と
地
方
の
大
学
で

は
、
置
か
れ
て
い
る
状
況
が
違
い
ま
す
し
、
大
学

の
規
模
に
よ
っ
て
も
差
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
他
大
学
の
様
子
見
と
い
う
大
学
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
情
報

提
供
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
対
し
て
、 

男
女
の
役
割
分
担
意
識
が
ま
だ
ま
だ
強
い

長
野　
各
大
学
の
事
例
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ

ン
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
政
府
の
立
場
か
ら
お

話
し
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

田
平　
各
大
学
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
非
常
に
あ
り
が
た
く
感

じ
る
と
同
時
に
、
共
通
し
た
課
題
が
あ
る
と
い
う

印
象
を
強
く
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
は
、
男
女
の
役
割
分
担
意
識
が
ま
だ

ま
だ
強
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ワ
ー
ク・

ラ
イ

フ・

バ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
、
男
性
、
特
に
上
司
の

意
識
改
革
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
休
み
を
取
っ
た
と
き
の
代
替
に

つ
い
て
、
チ
ー
ム
で
と
か
組
織
全
体
で
と
い
う
言

葉
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
消

す
る
か
、
業
務
の
効
率
化
に
つ
な
げ
る
チ
ャ
ン
ス

で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
も
出
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
視
点
は
や
や
外
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
自
ら
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
考
え
る
と
い
う
こ

と
。
こ
れ
は
個
人
ベ
ー
ス
で
は
そ
の
と
お
り
で
す

が
、
今
後
の
組
織
運
営
の
面
で
も
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
か
と
い
う
点
で
は
、
ま
ず
、「
休
み
を
取
れ
な
い

理
由
を
明
確
に
し
て
取
り
組
み
を
進
め
な
い
と
、

う
ま
く
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
お
話
が

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン

ス
と
い
う
よ
り
も
男
女
共
同
参
画
と
い
う
観
点
か

ら
は
、
男
女
み
ん
な
が
同
じ
よ
う
に
活
躍
で
き
る

社
会
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
趣
旨
の
男
女
共
同
参
画

基
本
法
が
あ
り
ま
す
。
本
来
な
ら
、
女
性
だ
け
の

座
談
会
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活
躍
を
進
め
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
女
性
の
活
躍
が
ま
だ
ま
だ
進

ん
で
い
な
い
現
状
で
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ

ン
の
観
点
か
ら
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
促
進
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
、
平
成
27
年
に

は
女
性
活
躍
推
進
法
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
従
業
員
が
３
０
０
人
を

超
え
る
企
業
お
よ
び
行
政
機
関
、
国
立
大
学
法
人

な
ど
に
、
ま
ず
課
題
を
分
析
し
、
そ
れ
を
解
消
す

る
取
り
組
み
を
検
討
し
、
数
値
目
標
も
含
め
た
計

画
を
立
て
て
公
表
す
る
よ
う
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
「
見
え
る
化
」
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
こ
う
と
し
て
お
り
、
民

間
企
業
で
あ
れ
ば
厚
生
労
働
省
、
公
共
機
関
な
ら

内
閣
府
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作
っ
て
、
取
り
組
み

状
況
を
一
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
役
割
分
担
意
識
の
解
消
は
難
し
い
問
題

で
す
が
、
男
女
共
同
参
画
基
本
法
に
基
づ
く
第
４

次
基
本
計
画
の
大
き
な
柱
の
一
つ
と
し
て
役
割
分

担
意
識
の
解
消
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
同
計
画
を

踏
ま
え
て
定
め
て
い
る
平
成
29
年
度
の
重
点
方
針

に
基
づ
い
て
、
企
業
や
各
団
体
に
取
り
組
み
の
お

願
い
を
し
て
い
ま
す
。
内
閣
府
と
し
て
も
、
男
性

リ
ー
ダ
ー
の
会
や
男
性
の
料
理
参
加
の
「
お
と
う

飯
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
休
ん
だ
と
き
の
フ
ォ
ロ
ー
を
ど
う
す

る
か
、
業
務
改
善
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
る
か
と

い
う
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ン
ト

に
な
る
よ
う
な
事
例
が
な
い
と
な
か
な
か
進
ま
な

い
た
め
、
人
事
評
価
の
見
直
し
や
業
務
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
向
上
の
施
策
、
意
識
改
革
の
試
み
な
ど
を
ま

と
め
た
事
例
集
の
配
布
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
行

政
と
し
て
は
、
こ
う
い
っ
た
情
報
提
供
を
進
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
や
団
体
の
ト
ッ
プ
の
意
識

改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

管
理
職
に
お
け
る
女
性
比
率
向
上
は 

人
事
評
価
が
課
題

周
東　
い
ま
の
お
話
に
出
た
女
性
活
躍
推
進
法
に

基
づ
く
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
本
学
も
届
け
出

て
、
２
０
２
０
年
３
月
末
の
ゴ
ー
ル
に
向
け
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
女
性

管
理
職
比
率
の
向
上
で
す
。
職
員
は
、
女
子
大
と

い
う
こ
と
で
女
性
比
率
が
高
い
も
の
の
、
管
理
職

に
お
け
る
女
性
比
率
は
低
く
、
３
割
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。

　

従
来
は
、
た
く
さ
ん
働
い
て
た
く
さ
ん
仕
事
を

し
た
人
が
評
価
さ
れ
た
た
め
、
結
果
的
に
管
理
職

に
お
け
る
男
性
比
率
の
高
さ
に
つ
な
が
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
仕
事
の
量
だ
け
で
は
な

く
質
や
効
率
性
も
評
価
制
度
に
取
り
入
れ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
、
現
在
は
仕
事
ご
と

の
量
的
な
目
標
だ
け
で
は
な
く
、
時
間
的
な
目
標

も
立
て
、
そ
れ
も
踏
ま
え
て
評
価
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
前
述
の
時
短
の
制

度
を
利
用
し
て
い
る
職
員
な
ど
、
短
時
間
し
か
勤

務
で
き
な
い
職
員
も
平
等
に
評
価
さ
れ
、
結
果
的

に
管
理
職
に
お
け
る
女
性
比
率
も
上
が
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
目
標
に
向
か
っ
て
一

歩
ず
つ
近
づ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
野　
現
状
で
は
、
女
性
管
理
職
の
比
率
は
ど
れ

く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

周
東　
一
般
企
業
に
比
べ
る
と
高
い
と
思
い
ま
す

が
、
２
０
１
７
年
度
は
約
25
％
な
の
で
、
３
割
は

手
の
届
か
な
い
目
標
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

長
野　
そ
の
25
％
と
い
う
の
は
、
徐
々
に
増
え
て

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
ず
っ
と
そ
れ

く
ら
い
で
し
た
か
。

周
東　
手
元
に
詳
し
い
デ
ー
タ
が
な
い
の
で
す
が
、

約
20
％
だ
っ
た
も
の
を
少
し
ず
つ
上
げ
て
き
て
、

現
在
は
25
％
く
ら
い
で
、
２
０
１
９
年
度
に
30
％

と
い
う
の
が
目
標
で
す
。
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長
野　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
山
田
先
生
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

山
田　
女
性
教
員
が
多
い
大
学
や
、
女
子
大
と
違
っ

て
、
本
学
は
男
性
の
ほ
う
が
多
い
大
学
で
す
。
と

は
い
っ
て
も
、
文
系
の
学
部
で
は
女
子
学
生
が
４

割
に
上
る
な
ど
、
学
生
の
男
女
比
率
に
変
化
が
生

じ
て
い
ま
す
。
本
学
で
は
、
管
理
職
は
や
は
り
男

性
が
圧
倒
的
で
し
た
が
、
少
し
ず
つ
で
す
が
女
性

が
増
え
て
き
て
お
り
、
ま
だ
30
％
ま
で
は
い
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
目
立
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

特
に
、
職
員
の
採
用
で
は
男
女
が
半
々
く
ら
い
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
管
理
職
に
占

め
る
女
性
比
率
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
時
間
を
設
定
し
て
働
い
た
分
を
評
価
す

る
と
い
う
方
法
だ
け
で
は
、
男
女
共
同
参
画
は
進

ま
な
い
と
思
い
ま
す
。
家
庭
内
の
家
事
の
責
任
を

男
女
全
く
同
じ
よ
う
に
分
担
し
て
い
れ
ば
い
い
の

で
す
が
、
現
段
階
で
は
女
性
が
多
く
を
負
っ
て
い

ま
す
。
私
は
、「
育い

く

児じ

を
し
な
い
男
は
意い

気く

地じ

が
な

い
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
が
（
笑
）。

　

先
ほ
ど
ノ
ー
ワ
ー
ク・

ノ
ー
ペ
イ
と
い
う
お
話

が
出
ま
し
た
が
、
男
性
は
昇
進
の
問
題
が
あ
る
し
、

給
与
自
体
が
高
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
な
か

な
か
育
児
休
業
を
取
得
し
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意

味
で
、
ノ
ー
ワ
ー
ク・

ノ
ー
ペ
イ
の
原
則
を
形
式

的
に
貫
い
て
い
い
か
ど
う
か
、
個
人
的
に
は
や
や

疑
問
も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
例
え
ば
子
ど
も
の
面
倒
は
祖
母
が
見
る

か
ら
育
休
を
取
ら
な
い
と
い
う
人
と
、
自
分
で
育

児
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
を
同
列
で
は
評
価

で
き
な
い
も
の
の
、
例
え
ば
半
年
の
勤
務
で
遅
れ

を
回
復
さ
せ
る
な
ど
、
柔
軟
な
人
事
管
理
が
必
要

に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
な
い
と
、
女
性
の
昇

進
が
遅
れ
る
な
ど
の
不
利
益
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

長
野　
や
は
り
、
人
事
評
価
が
課
題
で
す
ね
。

ワ
ー
ク
と
ラ
イ
フ
を
統
合
し
て 

広
い
意
味
で
の
キ
ャ
リ
ア
の
充
実
を
図
る

山
田　
差
別
に
関
し
て
最
後
に
残
る
問
題
は
、
コ

ス
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
企
業
が
女
性
を
採
用
す
る

と
育
児
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
、
だ
か
ら
女
性
を
採

ら
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
が
、
こ
れ
は
社
会

的
不
正
で
あ
る
わ
け
で
、
男
性
も
同
じ
よ
う
に
育

休
を
取
れ
ば
差
別
す
る
意
味
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

私
は
、
職
場
の
男
女
差
別
解
消
の
答
え
は
家
庭

に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
男
性
も
育
児
休
暇
を

取
れ
ば
、
企
業
な
ど
に
と
っ
て
コ
ス
ト
面
で
は
男

女
同
じ
に
な
っ
て
差
別
の
理
由
が
な
く
な
り
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
休
ん
だ
場
合
の
人
事
考
課
を

ど
う
す
る
か
は
非
常
に
大
事
な
問
題
で
す
。
男
性

は
特
に
気
に
す
る
人
が
多
い
の
で
、
企
業
は
あ
る

程
度
柔
軟
な
対
応
を
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

子
ど
も
を
産
ん
で
育
て
る
と
い
う
こ
と
は
大
事

な
権
利
で
あ
り
、
少
子
化
対
策
と
し
て
も
重
要
で

す
。
し
か
し
、
い
ま
の
法
制
で
は
、
育
児
休
業
取

得
に
よ
る
欠
勤
も
サ
ボ
っ
て
休
む
の
も
同
じ
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
権
利
を
行
使
す
る
と
ノ
ー

ワ
ー
ク・

ノ
ー
ペ
イ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
柔
軟

な
対
応
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
男
性
も
休
み
を

取
り
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

長
野　
確
か
に
、
男
女
共
同
参
画
や
女
性
活
躍
の

推
進
と
い
う
面
で
は
、
仕
事
に
対
す
る
評
価
と
い

う
と
こ
ろ
に
焦
点
が
当
た
り
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

働
き
方
改
革
と
い
う
も
っ
と
広
い
視
点
か
ら
見
る

と
、
ま
さ
に
い
ま
先
生
が
ご
指
摘
に
な
っ
た
よ
う

に
「
育
児
」
も
権
利
で
あ
っ
て
、
男
女
問
わ
ず
に

育
児
の
価
値
を
も
っ
と
社
会
が
認
め
る
よ
う
な
国

を
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

解
決
す
る
方
向
に
進
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

須
田　
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
は
「
仕
事

座
談
会
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と
生
活
の
調
和
」
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ワ
ー

ク・
ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
に
も
多
様
性
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
る
人
に
と
っ
て
は
若
い

と
き
に
思
い
切
り
仕
事
を
し
て
、
あ
る
程
度
年
齢

が
上
が
っ
た
ら
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
ほ
う
を
中
心
に

す
る
の
が
、
そ
の
人
に
と
っ
て
の
ワ
ー
ク・

ラ
イ

フ・

バ
ラ
ン
ス
だ
っ
た
り
す
る
。
つ
ま
り
、
人
に

よ
っ
て
も
、
時
期
に
よ
っ
て
も
異
な
る
わ
け
で
、

ワ
ー
ク
と
ラ
イ
フ
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
考
え
る
か

は
、
そ
の
人
の
価
値
観
や
状
況
に
よ
っ
て
違
っ
て

く
る
で
し
ょ
う
。

　

で
す
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
と
い
う
よ
り
、

ワ
ー
ク
と
ラ
イ
フ
を
統
合
し
て
、
人
生
と
い
う
広

い
意
味
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
個

人
が
し
っ
か
り
考
え
る
。
一
方
、
そ
れ
を
き
ち
ん

と
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
組
織
の
ほ
う
で
も
用
意

し
て
お
く
と
い
う
の
が
理
想
的
な
ワ
ー
ク・

ラ
イ

フ・

バ
ラ
ン
ス
の
あ
り
方
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
意
識
改
革
や
業
務
の
効
率
化
、

制
度
の
整
備
と
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
社
会
全
体
で
そ
う
い
っ
た

こ
と
に
取
り
組
む
よ
う
な
形
に
な
れ
ば
望
ま
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
も
、

こ
れ
か
ら
相
当
変
わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
同
じ

部
署
に
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
人
だ
け
で
は
な
く
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
人
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
人
も

い
て
、
正
規
の
職
員
も
い
れ
ば
非
正
規
の
職
員
も

い
る
。
ま
さ
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
で
す
が
、
そ
れ

を
う
ま
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
、
業
務
を
効
率
化

し
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
る

と
い
う
、
い
ま
ま
で
に
な
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ス

タ
イ
ル
が
求
め
ら
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
育
成
が
、
こ
れ
か
ら
の
人
事
政
策
の
課
題
の
一

つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
計
画
さ
れ
た
偶
発
性
」と
い
う 

キ
ャ
リ
ア
開
発
の
考
え
方

長
野　
上
智
大
学
に
お
け
る
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
開

発
の
考
え
方
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

須
田　
必
ず
し
も
本
人
の
希
望
ど
お
り
に
は
い
か

ず
、
自
分
の
考
え
る
キ
ャ
リ
ア
が
描
け
な
い
と
い

う
意
識
を
持
つ
人
も
い
ま
す
が
、
組
織
運
営
に
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、個
人
と
組
織
が
Ｗ
Ｉ
Ｎ
―

Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
関
係
に
な
る
の
が
理
想
的
で
す
。

　

そ
こ
で
、
参
考
に
し
て
い
る
の
が
、
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ク
ラ
ン
ボ
ル
ツ
教
授
が
提
唱
し

た
「
プ
ラ
ン
ド・

ハ
プ
ン
ス
タ
ン
ス
（
計
画
さ
れ

た
偶
発
性
）」
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
考
え
方 

で
す
。

　
「
予
期
し
な
い
出
来
事
や
偶
然
の
出
会
い
に
よ
っ

て
、
キ
ャ
リ
ア
が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
多
い
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
状
況
に
な
っ
て
も
、
前

向
き
に
捉
え
よ
う
。
そ
れ
が
、
あ
と
で
振
り
返
っ

て
み
た
ら
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」。
予
期
せ
ぬ
異
動
を
受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き

ず
に
悩
ん
で
い
る
人
に
は
、
こ
ん
な
話
を
し
て
い

ま
す
。

長
野　
企
業
の
場
合
は
、
社
内
公
募
を
し
て
選
抜・

配
属
し
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
い
う
事
例
も
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

須
田　
職
員
が
海
外
に
出
張
す
る
機
会
が
相
当
増

え
て
い
ま
す
。
従
来
は
国
際
連
携
な
ど
の
担
当
部

署
の
職
員
が
行
く
の
が
当
た
り
前
で
し
た
が
、
他

の
部
署
で
も
、
手
を
挙
げ
た
人
に
は
事
前
研
修
を

し
た
上
で
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

部
署
の
枠
を
越
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
業
務
も
増

え
つ
つ
あ
り
、
関
心
の
あ
る
仕
事
に
携
わ
れ
る
よ

う
な
仕
組
み
を
少
し
ず
つ
作
っ
て
い
ま
す
。
仕
事

の
幅
を
広
げ
る
こ
と
は
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
と
い
う
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観
点
か
ら
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

長
野　
非
常
に
興
味
深
い
事
例
で
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

学
生
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
よ
り 

教
職
員
の
意
識
も
変
わ
る

長
野　
本
日
は
、
各
大
学
の
先
進
的
な
取
り
組
み

を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ

を
受
け
て
、
田
平
様
か
ら
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

田
平　
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
業
務
の
改
善
や
効

率
化
に
つ
な
が
る
と
い
う
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
人
が
足
り
な
い
と
い
う
状
況
の
中
で
仕
事
を

す
る
た
め
に
、
職
務
の
内
容
を
分
析
し
て
可
視
化

し
、
ほ
か
の
人
が
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
そ
れ
が
意
識
さ

れ
、
広
が
り
始
め
た
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

　

個
人
レ
ベ
ル
で
も
、
育
児
休
暇
明
け
で
短
時
間

勤
務
の
人
が
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
仕
事
を
こ
な
す
と
い
う
意

識
が
芽
生
え
た
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
組

織
と
個
人
の
両
面
で
、
そ
う
い
っ
た
意
識
改
革
に

う
ま
く
つ
な
が
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
大
学
の
教
職
員
に
お
け
る
ワ
ー
ク・

ラ

イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
が
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
が
、

須
田
様
か
ら
お
話
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
学
生
に
対

す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
も
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
働
き
方
が
多
様
化
す
る
中
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
変
容
は
不
可
欠
に
な
り
ま
す
が
、
学
生
の
意
識

を
変
え
る
た
め
の
教
育
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
教
職
員
の
方
々
の
意
識
も
変
わ
っ

て
い
く
。
む
し
ろ
、
変
え
な
け
れ
ば
キ
ャ
リ
ア
教

育
は
で
き
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

か
つ
て
の
よ
う
に
、
皆
と
同
じ
こ
と
を
や
っ
て

い
れ
ば
い
い
状
況
で
は
な
く
、
与
え
ら
れ
た
環
境

を
い
い
方
向
へ
変
え
て
い
く
能
力
を
身
に
付
け
な

け
れ
ば
い
け
な
い
時
代
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
の
棚
卸
や
「
見
え
る
化
」
を
す

る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

行
政
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
少
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
情
報
提
供
な
ど
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
企
業
や
大
学
で
い
ろ
い
ろ
な
悩
み

が
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
行
政
で
も
課
題
は
多
い

の
で
、
本
日
の
お
話
も
参
考
に
し
て
、
今
後
の
政

策
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
野　
各
大
学
で
先
進
的
な
取
り
組
み
を
な
さ
っ

て
い
る
も
の
の
、
や
は
り
女
性
活
躍
と
い
う
点
で

は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
あ
る
と
い
う
気
が
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
に
田
平
様
か
ら
非
常
に
貴
重
な
ご

指
摘
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
大
学
で
働
く
教

職
員
の
状
況
を
変
え
る
と
と
も
に
、
学
生
に
対
し

て
も
そ
う
い
っ
た
教
育
を
し
た
り
啓
発
を
図
っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
主
役
で
あ
る

若
い
人
た
ち
に
い
い
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
大
き
な
使
命
で

あ
る
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

　

た
だ
、
そ
の
道
は
消
し
て
平
坦
で
は
な
く
、
三

歩
進
ん
で
二
歩
下
が
る
よ
う
な
こ
と
も
多
分
に
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
本
日
は
限
ら
れ
た
時
間
で
こ

れ
だ
け
の
い
い
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
い
っ
そ
う
の
情
報
共
有
を
図
り
、
外

部
に
も
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
し
ず
つ
で
も

制
度
設
計
が
改
善
さ
れ
、
一
人
一
人
の
意
識
や
風

土
が
変
わ
り
、
い
い
社
会
に
な
っ
て
い
く
。
そ
こ

に
大
学
と
し
て
の
使
命
が
あ
る
こ
と
を
、
再
認
識

し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

座
談
会
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大
学
に
お
け
る
通
信
教
育
は
、
１
９
４
７
年
に
学
校
教
育
法
に
よ
っ
て
制
度
化
さ
れ
、
１
９
５
０

年
に
は
正
規
の
大
学
教
育
課
程
と
し
て
認
可
さ
れ
た
（
文
部
省
認
可
通
信
教
育
）。
そ
れ
か
ら
60
年
以

上
が
経
過
し
、
現
在
、
46
大
学
、
27
大
学
院
、
12
短
期
大
学
が
通
信
教
育
を
実
施
し
て
お
り
、
大
学

に
お
け
る
通
信
教
育
の
正
規
課
程
に
約
16
万
５
０
０
０
人
の
学
生
が
学
ん
で
い
る
。

　

大
学
通
信
教
育
は
、
大
学
に
お
け
る
学
習
意
欲
を
持
ち
な
が
ら
も
、
地
理
的
、
時
間
的
制
約
な
ど

が
あ
っ
て
、
そ
の
実
現
に
困
難
を
伴
う
人
た
ち
の
期
待
に
応
え
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

ま
た
、
近
年
は
社
会
人
の
学
び
直
し
の
機
会
と
し
て
も
多
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

前
記
の
大
学
に
お
け
る
通
信
教
育
課
程
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
み
で
授
業
を
行
う
大
学
も
含

ま
れ
て
い
る
。
２
０
０
１
年
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
授
業
だ
け
で
１
２
４
単
位
全
て
が
修

得
可
能
と
な
り
、
そ
の
後
、
２
０
０
４
年
に
「
校
舎
等
施
設
に
係
る
要
件
の
弾
力
化
を
行
う
特
区
」

が
制
度
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
こ
の
特
区
制
度
を
活
用
し
て
２
大
学
が
開
設
さ
れ
、
本
制
度
は
２

０
１
４
年
か
ら
全
国
展
開
と
な
っ
て
い
る
。

特 集

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
通
信
教
育
課
程
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一
方
で
、
不
正
行
為
に
対
す

る
リ
ス
ク
、教
育
の
質
保
証
の
問

題
な
ど
の
課
題
も
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
、
場
所
や
時
間
を
選
ば

な
い
通
信
教
育
課
程
に
対
す
る

需
要
は
高
ま
っ
て
い
く
の
で
あ

ろ
う
か
。
ま
た
、
面
接
授
業
も

行
わ
な
い
形
態
の
通
信
教
育
課

程
は
、
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く

の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、

本
特
集
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
通
信
教
育
課
程
に
お
け
る

教
育
方
針
や
特
色
、
課
題
や
今

後
の
展
望
な
ど
を
ご
紹
介
い
た

だ
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
通

信
教
育
課
程
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

メ
デ
ィ
ア
授
業
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

高
橋 

陽
一

●
公
益
財
団
法
人
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
理
事
長

生
涯
学
習
時
代
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
の
こ
れ
か
ら

向
後 

千
春

●
早
稲
田
大
学
人
間
科
学
学
術
院
教
授

オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
に
よ
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

川
原 

洋

●
サ
イ
バ
ー
大
学
学
長 

兼 

Ｉ
Ｔ
総
合
学
部
学
部
長

「
学
生
の
た
め
の
大
学
」
の
通
信
教
育
課
程
と
し
て

花
見 

常
幸

●
創
価
大
学
通
信
教
育
部
長

社
会
人
学
生
へ
の
学
習
支
援
の
あ
り
方

花
岡 

大
幹

●
京
都
橘
大
学
通
信
教
育
課
長

学
生
の
多
様
性
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
大
学
通
信
教
育

陸 

亦
群

●
日
本
大
学
通
信
教
育
部
学
務
担
当
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１　
面
接
授
業
に
近
づ
く
メ
デ
ィ
ア
授
業
の
受
講
者
数

　
「
ど
う
し
て
メ
デ
ィ
ア
授
業
が
普
及
し
て
い
な
い
の
か
」
と
、
も

う
10
年
近
く
前
に
、
熱
意
あ
る
文
部
官
僚
か
ら
質
問
さ
れ
た
。
政

府
全
体
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
し
、
文
部
科
学
省
も
設
置
基
準
を
整

備
し
て
い
る
の
に
普
及
し
な
い
の
は
、
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

が
旧
態
依
然
の
通
信
授
業
と
面
接
授
業
に
固
執
し
て
い
る
か
ら
で

は
な
い
か
と
い
う
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
疑
問
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
私

が
示
し
た
の
は
、
図
表
１
の
よ
う
な
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア

授
業
受
講
者
は
一
貫
し
て
増
え
て
い
る
。
10
年
ほ
ど
前
は
「
増
え

て
い
る
」
と
説
明
し
た
。
そ
の
後
は
「
面
接
授
業
受
講
者
の
半
分

ほ
ど
」
と
い
う
時
期
が
続
い
た
。
直
近
の
デ
ー
タ
で
は
、
メ
デ
ィ

ア
授
業
受
講
者
数
は
面
接
授
業
受
講
者
数
に
近
づ
い
た
と
い
っ
て

よ
い
。

　

し
か
し
、
大
学
通

信
教
育
は
旧
態
依
然

と
し
て
い
る
と
い
う

思
い
込
み
は
、
そ
の

後
も
随
分
と
聞
か
さ

れ
た
。「
社
会
人
の
面

接
授
業
受
講
を
勧
奨

す
る
と
、
メ
デ
ィ
ア

授
業
が
阻
害
さ
れ

る
」
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
。
２
０
１
７

（
平
成
29
）
年
に
は
、

通
信
教
育
の
郵
便
料

金
を
優
遇
し
た
第
四

特
集

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
通
信
教
育
課
程

メ
デ
ィ
ア
授
業
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

高
橋 

陽
一
●
公
益
財
団
法
人
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
理
事
長

図表１　大学通信教育のメディア授業受講者数の増大
　文部科学省「学校基本調査」から作成
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種
郵
便
を
め
ぐ
っ
て
「
優
遇
料
金
が
あ
る
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進
ま

な
い
」
と
い
う
主
張
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
授
業
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
授
業
の
違
い
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
現
状
も
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
整
理
し
て
、
な
ぜ
大
学
通

信
教
育
の
た
め
に
メ
デ
ィ
ア
授
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要
に
な
っ

た
か
を
解
き
明
か
し
た
い
。

２　
四
つ
の
授
業
方
式
の
成
立

　

戦
後
の
教
育
改
革
に
よ
っ
て
大
学
通
信
教
育
が
大
学
教
育
の
方

式
と
し
て
認
め
ら
れ
、
法
政
大
学
、
慶
應
義
塾
大
学
、
中
央
大
学
、

日
本
女
子
大
学
、
日
本
大
学
に
よ
っ
て
財
団
法
人
大
学
通
信
教
育

協
会
が
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
に
設
立
さ
れ
た
。
現
在
で
は
、

61
大
学
が
加
盟
す
る
公
益
財
団
法
人
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
と

し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

当
初
の
大
学
通
信
教
育
は
、「
印
刷
教
材
に
よ
る
授
業
」
つ
ま
り

通
信
授
業
を
中
心
に
し
な
が
ら
、「
面
接
授
業
」（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）

を
卒
業
所
要
単
位
の
う
ち
30
単
位
以
上
と
す
る
こ
と
で
、
通
学
課

程
と
の
一
体
性
や
教
育
水
準
の
維
持
が
企
図
さ
れ
た
。
し
か
し
、

通
信
教
育
の
み
を
行
う
放
送
大
学
が
構
想
さ
れ
る
な
か
、
１
９
８

１
（
昭
和
56
）
年
に
は
第
３
の
授
業
方
式
で
あ
る
「
放
送
授
業
」

が
位
置
付
け
ら
れ
、
面
接
授
業
の
う
ち
10
単
位
は
放
送
授
業
で
可

能
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
１
９
９
８
（
平
成
10
）
年
に
は
「
メ
デ
ィ

ア
を
利
用
し
て
行
う
授
業
」
つ
ま
り
メ
デ
ィ
ア
授
業
（
遠
隔
授
業

と
も
い
う
）
が
第
４
の
授
業
方
式
と
し
て
登
場
し
た
。
通
学
課
程

の
上
限
は
30
単
位
、
通
信
教
育
課
程
は
面
接
授
業
に
10
単
位
ま
で

参
入
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
翌
年
に
は
通
学
課
程
は
60
単
位
ま
で

上
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
に
は
、
３

年
前
ま
で
「
同
時
双
方
向
型
」（
別
会
場
と
つ
な
ぐ
テ
レ
ビ
会
議

型
）
だ
け
で
あ
っ
た
も
の
が
、「
非
同
時
双
方
向
型
」（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
）
も
認
め
ら
れ
た
。
通
信

教
育
課
程
で
は
、
全
て
の
面
接
授
業
を
メ
デ
ィ
ア
授
業
に
置
き
換

え
可
能
と
な
り
、
現
在
に
至
る
の
で
あ
る
。

　

誤
解
が
な
い
よ
う
に
言
っ
て
お
く
と
、
通
信
教
育
課
程
で
は
印

刷
授
業
な
ど
も
メ
デ
ィ
ア
授
業
に
置
き
換
え
て
よ
い
の
で
、
法
令

上
は
１
２
４
単
位
全
て
を
メ
デ
ィ
ア
授
業
と
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
し
か
し
、
通
学
課
程
で
は
メ
デ
ィ
ア
授
業
の
卒
業
所
要
単

位
参
入
は
60
単
位
ま
で
で
あ
り
、
残
り
64
単
位
は
通
常
の
授
業
（
面

接
授
業
）
で
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
授
業
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
全
般
と
誤
解
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
ネ
ッ
ト

経
由
の
レ
ポ
ー
ト
提
出
や
電
子
教
材
配
付
は
通
信
授
業
で
広
が
っ

て
お
り
、
あ
く
ま
で
も
面
接
授
業
に
相
当
す
る
毎
回
の
出
席
確
認

な
ど
、
双
方
向
性
が
確
保
さ
れ
た
授
業
の
み
が
メ
デ
ィ
ア
授
業
で

特集 ＩＣＴを活用した通信教育課程
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あ
る
。３　

メ
デ
ィ
ア
授
業
の
迷
走

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
に
よ
っ
て
大
学
の
授
業
が
変
化
し
、
通
信
教
育

課
程
で
は
、
実
態
と
し
て
も
メ
デ
ィ
ア
授
業
の
受
講
者
数
が
面
接

授
業
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
20
年
近

く
の
変
化
で
あ
る
。
し
か
し
、
メ
デ
ィ
ア
授
業
を
め
ぐ
っ
て
は
、

誤
解
の
原
因
と
な
る
迷
走
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

一
つ
は
、
構
造
改
革
特
別
区
域
法
に
よ
っ
て
２
０
０
４
年
に
定

め
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
大
学
を
め
ぐ
る
「
特
区

８
３
２
」（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
み
を
用
い
て
授
業
を
行
う
大
学

の
設
置
に
お
け
る
校
舎
等
施
設
に
係
る
要
件
の
弾
力
化
）
で
あ
る
。

大
学
通
信
教
育
は
全
て
を
メ
デ
ィ
ア
授
業
で
実
施
で
き
る
が
、
そ

の
場
合
は
大
学
設
置
基
準
な
ど
の
例
外
と
し
て
校
舎
な
ど
を
縮
小

し
て
よ
い
と
い
う
特
区
で
あ
る
。

　

内
閣
府
の
「
認
定
申
請
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
は
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

等
の
操
作
に
関
し
て
不
明
な
点
が
生
じ
た
場
合
、
学
生
や
教
職
員

が
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
原
則
と
し
て
24
時
間
態
勢
で

の
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
な
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
」

と
あ
る
。
大
手
の
ソ
フ
ト
会
社
や
サ
ー
バ
会
社
で
も
24
時
間
対
応

は
希
有
な
の
に
、
大
学
が
24
時
間
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
を
置
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
で
あ
る
。
こ
う
し
た
文
書
が
政
府
か
ら

明
示
さ
れ
る
と
、「
メ
デ
ィ
ア
授
業
は
24
時
間
体
制
だ
」
と
い
う
話

題
に
な
る
。
特
例
で
校
舎
も
貧
弱
な
上
に
、
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
の
担

当
者
は
24
時
間
勤
務
と
な
る
と
、
流
行
語
で
言
え
ば
「
ブ
ラ
ッ
ク
」

な
職
場
に
な
っ
て
し
ま
う
。
メ
デ
ィ
ア
授
業
で
は
、
昼
夜
を
問
わ

ず
拘
束
さ
れ
る
と
感
じ
た
教
員
は
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
こ
の
問

題
は
、
２
０
１
４
年
３
月
の
大
学
通
信
教
育
設
置
基
準
改
正
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
大
学
が
基
準
本
体
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

大
学
に
よ
る
工
夫
と
学
生
支
援
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決

さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
授
業
の
「
替
え
玉
受
験
」
や
「
な
り
す
ま
し
受
講
」

対
策
の
た
め
、
本
人
認
証
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

技
術
的
な
工
夫
を
し
て
も
、
そ
れ
を
だ
ま
す
方
法
は
あ
り
、「
い
た

ち
ご
っ
こ
」
で
あ
る
。
指
紋
認
証
も
、
横
に
替
え
玉
が
い
な
い
証

拠
に
は
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
問
題
も
、
広
く
三
つ
以
上
の
認
証

プ
ロ
セ
ス
を
持
つ
こ
と
や
、
メ
デ
ィ
ア
授
業
の
み
で
卒
業
す
る
と

き
も
適
切
な
段
階
で
同
時
双
方
向
の
口
頭
試
問
を
工
夫
す
る
と
い
っ

た
、
解
決
策
も
見
え
て
き
た
。

４　
メ
デ
ィ
ア
授
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定

　

私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
は
、
メ
デ
ィ
ア
授
業
の
導
入
段
階
か
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ら
調
査
研
究
に
努
め
る
と
と
も
に
、
メ
デ
ィ
ア
授
業
研
究
会
を
開

催
し
て
各
大
学
の
情
報
交
流
を
担
っ
て
き
た
。

　

こ
の
な
か
で
、
情
報
技
術
や
教
育
方
法
の
研
究
に
と
ど
ま
ら
な

い
、
メ
デ
ィ
ア
授
業
の
共
通
ル
ー
ル
が
必
要
だ
と
い
う
意
見
が
出

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
誤
解
や
迷
走
は
、
各
大

学
の
認
証
評
価
に
お
い
て
重
大
な
問
題
に
な
り
か
ね
な
い
。
通
信

教
育
の
経
験
が
な
い
評
価
委
員
に
は
、
説
明
を
理
解
し
て
も
ら
え

な
い
と
い
う
事
例
も
出
て
き
た
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
授
業
告
示
と

呼
ば
れ
る
「
大
学
設
置
基
準
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
大
学
が
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
授
業
等
に
つ
い
て
定
め

る
件
」（
平
成
十
三
年
文
部
科
学
省
告
示
第
五
十
一
号
）
や
通
知
類

に
は
、
す
で
に
時
代
遅
れ
に
な
っ
た
「
通
信
衛
星
」
を
は
じ
め
、

解
釈
が
困
難
な
箇
所
が
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
授
業
の
教
育
や
開
発
を

安
心
し
て
推
進
す
る
た
め
に
も
、
大
学
共
通
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

示
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
多
く
の
大
学
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
２
０
１
６
年
３
月
の
公
益
財
団
法
人
私

立
大
学
通
信
教
育
協
会
理
事
会・

評
議
員
会
決
定
と
し
て
公
開
さ

れ
た
の
が
、「
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
行
う
授
業
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（
メ
デ
ィ
ア
授
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」
で
あ
る
。
こ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、
法
令
な
ど
に
依
拠
し
、
協
会
と
し
て
の
解
釈
を
自

主
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
拘
束
力
は
な
い
が
、
メ
デ
ィ
ア
授

業
研
究
会
を
は
じ
め
、
実
際
の

教
育
を
担
う
教
職
員
が
交
流
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
教
育

の
現
場
で
直
接
に
生
か
さ
れ
る
。

各
大
学
の
改
善
が
全
国
的
な
教

育
水
準
の
維
持
や
向
上
へ
と
進

む
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

５�　
メ
デ
ィ
ア
授
業
の
メ

デ
ィ
ア
と
は

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
協
会
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
提
示
し
て
い

る
が
、
こ
こ
で
は
、
関
心
の
高

い
テ
ー
マ
を
説
明
し
た
い
。
ま

ず
、
メ
デ
ィ
ア
授
業
は
、
告
示

に
は
「
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高

度
に
利
用
し
て
」
と
あ
る
が
、

ど
ん
な
メ
デ
ィ
ア
が
必
須
な
の

か
と
い
う
点
が
問
題
で
あ
る
。

単
な
る
電
子
書
籍
の
配
信
で
は
、

通
信
授
業
と
同
じ
に
な
っ
て
し

図表２　メディア授業に用いる要素と構成

メディア授業に用いる要素
メディア授業の構成

音声および動画による授業 その他の授業 その他の学習
1 文字

文字・音声・静止画・動画
から２以上の組み合わせ、
ただし音声と動画は必須。

文字・音声・
静止画・動画
から１以上

予習・復習など
2 音声
3 静止画
4 動画
5 その他の実物 △ △ △
6 その他の郵送などのメディア △ △ △

（注）△印は加えることができるもの。
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ま
う
。
こ
の
関
係
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
八
条
か
ら
第
十
一
条
で
整

理
し
た
。
簡
単
に
示
す
と
、
図
表
２
の
よ
う
に
な
る
。

　
「
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
」
に
つ
い
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
各
大
学
の

実
例
や
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
、
多
様
な
あ
り
方
を
認
め
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
基
本
と
な
る
授
業
を
「
音
声
お

よ
び
動
画
に
よ
る
授
業
」
と
し
て
、
音
声
と
動
画
を
含
む
メ
デ
ィ

ア
を
必
ず
使
い
、
文
字
や
静
止
画
も
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
た
。
さ
ら
に
、「
そ
の
他
の
実
物
」
や
「
そ
の
他
の
郵
送
な
ど

の
メ
デ
ィ
ア
」
を
加
え
る
ケ
ー
ス
も
明
示
し
た
。
意
外
か
も
し
れ

な
い
が
、
実
験
、
実
技
、
実
習
に
該
当
す
る
授
業
も
メ
デ
ィ
ア
授

業
で
可
能
な
の
で
あ
る
。
す
で
に
美
術
デ
ザ
イ
ン
の
分
野
で
始
ま
っ

て
い
る
が
、
今
後
は
理
工
系
で
も
取
り
組
み
が
始
ま
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
学
習
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
プ
リ
ン
ト
や
書
籍
配
付

な
ど
も
珍
し
く
な
い
。

　

基
本
は
、
時
間
を
区
切
っ
た
「
音
声
お
よ
び
動
画
に
よ
る
授
業
」

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
続
い
て
、「
そ
の
他
の
授
業
」
と
し
て
、
面
接

授
業
に
相
当
す
る
対
面
指
導
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
指
導
、
設
問
解

答
、
意
見
交
換
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
も
極
め
て
多
様
な
ケ
ー
ス

が
あ
り
、
ネ
ッ
ト
上
に
書
き
込
ん
だ
り
、
画
面
の
数
字
や
記
号
を

選
択
し
た
り
、
サ
ー
バ
ー
の
機
能
に
よ
っ
て
正
解
を
表
示
し
た
り
、

学
生
相
互
に
対
話
や
答
え
合
わ
せ
を
し
た
り
と
、
大
学
ご
と
に
工

夫
が
あ
る
。
こ
の
「
そ
の
他
の
授
業
」
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
は

文
字
だ
け
の
ケ
ー
ス
が
多
く
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
「
文
字・

音

声・

静
止
画・

動
画
か
ら
一
以
上
」
を
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
必
須
と

し
た
。

　

続
い
て
、
予
習
復
習
な
ど
の
「
そ
の
他
の
学
習
」
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
多
様
に
な
る
。「
音
声
お
よ
び
動
画
に
よ
る
授
業
」
を
視
聴

し
直
す
場
合
も
あ
る
し
、「
そ
の
他
の
授
業
」
の
小
テ
ス
ト
を
繰
り

返
し
た
り
、
学
生
相
互
の
書
き
込
み
で
交
流
し
た
り
と
い
っ
た
時

間
も
あ
る
だ
ろ
う
。
電
子
書
籍
や
印
刷
教
材
を
読
み
直
す
場
合
も

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
特
に
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
指
定

は
し
て
い
な
い
。

６　
メ
デ
ィ
ア
授
業
の
時
間
数
と
は

　

大
学
設
置
基
準
の
と
お
り
、
１
単
位
は
45
時
間
で
あ
る
が
、
講

義
で
必
要
と
す
る
15
時
間
以
上
の
教
室
に
お
け
る
授
業
を
、
メ
デ
ィ

ア
授
業
で
は
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
面
接
授
業
や
放
送
授
業
で
は
、

授
業
時
間
や
放
送
時
間
の
合
計
を
こ
の
時
間
に
合
わ
せ
れ
ば
よ
い
。

同
時
双
方
向
型
の
メ
デ
ィ
ア
授
業
は
別
教
室
へ
の
テ
レ
ビ
会
議
型

の
配
信
が
基
本
な
の
で
、
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。
問
題
は
、
非
同

時
双
方
向
型
の
場
合
で
あ
る
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の
配
信
で
90
分

を
一
気
に
パ
ソ
コ
ン
画
面
で
視
聴
す
る
の
は
、
技
術
的
に
も
学
生
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の
集
中
力
の
面
で
も
検
討
課
題
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
90
分
配
信
も
、
授
業

の
臨
場
感
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
し
て

は
実
績
が
あ
る
。
し
か
し
、
適
当
な
分

数
に
区
切
っ
て
再
視
聴
可
能
に
す
る
工

夫
は
推
奨
す
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ア

ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
実
践
が
広

が
る
現
在
、
教
員
に
よ
る
90
分
間
の
熱

演
だ
け
で
は
な
く
、
学
生
が
話
し
合
っ

た
り
小
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
も
効
果

的
な
授
業
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
多
様
な
実
態
か
ら
、
非
同
時
双

方
向
型
で
は
、
動
画
の
時
間
測
定
が
可

能
な
「
音
声
お
よ
び
動
画
に
よ
る
授
業
」

と
、
小
テ
ス
ト
や
学
生
同
士
の
交
流
を

含
む
「
そ
の
他
の
授
業
」
を
併
せ
て
授

業
時
間
と
し
て
計
算
す
べ
き
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
場
合
も
「
音
声
お
よ

び
動
画
に
よ
る
授
業
」
に
十
分
な
時
間

が
な
い
と
、
授
業
と
し
て
成
立
し
な
い
。

こ
の
こ
と
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
第
十
一

条
に
明
記
し
た
が
、
図
表
３
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
授
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
大
学
独
自
の
創
意
工
夫

を
推
奨
す
る
と
と
も
に
、
授
業
の
水
準
保
証
と
し
て
、
技
術
上
の

条
件
や
特
徴
を
学
生
や
入
学
希
望
者
に
対
し
て
明
確
に
説
明
す
る

よ
う
定
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
説
明
を
シ
ラ
バ
ス
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
丁
寧
に
行
う
こ

と
に
よ
り
、
公
平
な
授
業
参
加
や
成
績
評
価
が
実
現
す
る
。
い
ま

だ
誤
解
の
多
い
メ
デ
ィ
ア
授
業
は
、
従
来
の
通
信
授
業
や
面
接
授

業
と
と
も
に
積
極
的
に
情
報
公
開
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会

に
開
か
れ
た
か
た
ち
で
展
開
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

大
学
通
信
教
育
の
眼
目
は
、
18
歳
の
高
卒
者
だ
け
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
あ
ら
ゆ
る
年
代
と
あ
ら
ゆ
る
立
場
に
開
か
れ
た
教
育
の
機
会

均
等
の
実
質
化
に
あ
る
。
働
き
方
改
革
の
基
盤
と
し
て
の
「
社
会

人
の
学
び
直
し
」
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
大
学
通
信
教
育
に
お

け
る
メ
デ
ィ
ア
授
業
を
さ
ら
に
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。�

図表３　メディア授業の形態および学修時間

メディア授業
の形態　　　

１単位当たりの授業時間など
音声および動画による授業 その他の授業 その他の学習 合 計 時 間

同時双方向型の
メディア授業

（演習講義）15～30時間
（実験実技実習）30～45時間

予習・復習等 １単位当たり
45時間の学修非同時双方向型の

メディア授業
（演習講義）15～30時間
（実験実技実習）30～45時間

特集 ＩＣＴを活用した通信教育課程
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１　
は
じ
め
に：人
生
１
０
０
年
時
代
の
生
涯
学
習

　

人
類
の
寿
命
は
伸
び
続
け
て
い
る
。『
ラ
イ
フ・

シ
フ
ト　

１
０

０
年
時
代
の
人
生
戦
略
』（
グ
ラ
ッ
ト
ン
、
ス
コ
ッ
ト 2016

）
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
「
教
育
→
仕
事
→
引
退
」
の
３
ス
テ
ー
ジ
モ
デ

ル
は
過
去
の
も
の
に
な
る
と
予
測
し
た
上
で
、
新
し
い
生
き
方
の

モ
デ
ル
を
提
案
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
と
な
る
の
が
、
三

つ
の
見
え
な
い
資
産
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
生
産
性
資
産
（
仕
事
の

生
産
性
を
高
め
て
所
得
を
増
や
す
も
の
）、
活
力
資
産
（
肉
体
的・

精
神
的
健
康
と
幸
福
）、
変
身
資
産
（
１
０
０
年
ラ
イ
フ
で
は
マ
ル

チ
ス
テ
ー
ジ
に
な
る
の
で
、
変
身
す
る
こ
と
が
必
要
）
の
三
つ
で

あ
る
。

　

中
で
も
生
産
性
資
産
は
、
引
退
を
先
延
ば
し
し
て
仕
事
を
続
け

て
い
く
た
め
に
最
も
基
礎
的
な
も
の
で
あ
る
。
生
産
性
資
産
は
、

ス
キ
ル
と
知
識
、
仲
間
、
お
よ
び
評
判
（
ブ
ラ
ン
ド
）
の
三
つ
か

ら
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
い
つ
で
も
新
し
い
ス
キ
ル
と
知
識
を
自

分
に
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
ス

キ
ル
と
知
識
を
獲
得
す
る
た
め
に
教
育
を
受
け
る
こ
と
は
自
分
へ

の
投
資
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
じ
志
を
持
っ
た
仲
間
を
自
分
の
ま

わ
り
に
置
き
、
そ
の
中
で
働
く
こ
と
が
充
実
感
を
生
み
出
し
て
い

く
。
最
後
に
、
そ
の
中
で
自
分
の
評
判
を
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立

し
て
い
く
。
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
は
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
貫
く
軸
と

な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
人
生
１
０
０
年
時
代
に
お
い
て
、
成
人

に
な
っ
て
か
ら
の
教
育
は
人
生
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
単
な
る
オ

プ
シ
ョ
ン
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
誰
も
が
何
ら
か
の
形
で

選
択
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
コ
ー
ス
と
な
る
。
そ
こ
で
は
、「
教

育
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
、「
人
生
の
若
い
時
期
に
集
中
的
に
受

特
集

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
通
信
教
育
課
程

生
涯
学
習
時
代
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
の
こ
れ
か
ら

向
後 

千
春
●
早
稲
田
大
学
人
間
科
学
学
術
院
教
授

402018.3　大学時報



け
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
で
は
な
く
、「
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
分
自
身

を
高
め
、
拡
張
し
、
変
え
て
い
く
た
め
の
体
験
」
と
し
て
拡
張
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
う
し
た
時
代
の
生
涯
学
習
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

て
い
く
だ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
の
制
約
が
あ
る
。
一
つ
目
は
、
教

室
や
対
面
授
業
を
前
提
と
し
た
フ
ル
タ
イ
ム
の
学
生
を
前
提
条
件

に
は
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
１
年
を
超
え
る
長
期
的

な
学
習
の
た
め
の
期
間
は
、
会
社
で
働
い
て
い
る
限
り
、
ま
す
ま

す
取
り
に
く
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
二
つ
目
は
、
社
内
教
育
や
研
修

は
引
き
続
き
行
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
会
社
が
求
め
る
能
力

を
再
生
産
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
頼
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
涯
学
習
の
機
会
を
会
社
の
外
に
求
め
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
時
間
や
場
所
の
物
理

的
制
約
が
な
い
こ
と
と
、
い
ま
働
い
て
い
る
会
社
の
枠
の
外
で
で

き
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
生
涯
学
習
の
条
件
と
な
る
。

　

会
社
の
外
で
物
理
的
な
制
約
が
な
い
教
育
機
会
と
な
る
と
、
選

択
肢
は
限
ら
れ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
通
信
制
大
学
、
オ
ン
ラ
イ
ン

大
学
、
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、

公
的
あ
る
い
は
民
間
の
団
体
が
開
催
し
て
い
る
資
格
取
得
の
た
め

の
コ
ー
ス
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
大
学
が
主
体
と
な
っ
て
提
供
し

て
い
る
生
涯
学
習
の
た
め
の
コ
ー
ス
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
実
像

と
こ
れ
か
ら
の
予
測
と
展
開
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

２�　
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
の
卒
業
生
調
査
か
ら
分
か
る
こ

と

　

早
稲
田
大
学
人
間
科
学
部
通
信
教
育
課
程
は
、
２
０
０
３
年
度

に
開
設
し
た
、
社
会
人
を
中
心
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

教
育
に
よ
る
課
程
（
通
称
「
ｅ
ス
ク
ー
ル
」）
で
あ
る
。
２
０
１
８

年
度
に
16
期
生
を
迎
え
る
ｅ
ス
ク
ー
ル
は
、
科
目
選
択
に
よ
っ
て

は
ス
ク
ー
リ
ン
グ
な
し
で
卒
業
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、
そ

の
意
味
で
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
ｅ
ス
ク
ー
ル
は
卒
業
研
究
が
必
須
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
際
に

対
面
の
個
別
指
導
を
必
須
と
す
る
ゼ
ミ
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
多
く

の
ゼ
ミ
で
は
指
導
の
全
て
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る
社
会
人
の
ほ
か
に
、
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
外
出
に
困
難
が
あ
る
障
害
者
、
国
外
に
在
住
す

る
人
た
ち
も
受
け
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
支
え
て
い
る
の
が
、
教

育
コ
ー
チ
と
呼
ば
れ
る
メ
ン
タ
ー
制
度
で
あ
る
。
教
員
と
教
育
コ
ー

チ
が
チ
ー
ム
を
組
む
こ
と
に
よ
り
、
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
の
設
計
と

作
成
は
教
員
が
行
い
、
質
疑
応
答
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
採
点
、

個
別
指
導
と
い
っ
た
仕
事
は
教
育
コ
ー
チ
が
担
当
す
る
と
い
う
作

業
分
担
が
可
能
に
な
っ
た
。
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こ
の
ｅ
ス
ク
ー
ル
を
２
０
０
７
年
か
ら
２
０
１
３
年
に
卒
業
し

た
社
会
人
学
生
７
５
３
人
を
対
象
と
し
て
、
卒
業
後
調
査
を
行
っ

た
研
究
報
告
が
あ
る
（
田
中・

向
後 2014a, 2014b

）。
回
答
は

無
記
名
と
し
、
１
３
５
人
か
ら
回
答
を
得
た
（
平
均
48・

０
歳
、

SD
=9.40

、
回
収
率
17・

９
％
）。

　

振
り
返
っ
て
み
て
ｅ
ス
ク
ー
ル
に
入
学
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
を

５
段
階
で
評
定
（
５
が
最
高
）
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
評
定
値
の
高
い

順
に
、「
ｅ
ス
ク
ー
ル
に
入
っ
て
良
か
っ
た
」（
平
均
４・

87
）、「
ゼ

ミ
に
入
っ
た
こ
と
」（
４・

79
）、「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
受
講
」（
４・

79
）、「
ス
ク
ー
リ
ン
グ
参
加
」（
４・
76
）、「
教
育
コ
ー
チ
か
ら
の

コ
メ
ン
ト
」（
４・

74
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
値
の
解
釈
に
は
、
好

印
象
を
持
っ
た
卒
業
生
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
確
率
が
高
い
こ

と
を
割
り
引
く
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、

ｅ
ス
ク
ー
ル
の
特
徴
で
あ
る
ゼ
ミ
（
卒
業
研
究
）、
オ
ン
デ
マ
ン
ド

授
業
、
教
育
コ
ー
チ
が
高
い
評
価
を
得
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
、
大
学
に
入
っ
て
大
変
だ
っ
た
こ
と
の
評
定
結
果
は
、
平

均
評
定
値
が
高
い
（
大
変
だ
っ
た
）
順
に
、「
卒
業
論
文
を
書
く
こ

と
」（
４・

24
）、「
仕
事
や
家
庭
と
の
両
立
を
す
る
こ
と
」（
４・

03
）、「
勉
強
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
」（
３・

89
）、「
レ
ポ
ー

ト
を
書
く
こ
と
」（
３・

84
）、「
睡
眠
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
こ

と
」（
３・

77
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
は
、
書
く
と
い
う
こ

と
と
時
間
管
理
の
大
変
さ
が
み
て
と
れ
る
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
ｅ
ス
ク
ー
ル
へ
の
入
学
を
勧
め
た
い

か
」
を
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ｅ
ス
ク
ー
ル
の
満
足
度
の
指
標

と
し
て
使
え
る
。
こ
の
満
足
度
を
規
定
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
変

数
か
を
探
る
た
め
に
、
重
回
帰
分
析
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、

「
学
友
と
の
交
流
」（
標
準
偏
回
帰
係
数β

=.25, p<.01

）
と
「
思

考
力
と
ス
キ
ル
」（β

=.21, p<.05

）
が
有
意
な
説
明
変
数
と
し
て

残
っ
た
。
学
友
と
の
交
流
は
、
授
業
や
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
通
じ
て

の
交
流
、
ま
た
サ
ー
ク
ル
や
懇
親
会
な
ど
で
結
ば
れ
る
交
友
関
係

で
あ
る
。
ま
た
、
思
考
力
と
ス
キ
ル
は
、
論
理
的
思
考
力
、
研
究

能
力
、
問
題
解
決
能
力
、
文
章
作
成
ス
キ
ル
、
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル

と
い
っ
た
、
考
え
る
力
と
そ
れ
を
表
現
す
る
力
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
の
卒
業
生
調
査
か
ら
分
か
っ
た
の
は
、

学
生
は
書
く
こ
と
や
時
間
管
理
の
大
変
さ
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、

ゼ
ミ
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
や
メ
ン
タ
ー
制
度
に
つ
い
て
高
い
満

足
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
満
足
度

を
規
定
す
る
変
数
は
、
交
友
関
係
の
構
築
と
思
考
力
と
ス
キ
ル
の

向
上
の
知
覚
の
二
つ
で
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
に
お
い
て
は
、

大
学
が
高
度
な
思
考
力
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
提
供
す
る
こ
と
と
並

行
し
て
、
学
生
同
士
の
交
流
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
の
推
進

が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
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３�　
入
学
動
機
は
専
門
の
見
直
し
、次
い
で
可
能
性
と

挑
戦

　

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
に
入
学
し
よ
う
と
決
断

す
る
の
は
、
た
や
す
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
入
学
を

決
意
す
る
人
た
ち
に
は
、
ど
の
よ
う
な
動
機
が
働
い
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
田
中・

向
後
（2013

）
は
ｅ
ス
ク
ー
ル
の
新
入
生
に
入

学
動
機
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
て
、
90
人
（
男
性
33
、
女
性
57
）

か
ら
回
答
を
得
た
。

　

因
子
分
析
の
結
果
、
入
学
動
機
は
大
き
く
分
け
て
「
可
能
性
と

挑
戦
、
友
人
と
人
脈
、
仕
事
と
専
門
」
の
三
つ
の
因
子
か
ら
な
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。「
可
能
性
と
挑
戦
」
因
子
で
は

「
自
分
の
可
能
性
を
試
し
て
み
た
い
の
で
」「
自
分
の
時
間
を
有
効

に
使
い
た
い
の
で
」「
自
分
が
本
当
に
し
た
い
こ
と
を
探
し
た
い
の

で
」
と
い
う
項
目
が
含
ま
れ
て
い
た
。「
友
人
と
人
脈
」
因
子
で
は

「
一
生
つ
き
あ
え
る
友
達
が
で
き
そ
う
な
の
で
」「
い
ろ
い
ろ
な
人

と
知
り
合
い
に
な
れ
そ
う
な
の
で
」
と
い
う
項
目
が
含
ま
れ
た
。

「
仕
事
と
専
門
」
因
子
で
は
「
自
分
の
仕
事
を
学
問
的
に
見
直
し
た

い
の
で
」「
自
分
の
仕
事
に
役
立
ち
そ
う
な
の
で
」
と
い
う
項
目
が

含
ま
れ
た
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
因
子
の
平
均
尺
度
得
点
を
見
る
と
、「
可
能
性
と

挑
戦
」
で
は
男
性
３・

37
、
女
性
３・

45
で
あ
っ
た
。
２
が
「
あ
ま

り
当
て
は
ま
ら
な
い
」、
３
が
「
や
や
当
て
は
ま
る
」
の
５
段
階
評

定
な
の
で
、
男
性
、
女
性
と
も
「
や
や
当
て
は
ま
る
」
の
少
し
上

で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
友
人
と
人
脈
」
で
は
男
性
２・

31
、

女
性
２・

64
と
な
っ
て
お
り
、
入
学
動
機
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
強

く
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、「
仕
事
と
専
門
」
で
は
男
性
４・

25
、
女
性
３・

62
と
な
り
、「
可
能
性
と
挑
戦
」
と
比
べ
て
も
、
よ

り
強
い
動
機
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
へ
の
入
学
動
機
と
し

て
は
、
ま
ず
「
仕
事
と
専
門
」
の
因
子
が
最
も
強
く
、
自
分
の
仕

事
を
学
問
的
に
見
直
し
た
り
、
仕
事
に
役
立
た
せ
よ
う
と
い
う
動

機
を
持
つ
人
が
多
い
と
推
察
さ
れ
る
。
次
に
強
い
の
は
「
可
能
性

と
挑
戦
」
の
因
子
で
あ
り
、
現
在
従
事
し
て
い
る
仕
事
と
は
別
に
、

自
分
の
可
能
性
を
試
し
た
り
、
自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
を

探
す
と
い
う
こ
と
が
動
機
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、「
友
人
と
人

脈
」
因
子
に
よ
る
動
機
は
高
く
な
い
。
友
達
や
知
り
合
い
を
作
る

こ
と
は
副
次
的
な
動
機
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

４�　
学
習
継
続
の
条
件
は
友
人
と
の
つ
な
が
り
、そ
し

て
睡
眠
と
休
息

　

オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
へ
の
入
学
動
機
と
し
て
は
、
ま
ず
「
仕
事
と
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専
門
」、
そ
し
て
「
可
能
性
と
挑
戦
」
が
強
か
っ
た
。
一
方
、「
友
人

と
人
脈
」
の
要
因
は
強
く
な
か
っ
た
。
入
学
動
機
は
そ
う
で
あ
る

と
し
て
、
実
際
に
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
に
入
学
し
て
学
習
を
開
始
す

る
と
、
そ
こ
に
は
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
阻
害
要
因
が
出

て
く
る
。
卒
業
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
か
ら
は
、「
仕
事
や
家
庭
と

の
両
立
」、「
勉
強
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
」、「
睡
眠
時
間
が
足
り

な
か
っ
た
」
な
ど
が
大
変
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

で
は
、
こ
う
し
た
学
習
へ
の
阻
害
要
因
を
乗
り
越
え
て
学
習
を

継
続
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
条
件
は
、
何
だ
ろ
う
か
。
田
中・

向
後
（2016

）
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
の
１
年
次
生
を
対
象
に
し

て
、
３
年
間
に
わ
た
っ
て
学
習
の
状
況
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
２
３
７
人
か
ら
有
効
回
答
を
得
た
（
平
均
43・

４
歳
、

SD
=10.48

、
男
性
96
人
、
女
性
１
４
１
人
）。

　

質
問
項
目
の
因
子
分
析
を
し
た
と
こ
ろ
、
四
つ
の
因
子
が
抽
出

さ
れ
た
。
第
１
因
子
は
「
学
友
と
の
つ
な
が
り
」（
項
目
例
：
学
友

と
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
、
学
友

に
勉
強
の
相
談
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
）、
第
２
因
子
は
「
学
習
の

計
画
と
遂
行
」（
項
目
例
：
課
題
の
提
出
期
限
を
守
る
こ
と
が
で
き

た
、
学
習
計
画
通
り
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
）、
第
３
因
子
は

「
教
員・

コ
ー
チ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（
項
目
例
：
教
員

と
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
、
教
育

コ
ー
チ
と
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き

た
）、
第
４
因
子
は
「
睡
眠
と
休
息
の
確
保
」（
項
目
例
：
十
分
な

睡
眠
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
、
休
暇
日
を
適
宜
設
け
る
こ
と
が
で

き
た
）
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
四
つ
の
因
子
の
下
位
尺
度
得
点
を
算
出
し
、
互
い
の
因

e1

.41***
.16

教員・コーチとの
コミュニケーション学友とのつながり

e2

.33***

.28***

.19

学習の計画と遂行睡眠と休息の確保

図１　学習継続因果モデル
χ2（3）=5.043, GFI=.99, AGFI=.965, CFI=.979, RMSEA=.054, AIC=19.043

有意なパスのみ表示　***p<.001
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果
関
係
を
推
定
す
る
た
め
に
構
造
方
程
式
モ
デ
リ
ン
グ
を
実
施
し

た
。
そ
の
結
果
、
図
１
の
よ
う
な
因
果
関
係
が
推
定
さ
れ
、
こ
の

因
果
モ
デ
ル
は
十
分
な
適
合
度
を
示
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

学
習
の
計
画
と
遂
行
に
影
響
す
る
の
は
、「
睡
眠
と
休
息
の
確
保
」

と
「
教
員・

コ
ー
チ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
二
つ
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、教
員・

コ
ー
チ
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
影
響
す
る
の
は
学
友
と
の
つ
な
が
り
で
あ
っ
た
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
学
習
を
続
け
て
い
く
上
で
重
要
な
要
因

は
睡
眠
と
休
息
の
確
保
で
あ
り
、
こ
れ
は
卒
業
生
の
調
査
か
ら
明

ら
か
に
な
っ
た
学
習
時
間
の
確
保
の
難
し
さ
と
表
裏
の
関
係
に
あ

る
。
学
習
時
間
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
と
、
睡
眠
時
間
や
週
末
の

休
息
時
間
を
削
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
続
け
て
い

く
と
次
第
に
疲
れ
が
蓄
積
さ
れ
て
、
い
ず
れ
継
続
不
可
能
な
状
況

に
陥
っ
て
し
ま
う
。し
た
が
っ
て
、い
か
に
睡
眠
と
休
息
を
確
保
し

つ
つ
学
習
時
間
を
捻
出
す
る
か
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
要
因
は
教
員・

コ
ー
チ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
り
、
こ
れ
が
学
習
の
継
続
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
大
学
に
お
い
て
も
、
む
し
ろ
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
学
習
を
支
援
す
る
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
集
合
し
て
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
の

少
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
で
は
、
ま
ず
学
友
と
の
つ
な
が
り
の
機

会
が
あ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。
学
友
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
体
験
は
、
教
員・

コ
ー
チ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
積

極
的
に
な
れ
る
こ
と
を
こ
の
研
究
結
果
は
示
唆
し
て
い
る
。

５�　
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
の
デ
ザ
イ
ン
と
大
学
通
信
教
育

の
こ
れ
か
ら
の
形

　

以
上
の
研
究
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
社
会
人
は
自
分
の

仕
事
や
専
門
を
深
め
る
た
め
の
機
会
と
し
て
大
学
通
信
教
育
を
検

討
し
始
め
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
、
未
知

の
領
域
に
挑
戦
す
る
と
い
う
意
味
合
い
も
持
つ
。
こ
れ
は
グ
ラ
ッ

ト
ン
と
ス
コ
ッ
ト
（2016

）
が
主
張
す
る
生
産
性
資
産
と
変
身
資

産
を
増
や
す
自
助
努
力
を
支
援
す
る
た
め
の
機
関
と
し
て
、
大
学

の
通
信
教
育
が
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。

　

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
す
る
こ
と
が
、
お
題
目
で
は
な
く
現
実

に
要
求
さ
れ
る
時
代
に
対
応
し
て
、
大
学
通
信
教
育
は
オ
ン
ラ
イ

ン
大
学
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
最
大
限
に
活
用

し
た
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
導
入
の
拡
大
に
、
後
戻
り
は
な
い
。
そ
の
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
形
態
は
画
一
的
な
も
の
で
は
な
く
、
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ

（M
assive O

pen O
nline Courses

：
無
料
ま
た
は
低
額
に
よ
る

特集 ＩＣＴを活用した通信教育課程
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大
規
模
な
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
）
の
形
で
大
学
に
入
る
前
に
授
業

を
提
供
し
て
い
く
も
の
か
ら
、
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
（Sm

all Private O
nline 

Course
：
少
人
数
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
）
に

よ
っ
て
個
別
に
丁
寧
な
指
導
を
し
て
い
く
も
の
ま
で
、
多
様
な
形

で
提
供
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
の
二
つ
目
は
、
学
習
を
継
続
す

る
に
は
仲
間
と
の
つ
な
が
り
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
学
習
は
、
と
も
す
れ
ば
学
習
者
が
孤
独
に
陥
り
や
す

い
こ
と
が
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
オ
ン
ラ
イ

ン
な
ら
で
は
の
学
習
者
同
士
の
結
び
付
き
を
促
進
す
る
こ
と
が
不

可
欠
と
な
る
。
学
習
者
の
懇
親
会
や
対
面
ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
良
い

機
会
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
回
数
は
限
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
そ
の
も
の
を
通
し
て
学
習
者
同
士
が
知
り
合
う

機
会
を
作
る
の
が
い
い
だ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
相
互
の
意
見
交

換
や
相
互
評
価
、
ピ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
学
習
者

同
士
の
交
流
を
伴
う
活
動
を
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
中
に
組
み
入
れ

る
こ
と
で
あ
る
。

　
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
、
画
一
的
な
デ
ザ
イ
ン
で
捉
え
る
と
う
ま
く

い
か
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
授
業
の
内
容
と
目
的
に
合
わ
せ
て

多
様
な
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
を
開
発
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
特
定
の
科
目
を
担
当
す
る
教
員
だ
け
の
仕

事
で
は
な
く
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
専
門
職
が
チ
ー

ム
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
授
業
を
開
発

す
る
体
制
を
整
え
た
大
学
だ
け
が
、
こ
れ
か
ら
の
発
展
を
享
受
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

　

通
学
制
の
大
学
の
授
業
は
、
教
室
に
お
け
る
講
義
形
式
が
中
心

で
あ
っ
た
。
最
近
は
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
利
用
し
た
反
転
授
業
や

ブ
レ
ン
ド
型
の
授
業
も
徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
授
業
を

変
革
す
る
た
め
の
Ｆ
Ｄ
研
修
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
変
化
の
速
度
は
遅
い
。
原
因
と
し
て
、
閉

じ
た
教
室
で
の
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
は
担
当
す
る
教
員
で
あ

り
、
教
員
の
意
識
の
変
化
に
頼
る
し
か
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
と
活
動
の
全
て

が
可
視
化
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
下
で
は
じ
め
て
、
授
業
の

新
し
い
デ
ザ
イ
ン
へ
の
変
革
が
可
能
に
な
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
通
学
を
前
提
と
し
た
既
存

の
大
学
を
踏
襲
す
べ
き
で
は
な
い
。
冒
頭
に
引
用
し
た
グ
ラ
ッ
ト

ン
の
主
張
す
る
生
産
性
資
産
、
つ
ま
り
、
ス
キ
ル
と
知
識
、
仲
間
、

そ
し
て
評
判
（
ブ
ラ
ン
ド
）
の
三
つ
の
獲
得
を
促
進
す
る
よ
う
に

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
仲
間
づ
く
り
と
自

分
の
軸
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
は
、
異
業
種
の
多
様
な
仲
間
と
の
交
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流
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た

交
流
を
促
進
す
る
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
環
境
の
デ
ザ
イ
ン
が

必
須
な
の
で
あ
る
。 

●
引
用
文
献

グ
ラ
ッ
ト
ン
、
Ｌ
．・
ス
コ
ッ
ト
、
Ａ
．・

池
村
千
秋
（
訳
）（2016

）

ラ
イ
フ・

シ
フ
ト
：
１
０
０
年
時
代
の
人
生
戦
略
、
東
洋
経
済
新

報
社
（
東
京
）

田
中
理
恵
子・

向
後
千
春
（2013
）
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
に
入
学
し
た

社
会
人
の
入
学
動
機
の
分
析
『
日
本
教
育
工
学
会
研
究
報
告
集
』

Ｊ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
13
―
４
、
73
―
80

田
中
理
恵
子・

向
後
千
春
（2014a

）
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
生
の
学
生

生
活
に
関
す
る
回
顧
と
卒
業
後
の
変
化
『
日
本
教
育
工
学
会
研
究

報
告
集
』
Ｊ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
14
―
１
、
３
５
７
―
３
６
４

田
中
理
恵
子・

向
後
千
春
（2014b

）
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
生
の
卒
業

後
の
変
化
と
満
足
度
と
の
関
係
『
日
本
教
育
工
学
会
論
文
誌
』
38

（Suppl.

）、
１
０
５
―
１
０
８

田
中
理
恵
子・

向
後
千
春
（2016

）
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
に
入
学
し
た

社
会
人
学
生
の
学
習
継
続
要
因

―
２
０
１
３
年
度
か
ら
２
０
１

５
年
度
の
３
年
間
の
調
査

―
『
日
本
教
育
工
学
会
研
究
報
告
集
』

Ｊ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
16
―
２
、
21
―
28

特集 ＩＣＴを活用した通信教育課程
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サ
イ
バ
ー
大
学
と
は

　

サ
イ
バ
ー
大
学
は
福
岡
市
の
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
特
区
申
請
を
踏

ま
え
、
文
部
科
学
省
か
ら
認
可
さ
れ
、
２
０
０
７
年
４
月
に
開
学

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
２
０
１
７
年
度
に
開
学
10
周
年
を
迎
え
た
。

　

日
本
初
の
、
全
て
の
授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
受
講
で

き
る
通
信
制
大
学
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
講
義
や
演
習
も
ビ
デ
オ
や

ウ
ェ
ブ
ベ
ー
ス
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
情
報
端
末
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
受
講
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

　

大
学
の
経
営
は
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社
が
１
０

０
％
出
資
し
て
い
る
株
式
会
社
が
担
っ
て
お
り
、
大
学
経
営
そ
の

も
の
で
あ
る
教
育
事
業
と
と
も
に
、
法
人
や
他
大
学
な
ど
に
対
し

て
、
大
学
事
業
の
副
産
物
で
あ
る
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ・

シ
ス
テ
ム
の

提
供
や
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
の
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
サ
イ
バ
ー
大
学
は
正
式
に
認
可
さ
れ
た
大
学
で

あ
り
な
が
ら
、
自
立
し
た
経
済
的
持
続
性
を
期
待
さ
れ
る
企
業
組

織
と
し
て
、
市
場
や
産
業
界
が
求
め
る
付
加
価
値
の
高
い
人
材
育

成
を
目
指
し
て
い
る
。

１　
学
位
取
得
と
職
能
向
上
を
目
指
す
学
生

　

サ
イ
バ
ー
大
学
の
在
学
生
数
は
２
０
１
７
年
11
月
現
在
、
約
２

０
０
０
名
で
あ
り
、
年
齢
構
成
を
み
る
と
20
代
が
最
も
多
く
、
30

代
と
40
代
が
続
く
。
い
わ
ゆ
る
働
き
盛
り
世
代
が
、
全
体
の
約
半

数
を
占
め
る
。
在
学
生
の
入
学
動
機
ア
ン
ケ
ー
ト
（
複
数
回
答
）

の
結
果
で
は
、
入
学
理
由
の
第
１
位
は
「
Ｉ
Ｔ
系
の
専
門
知
識・

技
術
の
修
得
」
で
あ
り
、
第
２
位
の
「
学
士
号
の
取
得
」
を
わ
ず

か
に
し
の
ぐ
（
図
表
１
）。
ち
な
み
に
、
第
３
位
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
系

特
集

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
通
信
教
育
課
程

オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
に
よ
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

川
原 

洋 

●
サ
イ
バ
ー
大
学
学
長 

兼 

Ｉ
Ｔ
総
合
学
部
学
部
長
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の
専
門
知
識
」
の
修
得
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
サ
イ
バ
ー
大
学
へ
の
入
学
目
的
は
学
士
号
の
取

得
だ
け
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｔ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
知
識
や
ス

キ
ル
を
身
に
付
け
て
、
労
働
市
場
に
お
け
る
自
己
の
人
材
価
値
を

向
上
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

２　
専
門
と
教
養
を
併
修
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

　

サ
イ
バ
ー
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
三
つ
の
分
野
で
編
成
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
応
用
を
含
む
広
義
の
Ｉ
Ｔ
を
中
心
と
す

る
専
門
科
目
分
野
、
４
分
類
か

ら
な
る
教
養
科
目
分
野
、
そ
し

て
外
国
語
科
目
分
野
で
あ
る
。

専
門
分
野
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

コ
ー
ス
（
情
報
工
学
）
と
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ー
ス
（
経
営・

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
）、
お
よ
び
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
（
Ｉ
Ｔ

リ
テ
ラ
シ
ー
）
に
分
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
コ
ー
ス
は
、
さ

ら
に
重
点
テ
ー
マ
別
に
八
つ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
卒
業
必
修
科
目
な
ど
が

指
定
さ
れ
て
い
る
（
図
表
２
）。

　

２
０
１
８
年
度
春
学
期
に
新
た
に
開
講
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー

ス
の
Ａ
Ｉ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
す
で
に
開
講
し
て

い
る
Ａ
Ｉ
入
門
（
教
養
科
目
）、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、Python

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
の
Ａ
Ｉ

に
関
連
す
る
科
目
を
体
系
化
し
、
さ
ら
に
上
級
専
門
科
目
を
付
設

し
て
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
総
合
的
知
識
お
よ
び
実
践
的
ス
キ
ル
を
修
得

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

図表 1a　学生の年齢分布

図表 1b　入学の動機（n=371）

20代
32%

10代
9%

60～80代
3%

50代
10%

40代
23%

30代
23%

ＩＴ系の専門知識・技術の修得 241

236

180

117

113

67

23

12

学士号の取得

ビジネス系の専門知識

就職・転職、企業などキャリアチェンジ

生涯学習

現在在籍している会社でのキャリアアップ

人脈の構築

その他

図表２　コース・プログラム構成

テクノロジーコース

ＡＩテクノロジープログラム
ソフトウェアプログラム
ネットワークプログラム
セキュリティプログラム

ビジネスコース
起業・経営プログラム
ネットビジネスプログラム
ＩＴマネージメントプログラム

ＩＴコミュニケーションコース ＩＴコミュニケーションプログラム

特集 ＩＣＴを活用した通信教育課程
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一
方
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
に
は
「
起
業・

経
営
」「
ネ
ッ
ト
ビ
ジ

ネ
ス
（
ｅ
コ
マ
ー
ス
や
ネ
ッ
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）」「
Ｉ
Ｔ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
（
企
業
な
ど
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
資
産
の
運
用
管
理
）」

が
配
置
さ
れ
、
い
ず
れ
も
社
会
人
に
と
っ
て
は
実
践
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
度
に
新
設
さ
れ
た
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー

ス
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
は
、
い
わ
ば
社
会
人
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ

シ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
職
場
や
業
務
、
あ
る
い
は
日
常
生
活

で
次
々
と
出
現
す
る
Ｉ
Ｔ
機
器
や
サ
ー
ビ
ス・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
、

業
務
の
生
産
性
向
上
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
自
ら
評

価
し
、
活
用
で
き
る
知
識
と
技
能
を
修
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
と
し
て
は
、
70
科
目
以
上
の
語
学・

教
養
科

目
を
常
設
し
て
い
る
。
教
養
科
目
は
人
文
科
学・

社
会
科
学・

自

然
科
学
の
ほ
か
に
、
キ
ャ
リ
ア・

ス
キ
ル
（
実
務
能
力
）
系
の
科

目
を
配
置
。
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
金
融
リ
テ

ラ
シ
ー
）
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
な
ど
、
社
会
人
が
受
講
し
て
実
生
活
や
業
務

で
直
ち
に
活
用
で
き
る
科
目
が
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
教
養
科
目
は
英
語
や
中
国
語
の
外
国
語
科
目
と
合
わ

せ
て
、
卒
業
要
件
単
位
１
２
４
単
位
の
う
ち
、
36
単
位
か
ら
最
大

62
単
位
ま
で
修
得
す
る
こ
と
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
専
門
科
目
が

ハ
ー
ド
ス
キ
ル
の
修
得
を
目
指
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
教
養
科
目
は

ソ
フ
ト
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
一
般
企
業
の
職
場

に
お
い
て
、
問
題
解
決
能
力
や
チ
ー
ム
に
よ
る
業
務
遂
行
能
力
が

問
わ
れ
る
な
か
、
教
養
科
目
の
履
修
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
が
培
わ
れ

る
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、
多
く
の
学
生
の
授
業
満
足
度
は
、
極

め
て
高
い
。

３�　
通
学
を
一
切
不
要
と
す
る
本
人
確
認
シ
ス
テ
ム
の

運
用

　

サ
イ
バ
ー
大
学
の
入
学
者
に
と
っ
て
大
き
な
入
学
理
由
の
一
つ

が
、
通
学
は
一
切
不
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
多
忙
な
社
会
人
学

生
や
身
体
的
な
障
が
い
の
あ
る
学
生
に
と
っ
て
、
頻
度
が
低
い
と

は
い
え
、
指
定
さ
れ
た
日
時
に
大
学
の
施
設
へ
通
学
す
る
こ
と
は

履
修
継
続
上
の
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。

　

サ
イ
バ
ー
大
学
で
は
、
入
学
時
の
本
人
確
認
以
降
、
学
期
中
の

科
目
受
講
や
定
期
試
験
の
受
験
に
際
し
て
、
厳
格
な
顔
認
証
に
よ

る
本
人
確
認
を
実
施
し
て
い
る
。
マ
ス
タ
ー
写
真
は
サ
ー
バ
ー
側

で
管
理
し
て
お
り
、
全
て
の
認
証
処
理
は
サ
ー
バ
ー
上
で
実
施
さ

れ
る
。
通
常
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
に
は
カ
メ

ラ
が
実
装
さ
れ
て
い
る
た
め
、
学
生
が
複
数
の
種
類
の
端
末
を
利
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用
し
て
も
本
人
確
認
は
可
能
で
あ
る
。

　

サ
イ
バ
ー
大
学
の
オ
ン
ラ
イ
ン
試
験
は
、
い
わ
ゆ
る
オ
ー
プ
ン

ブ
ッ
ク
方
式
で
あ
り
、
受
験
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
は
厳
格
に
管

理
す
る
が
、
試
験
中
は
教
科
書
や
ノ
ー
ト
を
自
由
に
参
照
し
て
も

よ
い
。
試
験
の
際
に
は
、
本
人
確
認
の
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
を
そ
の
ま

ま
監
視
カ
メ
ラ
と
し
て
機
能
さ
せ
て
い
る
。
試
験
中
に
学
生
の
顔

を
監
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
受
験
者
の
身
代
わ
り
や
他
者
の
介

在
の
有
無
を
管
理
し
て
い
る
。

４　
高
度
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
育
と
し
て
の
付
加
機
能

　

サ
イ
バ
ー
大
学
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
ク
ラ
ウ
ド・

キ
ャ

ン
パ
ス
と
呼
ば
れ
、
学
内
で
開
発・

設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
高
度
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
育
」
の
特
徴
と
し
て
、
ビ
デ
オ
な
ど
の

表
現
力
豊
か
な
媒
体
に
よ
る
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
用
だ
け
で
な

く
、
指
導
者
と
学
習
者
、
あ
る
い
は
学
習
者
間
の
相
互
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
対
面
教
育
と
同
等
の
情
報
量
を
も
っ
て
実
施
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ビ
デ
オ
に
よ
る
授
業
コ

ン
テ
ン
ツ
が
教
員
か
ら
学
生
に
向
け
て
配
信
さ
れ
、
学
生
か
ら
は

小
テ
ス
ト
や
レ
ポ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
履
修
成
果
が
教
員
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な
ど
の
ピ
ア
ラ
ー

ニ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
学
生
が
自
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン・

コ

ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
、
ク

ラ
ス
全
員
に
向
け
て
配
信

す
る
こ
と
も
日
常
的
に
行

わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
操
作
は
極
め
て
簡

単
で
あ
り
、
ウ
ェ
ブ
カ
メ

ラ
と
マ
イ
ク
が
利
用
で
き

る
パ
ソ
コ
ン
さ
え
あ
れ�

ば
、
ブ
ラ
ウ
ザ
を
使
っ
て

教
員
が
授
業
で
配
信
し
て

い
る
講
義
と
同
じ
形
式
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
ウ
ェ
ブ
上

で
自
由
に
作
成
で
き
る

（
図
表
３
）。
テ
キ
ス
ト
チ
ャ
ッ
ト
と
の
併
用
に
よ
り
、
ク
ラ
ス
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
心
的
メ
デ
ィ
ア
と
な
っ
て
い
る
。

５　
大
学
間
連
携
に
よ
る
単
位
互
換
科
目
の
遠
隔
受
講

　

す
べ
て
の
科
目
で
一
切
の
通
学
を
不
要
と
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
実
施
し
て
い
る
サ
イ
バ
ー
大
学
で
は
、
自
学
だ
け
で
な
く
、

他
大
学
や
専
門
学
校
の
学
生
も
特
別
聴
講
学
生
と
し
て
受
け
入
れ

て
い
る
。
他
校
の
学
生
は
、
事
前
に
、
在
籍
校
が
認
め
る
科
目
や 図表３　コンテンツ制作ツール利用風景

特集 ＩＣＴを活用した通信教育課程
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単
位
数
の
範
囲
内
で
単
位

互
換
指
定
科
目
一
覧
か
ら

自
由
に
科
目
を
選
択
し
、

サ
イ
バ
ー
大
学
の
学
事
日

程
に
合
わ
せ
て
受
講
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

単
位
互
換
指
定
科
目
の

ほ
と
ん
ど
は
教
養
科
目
や

専
門
基
礎
科
目
で
あ
る
が
、

他
校
生
は
数
十
科
目
に
の

ぼ
る
豊
富
な
科
目
リ
ス
ト

か
ら
任
意
の
科
目
を
選
択

し
、
自
分
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
表
４
）。
提

携
校
側
で
は
、
サ
イ
バ
ー
大
学
が
発
行
す
る
成
績
証
明
書
を
も
と

に
、
当
該
学
生
の
卒
業
単
位
と
し
て
サ
イ
バ
ー
大
学
で
受
講
し
た

科
目
の
単
位
認
定
を
行
っ
て
い
る
。

　

サ
イ
バ
ー
大
学
は
Ｉ
Ｔ
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
中
心
と
し
た
専
門
実
践

教
育
に
軸
足
を
お
く
教
育
機
関
で
あ
る
が
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教

育
の
重
要
性
も
認
識
し
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
受
講
が
可

能
で
あ
る
た
め
に
、
他
大
学
の
補
填
科
目
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
は
今

後
も
増
え
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

６　
ク
ラ
ウ
ド・

キ
ャ
ン
パ
ス
を
反
転
授
業
に
活
用

　

積
極
的
な
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
は
、
通
信
制

大
学
だ
け
の
教
育
手
法
で
は
な
い
。
通
学
制
大
学
に
お
け
る
昨
今

の
Ｉ
Ｔ
の
利
活
用
例
と
し
て
、
反
転
授
業
が
挙
げ
ら
れ
る
。
授
業

前
に
ビ
デ
オ
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
る
事
前
学
習
を
課
し
、
教

室
の
授
業
で
は
よ
り
多
く
の
時
間
を
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
割
く
こ
と
に
よ
っ
て
教
育
効
果
を
上
げ
る
手
法
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
こ
で
の
大
き
な
課
題
は
反
転
授
業
そ
の
も
の
の
コ
ン
テ

ン
ツ
の
制
作
コ
ス
ト
で
あ
る
。

　

ク
ラ
ウ
ド・

キ
ャ
ン
パ
ス
の
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
ツ
ー
ル
と
配
信

シ
ス
テ
ム
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
と
ス
ラ
イ
ド
作
成
さ
え
で
き
れ

ば
、
反
転
授
業
向
け
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
教
員
が
自
作
し
、
直
ち
に

配
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ク
ラ
ウ
ド・

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
商
用
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
２
０

１
７
年
４
月
に
法
人
や
大
学
向
け
の
販
売
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ

た
。
現
在
で
は
、
他
の
通
信
制
大
学
や
教
員
免
許
更
新
な
ど
の
限

定
的
な
活
用
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
の
通
学
制
大
学
に
お
け
る
利

用
も
進
み
つ
つ
あ
る
。

図表４　モバイル端末による授業視聴
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７　
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
求
め
ら
れ
る
要
件

　

日
本
に
お
け
る
社
会
人
の
学
び
直
し
や
生
涯
学
習
の
人
口
は
、

先
進
国
と
の
比
較
に
お
い
て
、
最
低
の
水
準
に
あ
る
。
こ
れ
は
、

効
果
的
な
職
能
教
育
は
企
業
内
で
行
わ
れ
、
当
該
企
業
の
経
営
目

標
や
産
業
界
が
求
め
る
人
材
の
育
成
を
大
学
教
育
に
依
存
す
る
必

要
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
の
速
さ
に
学
校
教
育
が
追
い

つ
い
て
い
な
い
こ
と
や
、
企
業
も
人
材
育
成
に
以
前
の
よ
う
に
経

営
リ
ソ
ー
ス
を
割
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に
、
日

本
の
国
力
の
衰
え
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

組
織
的
な
教
育
が
滞
る
と
人
的
価
値
の
格
差
も
広
が
る
。

　

こ
の
状
態
を
脱
す
る
た
め
に
、
自
ら
に
対
し
て
教
育
投
資
を
し

た
い
と
考
え
る
社
会
人
が
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
サ
イ
バ
ー
大

学
の
入
学
者
数
が
徐
々
に
伸
び
て
い
る
こ
と
か
ら
感
じ
る
。
そ
こ

に
求
め
ら
れ
る
社
会
人
向
け
の
高
等
教
育
の
要
件
は
、

　

⑴　

実
践
的
で
魅
力
的
な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

⑵　

多
忙
な
日
常
で
も
学
習
し
や
す
い
環
境

　

⑶　

収
入
の
な
か
か
ら
支
出
で
き
る
授
業
料

と
考
え
る
。

　

少
子
化
が
進
む
に
従
っ
て
ま
す
ま
す
減
少
す
る
入
学
者
数
を
憂

う
よ
り
、
何
倍
も
あ
る
適
齢
人
口
に
対
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に

積
極
的
に
取
り
組
む
ほ
う
が
、
大
学
経
営
の
活
性
化
に
結
び
付
く

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
教
育
基
盤
に
Ｉ
Ｔ
の
利
活
用
が
必
須
で

あ
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。�

特集 ＩＣＴを活用した通信教育課程
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は
じ
め
に

　

創
価
大
学
で
は
、
創
立
者
で
あ
る
池
田
大
作
先
生
の
「
教
育
の

門
戸
は
年
齢
、
職
業
、
居
住
地
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の

人
々
に
平
等
に
開
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
の
教
育
理
念
に
基
づ

い
て
、
大
学
の
設
立
構
想
段
階
か
ら
通
信
教
育
課
程
の
開
設
を
準

備
し
て
い
た
。
１
９
７
１
年
の
大
学
設
立
後
、
通
学
課
程
が
完
成

年
度
を
迎
え
た
翌
年
の
１
９
７
６
年
に
、
本
学
で
最
初
の
通
信
教

育
課
程
の
法
学
部
と
経
済
学
部
の
２
学
部
が
開
設
さ
れ
、
１
９
８

２
年
に
は
教
育
学
部
を
開
設
し
た
。
２
０
１
６
年
に
は
開
設
40
周

年
を
迎
え
、
学
生
の
年
齢
も
10
代
か
ら
80
代
に
及
ぶ
な
ど
、
万
人

に
開
か
れ
た
大
学
と
な
り
、
現
在
で
は
、
日
本
は
も
と
よ
り
世
界

20
カ
国・

地
域
に
、
約
９
４
０
０
名
の
学
生
が
在
籍
す
る
ま
で
に

発
展
し
た
。２
０
１
８
年
度
に
は
、文
学
部
人
間
学
科
に
通
信
教
育

課
程
を
開
設
し
、
さ
ら
に
多
く
の
方
に
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る

大
学
と
し
て
、
社
会
に
貢
献
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

１�　
新
た
な
時
代
に
対
応
す
る「
学
生
の
た
め
の
大
学
」

と
し
て

　

全
国
の
通
信
教
育
課
程
の
開
設
大
学
数
の
推
移
を
見
る
と
、
本

学
通
信
教
育
課
程
開
設
時
は
12
大
学
、
そ
し
て
１
９
９
７
年
度
の

17
大
学
か
ら
２
０
１
６
年
度
に
は
46
大
学
と
、
約
４
倍
に
増
加
し

た
。
ま
た
、
新
規
参
入
し
た
通
信
制
大
学
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
す
る
学
修
方
式
が
一
般
化
す
る
な
ど
、
学
修
環
境
が
大
き

く
変
化
し
て
き
た
。
本
学
で
は
、
通
信
教
育
課
程
を
開
設
し
た
当

初
か
ら
、
郵
送
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
の
添
削
指
導
、
本
学
や
地
方
会

場
に
お
け
る
面
接
授
業
お
よ
び
科
目
試
験
を
中
心
に
教
育
活
動
を

展
開
し
て
き
た
。

特
集

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
通
信
教
育
課
程

「
学
生
の
た
め
の
大
学
」
の
通
信
教
育
課
程
と
し
て

花
見 

常
幸
●
創
価
大
学
通
信
教
育
部
長
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「
学
生
の
た
め
の
大
学
」
を
標
榜
す
る
本
学
の
通
信
教
育
課
程
と

し
て
、
学
生
の
た
め
の
学
修
環
境
の
整
備
や
学
修
支
援
の
充
実
を

図
る
た
め
に
、
２
０
１
６
年
の
40
周
年
を
目
前
に
控
え
た
２
０
１

４
年
、「
働
き
な
が
ら
の
学
び
」「
生
涯
教
育
と
し
て
の
学
び
」「
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
学
び
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
に
応
じ

て
学
べ
る
制
度
改
革
を
開
始
し
た
。

　

２
０
１
４
年
改
革
の
主
な
内
容
は
、
以
下
の
２
点
で
あ
る
。

①�　

ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
教
室
で
面
接
授
業
を
受
講
す
る

前
に
、
メ
デ
ィ
ア
授
業
の
学
修
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

②�　

シ
ラ
バ
ス
を
、
そ
れ
ま
で
の
科
目
概
要
を
中
心
と
し
た
内
容

か
ら
、
科
目
概
要
は
も
と
よ
り
、
到
達
目
標
、
15
回
の
学
修
内

容
、
お
よ
び
授
業
外
の
学
修
時
間
の
明
記
な
ど
、
記
載
内
容
を

大
幅
に
拡
充
し
、
科
目
の
内
容
が
よ
く
分
か
る
も
の
と
す
る
。

２　
面
接
授
業
と
メ
デ
ィ
ア
授
業
で
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

　

前
記
の
第
１
点
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
ス
ク
ー
リ

ン
グ
の
一
部
を
メ
デ
ィ
ア
授
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
２
０
１

０
年
度
に
決
定
し
た
。
通
信
制
大
学
の
多
く
は
、
大
学
の
所
在
地

を
中
心
と
し
た
地
方
に
居
住
す
る
学
生
が
在
籍
学
生
の
大
半
を
占

め
る
が
、
本
学
の
通
信
教
育
課
程
は
、
学
生
が
全
国
に
散
在
し
て

い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
面
接
授
業
を
集
中
開
講

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
の
時
間
的
、
経
済
的
な
負
担
を
軽
減

し
な
が
ら
教
育
効
果
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
は

メ
デ
ィ
ア
授
業
と
面
接
授
業
と
を
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
形
態

で
行
う
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
２
０
１
４
年
度
に
開
講
を
予
定
し
て
い

た
ス
ク
ー
リ
ン
グ
科
目
は
１
２
０
科
目
で
あ
り
、
１
コ
マ
90
分
の

メ
デ
ィ
ア
授
業
を
各
科
目
５
コ
マ
分
ず
つ
収
録・

編
集
し
、
合
計

６
０
０
コ
マ
分
の
メ
デ
ィ
ア
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
す
る
必
要

が
あ
っ
た
た
め
、
２
０
１
２
年
度
か
ら
２
年
を
か
け
て
準
備
に
当

た
っ
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
ま
で
は
郵
送
を
中
心
と
し
た
学
修
環
境
で
あ
っ
た

た
め
に
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
低
い
学
生
も
多
く
在

籍
し
て
お
り
、
開
始
当
初
は
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
を
配
付
す
る
形
で
メ
デ
ィ

ア
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
授
業
に
お
け
る
双

方
向
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
質
問
を
受

け
付
け
る
と
と
も
に
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
低
い
学

生
の
た
め
に
、
担
当
教
員
の
協
力
を
得
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
質
問
な

ど
に
も
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
、
お
よ
び
面
接
授
業
の
最
初
の
授

業
で
メ
デ
ィ
ア
授
業
の
内
容
に
関
し
て
復
習・

確
認
を
行
う
こ
と

に
な
っ
た
。

　

授
業
外
学
修
に
関
し
て
も
、
メ
デ
ィ
ア
授
業
の
導
入
前
は
、
面

特集 ＩＣＴを活用した通信教育課程

55 大学時報　2018.3



接
授
業
の
予
習
も
十
分

と
は
い
え
な
い
状
況
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
導
入

に
よ
り
、
多
く
の
学
生

が
事
前
学
修
を
し
っ
か

り
と
行
っ
た
上
で
面
接

授
業
に
臨
む
よ
う
に

な
っ
た
。
受
講
し
た
学

生
か
ら
も
、「
メ
デ
ィ
ア

授
業
が
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
頃
は
、
ス
ク
ー

リ
ン
グ
の
予
習
は
教
科

書
だ
け
を
頼
り
に
す
る

不
十
分
な
も
の
で
し
た

が
、
担
当
教
員
の
授
業
を
メ
デ
ィ
ア
授
業
と
し
て
映
像
で
受
講
す

る
こ
と
に
よ
り
、
理
解
が
と
て
も
深
ま
り
ま
し
た
」
と
、
好
意
的

な
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
担
当
の
教
員
か
ら
も
、
教
育
効
果
の

向
上
を
肯
定
す
る
意
見
が
多
か
っ
た
（
２
０
１
４
年
度
に
ス
ク
ー

リ
ン
グ
を
担
当
し
た
全
教
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
回
答
率
89・

２
％
）。「
大
い
に
教
育
効
果
が
あ
っ
た
」
28・

２
％
「
や
や
教
育
効

果
が
あ
っ
た
」
45・

０
％
、
合
計
73・

２
％
と
、
全
体
の
約
４
分
の

３
の
教
員
か
ら
、
教
育
効
果
に
関
し
て
肯
定
的
な
回
答
が
あ
っ
た
。

　

実
際
に
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
担
当
し
た
教
員
か
ら
は
、
以
下
の
よ

う
な
感
想
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

●
面
接
授
業
が
進
め
や
す
い

　

通
信
教
育
課
程
の
学
生
は
年
齢
、
理
解
力
な
ど
に
バ
ラ
つ
き
が

大
き
い
が
、
メ
デ
ィ
ア
授
業
に
よ
る
事
前
学
修
の
導
入
に
よ
り
、

基
礎
的
な
部
分
に
つ
い
て
受
講
生
の
レ
ベ
ル
が
一
定
水
準
に
達
す

る
よ
う
に
な
り
、
面
接
授
業
が
進
め
や
す
く
な
っ
た
。
基
礎
的
な

部
分
の
学
修
が
で
き
て
い
る
の
で
、
一
定
の
理
解
を
前
提
条
件
と

す
る
授
業
が
可
能
に
な
っ
た
。
学
生
か
ら
は
、「
何
回
も
見
直
し
が

で
き
た
」、「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
２
日
間
で
は

理
解
で
き
な
か
っ
た
」
と
の
声
も
あ
っ
た
。

●
受
講
生
の
理
解
状
況
が
分
か
る

　

面
接
授
業
の
最
初
に
メ
デ
ィ
ア
授
業
の
学
修
内
容
に
関
す
る
レ

ポ
ー
ト
の
提
出
や
確
認
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
た
め
、
学
生
の
理
解

状
態
が
よ
く
分
か
る
。
簡
単
な
説
明
で
よ
い
箇
所
と
、
詳
し
い
説

明
が
必
要
な
箇
所
と
の
区
別
が
し
や
す
く
な
っ
た
。

●
学
生
自
身
が
、
苦
手
な
箇
所
と
得
意
な
箇
所
を
自
覚
す
る

　

メ
デ
ィ
ア
授
業
と
併
せ
て
シ
ラ
バ
ス
に
つ
い
て
も
理
解
が
進
み
、

授
業
の
概
要
を
把
握
し
て
面
接
授
業
に
臨
む
学
生
が
増
え
た
。
さ

コンピュータルームでのスクーリング授業
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ら
に
「（
メ
デ
ィ
ア
授
業
を
通
し
て
）
よ
く
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
と

そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
が
分
か
る
の
で
、
理
解
し
に
く
い
と
こ
ろ
を

中
心
に
教
科
書
を
繰
り
返
し
読
む
な
ど
、
面
接
授
業
の
準
備
が
し

や
す
く
な
っ
た
」
と
の
学
生
の
声
も
あ
っ
た
。

●
学
修
の
習
慣
が
身
に
付
く

　
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
後
に
教
科
書
を
読
む
と
、
分
か
り
や
す
か
っ

た
」、「
先
生
の
顔
が
見
え
て
、
テ
キ
ス
ト
よ
り
も
よ
く
覚
え
ら
れ

る
」、「
毎
回
、
前
回
の
復
習
か
ら
始
ま
る
の
で
、
よ
く
理
解
で
き

た
」、「
予
習
が
で
き
て
、
授
業
の
中
で
復
習
も
で
き
た
」
な
ど
、

予
習・

復
習
の
習
慣
が
身
に
付
き
、
面
接
授
業
後
の
レ
ポ
ー
ト
作

成
に
も
良
い
影
響
が
み
ら
れ
る
。

●
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
良
い
影
響
が
あ
る

　
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
事
前
に
担
当
教
員
の
講
義
を
視
聴
す
る
の
で
、
親
し

み
や
す
い
」
と
の
声
が
あ
る
よ
う
に
、
学
生
が
教
員
に
親
し
み
を

持
ち
、
教
員
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
増
え

た
。
廊
下
な
ど
で
質
問
す
る
学
生
も
あ
り
、
簡
単
な
内
容
は
、
そ

の
場
で
解
決
で
き
、
時
間
が
か
か
る
場
合
は
、
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー

の
活
用
を
勧
め
た
。

　

な
お
、
２
０
１
６
年
度
の
新
入
生
が
入
学
年
度
に
修
得
し
た
単

位
数
は
、
２
０
１
２
年
度
の
１
年
次
入
学
生
の
修
得
単
位
数
の
２

倍
を
超
え
て
お
り
、
単
位
の
修
得
率
に
も
好
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
受
講
学
生
や
担
当
教
員
か
ら
は
、
メ
デ
ィ
ア

授
業
と
面
接
授
業
を
組
み
合
わ
せ
た
形
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
つ
い

て
、
多
く
の
好
意
的
な
評
価
を
得
て
お
り
、
一
定
の
成
果
を
上
げ

て
い
る
と
考
え
る
。

３　
学
修
サ
ポ
ー
ト
の
充
実

　

第
２
点
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
シ
ラ
バ
ス
で
学
修
内
容
が
よ
り

具
体
的
に
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
は
当
該
科
目
の
全
体

像
を
俯
瞰
し
た
上
で
学
修
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
学
修
を
始
め
る
前
に
シ
ラ
バ
ス
に
目
を
通
し
た
学
生
の
比
率

は
、
２
０
１
５
年
度
に
74・

２
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
２
０
１
７

年
度
に
は
77・

７
％
に
増
加
し
て
お
り
、
年
々
わ
ず
か
ず
つ
で
は

あ
る
が
、
シ
ラ
バ
ス
を
閲
覧
し
た
上
で
の
学
修
が
浸
透
し
て
き
て

い
る
。

　

も
う
一
つ
の
学
修
支
援
策
と
し
て
、
通
信
教
育
で
学
ぶ
学
生
の

多
く
が
最
も
苦
労
す
る
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
つ
い
て
、
専
任
教
員
に

よ
る
レ
ポ
ー
ト
作
成
講
義
を
各
地
方
で
実
施
す
る
と
と
も
に
、
都

道
府
県
ご
と
に
レ
ポ
ー
ト
作
成
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
で
き
る
経
験
豊

か
な
教
育
関
係
者
を
選
任
し
て
レ
ポ
ー
ト
作
成
講
義
を
実
施
し
、

学
修
の
支
援
体
制
を
強
化
し
て
き
た
。
こ
の
講
義
は
２
０
１
３
年
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度
か
ら
開
講
し
て
お
り
、
現
在
ま
で
に
延
べ
１
万
人
を
超
え
る
学

生
が
受
講
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
一
人
で
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
苦
闘

し
て
き
た
学
生
に
と
っ
て
は
、
こ
の
講
義
が
教
員
や
学
友
と
の
交

流
の
場
と
な
り
、
学
修
の
大
き
な
触
発
の
機
会
と
も
な
っ
て
い
る
。

４　
加
速
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進

　

こ
れ
ら
の
他
に
も
、
従
来
、
郵
送
で
行
っ
て
い
た
履
修
登
録
、

ス
ク
ー
リ
ン
グ
や
科
目
試
験
の
申
し
込
み
、
成
績
の
開
示
な
ど
に

つ
い
て
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
行
え
る
よ
う
に
ウ
ェ
ブ
上
に
学
生
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
設
置
し
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
形
で
学
生
に
開
示

し
て
い
る
。
ま
た
、
副
教
材
や
機
関
誌
も
学
生
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

２
０
１
８
年
度
に
は
文
学
部
を
新
た
に
開
設
す
る
が
、
全
学
部

の
新
入
生
お
よ
び
希
望
す
る
在
学
生
に
つ
い
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
授

業
の
受
講
、
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
を
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
を
活
用
し
て
学
修
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

た
。
ウ
ェ
ブ
経
由
の
レ
ポ
ー
ト
提
出
に
関
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
、
盗
用
防
止
用
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
全
面

的
に
導
入
す
る
な
ど
、
教
育
の
質
の
向
上
に
も
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
学
習
指
導
書
、
レ
ポ
ー
ト
課
題
、
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト
課

題
の
解
説
と
い
っ
た
学
修
に
関
わ
る
情
報
や
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
開

講
予
定
な
ど
を
、
学
生

は
学
生
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
上
の
シ
ラ
バ
ス
の
画

面
か
ら
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

　

た
だ
、
幅
広
い
学
生

が
入
学
、
在
籍
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
を
進
め
る
際
に

は
、
全
て
の
学
生
が
学

修
の
機
会
を
確
保
で
き

る
よ
う
、
学
生
の
立
場

に
立
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

配
慮
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
必
修
科
目
の
「
自
立
学
習
入
門
」

に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
修
の
基
礎
知
識
を
提
供
す
る
こ
と
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

サ
ポ
ー
ト
相
談
会
」
の
開
催
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
の
設

置
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
創
価
大
学
通
信
教
育
部
は
、
高
等
教
育
機
関
と
し

て
、
時
代
の
要
請
に
応
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど
の
教
育・

学
修
環
境

を
整
え
、
学
生
と
教
員
、
学
生
と
大
学
と
の
フ
ェ
イ
ス・

ト
ゥ・ スクーリング授業などを行う中央教育棟
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フ
ェ
イ
ス
の
直
接
的
な
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
よ
り
多

く
の
方
に
教
育
の
機
会
を
提
供
で
き
る
通
信
教
育
課
程
の
特
色
を

大
い
に
生
か
し
て
、「
学
生
の
た
め
の
大
学
」
と
い
う
本
学
の
「
建

学
の
精
神
」
の
さ
ら
な
る
具
現
化
を
目
指
し
て
努
力
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。�
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１　
通
信
教
育
で
学
ぶ
学
生

　

本
学
は
、
２
０
１
７
年
に
大
学
開
学
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
。

今
後
も
新
た
な
課
題
に
挑
戦
す
べ
く
、
学
園
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
目

指
す
べ
き
将
来
像
を
示
し
た
「M

aster Plan 2022
」
を
前
進
さ

せ
つ
つ
、
次
の
50
年
へ
向
け
て
踏
み
出
し
て
い
る
。

　

開
学
時
は
文
学
部
だ
け
の
単
科
大
学
で
あ
っ
た
が
、
２
０
１
８

年
４
月
に
は
６
学
部
13
学
科
の
総
合
大
学
と
し
て
進
化
し
つ
つ
あ

る
。
本
学
の
通
信
教
育
課
程
は
２
０
１
２
年
開
設
の
健
康
科
学
部

心
理
学
科
に
設
置
さ
れ
、「
た
ち
ば
な
エ
ク
ー
ル
」
と
い
う
ニ
ッ
ク

ネ
ー
ム
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。
健
康
科
学
部
は
進
化
し
続
け
、
２

０
１
８
年
４
月
に
は
心
理
学
科
、
理
学
療
法
学
科
、
作
業
療
法
学

科
、
救
急
救
命
学
科
、
臨
床
検
査
学
科
の
５
学
科
構
成
に
よ
る
「
心

理
と
医
療
の
総
合
学
部
」
へ
と
発
展
す
る
。

　

本
学
の
通
信
教
育
課
程
も
、
通
信
制
の
他
大
学
同
様
に
、
学
生

の
多
く
は
社
会
人
で
あ
る
。
約
８
割
の
学
生
は
何
ら
か
の
職
業
に

就
き
な
が
ら
、
学
習
時
間
を
捻
出
し
、
日
々
心
理
学
の
世
界
と
向

き
合
う
努
力
を
続
け
て
い
る
。
会
社
員
は
も
と
よ
り
、
看
護
師
を

は
じ
め
現
場
で
活
躍
す
る
医
療
職
や
教
育
職
な
ど
、
対
人
援
助
の

場
面
で
他
者
と
の
関
わ
り
に
課
題
を
有
し
て
い
る
方
や
、
さ
ら
な

る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に
心
理
学
の
知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に

付
け
た
い
と
考
え
て
い
る
方
な
ど
が
入
学
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
学
生
の
特
徴
と
し
て
、
多
様
な
社
会
人
経
験
を
背

景
と
し
て
心
理
学
を
学
ぶ
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
高
校
卒
業
後
、
社

会
人
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
力
を
身
に
付
け
よ
う
と

し
て
入
学
す
る
通
学
課
程
と
は
異
な
り
、
職
場
や
家
庭
、
地
域
な

ど
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
経
て
学
ぶ
社
会
人
は
、
そ
の
経

験
の
な
か
で
考
え
た
こ
と
や
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
を
通
し
て
学
ぶ

特
集

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
通
信
教
育
課
程

社
会
人
学
生
へ
の
学
習
支
援
の
あ
り
方

花
岡 

大
幹
●
京
都
橘
大
学
通
信
教
育
課
長
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こ
と
が
で
き
、
本
学
の
学
生
も
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
生
か
し
て
学

ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
通
信
教
育
課
程
の
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
と
な
る
の
が
、
孤

独
に
な
り
が
ち
な
学
習
環
境
の
問
題
で
あ
る
。
ス
ク
ー
リ
ン
グ
や

学
内
行
事
を
除
き
、
基
本
的
に
は
自
宅
や
通
勤
中
な
ど
に
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
学
習
す
る
こ
と
が
多
く
、
学
習
を
継
続

す
る
こ
と
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
特
に
本
学
で
は
、

学
生
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
学
習
が
で
き
る
よ

う
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
力
を
入
れ
て
い
る
た
め
、
大
学
と
し
て
、

こ
の
課
題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
ま
ず
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴

に
触
れ
た
上
で
、
本
学
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「echool 

cam
pus

」
や
、
同
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
ど
の
よ
う
に
学
習
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
を
紹
介
し
た
い
。

２　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴

　
「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
と
臨
床
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
健
康
科

学
部
の
理
念
は
、
人
間
の
全
体
性
を
重
視
す
る
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
視
点
か
ら
、
幅
広
い
教
養
と
豊
か
な
人
間
性
を
身
に
付
け
、
こ

れ
か
ら
も
変
化
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
社
会
の
課
題
に
対
処
で
き
る

問
題
解
決
能
力
を
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

を
踏
ま
え
て
、
心
理
学
科
で
は
、
心
理
学
を
幅
広
く
か
つ
バ
ラ
ン

ス
よ
く
学
び
、
学
年
進
行
と
と
も
に
よ
り
高
度
な
専
門
領
域
、
す

な
わ
ち
行
動
神
経
科
学
、
発
達・

教
育
心
理
学
、
臨
床
心
理
学
、

社
会・

産
業
心
理
学
な
ど
の
学
び
へ
と
深
化
さ
せ
る
教
育
課
程
を

編
成
し
て
い
る
。
１
、
２
回
生
の
間
に
、
心
理
学
で
必
須
の
基
礎

的
な
概
念・

理
論
を
理
解
す
る
と
と
も
に
研
究
法
や
統
計
学
な
ど

の
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、
そ
れ
を
通
じ
て
学
生
が
興
味・

関
心
の

高
い
領
域
を
選
択
し
、
よ
り
深
く
探
究
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な

の
で
あ
る
。

　

開
設
後
も
、
目
ま
ぐ
る
し
い
社
会
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
そ

の
都
度
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
訂
し
て
き
た
。
２
０
１
７
年
９
月
の

公
認
心
理
師
法
施
行
に
い
ち
早
く
対
応
す
べ
く
、
２
０
１
８
年
度

か
ら
、
公
認
心
理
師
資
格
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
へ
移
行
す
る
予
定
で
あ
る
。
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
移
行
は

す
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
心
理
学
科
で
培
っ
て
き
た
教
育
の
あ
り

方
を
大
き
く
変
更
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

３　
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
環
境
の
整
備

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
推
進
す
る
に
当
た
っ

て
、
通
信
教
育
課
程
の
授
業
を
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か
。
自

学
自
習
が
中
心
で
あ
り
、
社
会
人
が
多
く
学
ぶ
通
信
教
育
に
お
い
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て
は
、
学
生
自
身
が
学
習
の
ペ
ー
ス
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、

学
習
時
間
の
確
保
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
仕
事
や
家

庭
が
あ
り
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
が
難
し
い
学
生
も
多
い
こ
と
を
念
頭

に
置
い
て
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
用
し
た
学
習
環
境
の
整
備
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
指
定
教
科
書
に
よ
る
学
習
だ
け
で
は
ど
う
し
て

も
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
難
し
い
と
考
え
、
設
置
基
準
上
は
面
接

授
業
と
同
等
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
「
メ
デ
ィ
ア
授
業
（
パ
ソ

コ
ン
の
画
面
で
資
料
を
参
照
し
な
が
ら
音
声
付
き
動
画
を
視
聴
す

る
授
業
形
態
）」
を
多
く
開
講
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
の
学
び
を

深
め
つ
つ
、
社
会
人
の
多
様
な
生
活
ス
タ
イ
ル
に
も
取
り
入
れ
や

す
い
も
の
と
し
て
い
る
。
現
在
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
約
７
割

の
科
目
に
メ
デ
ィ
ア
授
業
を
導
入
し
て
い
る
。
来
年
度
に
始
ま
る

公
認
心
理
師
対
応
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
も
、
引
き
続
き
多
く
の
科
目

に
取
り
入
れ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

学
生
の
多
く
は
パ
ソ
コ
ン
で
メ
デ
ィ
ア
授
業
を
受
け
て
い
る
が
、

「
学
習
時
間
の
確
保
」
と
い
う
点
で
は
、
外
出
先
や
通
勤
中
な
ど
の

場
面
で
学
習
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
は

導
入
し
て
い
る
大
学
も
増
え
て
い
る
が
、
２
０
１
２
年
当
時
は
ま

だ
ま
だ
少
数
だ
っ
た
マ
ル
チ
デ
バ
イ
ス
に
、
本
学
は
当
初
か
ら
対

応
し
て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
講
義
が

受
講
で
き
る
た
め
、
わ
ず
か
な
時
間
を
活
用
し
、
試
験
前
に
復
習

す
る
な
ど
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
学
生
が
学
び
を
深
め
ら
れ
る
環

境
を
整
備
し
て
い
る
。

４　
学
習
支
援
の
状
況
と
今
後
の
課
題

　

最
後
に
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
学
習
支
援
に

触
れ
な
が
ら
、
今
後
の
課
題
を
述
べ
た
い
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
述

べ
て
き
た
よ
う
に
、
本
学
の
通
信
教
育
は
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
中
心
で

あ
り
、
学
生
自
身
が
計
画
的
に
学
習
を
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
、
一
旦
ペ
ー
ス
が
崩
れ
る
と
継
続
が
難
し
く
な
り
、

学
習
の
停
滞
が
そ
の
ま
ま
休・

退
学
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
考
慮

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
、
学
生
が

一
人
で
問
題
を
抱
え
な
い
よ
う
、
大
学
と
し
て
支
援
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
中
心
の
通
信
教
育
課
程
に
お
け
る
学
生
支
援
は
、

通
学
課
程
以
上
に
、
学
生
と
の
接
点
を
い
か
に
つ
く
っ
て
い
く
か

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
来
学
機
会
は
非
常
に
限
ら
れ
て
お
り
、
平

常
は
メ
ー
ル
や
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
中
心
と
な
る
。
授
業
に
関
す
る
こ
と
や
学

習
上
の
悩
み
か
ら
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
に
関
す
る
こ
と
ま
で
、
幅
広

い
質
問
が
毎
日
届
く
。
受
講
し
て
い
て
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と

や
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
、
学
生
が
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
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ム
に
登
録
す
る
と
、
心
理
学
の
修
士
以
上
の
学
位
を
も
つ
学
習
講

師
が
中
心
と
な
っ
て
回
答
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
仕

組
み
を
利
用
し
て
受
講
を
進
め
て
い
る
「
手
の
か
か
ら
な
い
」
学

生
は
い
い
が
、
問
題
と
な
る
の
は
、
質
問
し
な
い
ば
か
り
か
学
習

の
進
捗
が
思
わ
し
く
な
い
学
生
で
あ
る
。
通
信
教
育
に
お
い
て
は
、

学
習
の
初
期
段
階
の
停
滞
が
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
に
つ
な
が
り
や
す

い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
特
に
入
学
初
年
度
前
期
の
学
習
状
況
の

把
握
と
支
援
が
重
要
で
あ
る
。
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
は
学

生
個
々
の
学
習
進
捗
度
を
管
理
し
て
お
り
、
状
況
を
み
な
が
ら
、

ス
テ
ー
タ
ス
に
応
じ
て
定
期
的
に
メ
ー
ル
を
送
信
し
、
計
画
的
学

習
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
と
し
て
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
し
て
い
る
。

加
え
て
、
学
生
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
こ
と
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
を
、
そ
の
都
度
知
ら
せ
て
い
る
。
大
学
に
返
信
し
て
き
た

学
生
に
は
、
そ
れ
を
機
に
、
学
習
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
今
後
の

学
習
に
関
す
る
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
学
生
が
自
律

的
管
理
の
下
で
計
画
的
に
学
習
を
進
め
、
通
信
教
育
の
環
境
に
適

応
し
て
い
く
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
提
供
可
能
な
資
源
を
増
や
し

つ
つ
、
そ
の
資
源
を
活
用
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
、

学
習
の
つ
ま
ず
き
を
解
消
す
る
近
道
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
支
援

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
、
必
要
な
デ
ー
タ
収
集
は
開
設
時
か
ら
行
っ
て
き
た
が
、
通
学

課
程
と
は
異
な
り
、
回
収
率
が
低
迷
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
改
善

と
と
も
に
、
デ
ー
タ
か
ら
読
み
解
け
る
学
生
像
を
明
確
に
し
、
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
効
果
的
な
学
生
支
援
に
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

2016年度卒業式の様子
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日
本
大
学
通
信
教
育
部
は
１
９
４
８
年
に
創
設
さ
れ
、
本
年
、

創
設
70
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
る
。
現
在
、
法
学
部
、
文

理
学
部
、
経
済
学
部
、
商
学
部
の
４
学
部
が
通
信
教
育
課
程
を
有

し
て
い
る
。
本
学
通
信
教
育
部
は
学
生
の
年
齢
層
が
幅
広
く
、
入

学
の
目
的
や
動
機
が
多
種
多
様
で
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、
近
年

は
大
学・

短
期
大
学
や
専
門
学
校
出
身
者
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
、
各
学
部
と
も
女
性
の
入
学
が
顕
著
に
増
え
て
い
る
。
教
養
や

知
識
を
深
め
る
た
め
、
年
齢・

職
業
に
関
係
な
く
入
学
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
た
ち
と
交
流
で
き
る
こ
と
が
大
学
通
信
教
育
の
特
色
で

あ
る
。

　

本
学
通
信
教
育
部
は
、
社
会
の
い
ろ
い
ろ
な
事
態
に
自
主
的
に

対
処
で
き
る
資
質
、
つ
ま
り
「
深
い
教
養
と
専
門
知
識・

能
力
を

兼
ね
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
」
と
い
う
本
学
の
教
育
理
念
で
あ

る
「
自
主
創
造
」
の
精
神
に
基
づ
い
た
教
育
内
容・

機
能
の
充
実

に
努
め
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
３
年
前
に
、
創
設
時
か
ら

本
拠
地
と
し
て
い
た
学
生
街
の
水
道
橋・

神
田
三
崎
町
か
ら
、
教

育
設
備
の
よ
り
充
実
し
た
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
た
。
市
ヶ

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
自
習
室・

学
生
ラ
ウ
ン
ジ
を
完
備
し
た
都
心

に
あ
る
独
立
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
り
、
市
ヶ
谷
駅
か
ら
徒
歩
３

分
の
好
立
地
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
大
学
全
体
の
入
学
者
は
少
子
化

の
影
響
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
移
転
を
契

機
と
し
て
、
通
信
教
育
部
で
は
毎
年
約
１
割
強
の
増
加
が
続
い
て

お
り
、
２
０
１
７
年
度
は
、
４
月
生
と
10
月
生
を
合
わ
せ
る
と
２

３
０
０
名
の
大
台
を
超
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
３
年
余
り
の

入
学
者
を
見
る
と
、
社
会
人
が
か
な
り
増
え
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
の

高
ま
り
を
強
く
感
じ
る
一
方
、
若
年
層
の
１
年
次
入
学
が
増
加
し
、

全
体
の
４
割
弱
の
水
準
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
市
ヶ

谷
駅
の
近
隣
と
い
う
恵
ま
れ
た
通
学
環
境
だ
け
で
な
く
、
通
信
教

特
集

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
通
信
教
育
課
程

学
生
の
多
様
性
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
大
学
通
信
教
育

陸 

亦
群
●
日
本
大
学
通
信
教
育
部
学
務
担
当
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育
に
対
す
る
生
涯
学
習
機
関
と
し
て
の
期
待
や
、
通
信
教
育
に
よ
っ

て
大
学
卒
業
資
格
を
取
得
し
た
い
と
い
う
要
望
が
根
強
い
こ
と
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
本
学
通
信
教
育
部
で
は
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
授
業
科
目
の
採
用
や
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
と
メ
デ
ィ
ア

授
業
の
充
実
が
功
を
奏
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
学
通
信
教
育
部
は
２
０
０
４
年
度
か
ら
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
用

い
た
学
修
方
法
を
取
り
入
れ
、
こ
れ
ま
で
の
印
刷
教
材
な
ど
を
用

い
た
授
業
と
面
接
授
業
に
加
え
、
新
た
な
授
業
形
態
で
あ
る
メ
デ
ィ

ア
授
業
11
科
目
を
開
講
し
た
。
２
０
０
４
年
度
に
メ
デ
ィ
ア
授
業

が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
教
材
の
開
発
が
進

ん
だ
。
本
学
通
信
教
育
部
の
メ
デ
ィ
ア
授
業
は
、
総
合
教
育
科
目
、

専
門
教
育
科
目
、
教
職
科
目
の
三
つ
の
区
分
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

初
開
講
か
ら
５
年
後
の
２
０
０
９
年
度
は
、
開
発
さ
れ
た
科
目
数

が
32
に
上
り
、
そ
の
う
ち
４
科
目
は
教
職
科
目
で
あ
る
。
当
該
年

度
の
年
間
ス
ク
ー
リ
ン
グ
開
講
講
座
数
５
０
８
に
対
し
て
、
メ
デ
ィ

ア
授
業
の
開
講
数
は
64
、
そ
の
割
合
は
約
13
％
と
な
り
、
受
講
者

の
関
心
も
高
ま
っ
て
、
年
間
の
受
講
者
延
べ
人
数
は
４
７
０
０
名

を
超
え
た
。
そ
の
後
も
堅
調
な
推
移
を
見
せ
、
本
学
通
信
教
育
部

の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。
そ
し
て
２
０
１
７
年
度
に
は
、
メ
デ
ィ

ア
授
業
40
科
目
80
講
座
の
開
講
に
よ
り
、
受
講
者
延
べ
人
数
が
約

６
４
０
０
名
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
メ
デ
ィ
ア
授
業
受
講
者
の
年
齢
別
構
成
を
見
る
と
、

２
０
１
０
年
度
ま
で
は
20
歳
代
と
30
歳
代
に
集
中
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
、
在
籍
学
生
数
に
対
す
る
メ
デ
ィ
ア
授
業
の
全
体
受
講

者
数
の
割
合
は
10
歳
代
か
ら
40
歳
代
ま
で
が
５
割
に
達
す
る
勢
い

と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
２
０
１
１
年
度
以
降
、
50
歳
代
以
後
の

高
年
齢
層
の
割
合
は
若
年
層
に
比
べ
て
相
対
的
に
低
い
水
準
に
あ

る
も
の
の
、
上
昇
の
ト
レ
ン
ド
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
一
方
、

都
道
府
県
別
受
講
状
況
は
、
首
都
圏
や
大
都
市
圏
に
比
べ
て
地
方

の
割
合
が
高
い
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
都
市
圏

に
比
べ
て
地
方
の
ほ
う
が
、
メ
デ
ィ
ア
授
業
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
学
通
信
教
育
部
は
、
メ
デ
ィ
ア
授
業
を
含
む
年
間
６
４
０
講

座
の
規
模
で
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
開
講
し
て
い
る
。
２
０
１
７
年
度

に
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
２
０
１
８
年
２
月
現
在
、
正

科
生
お
よ
び
科
目
履
修
生
を
合
わ
せ
て
約
７
０
０
０
名
の
学
生
が

通
信
教
育
で
学
ん
で
い
る
。
そ
の
３
割
強
の
学
生
が
関
東
圏
以
外

に
在
住
し
て
い
る
こ
と
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、
通
信
教
育

に
と
っ
て
新
た
な
学
び
方
と
ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
の
証

左
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
授
業
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、
学
生
の

ゴ
ー
ル
達
成
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
指
し
て
、
本
学
通
信
教
育
部
は
今

日
も
頑
張
っ
て
い
る
。�

特集 ＩＣＴを活用した通信教育課程
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フ
ェ
リ
ス
女
学
院
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰

に
基
づ
く
女
子
教
育
」
を
建
学
の
精
神
と
し
て
、

１
８
７
０
（
明
治
３
）
年
に
ア
メ
リ
カ
改
革
派

教
会
に
よ
っ
て
横
浜
の
地
に
創
立
さ
れ
た
。
２

０
２
０
年
に
は
、
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
。

専
門
学
校
、
短
期
大
学
を
経
て
、
４
年
制
大
学

が
開
設
さ
れ
た
の
は
、
１
９
６
５
年
で
あ
る
。

建
学
の
精
神
と
と
も
に
、
聖
書
に
由
来
す
る

「For O
thers

」
が
、
教
育
理
念
と
し
て
定
着
し

共
有
さ
れ
て
き
た
。
私
は
２
０
０
３
年
に
理
事

を
引
き
受
け
、
２
０
１
１
年
か
ら
理
事
長
の
責

を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
が
、
前
任
理
事
長
か
ら

の
申
し
送
り
は
、「
女
子
教
育
と
理
事
の
ク
リ
ス

チ
ャ
ン・

コ
ー
ド
を
堅
持
す
る
こ
と
」
の
ひ
と

言
（
だ
け
！
）
で
あ
っ
た
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン・

コ
ー
ド
と
は
、
寄
附
行
為
の
「
こ
の
法
人
の
理

事
は
、
福
音
主
義
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
あ
る
も

の
に
限
る
。」
を
指
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、

「
建
学
の
精
神
を
守
る
こ
と
」
が
前
任
理
事
長
か

ら
の
唯
一
の
申
し
送
り
で
あ
っ
た
。

　

私
は
銀
行
と
食
品
メ
ー
カ
ー
に
40
年
以
上
勤

め
、
大
学
教
員
出
身
で
本
学
院
の
学
院
長
で
あ
っ

た
前
任
理
事
長
と
は
経
歴
を
全
く
異
に
し
て
い

る
が
、
経
営
や
財
務
の
実
務
者
で
あ
る
私
に
と
っ

て
は
、
建
学
の
精
神
、
教
育
理
念
を
支
え
る
た

め
に
、
学
院
の
経
営
基
盤
を
強
化
し
安
定
さ
せ

る
こ
と
が
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
受
け
止

め
て
き
た
。

　

研
究
者
あ
る
い
は
教
育
者
の
経
験
を
持
た
な

い
企
業
出
身
の
理
事
者
が
教
員
サ
イ
ド
か
ら
聞

か
さ
れ
る
の
は
、「
学
校
は
企
業
と
は
異
な
る
」

と
い
う
言
葉
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
企
業
は
利
益

の
追
求
を
目
的
と
す
る
が
、
学
校
は
そ
う
で
は

な
い
」
が
そ
の
含
意
で
あ
る
。「
企
業
即
利
益
追

求
」
に
は
思
い
込
み
も
あ
る
が
、
企
業
人
に
恐

ら
く
共
通
す
る
組
織
優
先
の
経
営
感
覚
、
目
的

志
向
の
合
理
性
追
求
、
市
場
原
理
的
割
切
り
、

ス
ピ
ー
ド
感
な
ど
、
発
想
や
思
考
体
系
の
違
い

に
、
理
屈
を
超
え
た
違
和
感
が
生
じ
る
の
で
あ

ろ
う
。
学
院
長
、
大
学
長
、
中
学・

高
校
長
、

事
務
局
長
を
は
じ
め
と
す
る
学
内
外
理
事
の
ク

リ
ス
チ
ャ
ン・

コ
ー
ド
を
堅
持
す
る
一
方
で
、

ず
いそう

建学の精神と 
私学経営
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コ
ー
ド
対
象
外
の
副
学
長
、
学
部
長
、
事
務
局

管
理
職
の
理
事
会
、
常
任
理
事
会
へ
の
陪
席
を

求
め
、
オ
ー
プ
ン
な
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
理

事
会
と
教
学
現
場
の
相
互
理
解
と
認
識
の
共
有

に
努
め
て
い
る
所
以
で
も
あ
る
。

　

一
方
、
企
業
出
身
の
理
事
者
が
最
初
に
途
惑

う
の
は
、
学
校
（
大
学
）
で
は
「
権
限
と
責
任

が
表
裏
の
関
係
に
な
い
」
こ
と
で
は
な
い
か
。

大
学
の
実
質
的
な
権
限
は
教
員
（
教
授
会
）
に

あ
り
、
責
任
は
理
事
会
に
帰
す
る
と
い
う
権
限

と
責
任
の
二
重
構
造
に
馴
染
む
の
に
時
間
が
掛

か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
組
織
の
論
理
で
動

く
こ
と
を
当
然
と
す
る
企
業
人
と
、
一
義
的
に

は
個
々
の
専
門
分
野
に
特
化
し
た
大
学
教
員
と

の
意
識
の
違
い
で
も
あ
る
。
少
子
化
時
代
を
迎

え
、
大
学
の
改
革
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
が
、
教

職
員
個
々
に
は
危
機
感
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を

糾
合
し
て
教
学
面
の
具
体
的
な
改
革
に
結
び
付

け
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
企
業

の
よ
う
な
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
事
業
の
選
択

と
集
中
、
人
員
削
減
や
配
置
転
換
に
よ
る
合
理

化
で
は
こ
と
が
片
付
か
な
い
か
ら
で
も
あ
る
。

大
学
の
改
革
は
力
仕
事
で
あ
り
、
使
命
感
と
と

も
に
、
人
事
も
含
め
た
周
到
な
準
備
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

今
更
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、

学
校
（
大
学
）
を
改
革
す
る
た
め
に
は
、
建
学

の
精
神
に
基
づ
く
ミ
ッ
シ
ョ
ン・

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

を
再
確
認
し
、
現
実
を
直
視
す
る
と
と
も
に
、

当
面
す
る
課
題
を
先
送
り
せ
ず
、
計
画
的
か
つ

継
続
的
に
改
革
を
進
め
て
い
く
体
制
作
り
と
意

識
改
革
が
必
要
で
あ
る
。
昨
今
、
大
学
の
改
革

を
推
進
す
る
た
め
に
、
理
事
長
あ
る
い
は
学
長

の
権
限
強
化
を
唱
え
る
向
き
も
あ
る
が
、
政
治

の
世
界
を
引
き
合
い
に
出
す
ま
で
も
な
く
、
権

限
の
一
極
集
中
に
は
弊
害
も
当
然
に
起
こ
り
得

る
。
組
織
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
人
次
第
で
も

あ
る
。
理
想
論
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
学
に
求

め
ら
れ
る
の
は
、
理
事
会
、
教
職
員
、
更
に
は

同
窓
生
も
含
め
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
り
、

こ
れ
を
支
え
る
の
は
、
建
学
の
精
神
と
教
育
理

念
の
共
有
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

奥田 義孝●学校法人フェリス女学院理事長
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ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
え
ば
社
会
に
出
て
か
ら
受
け
る
セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
が
一
般
的

で
あ
る
が
、
近
年
は
特
に
、
大
学
な
ど
の
学
術
機
関
に
お
い
て
、
教
職
員
が
学
生
や
ほ
か

の
教
職
員
に
対
し
て
行
う
嫌
が
ら
せ
行
為
と
し
て
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
大
学
に
お
い
て
も
、
主
に
教
員
か
ら
学
生
へ
の
言
動
に
対
し
て
監
視
の
目

が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
監
視
の
目
が
厳
し
く
な
る
一
方
で
、「
学
生
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
接
し
た
ら
よ
い
の
か
」「
過
度
に
意
識
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
悩
み
を
抱
え
て
い

る
教
員
も
少
な
く
な
い
と
聞
く
。
ど
こ
か
ら
が
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
抵
触

す
る
の
か
が
曖
昧
で
、
教
育
現
場
に
お
け
る
判
断
も
難
し
い
と
い
う
現
状
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
各
大
学
で
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
が
強

く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
大
学
で
、
そ
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

小特集

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の 

現
状
と
課
題
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本
小
特
集
で
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
正
確
な
理
解
、
加
害
者
に
な
ら

な
い
た
め
の
対
応
や
教
職
員
へ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス・

説
明
会
な
ど
、
各
大
学
の
取
り
組
み・

対
策
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

そ
の
行
為
は
ア
カ・

ハ
ラ
に
当
た
る
の
か

─
判
例
か
ら
導
く
正
確
な
理
解
と
対
処
の
基
本

佐
野 

知
子

●
名
川
岡
村
法
律
事
務
所
弁
護
士

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
し
て

～
文
教
大
学
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
取
り
組
み
～

今
井 

陽
子

●
文
教
大
学
越
谷
校
舎
事
務
局
　
教
育
支
援
課
長

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
活
用

黒
田 

敦
子

●
国
際
武
道
大
学
体
育
学
部
武
道
学
科
副
学
科
長
、
准
教
授

意
識
改
革
を
目
指
す
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

西
村 

智

●
関
西
学
院
大
学
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
セ
ン
タ
ー
副
長
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は
じ
め
に

　

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
教
職
員
や
学
生
な
ど

大
学
の
構
成
員
が
、
教
育・

研
究
上
の
権
力
を
不
当
に
利
用
し
て
、

他
の
構
成
員
に
対
し
、
研
究
上
、
教
育
上
、
修
学
上
不
適
切
で
不

当
な
言
動
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
言
動
は
被
害
者
に
不

利
益
を
与
え
、
精
神
的・

身
体
的
被
害
を
も
た
ら
し
、
人
格
権
侵

害
を
引
き
起
こ
す
ば
か
り
か
、
教
育・

研
究
環
境
の
破
壊
、
優
秀

な
人
材
の
流
出
な
ど
、
大
学
に
大
き
な
損
失
を
も
た
ら
す
可
能
性

が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
防
止
は
大
学
に
と
っ
て
重
要
な
課

題
で
あ
る
が
、
他
方
、
あ
る
行
為
が
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
当
た
る
の
か
、
判
然
と
し
な
い
ケ
ー
ス
は
ま
ま
あ
る
。
本

稿
で
は
、
判
例
に
現
れ
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
い

く
つ
か
取
り
上
げ
、
そ
の
正
確
な
理
解
と
、
事
件
発
生
時
の
大
学

の
対
処
の
基
本
を
示
し
た
い
。

１　
裁
判
例
に
現
れ
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
裁
判
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
１
９
９
８
年
頃
か
ら
で
あ
る
。
当
初
は
、
被
害
者
が
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
者
た
る
教
職
員
や
大
学
の
設
置
者
を
訴
え
る
ケ
ー

ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
（
後
出
⑴
②
、
⑷
、
⑸
）、
そ
の
後
、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
大
学
か
ら
懲
戒
処
分

を
受
け
た
教
職
員
が
、
処
分
を
不
服
と
し
て
大
学
の
設
置
者
を
訴

え
る
ケ
ー
ス
が
相
次
い
だ
（
後
出
⑴
①
、
⑵
①
②
、
⑶
）。
こ
れ

は
、
各
大
学
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
規
定
や
指
針
を
設
け
、

そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
調
査・

処
分
を
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
た

こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
訴
訟
の
中
で
、
裁
判
所
は
、
あ
る
行
為
が
当
該
大
学

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
規
定
に
抵
触
す
る
か
、
あ
る
い
は
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
規
定
が
な
い
場
合
も
、
裁
量
の
範
囲
を
超
え
、
ま
た
は
社
会
的

小
特
集

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
現
状
と
課
題

そ
の
行
為
は
ア
カ・

ハ
ラ
に
当
た
る
の
か
─
判
例
か
ら
導
く
正
確
な
理
解
と
対
処
の
基
本

佐
野 

知
子
●
名
川
岡
村
法
律
事
務
所
弁
護
士
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相
当
性
を
欠
き
不
法
行
為
と
な
る
の
か
を
詳
細
に
吟
味
し
て
い
る
。

い
ず
れ
の
判
断
も
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
理
解
を

助
け
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
概
観
す
る
。

⑴
　
暴
言
（
侮
辱
、
脅
迫
、
名
誉
毀
損
）

①
指
導
担
当
の
准
教
授
が
、
次
週
の
ゼ
ミ
で
発
表
予
定
で
あ
っ
た

院
生
に
対
し
、
突
然
そ
の
場
で
発
表
す
る
よ
う
指
示
し
、
同
人
が

準
備
不
足
な
が
ら
指
示
に
従
っ
て
発
表
す
る
と
、５
時
間
に
わ
た
っ

て
発
表
内
容
に
つ
い
て
叱
責
し
、
他
の
院
生
ら
に
対
し
、「
み
ん
な

遅
く
ま
で
残
っ
て
も
ら
っ
て
ご
め
ん
ね
。
○
○
さ
ん
、
バ
カ
だ
か

ら
、
し
っ
か
り
認
識
し
て
貰
わ
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
、
屈
辱
を

与
え
な
い
と
だ
め
だ
か
ら
」
と
述
べ
、
翌
日
の
ゼ
ミ
で
も
、
３
時

間
に
わ
た
り
「
馬
鹿
」「
あ
な
た
は
だ
め
だ
」
な
ど
と
繰
り
返
し
非

難
し
た
事
案
。
裁
判
所
は
、
准
教
授
の
言
動
は
院
生
の
「
人
格
や

尊
厳
を
傷
つ
け
、
教
育・

研
究
上
不
利
益
を
与
え
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
」
と
し
て
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

当
た
る
と
し
た
（
東
京
地
裁
立
川
支
部
平
成
25
年
５
月
13
日
）。

　

准
教
授
は
こ
れ
を
不
服
と
し
て
控
訴
し
、
仮
に
少
々
き
つ
い
言

動
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
指
導
の
一
環
と
し
て
な
さ
れ
た

適
切
な
も
の
で
あ
っ
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
は
該
当
し
な
い
と
主

張
し
た
が
、
裁
判
所
は
「
控
訴
人
の
発
言
を
、
指
導
の
一
環
と
し

て
な
さ
れ
た
適
切
な
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
た

（
東
京
高
裁
平
成
25
年
11
月
13
日
）。

②
教
授
が
准
教
授
に
対
し
、
長
時
間
に
わ
た
り
、「
進
退
を
一
任
す

れ
ば
自
分
が
力
に
な
る
が
、
一
任
し
な
け
れ
ば
研
究
も
診
療
も
で

き
な
い
厳
し
い
境
遇
と
な
る
」、「
お
前
、
考
え
方
が
お
か
し
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
。
助
教
授
の
く
せ
に
」
な
ど
の
脅
迫
的・

侮
蔑
的
な

表
現
を
用
い
て
退
職
勧
奨
し
た
事
案
。
裁
判
所
は
、
こ
の
退
職
勧

奨
を
、
被
勧
奨
者
の
任
意
の
意
思
形
成
を
妨
げ
る
強
要
行
為
で
あ

り
、
社
会
通
念
上
相
当
性
を
欠
く
と
し
て
、
准
教
授
の
教
授
お
よ

び
国
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
た
（
神
戸
地
裁
平
成
25
年

６
月
28
日
判
決
）。
な
お
、
裁
判
所
は
、
こ
の
教
授
が
学
内
の
調
査

手
続
き
で
行
っ
た
発
言
（
准
教
授
が
弟
子
を
虐
待
し
た
事
実
が
あ

る
か
の
よ
う
に
述
べ
た
）
に
つ
い
て
も
、
名
誉
毀
損
に
当
た
る
と

判
断
し
て
い
る
。

⑵
　
学
習・

研
究
の
妨
害

①
准
教
授
３
人
が
、
う
ち
一
人
の
専
門
分
野
で
あ
る
ア
イ
ヌ
語
研

究
を
進
め
る
た
め
、
英
語
教
育
専
攻
の
学
生
複
数
名
を
、
学
生
ら

の
専
攻
と
は
無
関
係
の
ア
イ
ヌ
語
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
さ
せ
、

長
期
に
わ
た
り
、
午
前
８
時
か
ら
午
前
零
時
、
あ
る
い
は
徹
夜
に

小特集●アカデミック・ハラスメントの現状と課題
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わ
た
る
作
業
を
行
わ
せ
た
事
案
。
裁
判
所
は
、
学
生
ら
に
過
大
な

課
題
を
半
ば
強
制
し
、
長
時
間
の
拘
束
な
ど
不
当
な
指
導
を
行
っ

て
学
生
の
勉
学
を
阻
害
し
た
と
し
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
に
当

た
る
と
し
た
（
札
幌
地
裁
平
成
22
年
11
月
12
日
判
決
）。

　

こ
の
裁
判
で
、
准
教
授
ら
は
、
あ
く
ま
で
学
生
ら
の
自
主
的
な

活
動
で
あ
っ
て
強
制
で
は
な
い
と
主
張
し
た
が
、
学
生
ら
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
か
ら
離
脱
す
る
と
評
価
を
下
げ
ら
れ
る
と
感
じ
て
お
り
、

准
教
授
の
一
人
は
実
際
に
離
脱
し
た
者
に
対
し
て
「
ア
ド
バ
イ
ス

も
卒
論
指
導
も
す
る
が
、
最
低
限
の
こ
と
し
か
し
な
い
」
な
ど
不

当
な
指
導
を
す
る
か
の
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
裁

判
所
は
准
教
授
の
主
張
を
退
け
た
。

②
准
教
授
が
、
学
部
ゼ
ミ
に
お
い
て
学
部
生
の
指
導
を
ほ
と
ん
ど

院
生
に
任
せ
、
自
ら
は
た
び
た
び
ゼ
ミ
を
欠
席
し
た
事
案
。
裁
判

所
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
院
生
へ
の
活
動
の
妨
害
で
あ
る
と
し
た

（
前
出
立
川
支
部
）。

⑶
　
指
導
の
放
棄

　

指
導
教
員
と
し
て
指
導
す
る
学
生
２
名
の
卒
業
論
文
が
、
卒
論

判
定
会
議
に
お
い
て
合
格
水
準
に
な
い
と
判
定
さ
れ
、
そ
の
後
の

取
り
扱
い
を
巡
っ
て
学
科
と
対
立
し
た
教
授
が
、
学
生
２
名
に
対

す
る
卒
研
指
導
を
放
棄
し
た
事
案
。
裁
判
所
は
、
指
導
の
放
棄
は

教
育
者
と
し
て
の
配
慮
に
著
し
く
欠
け
る
行
為
で
あ
る
と
し
た
（
東

京
地
裁
平
成
24
年
５
月
31
日
）。

⑷
　
不
当
な
指
導

　

大
学
の
講
師
が
、
指
導
を
担
当
す
る
院
生
に
つ
い
て
、
学
力
不

足
の
た
め
２
年
の
標
準
年
限
で
は
修
了
で
き
な
い
こ
と
を
見
越
し

て
休
学
を
勧
め
、
本
人
に
休
学
の
意
思
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
の
ち
も
、
そ
の
家
族
に
ま
で
執し

つ
よ
う拗

に
休
学
を
勧
め
、
深
夜

に
わ
た
り
数
時
間
か
け
て
説
得
し
、
休
学
す
る
と
い
う
誓
約
書
ま

で
書
か
せ
よ
う
と
し
た
事
案
。
裁
判
所
は
、
学
費
負
担
の
軽
減
の

た
め
の
休
学
の
勧
め
と
い
う
趣
旨
は
不
当
で
は
な
い
も
の
の
、
そ

の
ほ
か
の
暴
言
も
含
め
、
講
師
の
行
為
は
社
会
的
相
当
性
に
欠
け

る
と
し
て
、
院
生
か
ら
講
師
に
対
す
る
慰
謝
料
請
求
を
認
め
た
（
岐

阜
地
裁
平
成
21
年
12
月
16
日
判
決
）。

⑸
　
各
種
申
請
に
対
す
る
拒
否

　

教
室
主
任
の
教
授
が
、
助
手
の
他
大
学
へ
の
兼
業
承
認
申
請
に

対
し
、
兼
業
先
の
行
事
予
定
表
を
持
参
し
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由

に
押
印
を
拒
否
し
た
事
案
。
裁
判
所
は
、
行
事
予
定
表
は
兼
業
承

認
申
請
時
に
は
ま
だ
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
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こ
の
書
類
の
提
出
に
こ
だ
わ
っ
て
兼
業
承
認
申
請
へ
の
押
印
を
拒

否
す
る
の
は
合
理
性
を
欠
く
と
し
て
、
助
手
の
県
に
対
す
る
損
害

賠
償
請
求
を
認
め
た
（
大
阪
高
裁
平
成
14
年
１
月
29
日
）。
こ
の
結

論
は
、
最
高
裁
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
（
最
高
裁
平
成
14
年
10
月

10
日
）。

⑹
　
名
誉
感
情
を
害
す
る
行
為

　

授
業
中
、
教
授
が
、
そ
の
場
に
い
た
女
子
学
生
の
名
前
を
挙
げ
、

「
中
国
語
で
い
う
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
だ
」
と
発
言
し
、
当
該
女
子

学
生
は
、
大
勢
の
前
で
自
分
の
名
前
に
つ
き
、
前
記
の
よ
う
な
取

り
上
げ
方
を
さ
れ
、
非
常
に
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
た
と
い
う
事

案
。
教
授
は
、
発
言
は
軽
口
の
類
で
あ
っ
て
ア
カ・
ハ
ラ
に
は
該

当
し
な
い
と
主
張
し
た
が
、
高
裁
は
、
こ
れ
を
不
適
切
な
言
動
と

評
価
し
た
（
東
京
高
裁
平
成
27
年
３
月
４
日
）。

２�　
ど
の
よ
う
な
行
為
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
当
た
る
の
か

　

以
上
の
と
お
り
、
裁
判
に
現
れ
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
。
一
見
し
て
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
規
定
に
抵
触
す
る
、
あ
る
い
は
違
法
と
分
か
る
も
の
も
あ

れ
ば
、
そ
う
で
な
い
も
の
も
あ
る
。

　

前
章
の
⑴
か
ら
⑷
の
事
例
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
当
た
る
こ
と
が
分
か
り
や
す
い
事
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
例

え
ば
「
暴
言
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
か
つ
て
は
、
侮
辱
的・

脅
迫

的
表
現
で
あ
っ
て
も
学
生
の
奮
起
を
促
す
た
め
で
あ
れ
ば
「
指
導
」

の
一
方
法
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
い
う
誤
っ
た
捉
え
方
が
あ
っ
た

が
、
今
日
で
は
そ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

学
生
の
研
究
や
留
学
を
理
由
な
く
や
め
さ
せ
た
り
、
本
人
の
研
究

と
は
関
わ
り
の
な
い
作
業
を
押
し
付
け
て
本
来
の
研
究
を
さ
せ
な

か
っ
た
り
と
い
っ
た
学
習・

研
究
妨
害
や
、
指
導
の
放
棄
、
行
き

過
ぎ
た
指
導
が
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
多
く
の
大
学
で
常

識
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
⑸
⑹
に
あ
る
よ
う
な
行
為
を
、
現
場
で
直
ち
に

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
認
識
す
る
の
は
な
か
な
か
難

し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

す
な
わ
ち
、
⑸
の
よ
う
な
申
請
に
対
し
て
、
決
定
権
者
は
、
合

理
的
理
由
が
あ
れ
ば
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
合
理
的
理
由

が
な
け
れ
ば
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
⑸
の
控
訴
審
判
決
も
、

押
印
拒
否
が
「
理
由
な
く
な
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が

『
嫌
が
ら
せ
』
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
」
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
合
理
的
理
由
の
有
無
が
現
場
で
直
ち
に
明
ら
か
に

な
ら
な
い
こ
と
は
多
く
あ
り
、
こ
こ
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

次
に
、
⑹
の
「
名
誉
感
情
を
害
す
る
行
為
」
に
つ
い
て
は
、
な
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ぜ
こ
れ
が
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
当
た
る
の
か
分
か

ら
な
い
と
い
う
向
き
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
授
業
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
冗
談
を
言
っ
た
り
、
時
に
は
軽
口
を
た
た
い
た

り
す
る
教
職
員
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
教
職
員
が
冗
談

の
つ
も
り
で
述
べ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
が
「
バ
カ
に
さ
れ
て

い
る
」「
笑
い
も
の
に
さ
れ
て
い
る
」
と
感
じ
て
傷
つ
く
こ
と
は
よ

く
あ
る
。
裁
判
例
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
各
大
学
の

相
談
窓
口
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
例
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

教
職
員
の
中
に
は
、
も
は
や
、
ど
う
い
っ
た
言
葉
で
話
せ
ば
い

い
の
か
皆
目
見
当
が
つ
か
な
い
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、
不
用
意
に
個

人
に
言
及
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
授
業
の
進
行
に
必

要
な
範
囲
で
個
人
名
を
挙
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
許
さ
れ
る
が
、

雰
囲
気
を
和
ら
げ
る
た
め
と
か
学
生
を
集
中
さ
せ
る
た
め
に
、
特

定
の
学
生
の
名
前
や
容
姿
、性
格
を
挙
げ
、あ
る
い
は
動
作
を
面
白

お
か
し
く
表
現
す
る
こ
と
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

３　
裁
判
所
の
ス
タ
ン
ス

　

で
は
、
裁
判
所
は
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事

例
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。
裁
判
所
の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
を
端

的
に
示
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
判
例
が
あ
る
。

　

科
学
研
究
費
獲
得
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
た
大
学
で
、
解
剖

学
教
室
の
主
任
教
授
が
、
論
文
数
が
少
な
い
講
師
に
対
し
、
教
室

員
が
多
数
集
ま
る
会
議
で
講
師
を
「
お
前
」
と
呼
び
、
講
師
の
論

文
を
「
あ
ん
な
も
ん
、
ペ
ー
パ
ー
じ
ゃ
な
い
」「
実
験
を
や
ら
な
い

や
つ
な
ん
て
、
教
育
者
の
資
格
は
な
い
」
な
ど
、
講
師
の
研
究
の

価
値
お
よ
び
教
育
活
動
を
一
切
否
定
す
る
発
言
を
し
た
。
講
師
は
、

主
任
教
授
に
対
す
る
慰
謝
料
請
求
訴
訟
を
提
起
し
、
裁
判
所
は
、

主
任
教
授
の
発
言
は
社
会
的
相
当
性
を
欠
く
と
し
て
、
講
師
の
請

求
を
認
め
た
（
東
京
地
裁
平
成
19
年
５
月
30
日
）。
こ
の
訴
訟
で
、

主
任
教
授
は
、
一
連
の
発
言
は
講
師
に
対
す
る
指
導
で
あ
っ
て
誹

謗
中
傷
で
は
な
い
と
主
張
し
た
が
、
裁
判
所
は
「
指
導
で
あ
れ
ば

ど
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
て
も
許
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

指
導
を
さ
れ
る
側
の
人
格
権
を
不
当
に
侵
害
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
社
会
通
念
上
相
当
な
方
法
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

の
相
当
性
を
逸
脱
し
た
場
合
に
は
違
法
と
な
り
、
不
法
行
為
を
構

成
す
る
」
と
し
た
。
さ
ら
に
、「
本
件
大
学
の
主
任
教
授
は
、
人

事
、
学
位
審
査
お
よ
び
研
究
費
の
配
分
な
ど
、
教
室
内
の
重
要
な

事
項
に
関
す
る
決
定
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
指
導

の
方
法
、
す
な
わ
ち
言
葉
、
場
所
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
選
択
を
誤
る

と
、
指
導
を
受
け
る
者
に
対
し
て
必
要
以
上
に
精
神
的
な
苦
痛
を
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与
え
、
ひ
い
て
は
人
格
権
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
も

の
で
あ
る
か
ら
、
特
に
注
意
を
払
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う

べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
は
、
な
ぜ
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
が
許
さ
れ
な
い
か
を
正
し
く
指
摘
し
た
一
文
で
あ
る
。

決
定
権
を
有
す
る
人
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
言
動
の
影
響
力
は

大
き
く
、「
指
導
の
方
法
」、
す
な
わ
ち
「
言
葉
、
場
所
、
タ
イ
ミ

ン
グ
の
選
択
」
を
誤
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
決

定
権
を
有
す
る
の
は
主
任
教
授
に
限
ら
な
い
。
学
部
生
や
院
生
か

ら
見
る
と
、「
先
生
」
で
あ
る
助
手
、
講
師
、
准
教
授
、
教
授
は
全

て
決
定
権
の
あ
る
人
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

第
１
章
で
紹
介
し
た
事
件
の
う
ち
、
⑴
①
で
は
准
教
授
に
対
す

る
出
勤
停
止
３
カ
月
の
処
分
が
地
裁・

高
裁
と
も
に
有
効
と
さ
れ
、

⑹
の
事
件
で
は
、
出
勤
停
止
１
カ
月
の
処
分
（
別
件
を
含
む
）
が
、

原
審
を
翻
し
て
有
効
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
⑵
の
事
件
で
は
、
裁

判
所
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
の
存
在
は
認
め
た
も
の
の
、
懲
戒
解

雇・

諭
旨
解
雇
処
分
は
重
き
に
失
す
る
と
し
て
無
効
と
し
た
。

　

懲
戒
処
分
が
無
効
と
な
る
こ
と
は
、
大
学
の
運
営
に
大
き
な
支

障
を
来
す
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
が
多
発
す
る
現
在
、
大
学
を
運

営
す
る
側
は
、
常
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
を
的
確
に
把
握
し
、
適

切
な
処
分
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

で
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
を
的
確
に
把
握
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
。
ま
ず
は
、
相
談
室
に
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
無
駄
に

せ
ず
、
事
案
の
正
確
な
把
握
に
努
め
る
こ
と
で
あ
る
。
些
細
な
情

報
の
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
重
大
事
件
の
端
緒
で
あ
る
場
合
も
あ

る
。
そ
し
て
、
被
害
者
が
い
つ
も
正
確
か
つ
適
切
に
被
害
申
告
を

す
る
と
は
限
ら
な
い
。
事
件
の
端
緒
を
把
握
し
た
ら
、
顧
問
弁
護

士
な
ど
専
門
家
の
意
見
を
聞
く
こ
と
は
有
用
で
あ
る
。

　

で
は
、
適
正
な
処
分
を
す
る
に
は
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
。
ま

ず
は
、
各
大
学
で
定
め
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
規
定
に
従
い
、

粛
々
と
手
続
き
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。
要
所
に
お
い
て
専
門
家

の
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
適
切
な
処
分
の
実
現
が

容
易
に
な
る
と
考
え
る
。�
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は
じ
め
に

　

文
教
大
学
で
は
、「
文
教
大
学
セ
ク
シ
ュ
ア
ル・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
委
員
会
規
程
」
お
よ
び
「
文
教
大
学
セ
ク
シ
ュ
ア
ル・

ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
に
関
す
る
指
針
及
び
委
員
会
運
営
内
規
」
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
「
セ
ク
ハ
ラ
」
防
止
対
策
の
大
幅
な
見
直
し
を
行
い
、

「
文
教
大
学
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
規
程
」
お
よ
び
「
文
教
大
学
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
委
員
会
規
程
」
を
新
た
に
整
備
し
、
２
０
１
０
年

４
月
１
日
か
ら
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し

た
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
。

１　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
取
り
組
み

　

建
学
の
理
念
で
あ
る
「
人
間
愛
」
の
精
神
に
基
づ
き
、
全
て
の

学
生
、
教
職
員
お
よ
び
大
学
関
係
者
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

修
学
就
労
が
で
き
る
よ
う
快
適
な
環
境
を
醸
成
し
、
維
持
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
規
程
に
基
づ
い
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委
員

会
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
副
学
長
、
学
生
委
員
長
、
お
よ
び
各
学

部
か
ら
学
長
が
指
名
し
た
教
員
１
名
、
さ
ら
に
事
務
局
か
ら
は
総

務
課
長
お
よ
び
事
務
局
長
が
指
名
し
た
職
員
１
名
で
構
成
さ
れ
、

毎
月
の
定
例
会
議
に
お
い
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
必
要
な
啓
発

活
動
や
相
談
案
件
へ
の
対
応
な
ど
を
取
り
扱
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
対

す
る
大
学
の
取
り
組
み
や
相
談
方
法
な
ど
を
学
生
教
職
員
な
ど
に

周
知
す
る
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
大
学
構
内
の

目
に
留
ま
り
や
す
い
と
こ
ろ
に
掲
示
し
た
。
ま
た
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
に
つ
い
て
も
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
時
に
全
学
生
に
配
付
し
、

教
授
会
で
も
全
教
員
に
配
付
し
て
い
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す

小
特
集

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
現
状
と
課
題

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
し
て

～
文
教
大
学
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
取
り
組
み
～

今
井 

陽
子
●
文
教
大
学
越
谷
校
舎
事
務
局
　
教
育
支
援
課
長
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る
相
談
が
気
軽
に
行
え
る
よ
う
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
員
を
配
置

し
、
相
談
員
が
身
近
に
い
る
こ
と
、
い
つ
で
も
相
談
が
で
き
る
態

勢
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
、
名
刺
サ
イ
ズ
の
カ
ー
ド
に
相
談

員
の
居
場
所
（
研
究
室
や
事
務
室
）
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
専
用

の
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス・

電
話
番
号
を
掲
載
し
配
付
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

●
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

　

全
学
生・

全
教
職
員
を
対
象
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
意

識
お
よ
び
実
態
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
毎
年
度
実
施
し
て

い
る
。
平
均
30
％
以
上
の
回
収
率
の
も
と
に
分
析
を
行
い
、
今
後

の
啓
発
活
動
や
防
止
対
策
に
役
立
て
て
い
る
。

●
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
員
の
た
め
の
研
修
会

　

相
談
員
の
基
本
姿
勢
の
研
修
を
、
事
例
を
も
と
に
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
を
交
え
な
が
ら
行
い
、
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。
防
止
委
員
や
相

談
員
は
２
年
の
任
期
で
交
替
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
継
続
的

に
開
催
し
た
い
。

●
学
友
会
組
織
と
の
連
携

　

学
友
会
の
協
力
を
得
て
、
学
友
会
総
会
前
の
時
間
を
利
用
し
て

学
生
に
向
け
た
研
修
会
を
開
催
。

●
全
学
教
授
会
時
に
研
修
会

　

文
教
大
学
で
は
、毎
年
４
月
に
全
学
教
授
会
（
連
合
教
授
会
）
を

開
催
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
全
教
員
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
。

●
教
材
を
活
用
し
た
啓
発
活
動

　

い
く
つ
か
の
事
例
を
取
り
上
げ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
購
入
し
、
学
部
ご

と
に
視
聴
で
き
る
機
会
を
設
け
、
職
員
に
は
各
自
時
間
を
調
整
し

て
視
聴
す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
。

●
学
生
を
巻
き
込
ん
だ
啓
発
活
動

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
お
よ
び
意
識
の
啓
発
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー

を
毎
年
度
制
作・

掲
示
し
て
い
る
が
、
近
年
は
学
生
か
ら
作
品
を

募
集
し
、
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
、
公
開
し

実際に開催した講演会のチラシ

キャンパス・ハラスメント
ミニ講演会

日 時：１２月６日(火)
１３：００－１３：３０

場 所：体育館
※講師：人間科学部臨床心理学科教授※講師：人間科学部臨床心理学科教授

主催：文教大学越谷校舎ハラスメント防止委員会
協力：学友会

ハラスメントの被害者にならない
ハラスメントの加害者にならない

正しい知識と、適切な対処法を身につける
そのためのスキルを伝授します

このミニ講演会は 学友会の協力により
学友会総会の冒頭の時間をお借りして実施します。

§§§何かあったら速やかに相談窓口に相談を§§§
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て
い
る
。
応
募
作
品
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委
員
会
は
も
ち
ろ

ん
、
教
授
会
な
ど
に
も
披
露
し
て
お
り
、
教
職
員
の
関
心
度
は
高

い
。
ま
た
、
学
生
か
ら
募
集
を
行
う
の
で
、
学
生
が
ポ
ス
タ
ー
を

制
作
す
る
過
程
で
、
学
生
へ
の
啓
発
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

●
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
対
応

　

健
康
診
断
に
お
け
る
配
慮
や
、
性
別
表
示
を
行
わ
な
い
「
誰
で

も
ト
イ
レ
」
を
設
置
し
、
着
替
え
な
ど
も
で
き
る
よ
う
整
備
し
て

い
る
。
ま
た
、
授
業
で
は
、
学
生
の
呼
び
方
を
「
さ
ん
付
け
」
に

統
一
す
る
と
い
っ
た
注
意
事
項
に
つ
い
て
、
教
授
会
な
ど
を
通
じ

て
教
員
に
働
き
か
け
。

２　
相
談
体
制
と
事
例

　
「
こ
れ
っ
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
？　

と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
悩
ま
ず

相
談
を
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
相
談
員
に
よ
る
面
談
で
解
決
す

る
事
案
も
多
く
あ
る
が
、
解
決
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
本
人
の

申
し
立
て
に
よ
り
「
意
見
通
知
（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
た
と
さ

れ
る
者
に
苦
情
内
容
を
伝
え
る
）」、「
調
停
（
話
し
合
い
の
場
を
設

け
、
調
停
員
が
両
者
の
仲
立
ち
を
行
う
）」、「
調
査
（
事
実
の
確�

啓発ポスター募集のチラシ

本学のハラスメント相談体制（HPにて公開している案内）
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認
を
行
う
た
め
の
調
査
を
実
施
す
る
）」
と
い
う
対
応
方
法
の
中�

か
ら
、
相
談
者
の
希
望
に
応
じ
て
解
決
に
向
け
た
対
応
を
行
っ
て

い
る
。

　

最
も
多
い
事
例
は
、
ゼ
ミ
や
卒
論
指
導
に
お
け
る
、
学
生
に
対

す
る
教
員
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。
指
導

教
員
の
変
更
を
申
し
出
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
学
部
や
学
科
内
で
対

応
し
て
解
決
に
至
る
ケ
ー
ス
も
多
い
が
、
単
位
の
認
定
に
関
わ
る

事
案
で
あ
る
た
め
に
、
表
面
化
し
な
か
っ
た
り
、
申
し
立
て
が
で

き
ず
に
い
る
学
生
も
多
い
と
推
察
さ
れ
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な

い
環
境
の
醸
成
に
は
、
可
能
な
範
囲
で
学
生
や
教
職
員
に
情
報
を

公
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
情
報
開
示
に
は
限

界
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

大
学
の
取
り
組
み
の
中
で
も
、
な
か
な
か
声
が
あ
げ
ら
れ
ず
に

一
人
で
抱
え
込
み
、
本
来
の
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
ず
に
悩
ん

で
い
る
学
生・

教
職
員
が
い
る
状
況
は
、
本
学
に
と
っ
て
も
大
き

な
損
失
で
あ
る
。「
人
間
愛
」
の
精
神
に
基
づ
き
、
一
人
一
人
が
尊

重
さ
れ
る
環
境
を
整
え
、
可
及
的
速
や
か
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な

い
明
る
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
止
ま
な
い
。�

小特集●アカデミック・ハラスメントの現状と課題
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は
じ
め
に

　

国
際
武
道
大
学
で
は
、
大
学
組
織
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
専

門
部
署
を
設
け
、
学
生
お
よ
び
教
職
員
の
人
権
を
擁
護
し
、
修
学

お
よ
び
就
業
の
快
適
な
環
境
を
求
め
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

　

啓
発
活
動
と
し
て
は
、
４
月
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い

て
、
全
学
生
を
対
象
に
「
国
際
武
道
大
学
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
く
指
導
を
実
施
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
種

類
や
相
談
窓
口
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
（
学
生

便
覧
）」
に
掲
載
し
、
全
学
生・

教
職
員
に
配
付
し
て
い
る
。
ま

た
、
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
、
学
内
外
に
広
く
公
表
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
図
書
館
に
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
関
連
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
や
書
籍
な
ど
を
備
え
、
啓
発
と
注
意
を
促
し
て
い
る
。

１　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
と
そ
の
対
応

　

本
学
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
は
、
学
生
用
窓
口
を
「
教

務
課
」「
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
」「
学
生
相
談
室
」
お
よ
び
「
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
」
の
４
カ
所
、
教
職
員
用
窓
口
を
「
総
務
課
」
お

よ
び
「
企
画
課
」
の
２
カ
所
に
設
け
て
行
っ
て
い
る
。

　

相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
ま
ず
複
数
の
相
談
員
が
対
応
し
、
そ

の
結
果
を
部
会
長
に
報
告
す
る
。
多
く
の
場
合
、
相
談
者
の
話
を

親
身
に
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
相
談
者
の
気
持
ち
が
落
ち
着
き
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
と
な
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
部
会
長
が
部
会
で

の
検
討
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
部
会
員
を
招
集
し
て
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
行
為
の
有
無
な
ど
を
調
査
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
慎

重
に
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
相
談
員
が
的
確
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
「
相
談
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
作
ら
れ
て
い
る
。
相
談
員
は
多
様
な
相
談
内
容

小
特
集

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
現
状
と
課
題

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
活
用

黒
田 

敦
子
●
国
際
武
道
大
学
体
育
学
部
武
道
学
科
副
学
科
長
、
准
教
授
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に
対
応
で
き
る
能
力
を
要
す
る
の
で
、
他
大
学
や
外
部
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
関
す
る
取
り
組
み
お
よ
び
現
状
を
把
握
す
る
た
め
に
、

研
修
会
や
外
部
団
体
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
。

　

な
お
、
学
内
の
相
談
事
案
に
つ
い
て
は
、
年
に
１
回
、
相
談
窓

口
の
教
職
員
が
集
ま
り
、
報
告
会
を
開
催
し
て
い
る
。
相
談
事
案

の
内
容
や
傾
向
お
よ
び
種
類
な
ど
を
分
析
し
、
相
談
手
法
の
研
究

や
相
談
時
の
注
意
事
項
な
ど
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
報
告

会
の
特
徴
と
し
て
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
を
抱
え
た
学
生
の
相
談
に
対
応
す
る
「
学
生
相
談
室
」
の
臨
床

心
理
士
も
交
え
て
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
最
前
線
の

現
場
で
直
接
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
教
職
員

同
士
が
、
他
の
相
談
員
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
相
談
に
当
た
っ
て

い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
課
題
や
悩
み
が
あ
る
の
か
な
ど
を
率
直

に
話
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
相
談
を
受
け
止
め
る
側
の
メ
ン
タ
ル

面
の
負
荷
の
緩
和
、
す
な
わ
ち
相
談
員
の
ケ
ア
に
も
効
果
を
発
揮

し
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

２　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
具
体
的
な
内
容

　

本
学
の
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
と
は
」、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
種
類
」、
ま
た
加
害
者
あ
る
い

は
被
害
者
に
な
っ
た
と
き
の
対
応
、
お
よ
び
そ
の
防
止・

対
策
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
性
別
、
社
会
的
身
分
、
人
種
、
国
籍
、

信
条
、
年
齢
、
職
業
、
身
体
的
特
徴
な
ど
の
属
性
、
あ
る
い
は
広

く
人
格
に
関
わ
る
事
項
な
ど
に
関
す
る
言
動
に
よ
っ
て
相
手
方
に

不
利
益
や
不
快
感
を
与
え
、
あ
る
い
は
そ
の
尊
厳
を
損
な
う
行
為

の
こ
と
で
あ
る
と
規
定
し
、
大
学
に
お
け
る
優
越
的
地
位
や
指
導

上
の
地
位
、
職
務
上
の
地
位
、
継
続
的
関
係
を
利
用
し
、
相
手
方

の
意
に
反
し
て
行
わ
れ
、
修
学
就
労
や
教
育
研
究
環
境
を
悪
化
さ

せ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
一
般
を
取
り
扱
う
。
ま
た
、
大
学
に
お
け
る

特
徴
的
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
し
て
は
、
性
的
な
言
動
に
よ
る
「
セ

ク
シ
ュ
ア
ル・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」、
勉
学・

教
育・

研
究
に
関
連
す

る
言
動
に
よ
る
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」、
優
越
的
地

位
や
職
務
上
の
地
位
に
基
づ
く
言
動
に
よ
る
「
パ
ワ
ー・

ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」、
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
強
要
す
る
「
ア
ル
コ
ー
ル・

ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
」、
お
よ
び
「
そ
の
他
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
が
あ
り
、
こ

れ
ら
５
項
目
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。

　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
①
教
育
、
研
究
、
指
導
、

助
言
、
雇
用
、
管
理
そ
の
他
大
学
内
で
の
活
動
へ
の
参
加
や
修
学

就
労
の
条
件
と
し
て
、
性
的
な
要
求
を
し
た
り
、
性
的
な
言
動
を

甘
受
さ
せ
る
場
合
。
②
性
的
な
要
求
や
言
動
を
拒
否
す
る
こ
と
や

甘
受
す
る
こ
と
が
、
当
該
個
人
の
成
績
評
価
や
卒
業
判
定
ま
た
は
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昇
進
昇
給
な
ど
の
人
事
考
課
の
基
礎
と
し
て
利
用
さ
れ
る
場
合
。

③
性
的
要
求
や
言
動
が
、
個
人
の
職
務
遂
行
を
不
当
に
阻
害
し
、

不
快
感
を
与
え
、
修
学
就
労
や
教
育
研
究
環
境
を
著
し
く
害
す
る

場
合
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
セ
ク
シ
ュ
ア
ル・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
は
、
性
的
な
言
動
に

対
す
る
相
手
方
の
対
応
に
よ
り
、
教
育
研
究
条
件
や
労
働
条
件
に

不
利
益
を
受
け
る
も
の
（
対
価
型
セ
ク
シ
ュ
ア
ル・

ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
）
と
、
当
該
の
性
的
な
言
動
に
よ
り
修
学
就
労
、
教
育
研
究
環

境
が
害
さ
れ
る
も
の
（
環
境
型
セ
ク
シ
ュ
ア
ル・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）

が
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

　

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
教
員
な
ど
の
権
威
的

ま
た
は
優
越
的
地
位
に
あ
る
者
が
、
意
識
的
で
あ
る
か
無
意
識
的

で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
そ
の
優
位
な
立
場
や
権
限
を
利
用
し
、
ま

た
は
逸
脱
し
て
、
そ
の
指
導
な
ど
を
受
け
る
者
の
研
究
意
欲
お
よ

び
研
究
環
境
を
著
し
く
阻
害
す
る
結
果
と
な
る
、
教
育
上
不
適
切

な
言
動
、
指
導
ま
た
は
待
遇
で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
教
員
と

大
学
院
生
お
よ
び
学
生
の
間
で
あ
れ
ば
、
指
導
教
員
か
ら
の
退
学・

留
年
の
強
要
、
指
導
拒
否
、
指
導
上
の
差
別
行
為
、
学
位
の
取
得

妨
害
、
就
職
上
の
指
導
差
別
、
公
平
性
を
欠
く
成
績
評
価
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
昇
任
審
査
、
学
位
審
査
、
研

究
指
導
に
お
い
て
、
特
定
の
者
を
他
の
者
と
差
別
し
て
、
必
要
以

上
に
厳
し
い
条
件
を
課
す
こ
と
、
指
導
を
超
え
て
人
格
を
否
定
す

る
よ
う
な
言
動
を
繰
り
返
す
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

パ
ワ
ー・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
同
じ
職
場
で
働
く
者
に
対
し

て
、
職
務
上
の
地
位
や
人
間
関
係
な
ど
職
場
内
の
優
位
性
を
背
景

に
、
業
務
の
適
正
な
範
囲
を
超
え
て
、
精
神
的・

身
体
的
苦
痛
を

与
え
る
、
ま
た
は
職
場
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
行
為
で
あ
る
。
た
だ

し
、
パ
ワ
ー・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
上
司
か
ら
部
下
へ
の
行
為
に
限
っ

た
も
の
で
は
な
く
、
先
輩・

後
輩
間
や
同
僚
間
、
さ
ら
に
は
部
下

か
ら
上
司
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
前
記

の
「
職
場
内
の
優
位
性
」
に
は
、「
職
務
上
の
地
位
」
に
限
ら
ず
、

人
間
関
係
や
専
門
知
識
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
優
位
性
」
も
含
ま
れ

る
。
ま
た
、
職
務
上
の
パ
ワ
ー・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
あ
く
ま
で

も
「
業
務
の
適
正
な
範
囲
」
を
超
え
る
も
の
が
対
象
に
な
る
。
受

け
止
め
方
に
よ
っ
て
は
不
満
を
感
じ
た
り
す
る
指
示
や
注
意・

指

導
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
が
「
業
務
の
適
正
な
範
囲
」
の

場
合
に
は
、
パ
ワ
ー・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
は
当
た
ら
な
い
。

　

ア
ル
コ
ー
ル・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
に
絡
む

嫌
が
ら
せ
全
般
を
指
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
の
多
量
摂
取
の
強
要
と

い
っ
た
対
人
関
係
の
問
題
や
、
酩
酊
状
態
に
陥
っ
た
者
が
行
う
各

種
迷
惑
行
為
な
ど
の
社
会
的
な
ト
ラ
ブ
ル
（
迷
惑
行
為
）
を
含
む
。

す
な
わ
ち
、
①
上
下
関
係
、
部
の
伝
統
、
集
団
に
よ
る
は
や
し
た
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て
と
い
っ
た
形
で
心
理
的
な
圧
力
を
か
け
、
飲
ま
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
追
い
込
む
こ
と
（
飲
酒
の
強
要
）。
②
そ
の
場
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
、
イ
ッ
キ
飲
み
や
早
飲
み
競
争・

罰
ゲ
ー
ム
な
ど
を
さ

せ
る
こ
と
。「
イ
ッ
キ
飲
み
」
と
は
一
息
で
飲
み
干
す
こ
と
。
早
飲

み
と
同
じ
（
イ
ッ
キ
飲
ま
せ
）。
③
本
人
の
体
質
や
意
向
を
無
視
し

て
飲
酒
を
す
す
め
る
、
宴
席
に
酒
類
以
外
の
飲
み
物
を
用
意
し
な

い
、
飲
め
な
い
こ
と
を
侮
辱
す
る
な
ど
、
飲
め
な
い
人
へ
の
配
慮

を
欠
く
こ
と
。
④
酔
っ
た
う
え
で
の
暴
言・

暴
力
、
ひ
ん
し
ゅ
く

行
為
、
セ
ク
ハ
ラ
（
酔
っ
て
か
ら
む
こ
と
）
な
ど
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
注
意
す
べ
き
こ
と
と
し

て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
本
人
が
意
図
し
た
か
ど
う
か
に
か
か

わ
ら
ず
、
不
快
感
を
与
え
る
言
動
に
よ
っ
て
相
手
が
傷
つ
く
こ�

と
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
言
動
を
受
け
止
め
る
相
手
の
感
じ
方
に
よ
っ

て
判
断
さ
れ
る
た
め
、
勝
手
な
思
い
込
み
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
相
手
の
人
権
を
侵
害
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
、
常
に
相
手

の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
旨
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
加
害
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
っ
た
時
、
例
え
ば
、

自
分
の
言
動
に
よ
っ
て
相
手
を
傷
つ
け
た
と
感
じ
、
後
悔
し
て
い

る
、
あ
る
い
は
自
分
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
し
た
つ
も
り
が
な
い
の

に
相
手
に
訴
え
ら
れ
た
時
な
ど
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
被
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
嫌
だ
と
感
じ
た
時
に

は
、
相
手
が
都
合
よ
く
解
釈
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
は
っ
き
り

と
「
イ
ヤ
だ
」
と
意
思
表
示
を
す
る
大
切
さ
を
述
べ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
被
害
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
、
自
分
を
責
め
た

り
我
慢
し
た
り
せ
ず
に
、
大
学
の
窓
口
な
ど
信
頼
で
き
る
人
に
相

談
す
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

近
年
、「
体
育・

ス
ポ
ー
ツ
指
導
と
体
罰
」
に
つ
い
て
、
指
導
教

員
と
学
生
、
先
輩
と
後
輩
の
間
で
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
に
対
す

る
意
識
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
、
社
会
的
問
題
と
し
て
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
学
は
、
武
道
、
体
育・

ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
養
成
に
大
き
な
責
任
を
担
う
体
育
大
学
と
し
て
、「
建
学
の

精
神
に
基
づ
く
教
育
方
針
」
に
の
っ
と
り
、
一
人
一
人
の
教
職
員

が
教
育
者
と
し
て
、
指
導
者
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
し
っ
か
り

と
自
覚
し
、
自
分
自
身
が
示
範
と
な
り
、
誠
意
を
持
っ
て
学
生
の

指
導
に
当
た
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
快
適
な
環
境
に
お
け
る
修
学

お
よ
び
就
業
の
た
め
に
、
今
後
も
全
学
を
挙
げ
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止・
対
策
を
図
っ
て
い
き
た
い
。�
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は
じ
め
に

　

関
西
学
院
大
学
で
は
、
２
０
０
０
年
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
当
初
は
学
内
ス
タ
ッ
フ
の

み
で
運
営
し
て
い
た
が
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
説
明
責

任
を
果
た
し
、
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
２
０
１
６
年
４
月
、

第
三
者
機
関
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
専
門
相
談
員
を
迎
え
入
れ

て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。
主
な
業
務
と
し

て
、
相
談
活
動
、
啓
発
、
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
開
設
前
は

相
談
機
関
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
初
年
度
の
相
談
件
数
は
必
ず
し

も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
２
年
目
は
格
段
に
減
少
し
た
。
開
設
か

ら
ま
だ
２
年
と
日
が
浅
く
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
る
段
階

で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
か
ら
得
た
気
付
き
を
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

１　
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
現
状

　

本
学
で
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
ア
カ
ハ
ラ
）

の
み
な
ら
ず
、
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
ア
ル
ハ
ラ
（
ア
ル
コ
ー

ル・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
と
幅
広
く
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
相
談
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
ア
カ
ハ
ラ
で
あ
る
。
相

談
内
容
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
生
じ
る
背
景

の
一
つ
に
、「
指
導
」
に
対
す
る
教
員
と
学
生
の
認
識
の
違
い
が
あ

る
こ
と
だ
。
こ
の
違
い
は
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン・

ギ
ャ
ッ
プ
と
も

い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
対
象
と
な
っ
た
教
員
は
中
高
年
だ
か
ら
で

あ
る
。
か
つ
て
の
モ
ー
レ
ツ
社
員
時
代
は
、
厳
し
い
指
導
が
一
般

的
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
罵
声
を
浴
び
せ
る
の
も
罵
倒
す
る
の

も
熱
心
な
指
導
の
一
環
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ほ
ど
問
題
視
さ
れ

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
時
代
は
変
わ
っ
た
。
い
ま
や
、
相
手
を
傷

つ
け
る
言
動
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
で
あ
る
。
当
然
、
若
い
学
生

小
特
集

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
現
状
と
課
題

意
識
改
革
を
目
指
す
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

西
村 

智
●
関
西
学
院
大
学
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
セ
ン
タ
ー
副
長
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か
ら
す
れ
ば
、
教
員
の
罵
声
や
罵
倒
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
し
て
認

知
さ
れ
る
。
同
様
に
、
教
員・

学
生
間
の
関
係
性
の
ギ
ャ
ッ
プ
も

問
題
で
あ
る
。
か
つ
て
は
企
業
で
も
社
員
旅
行
や
飲
み
会
な
ど
の

職
場
外
の
付
き
合
い
は
当
然
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
い
ま
や

業
務
の
範
囲
を
超
え
る
指
導・

指
示
は
パ
ワ
ハ
ラ
の
基
準
と
な
る
。

大
学
も
然
り
だ
。
授
業
の
範
囲
を
超
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
を
す

る
教
員
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
領
域
に
口
を
挟
む
教
員
に
対
し
て
、

学
生
は
違
和
感
を
覚
え
、
疑
問
を
持
つ
。

　

こ
の
よ
う
な
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
た
場
合
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
セ
ン
タ
ー
が
仲
介
役
と
し
て
必
要
に
な
る
。
し
か
し
、
正
直
な

と
こ
ろ
、
短
期
間
で
両
者
の
溝
を
埋
め
る
の
は
容
易
で
は
な
く
、

ま
た
、
傷
つ
い
た
学
生
を
ケ
ア
す
る
必
要
性
か
ら
も
、
環
境
を
変

え
る
対
応
を
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
事

務
的
な
コ
ス
ト
が
多
く
発
生
し
て
し
ま
っ
た
。
現
在
は
こ
の
反
省

を
も
と
に
、
意
識
啓
発
に
力
を
入
れ
て
活
動
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
実
際
に
起
こ
っ
た
事
例
を
参
考
に
し
て
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

相
談
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
を
定
期
的
に
発
行
、
配
付
し
た
り
（
87 

ペ
ー
ジ
に
実
物
を
掲
載
）、
教
職
員
や
学
生
を
対
象
と
す
る
研
修
会

を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
な
る
べ
く
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
を

取
り
上
げ
、
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
言
動
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ

な
が
る
の
か
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

２　
今
後
の
課
題

　

今
後
の
課
題
を
２
点
挙
げ
た
い
。

　

ま
ず
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
な
ら
な
い
指
導
を
行
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を

さ
ら
に
追
求
し
、
よ
り
的
確
な
指
針
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。

教
員
は
、
学
生
と
の
間
に
指
導
に
つ
い
て
の
認
識
の
差
が
あ
る
か

ら
と
い
っ
て
、
指
導
を
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
叱
ら
な
い

と
い
け
な
い
時
は
、
き
ち
ん
と
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
も
し
受
け
手
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
感
じ
た
ら
…
と
思
う
と
、

叱
る
こ
と
を
躊
躇
し
て
し
ま
う
教
員
も
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
相
手
を
傷
つ
け
る
こ
と
を
言
わ
な
い
」

「
大
き
な
声
で
叱
ら
な
い
」「
長
時
間
説
教
を
し
な
い
」
な
ど
と
、

い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
提
示
し
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
隠
れ
た

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
が
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
学
生
か
ら
提
出
さ
れ

た
論
文
が
教
員
の
考
え
る
水
準
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
、
そ
の

こ
と
を
告
げ
て
修
正
を
要
求
す
る
こ
と
が
あ
る
。
修
正
内
容
に
よ
っ

て
は
、
単
位
を
認
定
す
る
の
が
難
し
い
こ
と
も
伝
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
と
き
、
教
員
が
事
実
の
み
を
伝
え
た
つ
も
り
で
も
、

学
生
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
る
と
認
識
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
、
要
求
水
準
に
つ
い
て
も
見
解
の
相
違
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ

る
。
か
と
い
っ
て
、
遠
ま
わ
し
に
伝
え
た
た
め
に
、
学
生
に
真
意
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が
伝
わ
ら
な
い
の
で
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
基
準

が
非
常
に
あ
い
ま
い
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
ど
う
対
応
す
る
か
、
今

後
、
追
求
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
課
題
は
、
最
初
の
相
談
か
ら
解
決
ま
で
に
時
間
を

か
け
す
ぎ
な
い
こ
と
だ
。
相
談
に
訪
れ
る
学
生
の
中
に
は
、
困
っ

て
い
る
こ
と
を
明
確
に
言
語
化
で
き
な
い
者
も
少
な
く
な
い
。
こ

の
よ
う
な
場
合
、
専
門
相
談
員
が
丁
寧
に
聞
き
取
り
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
相
談
者
が
言
語
化
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る

が
、
相
談
者
が
混
乱
し
て
い
る
場
合
や
精
神
的
に
疲
れ
て
い
る
場

合
は
、
対
応
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。
時
間
の
経
過
と
と
も

に
相
談
者
の
気
持
ち
に
変
化
が
起
き
た
り
、
対
応
が
遅
く
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
弊
害
が
生
じ
た
り
す
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
傷

つ
い
た
相
談
者
を
急
か
し
た
り
、
セ
ン
タ
ー
が
主
導
権
を
と
っ
て

誘
導
し
た
り
は
で
き
な
い
。
学
内
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
医
療
機
関

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
迅
速
な
解
決
に
向
け
て
何
が
で
き
る
の

か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

　

前
述
の
課
題
は
、
全
て
の
機
関
に
共
通
す
る
も
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
今
後
、
機
関
や
専
門
分
野
を
越
え
て
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
蓄
積
し
、
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。 
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小特集●アカデミック・ハラスメントの現状と課題

関西学院大学ハラスメント相談センター

ハラスメント相談センターでは、セクシャル・ハラスメント、
アカデミック・ハラスメント、パワー・ハラスメント、
アルコール・ハラスメント等の相談を受け付けています。

相談を希望する方へ

h-tantou1@kwansei.ac.jp
まずは相談センターへメールをお送りください。

相談にあたっては、個人のプライバシーを厳守します。
相談者が希望する解決に向けて一緒に考え、問題解決に向けて取り組みます。

LINE等SNSを使用する際の注意点
CHECK LINE 等 SNS は便利なツールですが、教員と学生との関係、使い方によっては受け手を不快にさせるこ

とがあります。また近年、教員から学生に対しての LINE 上でのセクハラの事例が新聞等で多く紹介さ
れています。

● 「教員が学生に好意を抱いてメールで告白した（または、好意をほのめかした）」
● 「（指導と関係のない）個人的なメールを何通も送り、中には深夜や早朝にも送った」
● 「食事やデートに誘った」など

現在では教員が学生と LINE 等で個人的なやりとりをすることはセクハラが生じやすい環境と言えます。
そのため、教員と学生との連絡手段としては、できるだけ「@kwansei.ac.jp」を使うことが望ましく、
やむを得ず LINE 等を使用する場合は、内容を連絡事項に限るなどの注意が必要です。

セクハラ・アカハラ・パワハラの防止のためにも、LINE等を使用する際は以下の
内容について認識をもち、受け手を不快にさせるコミュニケーションをとらないよ
う注意しましょう。（職場における上司と部下の関係、同僚間においても同じです）

LINE等で深夜や早朝に連絡する

授業のある日中を過ぎると学生にとっても個々の生活の
時間帯になります。よほど緊急のことがないかぎり、
LINE 等での連絡はマナーに反します。寝ている時間に
LINE 等を送ることも当然マナー違反です。

授業などの連絡のために
グループLINEに入ることを強制する

家族や友人との連絡手段として LINE を使っている学生
であれば、授業の連絡のためといっても教員と LINE で
繋がることに違和感を持つこともあります。グループ
LINE を利用する場合は強制にならないよう、伝え方に
は気を配る必要があります。

❤マークや (*^з^*)chu♪などを
つけてメールを送る

学生との関係がどのようなものであっても、このような
絵文字や顔文字は受け手に不快感を与えます。学生に対
して（職場では部下や同僚に対して）このような絵文字
や顔文字は使うべきではありません。このような絵文字
や顔文字をつけたメールに対して、相手が不快感を表さ
なかったとしても、それは送り手との関係を悪くするこ
とを心配する心情によるものです。

指導とは関係のない個人的な内容の
メールを送る

送ったメールに対して、学生が不快感を示してない返信
をしてきたからといってやりとりを続けて良いわけでは
ありません。学生からすると、先生から送られてきた個
人的なメールに対してどのように返すべきか考えなけれ
ばいけません。先生が冗談で送ってきたメールに対して
も細心の注意を払いながら返信内容を考え、不快感が伝
わらないように文面にも気を使うことがあります。

学生の呼び方
CHECK 教員が学生を「下の名前＋ちゃん」、「下の名前」、「あだ名」で呼ぶことは、受け手の学生によっては

不快に感じることがあります。

先生からどのように呼ばれるかについては、学生の受けとめ方は様々です。上記のように呼ばれることを肯定的に受
け止める学生もいるでしょう。ただ、中には先生から「下の名前＋ちゃん」「下の名前」「あだ名」では呼ばれたくない、
「苗字＋さん」で呼んでほしいという学生もいます。呼び方は相手との距離感を表します。「下の名前＋ちゃん」「下の
名前」「あだ名」という呼び方が、受け手にとっては距離が近すぎ不快に感じることもあります。（これは職場における
上司と部下の関係、同僚間においても同じです）
そして「下の名前＋ちゃん」「下の名前」「あだ名」で呼ばれ不快に感じた人すべてが、相手に不快であることを伝え
られるわけではありません。

教員が学生を呼ぶときは「苗字＋さん」が適切な呼び方です。
（もちろん学生が先生を呼ぶときは「苗字＋先生」と呼びましょう）

セクハラとの関連では、「下の名前＋ちゃん」「下の名前」「あだ名」はグレーゾーンの問題です。
「下の名前＋ちゃん」「下の名前」「あだ名」で相手を呼び、執拗にデートや食事に誘う、個人的な内容のメールを何
通も送る（また返信がないと返信を求める）、「今日は彼氏（彼女）とデートに行くの？」といったプライベートな質
問を繰り返す、これらはセクハラになることがあります。

0101
2017.10

関西学院大学ハラスメント相談センターだより

ハラスメントハラスメント
相手を不快にさせないコミュニケーションについて
● 「学生の呼び方」　　● 「LINE等SNSを使用する際の注意点」

ハラスメントをなくすためには、相手を不快にさせないコミュニケーションの取り方を実践していくことが
必要です。知らない間に自分の言動が受け手を不快にしてしまうこともあります。今回は「学生の呼び方」、
「LINE等SNSを使用する際の注意点」という 2つのテーマを取り上げています。こうした視点から普段
の学生との関わり方を振り返りましょう。
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は
じ
め
に

　

放
送
番
組
セ
ン
タ
ー
は
、
放
送
の
健
全
な
発
達
を
図
る
た
め
に

放
送
界
全
体
の
共
同
事
業
体
と
し
て
設
立
さ
れ
た
非
営
利
の
団
体

で
あ
る
。
１
９
９
１
年
に
放
送
法
の
指
定
を
受
け
、
放
送
番
組
を

文
化
資
産
と
し
て
収
集・

保
存
し
、
公
衆
の
視
聴
に
供
す
る
わ
が

国
唯
一
の
公
的
な
放
送
番
組
専
門
の
ア
ー
カ
イ
ブ
施
設・
放
送
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
の
事
業
を
開
始
し
た
。

　

２
０
１
２
年
度
、
放
送
番
組
セ
ン
タ
ー
は
公
益
財
団
法
人
の
認

定
を
受
け
、
そ
れ
ま
で
横
浜
市
の
放
送
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
施
設
内
に

限
定
し
て
き
た
公
開
番
組
の
利
活
用
の
範
囲
を
全
国
に
広
げ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
大
学
の
授
業
や
、
図
書
館
お
よ

び
博
物
館
な
ど
の
公
共
施
設
に
お
け
る
番
組
利
用
を
促
進
す
る
た

め
、
２
０
１
３
年
度
、
大
学
の
授
業
に
放
送
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
番

組
利
用
が
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
を
試
験
的
に
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、

放
送
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
一
般
に
公
開
し
て
い
る
番
組
の
中
か
ら
大

学
の
教
員
が
選
ん
だ
番
組
を
、
必
要
な
著
作
権
処
理
を
行
い
、
強

固
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
講
じ
た
上
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
教
室
に
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
送
信
し
、
教
材
と
し
て
活
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
２
０
１
６
年
度
に
本
格
運
用
を
開
始
し
、

２
０
１
７
年
度
も
複
数
の
大
学
が
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
こ
の
教
育
利
用
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
大
学
は
、

上
智
大
学
、
駿
河
台
大
学
、
筑
紫
女
学
園
大
学
、
東
京
大
学
、
長

崎
県
立
大
学
、
三
重
短
期
大
学
、
早
稲
田
大
学
の
７
校
、
利
用
さ

れ
た
番
組
は
テ
レ
ビ
74
本
に
上
り
、
内
訳
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
31
本
、
民
放

43
本
で
、
受
講
し
た
学
生
は
延
べ
９
０
４
名
と
な
っ
た
。

　

放
送
番
組
は
政
治
や
社
会
、
文
化
や
風
俗
と
い
う
時
代
を
記
録

し
た
貴
重
な
視
聴
覚
資
料
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
放
送
番
組
を

公
開
セ
ミ
ナ
ー

『
大
学
に
お
け
る
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
活
用
と
新
た
な
展
開

�

～
大
学
と
放
送
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
よ
る
取
り
組
み
の
報
告
～
』

森 

昭
師
郎
●
公
益
財
団
法
人
放
送
番
組
セ
ン
タ
ー 

ア
ー
カ
イ
ブ・

利
活
用
グ
ル
ー
プ
主
幹
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教
育
現
場
で
教
材
と
し
て
活
用
し
た
い
と
い
う
要
望
に
は
、
元
々

根
強
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　

と
り
わ
け
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
般
的
に
は
入
手
し
に
く
い

地
方
局
の
番
組
で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
綿
密
な
取
材
を
通
じ
た
内

容
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
多
く
収
集
し
て
い
る
。
教
育
利

用
の
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
の
番
組
を
大
学
の
授
業
に
広

く
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
こ
の

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
授
業
の
前
後
に
、
番
組
を
学
生
に
個
別
に
視
聴

さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
講
義
の
中
で
、
教
員
が
番
組
の
解

説
や
討
論
に
多
く
の
時
間
を
割
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
い
う
利

点
も
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
利
用
例
か
ら
も
、
本
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
に
よ
っ
て

メ
デ
ィ
ア・

リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
や
メ
デ
ィ
ア
研
究
が
進
む
と
の
評

価
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
本
サ
ー
ビ
ス
は
、
放
送
番
組
自
体
の
新

し
い
価
値
の
創
造
に
つ
な
が
り
、
番
組
を
放
送
以
外
の
分
野
の
研

究
材
料
と
し
て
も
利
用
で
き
る
可
能
性
を
広
げ
る
も
の
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
。

１　
公
開
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　
「
大
学
に
お
け
る
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
活
用
」
に
関
す
る
公
開
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
は
、
放
送
番
組
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
公
開
番
組
の
利
活
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用
促
進
の
一
環
と
し
て
計
画
が
進
め
ら
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
理
事
で

あ
る
上
智
大
学
の
音
教
授
の
全
面
的
な
協
力
に
よ
り
、
実
現
に
至
っ

た
も
の
で
あ
る
。

　

２
０
１
７
年
11
月
18
日
、
上
智
大
学
メ
デ
ィ
ア・

ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
研
究
所
と
放
送
番
組
セ
ン
タ
ー
の
共
催
に
よ
り
、
上
智
大
学・

四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
室
を
会
場
に
、『
大
学
に
お
け
る
映
像
ア
ー

カ
イ
ブ
活
用
と
新
た
な
展
開
～
大
学
と
放
送
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
よ

る
取
組
の
報
告
～
』
と
題
し
て
、
公
開
セ
ミ
ナ
ー
が
実
施
さ
れ
た
。

　

公
開
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
登
壇
者
に
、
番
組
を
教
材
と
し
て
活
用

す
る
当
セ
ン
タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
た
先
生
方
の
中
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
番
組
活
用
を
実
践
し
て
い
る
先
生
方
を
お

招
き
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
事
例
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
と
り
ま
く
状
況
や
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
と
利
用
促
進
を
図
る
た
め
に
、
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

 

［
登
壇
者
］
荒
巻
龍
也
（
筑
紫
女
学
園
大
学
教
授
）

　
　
　
　
　
　

伊
藤　

守
（
早
稲
田
大
学
教
授
）

　
　
　
　
　
　

丹
羽
美
之
（
東
京
大
学
大
学
院
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　

柴
野
京
子
（
上
智
大
学
准
教
授
）

　

 

［
司
　
会
］
音　

好
宏
（
上
智
大
学
教
授
）

２　
各
大
学
に
お
け
る
番
組
活
用
事
例
の
紹
介

　

公
開
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ま
ず
各
先
生
の
授
業
に
お
け
る
番
組
活

用
事
例
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

筑
紫
女
学
園
大
学
の
荒
巻
教
授
は
、「
メ
デ
ィ
ア
文
化
論
」「
現

代
社
会
と
メ
デ
ィ
ア
」「
テ
レ
ビ
論
」
の
授
業
の
中
で
、『
Ｎ
Ｈ
Ｋ

東
京
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
開
局
に
当
た
っ
て
』、
ク
イ
ズ・

ゲ
ー
ム
『
私

の
秘
密
』、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
日
本
の
素
顔
〔
８
〕 

日
本
人
と

次
郎
長
』
や
、
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
お
し
ん
』
な
ど
の
番
組
を
活

用
し
た
。「
番
組
を
授
業
中
に
視
聴
す
る
こ
と
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
が

登
場
し
た
こ
ろ
の
番
組
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
学
生

た
ち
に
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
放
送
当
時
は
俗
悪

番
組
的
な
扱
い
を
受
け
た
『
コ
ン
ト
55
号
の
裏
番
組
を
ブ
ッ
飛
ば

せ
！
』
も
、
番
組
の
及
ぼ

す
影
響
を
考
え
る
と
い
う

意
味
か
ら
、
あ
え
て
取
り

上
げ
た
」
と
報
告
し
た
。

ま
た
「
授
業
中
に
視
聴
す

る
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た

も
の
は
番
組
概
要
を
紹
介

し
、
授
業
以
外
の
時
間
に

荒巻龍也氏
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視
聴
す
る
よ
う
学
生
に
促
す
形
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
次

回
以
降
は
、
本
日
の
各
先
生
の
発
表
も
参
考
に
し
て
、
事
前
の
授

業
設
計
を
よ
り
綿
密
に
し
て
講
義
に
臨
み
た
い
」
と
加
え
た
。

　

早
稲
田
大
学
の
伊
藤
教
授
は
、「
広
報
関
係
論
」
の
授
業
で
、

「
日
本
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
史
再
考
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
初
期
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
使
用
し
て
講
義
を
行
っ
た
。

　
「
テ
レ
ビ
離
れ
が
進
ん
で
い
る
現
代
の
学
生
に
、
ま
ず
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
番
組
を
見
せ
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
た
。
初
期
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
見
る
こ
と
を
通
し
て
、
テ
レ
ビ
は
い
ま
私
た

ち
が
見
て
い
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
、
現
在
と
は
異
な
る
表
現
方

法
や
斬
新
な
手
法
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
き
、
改
め
て
テ
レ
ビ
の

持
つ
可
能
性
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
だ
っ
た
」
と
語
っ 

た
。
ま
た
「
学
生
は
常
に
映
像
に
接
し
て
い
る
が
、
映
像
を
き
ち

ん
と
分
析
し
た
り
、
映
像

を
構
造
的
に
考
え
た
り
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

映
像
『
を
』
考
え
る
こ
と

と
、
映
像
『
で
』
考
え
る

こ
と
に
重
き
を
置
い
た
。

映
像
で
日
本
の
戦
後
史
や

九
州
の
炭
鉱
問
題
を
考
え

る
と
い
う
よ
う
に
、

文
字
で
は
な
く
映
像

で
考
え
る
訓
練
を
行

い
た
か
っ
た
」
と
も

語
っ
た
。

　

学
生
は
、
大
学
内

の
パ
ソ
コ
ン
で
番
組

を
事
前
視
聴
し
て
か

ら
授
業
に
臨
む
。
授

業
で
は
、
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
映
像
を
30
分

程
度
学
生
に
視
聴
さ

せ
た
上
で
、
番
組
の

構
成
や
編
集
の
手

法
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

や
音
声
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
授
業
を
通
し
て
「
映

像
と
音
声
の
関
係
性
な
ど
、
番
組
の
読
み
取
り
能
力
は
明
ら
か
に

向
上
し
た
。
ま
た
映
像
を
構
造
的
に
把
握
し
て
考
え
る
訓
練
に
も

な
り
、
番
組
分
析
を
行
う
と
こ
ろ
ま
で
到
達
し
た
学
生
も
い
た
」

と
報
告
し
た
。

　

東
京
大
学
大
学
院
の
丹
羽
准
教
授
は
、
教
養
学
部
「
マ
ス
メ
デ
ィ

伊藤　守氏
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ア
論
」
の
授
業
で
、「
テ
レ

ビ
番
組
で
見
る
戦
後
日

本
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
と
民
間
放
送
が
制
作
し

た
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
、
ク
イ

ズ
、
ド
ラ
マ
、
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
な
ど
９
本
の
番

組
を
使
用
し
て
授
業
を

行
っ
た
。
テ
レ
ビ
番
組
を
使
っ
て
戦
後
史
を
振
り
返
る
授
業
で
あ

り
、
テ
レ
ビ
が
戦
後
日
本
を
「
ど
の
よ
う
に
映
し
出
し
、
ど
の
よ

う
に
動
か
し
て
き
た
か
」
を
見
る
試
み
で
あ
る
。「
テ
レ
ビ
と
戦
後

日
本
を
一
度
に
学
ん
で
し
ま
お
う
と
い
う
授
業
で
、
で
き
る
だ
け

テ
レ
ビ
の
総
体
を
見
せ
た
い
と
思
い
、
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
ず

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
や
ク
イ
ズ
番
組
も
選
ん
だ
」
と
言
っ
て
い
る
。

　
「
憧
れ
の
ア
メ
リ
カ
」
が
テ
ー
マ
の
回
で
は
、
日
本
が
高
度
経
済

成
長
期
に
入
り
、
人
々
が
豊
か
さ
を
実
感
し
て
い
く
時
代
に
つ
い

て
、『
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ク
イ
ズ
』
を
使
っ
て
学
ん
だ
。「
ク
イ
ズ
に

正
解
す
る
と
回
答
者
席
の
位
置
が
上
が
り
、
豊
か
に
な
っ
て
い
く

こ
と
を
こ
れ
ほ
ど
視
覚
的
に
見
事
に
表
し
た
番
組
は
な
く
、
こ
の

時
代
の
人
々
の
意
識
や
考
え
方
を
テ
レ
ビ
を
通
し
て
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
解
説
し
た
。
ま
た
、「
文
字
資
料
で
は
な
く
テ
レ

ビ
の
映
像
を
通
し
て
、
過
去
の
人
物
の
イ
メ
ー
ジ
も
具
体
的
に
な

る
。
ま
た
、
庶
民
の
考
え
方
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
よ

り
身
近
に
感
じ
、
歴
史
に
人
間
ら
し
さ
を
見
出
す
よ
う
に
な
る
」

と
報
告
し
た
。
加
え
て
、「
こ
の
授
業
は
３
０
０
人
が
受
講
す
る
マ

ス
プ
ロ
型
だ
が
、
学
生
は
主
体
的
に
番
組
と
対
話
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
に
思
い
を
巡
ら
せ
た
。
い
ま
、
少
人
数
の
学
生
に
主
体
的

に
学
ば
せ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
に
仕
掛
け
が
う
ま
く
い
け
ば
、
マ
ス
プ
ロ
型
で
も
学
生

が
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
学
ぶ
参
加
型
の
授
業
は
で
き
る
。
テ
レ
ビ
番
組

は
、
そ
う
し
た
授
業
に
う
っ
て
つ
け
の
教
材
で
あ
る
と
思
う
」
と

語
っ
た
。

　

上
智
大
学
の
柴
野
准
教
授
は
、「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
論
」
の

授
業
で
、
放
送
番
組
セ
ン
タ
ー
が
１
９
７
０
年
代
に
制
作
し
た
教

養
番
組
を
使
用
し
、
番
組

情
報
の
メ
タ
デ
ー
タ
作
り

の
実
習
を
行
っ
た
。
授
業

は
、
①
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料

を
読
む
②
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
を
使
っ
た
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
る
③

放
送
番
組
を
視
聴
し
て
メ

柴野京子氏

丹羽美之氏
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タ
デ
ー
タ
を
実
際
に
作
成
す
る
、
と
い
う
三
つ
の
パ
ー
ト
で
構
成

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
メ
タ
デ
ー
タ
作
り
の
実
習
は
、
個
別
に
番
組

を
視
聴
で
き
る
環
境
を
用
意
し
て
実
施
し
た
。
学
生
は
、
ま
ず
番

組
の
台
本
（
コ
ピ
ー
）
を
元
に
、
映
像
を
見
な
が
ら
登
場
人
物
や

施
設
名
、
使
用
さ
れ
て
い
る
著
作
物
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
そ

の
後
、
静
止
画
を
選
ん
で
抽
出
し
、
番
組
概
要
を
書
く
な
ど
の
作

業
を
行
っ
た
。「
メ
タ
デ
ー
タ
作
成
の
た
め
に
細
か
く
集
中
し
て
番

組
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
各
シ
ー
ン
の
意
味
を
知
り
、
ま
た
番
組

制
作
に
多
く
の
人
と
権
利
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
や
、
そ
れ
ら
を

残
す
こ
と
の
意
義
を
理
解
し
た
学
生
が
多
か
っ
た
。
作
成
し
た
デ
ー

タ
は
実
際
に
放
送
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
公
開
さ
れ
る
の
で
、
緊
張
感

や
責
任
感
を
持
っ
て
作
業
に
当
た
れ
た
。
事
前
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ー

タ
の
読
み
取
り
方
を
学
習
し
た
り
、
実
際
に
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
を
使
っ
た
り
し
て
研
究
発
表
を
し
た
こ
と
が
、
よ
り
深
い
学
習

に
つ
な
が
っ
た
。
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
関
心
を
も
つ
学
生
も
現
れ
た
」

と
報
告
し
た
。

３　
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
と
課
題

　

後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
主
に
、
番
組
ア
ー

カ
イ
ブ
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
や
課
題
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
丹
羽
准
教
授
は
、
現
在
携
わ
っ
て
い
る
『
Ｎ
Ｎ
Ｎ

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
』
に
関
連
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
言
及
し
た
。

『
Ｎ
Ｎ
Ｎ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
』
は
、
日
本
テ
レ
ビ
系
列
の
29
の
放
送
局

が
制
作
し
て
い
る
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放
を
含
め
て
最
も
長
い
歴
史
を

持
つ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
枠
で
あ
る
。
丹
羽
准
教
授
は
、
こ
の
『
Ｎ

Ｎ
Ｎ
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
』
の
シ
リ
ー
ズ
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す

る
取
り
組
み
に
触
れ

て
、「
47
年
間
、
約
２

３
０
０
本
の
歴
史
が

あ
る
こ
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
は
、
戦
後

史
を
学
ぶ
教
材
と
し

て
価
値
が
あ
る
と
考

え
た
。
同
時
に
、
放

送
局
側
に
は
、
各
制

作
局
が
そ
れ
ぞ
れ
に

管
理
し
て
き
た
番
組

デ
ー
タ
を
総
覧
で
き
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る
場
が
な
く
、
ま
た

制
作
者
の
交
代
な
ど

で
番
組
の
記
憶
が
継

承
し
づ
ら
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
現
実
が

あ
っ
た
。
放
送
局
と

大
学
が
共
同
で
ア
ー

カ
イ
ブ
活
用
に
取
り

組
む
の
は
非
常
に
稀

な
こ
と
だ
が
、
今
回

は
大
学
が
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
作
成
を
手
伝

う
代
わ
り
に
番
組

デ
ー
タ
を
研
究
に
も

利
用
さ
せ
て
も
ら
う

と
い
う
、
お
互
い
の
メ
リ
ッ
ト
が
合
致
し
た
事
例
」
と
語
っ
た
。

　

ア
ー
カ
イ
ブ
の
教
育
利
用
を
推
進
し
て
き
た
司
会
の
音
教
授
は

「
国
内
外
の
制
作
者
が
集
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
企
画
提
案
会
議

『
東
京
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（T

O
K

Y
O

 D
ocs

）』

の
際
に
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
著
名
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
指
摘
さ
れ
た

の
は
、『
日
本
の
制
作
者
は
、
世
界
中
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
が

知
っ
て
い
る
よ
う
な
優
れ

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を

見
て
い
な
い
』
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
、

数
年
前
か
ら
、
日
本
の
参

加
者
に
世
界
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
百
選
を
紹
介
し

て
い
る
。
ア
ー
カ
イ
ブ
が

持
っ
て
い
る
パ
ワ
ー
に
対
す
る
認
識
が
、
日
本
は
少
し
弱
い
。
い

ま
、
ア
ー
カ
イ
ブ
を
強
化
し
、
歴
史
に
残
る
秀
作
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
場
を
用
意
し
て
お
か
な
い
と
、
日
本
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

制
作
や
番
組
制
作
に
お
け
る
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
。『
Ｎ

Ｎ
Ｎ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
』
の
メ
タ
デ
ー
タ
の
作
成・

整
理
は
、
す
ぐ

に
や
る
べ
き
大
事
な
仕
事
で
は
な
い
か
」
と
評
価
し
た
。

　

伊
藤
教
授
は
「
米
国
の
大
学
で
も
日
本
の
番
組
を
教
材
と
し
て

使
う
こ
と
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
有
名
な
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
い
ま
放
送
し
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
『
サ
ラ
メ
シ
』
な
ど
も
人
気
が
あ
る
と
い
う
。
現
代
の
日
本
を

知
る
に
は
非
常
に
い
い
教
材
だ
。
米
国
の
大
学
で
は
、
日
本
に
関

心
を
持
っ
て
い
る
学
生
が
日
本
の
番
組
を
教
材
に
し
て
日
本
文
化

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
日
本
で
は
そ
れ
が
難
し
い
。
大
学

音　好宏氏
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間
で
連
携
し
て
番
組
ア
ー
カ
イ
ブ
を
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る

と
よ
い
。
例
え
ば
著
作
権
処
理
費
用
を
ど
こ
が
払
う
か
な
ど
、
利

用
者
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
大
学
機
関
が
共
同
で
シ
ス
テ
ム
作
り
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
日
本
国
内
の
メ
デ
ィ
ア
教
育
、
大

学
に
お
け
る
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
の
活
用
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
海
外
発
信
も
含
め
て
今
後
さ
ら
に
重
要
に
な
る
」
と
語
っ
た
。

４　
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て

　

今
回
の
公
開
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
現
役
の
先
生
方
か
ら
、
過
去
の

放
送
番
組
を
授
業
で
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
、
学
生
へ
の
教
育

効
果
を
高
め
る
に
は
ど
う
い
う
方
法
が
あ
る
か
と
い
っ
た
、
具
体

的
な
実
践
例
が
紹
介
さ
れ
た
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
っ
た
。
こ
の

た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
か
ら
は
、「
放
送
番
組
を
教
育
に
も
っ

と
利
用
す
べ
き
と
い
う
意
見
は
よ
く
聞
か
れ
る
が
、
大
学
の
授
業

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
具
体
例
を
聞
け
た
の
は
初
め
て
で
あ
り
、

た
い
へ
ん
興
味
深
か
っ
た
」
と
か
、「
放
送
番
組
を
授
業
に
使
い
た

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
た
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
の
教
育
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
は
、
番

組
の
著
作
権
の
処
理
作
業
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
大
学
で
番
組
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
や
、
利
用

で
き
る
番
組
数
も
未
だ

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
多
く
の
課
題
が
あ

る
と
の
指
摘
も
受
け

た
。
そ
れ
だ
け
に
、
大

学
の
先
生
方
に
と
っ

て
、
よ
り
利
用
し
や
す

い
サ
ー
ビ
ス
に
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
だ
ろ
う
。

　

放
送
番
組
セ
ン
タ
ー

で
は
、
番
組
の
教
育
利

用
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
、
教
育
関
係
機
関
へ
送
付
す
る
な
ど
、
大
学
へ
の
働
き
か
け

を
強
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
も
あ
っ
て
、

今
回
の
公
開
セ
ミ
ナ
ー
後
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
番
組
を

授
業
に
使
い
た
い
と
い
う
申
し
込
み
が
増
え
て
い
る
。
今
後
、
放

送
番
組
が
多
く
の
大
学
で
幅
広
い
授
業
に
活
用
さ
れ
、
大
学
教
育

の
充
実
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
止
ま
な
い
。
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２
０
１
７
年
12
月
２
日
、
本
年
度
第
３
回
の
私
立
大
学
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
愛
知
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス・

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。「
私
立
大
学
の
新
た
な
役
割
と
可

能
性

―
産
学
官
連
携
を
中
心
に

―
」
と
題
し
て
、
愛
知
大
学

理
事
長・

学
長
で
あ
る
川
井
伸
一
氏
の
挨
拶
に
続
い
て
講
演
お
よ

び
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
１
６
５
名
の
参
加
者
が
４
時

間
に
わ
た
る
中
身
の
濃
い
議
論
に
聞
き
入
っ
た
。

●
講
演
１

「
地
方
都
市
圏
と
私
立
大
学
」

�

清
水 

潔
氏
（
元
文
部
科
学
事
務
次
官
）

　

長
年
に
わ
た
っ
て
日
本
の
教
育
行
政
に
携
わ
り
、
文
部
科
学
省

高
等
教
育
局
長
、
文
部
科
学
審
議
官
、
文
部
科
学
事
務
次
官
な
ど

を
歴
任
し
た
清
水
潔
氏
は
、
大
学
が
果
た
す
べ
き
役
割
や
産
学
官

連
携
に
つ
い
て
意
見
発
表
を
行
っ
た
。

①
明
治
以
降
、
人
口
増
加
や
教
育
需
要
に
応
じ
て
高
等
教
育
機
関

の
配
置
計
画
が
４
度
策
定
さ
れ
た
が
、
人
口
減
少
と
い
う
初
の
事

態
を
迎
え
て
い
る
。
国
土
計
画
と
高
等
教
育
計
画
が
別
個
に
進
展

し
て
き
た
が
、
い
ま
、
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

②
多
極
分
散
型
の
地
域
構
造
や
ス
ー
パ
ー・

メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
構

想
、
地
域
活
性
化
の
必
要
性
が
高
ま
る
な
ど
、
時
代
の
変
化
に
伴

い
、
地
方
都
市
圏
に
お
け
る
大
学
の
役
割
が
変
容
し
て
き
た
。
地

域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手
と
な
る
人
材
育
成
が
大
学
に
求
め

ら
れ
て
お
り
、
大
学
と
地
域・

社
会
と
の
共
創
が
重
要
と
な
る
。

③
産
学
官
連
携
は
、
小
規
模
（
教
員
個
人
な
ど
）
な
連
携
か
ら
地

域・
社
会
と
大
学
の
組
織
的
、
全
体
的
な
連
携
へ
の
移
行
が
課
題

で
あ
る
。
連
携
に
よ
る
地
域・

社
会
の
問
題
解
決
に
は
、
自
治
体

や
産
業
界
な
ど
と
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
や
複
数
大
学
に
よ

鹿
島 

久
幸
●
広
報・

情
報
部
門
会
議
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
委
員
、
松
山
大
学
学
生
部
次
長

私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７�

─
「
私
立
大
学
の
新
た
な
役
割
と
可
能
性
―
産
学
官
連
携
を
中
心
に

―
」
総
括

�

（
名
古
屋
会
場
）
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る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形
成
の
展
開
が
有
効
で
あ
ろ
う
。

④
地
域・

社
会
ニ
ー
ズ
へ
の
感
応
性・

応
答
性
は
私
立
大
学
本
来

の
機
能
で
あ
る
。私
立
大
学
は
、地
域・

社
会
、大
学
と
連
携・

協
働

し
、「
解
け
な
い
課
題
」
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

●
講
演
２

「
愛
知
の
未
来
像
と
大
学
と
の
連
携
」

�
大
村 

秀
章
氏
（
愛
知
県
知
事
）

　

農
林
水
産
省
、
衆
議
院
議
員
を
経
て
、
愛
知
県
知
事
と
し
て
２

期
目
の
大
村
秀
章
氏
か
ら
、
愛
知
の
未
来
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
や
大
学
と
の
連
携
な
ど
、
広
範
か
つ
詳
細
な
発
表
が
あ
っ
た
。

①
愛
知
県
は
国
土
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
陸・
海・

空
の
優
れ

た
交
通
条
件
を
有
し
て
い
る
。
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
高
齢

化
率
は
低
く
、
製
造
品
出
荷
額
な
ど
は
39
年
連
続
で
日
本
一
で
あ

る
。
２
０
２
７
年
度
に
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
、
連
携
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

②
「
教
育
立
県
あ
い
ち
」「
人
材
創
造
あ
い
ち
」
を
政
策
に
掲
げ
て

教
育
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
技
能
五
輪
国
際
大
会
の
開
催
招
致
を

進
め
る
な
ど
、
モ
ノ
づ
く
り
人
材
の
育
成
を
促
進
し
て
い
る
。

③
県
内
の
大
学
は
50
、
学
生
は
約
19
万
人
で
、
愛
知
県
と
大
学
の

連
携
協
定
は
42
件
に
も
上
る
。
産
学
官
が
連
携
す
る
研
究
開
発
拠

点
と
し
て
「
知
の
拠
点
あ
い
ち
」
づ
く
り
を
推
進
、
大
学
の
研
究

成
果
を
モ
ノ
づ
く
り
産
業
の
技
術
革
新
に
つ
な
げ
、
既
存
産
業
の

高
度
化
や
次
世
代
産
業
を
創
出
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

④
「
環
境
首
都
あ
い
ち
」
に
向
け
た
産
学
官
の
連
携
や
、
大
学
と

連
携
し
た
ス
ポ
ー
ツ
人
材
の
育
成
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
招
致

な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
連

携
を
推
進
し
て
い
く
。

●
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

後
半
は
６
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
お
よ
び
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
登

壇
し
、
異
な
る
観
点
か
ら
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。
主
な
論
点
と
発
言
の
要
旨
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

パ
ネ
リ
ス
ト
（
五
十
音
順
）

　

大
西　

隆
氏　
豊
橋
技
術
科
学
大
学
学
長
、
前
日
本
学
術
会
議
会
長

　

大
村
秀
章
氏　
愛
知
県
知
事

　

神
野
吾
郎
氏　
豊
橋
商
工
会
議
所
会
頭

　

川
井
伸
一
氏　
愛
知
大
学
理
事
長・

学
長

　

清
水　

潔
氏　
元
文
部
科
学
事
務
次
官

　

塚
原
浩
一
氏　
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
長
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

戸
田
敏
行
氏　
愛
知
大
学
地
域
政
策
学
部
教
授

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

①
都
市
圏
の
状
況
と
大
学

―
世
界
の
主
要
都
市
圏
が
直
接
結
び

付
き
、
互
い
の
時
間
距
離・

情
報
距
離
が
近
く
な
る
が
、
国
内
で

東
京
に
対
峙
で
き
る
の
は
技
術
力・

製
造
力
に
優
れ
て
い
る
中
京

圏
で
あ
る
。
大
学
は
都
市
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
人

材
を
供
給
し
、
若
い
世
代
の
活
躍
が
社
会
を
刺
激
し
、
外
国
人
学

生
の
増
加
が
都
市
の
国
際
化
を
促
す
。
大
学
が
社
会
変
革
の
起
点

と
な
る
た
め
に
、
産
学
官
お
よ
び
社
会
の
連
携
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
出
が
必
要
（
大
西
氏
）。
国
土
づ
く
り
の
基
本
と
な
る

国
土
形
成
計
画
の
基
本
構
想
で
は
、
リ
ニ
ア
の
開
通
に
よ
り
、
知

の
創
発
拠
点
を
つ
な
ぐ
ナ
レ
ッ
ジ・

リ
ン
ク
の
形
成
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
特
に
中
京
圏
は
、
知
の
交
流
と
い
う
面
で
日
本
の
中
心

に
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
（
塚
原
氏
）。
地
域
と
大
学
の
連
携
に

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
や
地
域
の
新
し
い
魅
力
を
創
造
す
る
協

働
が
必
要
で
あ
る
。
地
域
の
歴
史
や
産
業
、
連
携
の
目
的
な
ど
を

細
分
化
し
た
戦
略
が
な
い
と
、
成
果
は
期
待
で
き
な
い
（
神
野

氏
）。「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」
を
建
学
の
精
神
に
掲
げ
る
愛
知
大

学
は
、
20
余
り
の
自
治
体
や
、
多
様
な
企
業
と
連
携
し
て
い
る
。

近
年
は
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
も
社
会
と
の
連
携
を
組
み
込

む
取
り
組
み
を
増
加
さ
せ
て
い
る
。
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
産

学
官
が
協
力
し
て
地
域
の
街
づ
く
り
を
担
い
う
る
新
し
い
キ
ャ
ン

パ
ス
で
あ
る
（
川
井
氏
）。
産
学
官
連
携
の
下
に
、
若
者
を
地
方
に

呼
び
こ
み
、
定
着
さ
せ
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
課
題
だ
（
大

村
氏
）。
東
京
一
極
集
中
に
対
し
て
、
地
域
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
幅
広
い
可
能
性
を
実
現
す
る
た
め
に
、
産
学
官
が
ど
の
よ

う
に
連
携
し
て
い
く
か
が
重
要
だ
（
清
水
氏
）。

②
産
学
官
連
携
へ
の
期
待

―
学
生
生
活
が
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

内
だ
け
で
完
結
す
る
た
め
、
か
つ
て
の
大
学
街
が
廃
れ
た
。
ま
た
、

学
生
は
地
元
の
中
小
企
業
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
。
世
界
と
つ
な

が
る
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で
あ
り
、
体
験
か
ら
学

ぶ
た
め
に
も
、
大
学
は
も
っ
と
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
て
社
会
と
大
い

に
関
わ
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
際
、
卒
業
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
大

い
に
活
用
す
べ
き
だ
（
神
野
氏
）。
大
学
と
企
業
の
役
割
分
担
が
必

要
で
は
な
い
か
。
大
学
は
基
礎
的
な
部
分
を
担
当
し
、
そ
れ
を
企

業
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
、

大
学
と
企
業
の
橋
渡
し
役
の
人
材
や
、
起
業
マ
イ
ン
ド
を
も
つ
人

材
の
育
成
に
つ
い
て
も
産
学
官
連
携
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
形

成
し
、
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。（
大
西
氏
）。
街
づ
く
り
に
は

産
学
官
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
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そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
生
ま
れ
る
か
を
重
要
視
し
て

い
る
。
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
合
意
形
成
に
は
、
大
学
と
い
う
機

関
も
し
く
は
大
学
が
持
つ
知
見
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
が
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
（
塚
原
氏
）。
愛
知
大
学
で
は
、
境
域
を
ま

た
い
だ
地
域
連
携
を
研
究
し
、
推
進
す
る
三
遠
南
信
地
域
連
携
研

究
セ
ン
タ
ー
、
名
古
屋
さ
さ
し
ま
ラ
イ
ブ
24
の
ま
ち
づ
く
り
、
地

域
政
策
学
部
食
農
環
境
コ
ー
ス
に
よ
る
企
業
と
の
連
携
な
ど
で
、

産
学
官
連
携
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
を
展
開
し
て
い
き
た
い

（
川
井
氏
）。
産
業
構
造
が
激
変
す
る
時
代
に
は
、
意
欲
的
な
人
材

を
育
て
る
環
境
を
早
急
に
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
大
学
は
、
企
業

や
地
域
の
中
で
、
自
ら
課
題
を
発
見
す
る
教
育
を
行
い
、
産
学
官

連
携
の
担
い
手
づ
く
り
に
も
努
力
す
べ
き
で
あ
る
（
清
水
氏
）。

③
私
立
大
学
の
役
割
、
期
待

―
愛
知
県
で
は
、
科
学
技
術
の
す

そ
野
拡
大
の
た
め
、
高
大
連
携
や
理
数
教
育
な
ど
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
る
。
県
内
の
大
学
生
の
８
割
は
私
立
大
学
で
あ
り
、
よ

り
活
発
な
活
動
を
期
待
し
た
い
（
大
村
氏
）。
大
学
が
環
境
の
変
化

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
社
会
の
人
々
も
巻
き
込
ん
で
、

ト
ラ
イ
ア
ル・

ア
ン
ド・

エ
ラ
ー
を
し
な
が
ら
魅
力
的
に
な
っ
て

い
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
（
神
野
氏
）。
連
携
は
、
と
に
か
く
実
践

す
る
こ
と
が
大
事
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
ち
つ
つ
、
ロ
ー
カ

ル
に
活
躍
し
て
ほ
し
い
。
実
践
の
中
か
ら
出
て
き
た
課
題
や
実
例

を
国
土
計
画
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
よ
う
な
関
係
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
（
塚
原
氏
）。
国
立
と
私
立
の
枠
を
越
え
た
連
携
も
面

白
い
。
従
来
の
や
り
方
に
と
ら
わ
れ
ず
に
地
域
に
役
立
つ
こ
と
を

協
働
す
る
前
向
き
な
姿
勢
が
ほ
し
い
（
大
西
氏
）。
私
立
大
学
間
の

戦
略
的
連
携
や
国
立
大
学
と
の
新
た
な
連
携
に
よ
り
、
地
域
の
課

題
に
応
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
（
清
水
氏
）。
産
学
官
連
携
を
持

続
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
教
育・

研
究
機
関
と
し
て
の
大

学
の
連
携
方
針
を
検
討
し
て
い
る
。
連
携
を
担
う
人
材
の
育
成
が

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
個
々
の
大
学

と
の
連
携
を
進
め
た
い
（
川
井
氏
）。

④
ま
と
め

―
都
市
圏
の
未
来
と
大
学
の
将
来
は
、
か
な
り
の
部

分
が
共
存
関
係
に
あ
り
、
国
土
計
画
と
大
学
の
連
携
が
必
要
で
あ

る
。
具
体
的
な
事
業
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
り
、
地
域
巻
き

込
み
型
で
産
学
官
連
携
が
進
む
で
あ
ろ
う
。
地
域
に
人
材
を
供
給

す
る
私
立
大
学
の
役
割
と
し
て
、
今
後
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
た
め

の
制
度
改
革
が
必
要
で
あ
る
し
、
私
立
と
国
立
、
あ
る
い
は
私
立

大
学
同
士
の
緩
や
か
な
連
携
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
（
戸
田
氏
）。

　

最
後
に
、
川
井
氏
の
「
体
験
を
通
し
た
学
習
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
教
室
を
出
て
社
会
と
連
携
す
る
学
び
の
仕
組
み
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
私
立
大
学
の
課
題
で
は
な
い
か
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
締
め
く
く
ら
れ
た
。
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授
業
を
計
画
す
る
と
き
に
、
学

生
間
の
知
識
の
差
に
は
悩
ま
さ
れ

る
。
筆
者
が
担
当
し
て
い
る
授
業

に
「
動
物
生
理
学
」
が
あ
り
、
２

０
１
６
年
度
ま
で
は
学
部
２
年
生

以
上
（
主
に
２
年
生
）
を
対
象
と

し
て
い
た
。
学
部
２
年
生
で
あ
れ

ば
、
入
学
し
て
か
ら
の
１
年
間
に
生
物
に
関
す
る
基
礎
科
目
や
専

門
科
目
を
受
講
し
て
お
り
、
生
物
に
対
す
る
知
識
は
、
少
な
く
と

も
基
礎
的
な
部
分
は
身
に
付
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
「
動
物
生
理
学
」
が
２
０
１
７
年
度
か
ら
学
部
の
１
、
２
年

生
を
対
象
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
動
物
生
理
学
」
が
カ
バ
ー
す

る
領
域
は
実
に
広
く
、
高
校
の
「
生
物
」
で
動
物
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
の
う
ち
、
生
態
や
分
類
に
関
す
る
も
の
を
除
い
た
ほ
ぼ
全
て

が
「
生
理
学
」
の
内
容
に
含
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
、
高
校
で
生
物

を
履
修
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
、「
生
理
学
」
に
関
す
る
基
礎
的
な

知
識
に
か
な
り
の
差
が
生
じ
て
し
ま
う
。
学
部
２
年
生
で
あ
れ
ば

あ
る
程
度
埋
め
ら
れ
る
高
校
生
物
の
履
修
の
差
が
、
学
部
１
年
生

で
は
そ
の
差
を
埋
め
る
機
会
も
十
分
で
は
な
く
、
さ
ら
に
１
年
生

と
２
年
生
と
い
う
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
の
履
修
の
差
も
生
じ
、

授
業
内
容
の
レ
ベ
ル
を
ど
こ
に
合
わ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
が
大
き

な
問
題
に
な
っ
た
。

　

筆
者
自
身
が
学
生
だ
っ
た
と
き

の
授
業
を
思
い
返
す
と
、
既
に
自

分
が
知
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て

い
る
時
間
は
と
て
も
退
屈
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
授
業
を
計
画
す
る

際
に
心
掛
け
た
の
は
、
学
生
に
は

毎
回
何
か
一
つ
で
も
新
し
い
発
見
を
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
授
業
の
テ
ー
マ
と
し
て
筋
肉
の
収
縮
を
取

り
上
げ
る
と
き
は
、
高
校
の
生
物
で
習
う
骨
格
筋
の
収
縮
か
ら
入

り
、
高
校
の
生
物
の
復
習
と
な
る
内
容
か
ら
始
め
、
高
校
の
教
科

書
で
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
制
御
機
構
に
つ
い
て
解
説
す
る
と
と

も
に
、
骨
格
筋
以
外
の
筋
肉
で
あ
る
心
筋
や
平
滑
筋
が
収
縮
す
る

仕
組
み
を
説
明
し
、
筋
肉
の
種
類
に
よ
る
筋
収
縮
機
構
の
相
同
性

と
違
い
に
つ
い
て
話
し
た
。
基
礎
的
な
レ
ベ
ル
か
ら
発
展
的
な
内

容
ま
で
を
含
め
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
レ
ベ
ル
の
学
生
に
と
っ
て

も
初
め
て
耳
に
す
る
よ
う
な
こ
と
が
何
か
し
ら
存
在
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
で
あ
る
が
、
そ
の
分
、
授
業
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
っ
て

し
ま
い
、
内
容
が
散
漫
気
味
に
な
っ
た
こ
と
が
反
省
点
で
あ
り
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
。
学
生
間
の
知
識
の
差
が
大
き
く
、
人
数
も

約
１
６
０
人
と
多
い
ク
ラ
ス
で
あ
る
た
め
、
実
際
に
学
生
が
ど
の

新
し
い
発
見
の
あ
る

授
業
を
目
指
し
て

私
の
授
業
実
践
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

小
柴 

和
子
●
東
洋
大
学
生
命
科
学
部
教
授
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程
度
理
解
し
て
い
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
も
、
毎
回
の
授
業
で
心

が
け
た
。
テ
ー
マ
ご
と
に
確
認
問
題
を
用
意
し
、
回
答
時
間
中
は

教
室
を
歩
き
回
り
、
学
生
の
回
答
状
況
を
確
認
し
た
。
確
認
問
題

の
内
容
は
、
そ
の
授
業
で
取
り
上
げ
た
内
容
の
う
ち
、
重
要
な
現

象
や
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
問
う
も
の
で
あ
り
、
問
題
を
解
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
テ
ー
マ
の
内
容
を
整
理
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

授
業
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
こ
と
と
取
り
上
げ
る
項
目
が
多
く
な
っ
た

こ
と
を
補
う
意
味
で
、「
ま
と
め
」
も
兼
ね
た
確
認
問
題
で
あ
る
。

　
「
動
物
生
理
学
」
の
対
象
が
学
部
１
年
生
か
ら
と
な
っ
て
、
学
生

間
の
知
識
の
差
に
よ
る
授
業
レ
ベ
ル
設
定
の
難
し
さ
に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
。
し
か
し
、
学
部
１
年
生
が
対
象
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
良
く
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
存
在
す
る
。
筆
者
は
学
部
２
年

の
春
学
期
に
「
生
物
学
実
験
」
を
担
当
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は

「
動
物
生
理
学
」
で
学
ぶ
内
容
と
重
複
す
る
。
こ
れ
ま
で
は
「
動
物

生
理
学
」
が
２
年
の
秋
学
期
配
当
科
目
で
あ
っ
た
た
め
に
、「
生
物

学
実
験
」
の
復
習
と
し
て
「
動
物
生
理
学
」
が
位
置
す
る
こ
と
に

な
り
、「
動
物
生
理
学
」
を
受
講
す
る
頃
に
は
「
生
物
学
実
験
」
の

記
憶
が
薄
れ
て
、
両
者
を
関
連
付
け
て
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
難
し

か
っ
た
。
し
か
し
、
２
０
１
８
年
度
は
、
１
年
生
の
う
ち
に
座
学

と
し
て
学
ん
だ
内
容
を
「
生
物
学
実
験
」
で
検
証
す
る
こ
と
が
で

き
、
理
論
と
現
象
と
を
関
連
付
け
て
考
え
や
す
く
な
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
。

　

い
ろ
い
ろ
述
べ
て
き
た
「
動
物
生
理
学
」
で
あ
る
が
、
秋
学
期

の
定
期
試
験
が
終
わ
り
、
結
果
が
出
て
み
る
と
、
や
は
り
２
年
生

に
比
べ
て
１
年
生
の
点
数
が
低
い
結
果
と
な
っ
た
。
高
校
生
物
の

履
修
状
況
と
の
関
連
は
不
明
で
あ
る
が
、
入
学
時
に
生
物
が
苦
手

で
あ
っ
た
学
生
は
、「
動
物
生
理
学
」
の
点
数
も
伸
び
悩
ん
で
い
る

傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
２
０
１
７
年
度
は
学
部
１
、
２
年
生
を
対

象
と
す
る
授
業
の
初
年
度
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
結
果
を
参
考
に
、

来
年
度
は
よ
り
基
礎
的
な
と
こ
ろ
に
力
を
入
れ
、
授
業
で
最
低
限

理
解
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
明
確
に
学
生
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
工

夫
を
し
た
い
と
思
う
。
よ
り
良
い
授
業
を
す
る
に
は
試
行
錯
誤
も

必
要
と
考
え
、
２
０
１
８
年
度
に
向
け
て
心
を
切
り
替
え
て
い
き

た
い
。
以
前
、
授
業
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
を
知
人
に
聞
い
た
と

こ
ろ
、「
教
え
る
側
も
楽
し
ま
な
け
れ
ば
」
と
言
わ
れ
た
。
た
し
か

に
教
え
る
側
が
楽
し
く
な
け
れ
ば
、
つ
ま
ら
な
い
授
業
に
な
っ
て

し
ま
う
だ
ろ
う
。
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が

ら
、
よ
り
良
い
授
業
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
授
業
、
そ
し
て
教
え

て
い
て
楽
し
い
授
業
を
目
指
し
た
い
。
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津
田
塾
大
学
は
２
０
１
７
年
４
月
、
総
合
政
策
学
部
を
開
設

し
た
。
日
本
の
女
子
大
と
し
て
初
め
て
の
〝
政
策
系
〟
学
部
の

設
置
で
あ
る
。

　

な
ぜ
い
ま
総
合
政
策
学
部
な
の
か
？

　

こ
れ
は
私
自
身
に
も
し
ば
し
ば
投
げ
か
け
ら
れ
る
問
い
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
質
問
す
る
側
と
し
て
は
、
な
ぜ
女
子
大
で
政
策

系
の
学
部
な
の
か
と
い
う
点
と
、
な
ぜ
い
ま
に
な
っ
て
政
策
系

の
学
部
な
の
か
と
い
う
点
に
関
心
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
日
本
で

は
女
子
大
に
政
策
系
の
学
部
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で

な
か
っ
た
し
、
ま
た
近
年
で
は
政
策
系
の
学
部
そ
の
も
の
が
ほ

と
ん
ど
新
設
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

　

し
か
し
、
津
田
塾
大
学
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
こ
の
時
代
に
総

合
政
策
学
部
を
設
置
す
る
こ
と
に
は
必
然
的
な
理
由
が
あ
っ
た
。

　

最
大
の
理
由
は
時
代
の
要
請
で
あ
る
。

　

少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
Ｉ
Ｔ
化
が
す
す
む
現
代
社

会
は
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
新
た
な
課

題
を
数
多
く
抱
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
急
速
に
す
す
む
少
子
高

齢
化
は
、
人
口
の
増
大
と
生
産
の
量
的
拡
大
を
前
提
に
組
み
立

て
ら
れ
て
き
た
近
代
社
会
に
、
未
知
の
、
深
刻
な
問
題
を
突
き

つ
け
て
い
る
。
い
ま
の
日
本
で
社
会
保
障
の
持
続
可
能
性
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
そ
の
典
型
的
な
事
例
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

現
代
社
会
が
抱
え
る
そ
う
し
た
諸
課
題
を
解
決
し
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
に
適
合
し
た
新
し
い
社
会
の
あ
り
方
を
構
想
し
て
い
く

こ
と
は
、
こ
の
激
変
す
る
時
代
の
要
請
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
世
界
で
も
っ
と
も
急
速
に
少
子
高
齢
化
が
す
す
ん
で

い
る
日
本
は
し
ば
し
ば
「
課
題
先
進
国
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が

あ
る
よ
う
に
、
今
後
、
ア
ジ
ア
で
も
欧
州
で
も
多
く
の
国
が
日

本
の
後
を
追
っ
て
少
子
高
齢
化
の
問
題
に
直
面
す
る
。
つ
ま
り
、

津
田
塾
大
学
総
合
政
策
学
部

萱
野 

稔
人
●
津
田
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
長
、
教
授

女
子
大
と
し
て
初
の
政
策
系
学
部
の
試
み

─
津
田
塾
大
学
は
な
ぜ
総
合
政
策
学
部
を
設
置
し
た
の
か

明日への試み

1022018.3　大学時報



現
代
社
会
が
抱
え
る
諸
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
は
、
日
本

国
内
に
と
ど
ま
ら
な
い
世
界
的
な
時
代
の
要
請
な
の
で
あ
る
。

そ
の
取
り
組
み
に
は
ロ
ー
カ
ル
と
グ
ロ
ー
バ
ル
の
区
別
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
時
代
の
要
請
を
受
け
て
、
本
学
の
総
合
政
策
学
部

は
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
学
部
が
め
ざ
す
の
は
、
現
代
社
会
が
直

面
す
る
諸
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
よ
り
よ
い
社
会
の
仕
組

み
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
備
え

た
女
性
の
育
成
で
あ
る
。
一
言
で
い
え
ば
「
課
題
解
決
力
の
涵

養
」
こ
そ
本
学
部
の
教
育
目
標
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
な
ぜ
い
ま
政
策
系
の
学
部
な
の
か
、
と
い
う

問
い
に
対
し
て
は
こ
う
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
社
会
が
多
く

の
新
し
い
課
題
に
直
面
し
て
い
る
こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
津

田
塾
大
学
は
総
合
政
策
学
部
を
設
置
し
た
、
と
。

　

さ
ら
に
い
え
ば
、
現
代
社
会
が
直
面
す
る
諸
課
題
を
解
決
し
、

新
し
い
社
会
の
あ
り
方
を
構
想
す
る
た
め
に
は
、
女
性
の
力
が

ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
こ
れ
か
ら
の

課
題
解
決
に
は
女
性
の
意
見
や
発
想
が
必
要
だ
か
ら
、
と
い
う

こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
に
女
性
が
参

画
す
る
こ
と
自
体
が
、
出
産
や
子
育
て
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン

ト
と
キ
ャ
リ
ア
の
両
立
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
社
会
の
構
造
や

価
値
観
を
変
え
、
た
と
え
ば
少
子
高
齢
化
と
い
う
課
題
の
解
決

津田塾大学 千駄ヶ谷キャンパス

103 大学時報　2018.3



に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　

津
田
塾
大
学
が
総
合
政
策
学
部
を
設
置
し
た
必
然
的
な
理
由

が
こ
こ
に
あ
る
。

　

２
０
２
０
年
に
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
る
本
学
は
、
そ
の

長
い
歴
史
に
お
い
て
常
に
、
学
び
を
通
し
て
女
性
が
自
立
し
て

社
会
に
貢
献
で
き
る
力
を
得
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
女
性
の
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
教
育
の
目
標
と
し
て
き
た
。
そ
の
目
標
に
照

ら
し
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
時
代
の
要
請
の
も
と
で
、
課
題
解
決

に
取
り
組
む
能
力
と
意
欲
を
も
っ
た
女
性
を
育
成
す
る
こ
と
は
、

本
学
の
責
務
と
さ
え
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
ま
で
日
本
の
女
子
高

等
教
育
を
先
導
し
、
幅
広
い
教
養
と
専
門
的
知
識
に
よ
っ
て
社

会
に
貢
献
す
る
女
性
を
送
り
出
し
て
き
た
本
学
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
状
況
に
即
し
た
指
導
的
地
位
を
担
う
女
性
を

輩
出
す
る
役
割
を
果
た
す
べ
き
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
Ｉ
Ｔ
化
が
す
す
み
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
行
為
や
事
象

が
デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
く
現
代
社
会
で
は
、
た
と
え

社
会
的
な
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
場
合
で
も
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
は
社
会
科
学
だ
け
で
な
く
情
報
学
も
駆
使
し
た
「
総
合
的
」

な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　

ま
た
、
現
代
社
会
に
お
い
て
解
決
す
べ
き
課
題
は
、
公
共
的

な
領
域
だ
け
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
民
間

企
業
に
お
い
て
も
子
育
て
と
キ
ャ
リ
ア
を
両
立
で
き
る
よ
う
な

働
き
方
の
改
革
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
企
業
活
動
や
個
々
の
私
生
活
と
い
っ
た
多
様
な
領 少人数セミナーの様子

明日への試み
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域
に
も
そ
れ
は
偏
在
し
、
ま
た
そ
れ
ら
の
領
域
を
横
断
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
課
題
解
決
の
担
い
手
は
公
私
の
区
別
な
く
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

新
し
く
設
置
さ
れ
た
本
学
部
が
「
総
合
」
政
策
学
部
で
あ
る

の
は
そ
の
た
め
だ
。
こ
れ
ま
で
本
学
は
幅
広
い
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
教
育
と
高
度
な
英
語
教
育
、
そ
し
て
人
文・

社
会
と
数
理・

情
報
の
各
領
域
に
お
け
る
専
門
教
育
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
そ

れ
を
課
題
解
決
力
の
涵
養
と
い
う
、
よ
り
実
学
的
な
方
向
に
発

展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
本
学
の
歴
史
に
お
け
る
新
学
部
の
位

置
付
け
で
あ
る
。

＊

　

以
上
の
よ
う
な
教
育
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
本
学
部
で

は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
端
を
説
明
し
た
い
。

　

ま
ず
、
総
合
政
策
学
部
で
は
、
現
代
社
会
に
お
け
る
国
内
外

の
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
た
め
の
基
礎
的
な
学
力
と
し
て
、

①
実
践
的
な
英
語
力
、
②
社
会
の
仕
組
み
に
対
す
る
基
礎
的
な

知
識
と
理
解
力
、
③
デ
ー
タ
を
解
析
し
活
用
す
る
力
を
「
新
し

い
教
養
」
の
三
つ
の
柱
と
し
て
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
、「
新
し

い
教
養
」
の
三
つ
の
柱
に
対
応
す
る
基
礎
科
目
群
を
そ
れ
ぞ
れ

「
英
語
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル・

サ
イ
エ
ン
ス
」「
デ
ー
タ・

サ
イ
エ
ン

ス
」
に
分
類
し
て
い
る
。

「
新
し
い
教
養
」の
三
つ
の
柱

　

�

リ
ン
ガ・

フ
ラ
ン
カ
と
し
て
英
語
を
実
践
的
に
用
い
る
力

―

英
語

　

�

社
会
の
仕
組
み
に
対
す
る
基
礎
的
な
知
識
と
理
解
力

―
ソ
ー

シ
ャ
ル・

サ
イ
エ
ン
ス

　

�

デ
ー
タ
を
解
析
し
活
用
す
る
力

―
デ
ー
タ・

サ
イ
エ
ン
ス

　

こ
れ
ら
の
基
礎
科
目
群
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
本
学
部
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
は
「
英
語
」
と

「
デ
ー
タ・

サ
イ
エ
ン
ス
」
の
科
目
群
で
あ
る
。

　

英
語
に
つ
い
て
い
え
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
す
す
む
現
代
社

会
に
お
い
て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
実
践
的
な
語

学
力
に
裏
付
け
ら
れ
た
高
度
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
単
に
ヒ
ト
や
モ
ノ
や

情
報
が
国
境
を
飛
び
越
え
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ら
を
対
象
と
す
る
共
通
の
ル
ー
ル
が
形
成
さ
れ
て
い

く
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
必
要
と
さ
れ
る
の

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
に
お
け
る
リ
ン
ガ・

フ
ラ
ン
カ
（
共

通
語
）
と
し
て
の
英
語
を
有
効
な
道
具
と
し
て
使
い
こ
な
す
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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こ
う
し
た
認
識
か
ら
、
本
学
部
は
、
こ
れ
ま
で
本
学
が
培
っ

て
き
た
英
語
教
育
の
蓄
積
の
も
と
で
、
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
力

や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
、

英
語
を
つ
う
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ
と

を
大
き
な
目
標
と
し
、
そ
の
た
め
の
実
践
的
な
英
語
科
目
を
配

し
た
。
そ
こ
で
め
ざ
さ
れ
て
い
る
の
は
、
多
様
な
価
値
観
を
も

つ
他
者
と
の
あ
い
だ
で
合
意
を
形
成
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
な
が
ら
共
通
の
ル
ー
ル
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
の
で
き
る

よ
う
な
実
践
的
な
語
学
力
と
高
度
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
育
成
で
あ
る
。

　

ま
た
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
お
よ
び
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
科
目
で
も
、

課
題
解
決
に
関
わ
る
基
本
的
な
内
容
を
英
語
で
扱
う
こ
と
に
よ

り
、
英
語
学
習
と
課
題
解
決
の
学
び
が
乖
離
し
な
い
工
夫
が
な

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ま
だ
ま
だ
日
本
で
は
新
し
い
内
容
重

視
の
英
語
教
育
の
プ
ラ
ン
で
あ
る
。

　

デ
ー
タ・

サ
イ
エ
ン
ス
の
基
礎
科
目
に
つ
い
て
い
え
ば
、
近

年
、
適
切
な
デ
ー
タ
の
収
集・

生
成・

分
析
に
よ
っ
て
導
か
れ

た
根
拠
に
も
と
づ
い
て
課
題
を
解
決
す
る
手
法
が
ま
す
ま
す
広

が
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
本
学
部
は
文
系
学
部
で
あ
り
な
が

ら
も
手
厚
く
そ
の
基
礎
科
目
を
配
置
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

デ
ー
タ・

サ
イ
エ
ン
ス
の
す
べ
て
の
基
礎
科
目
で
講
義
と
演
習

が
合
わ
せ
て
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
が
１
年
次
と
２
年
次
の
必
修

科
目
と
し
て
年
間
を
つ
う
じ
て
履
修
さ
れ
る
、
と
い
う
か
た
ち

だ
。
課
題
解
決
に
お
い
て
デ
ー
タ
を
解
析
し
活
用
す
る
能
力
は
、

今
後
ま
す
ま
す
普
遍
的
で
不
可
欠
な
能
力
と
な
っ
て
い
く
。
そ

の
能
力
を
丁
寧
に
修
得
さ
せ
る
こ
と
が
こ
の
基
礎
科
目
の
目
的

で
あ
る
。

　

た
し
か
に
、
デ
ー
タ・

サ
イ
エ
ン
ス
の
基
礎
科
目
を
必
修
科

目
と
し
て
手
厚
く
配
置
す
る
こ
と
は
、
女
子
大
の
文
系
学
部
と

し
て
大
き
な
挑
戦
で
は
あ
っ
た
。
一
般
に
、
文
系
の
女
子
学
生

に
は
数
学
や
数
字
が
苦
手
な
学
生
が
多
い
と
い
わ
れ
る
か
ら
だ
。

し
か
し
、
実
際
に
新
学
部
の
授
業
が
始
ま
っ
て
み
る
と
、
そ
れ

が
杞
憂
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
っ
た
。
学
生
は
と

て
も
意
欲
的
に
デ
ー
タ・

サ
イ
エ
ン
ス
の
授
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
か
ら
だ
。
新
学
部
の
校
舎
の
１
階
に
は
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ

ン
ズ
の
た
め
の
ラ
ウ
ン
ジ
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
学
生
た
ち
が
互

い
に
教
え
合
い
な
が
ら
デ
ー
タ・

サ
イ
エ
ン
ス
の
授
業
の
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
日
常
的
に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
「
新
し
い
教
養
」
の
三
つ
の
柱
の
う
え
に
、

総
合
政
策
学
部
で
は
以
下
の
課
題
領
域
が
「
コ
ー
ス
」
と
し
て

設
置
さ
れ
て
い
る
。「
パ
ブ
リ
ッ
ク・

ポ
リ
シ
ー
」「
エ
コ
ノ
ミ
ッ

ク・

ポ
リ
シ
ー
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル・

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」「
ヒ
ュ
ー

明日への試み
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マ
ン・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
」
の
四
つ
で
あ
る
。
学
生
は
３

年
次
に
こ
れ
ら
の
課
題
領
域
の
い
ず
れ
か
に
す
す
む
こ
と
に
な

る
。
各
課
題
領
域
は
そ
れ
ぞ
れ
、
政
治
学
、
経
済
学
、
情
報
学・

社
会
工
学
、
社
会
政
策
学
が
従
来
対
象
と
し
て
き
た
領
域
と
重

な
り
う
る
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
も
と
よ
り

現
代
社
会
が
直
面
す
る
課
題
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
四
つ
の

課
題
領
域
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
分
野
に
特
徴
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

方
法
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
も
柔
軟
に
区
分
け
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

　

全
教
育
課
程
に
お
い
て
、
本
学
部
は
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Project-based�

Learning

：
課
題
解
決
型
学
習
）
の
手
法
を
活
用
す
る
と
と
も

に
、
セ
ミ
ナ
ー
や
演
習
な
ど
の
丹
念
な
少
人
数
教
育
を
つ
う
じ

て
、
課
題
解
決
に
必
要
な
実
践
力
や
総
合
力
を
養
う
こ
と
を
重

視
し
て
い
る
。
主
体
的
に
問
題
に
取
り
組
む
力
と
、
現
実
的
な

解
決
方
法
を
ね
ば
り
強
く
探
究
し
て
い
く
力
を
育
成
す
る
た
め

だ
。
現
代
社
会
が
抱
え
る
諸
課
題
の
多
く
は
そ
の
新
し
さ
ゆ
え

に
解
決
の
モ
デ
ル
や
方
法
が
い
ま
だ
存
在
し
な
い
も
の
だ
。
そ

う
し
た
海
図
の
な
い
状
態
で
諸
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

主
体
的
に
問
題
に
取
り
組
む
力
と
、
根
拠
や
条
件
に
も
と
づ
い

て
現
実
的
な
解
決
方
法
を
ね
ば
り
強
く
探
究
し
て
い
く
力
が
必

要
と
な
る
。
そ
れ
ら
の
力
は
答
え
の
な
い
問
題
を
実
際
に
考
え

抜
く
こ
と
で
し
か
身
に
付
か
な
い
。
本
学
部
が
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
手
法

を
活
用
す
る
ね
ら
い
は
そ
こ
に
あ
る
。

内容重視の英語教育
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は
じ
め
に

　

２
０
１
７
年
10
月
17
日
、
文
教
大
学
の
設
置
者
で
あ
る
学
校
法

人
文
教
大
学
学
園
（
本
部
：
東
京
都
品
川
区
）
は
創
立
90
周
年
を

迎
え
、
記
念
式
典
な
ら
び
に
祝
賀
会
を
挙
行
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と

え
に
本
学
園
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
日
本
私
立
大
学
連
盟
加
盟
の

各
学
校
法
人
の
皆
様
、
連
盟
関
係
者
を
含
め
、
多
く
の
私
立
学
校

関
係
者
の
お
か
げ
と
感
謝
す
る
。
ま
た
、
文
教
大
学
に
お
い
て
は

２
０
１
６
年
に
創
立
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

さ
て
、
本
学
園
の
は
じ
ま
り
は
、
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
、

現
在
の
東
京
都
品
川
区
に
立
正
幼
稚
園
、
立
正
裁
縫
女
学
校
と
し

て
産
声
を
あ
げ
た
こ
と
に
よ
る
。
翌
年
、
財
団
法
人
立
正
学
園
と

し
て
申
請
し
て
い
る
。
元
々
は
、
立
正
大
学
の
社
会
問
題
研
究
会

が
、
研
究
会
創
立
10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
こ
の
地
に
展
開
し
た

社
会
事
業・

保

育
事
業・

教
育

事
業
が
学
園
の

母
体
で
あ
る
。

各
種
の
相
談
窓

口
（
法
律・

児

童・

就
職
相

談
）、
幼
稚
園
、

裁
縫
塾
を
兼
ね

備
え
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
を
大
学
の

研
究
サ
ー
ク
ル

が
起
業
し
た
、

わ
が

大
学
史
の

一
場
面

日
本
の
近
代
化
と

大
学
の
歴
史

松
本 

和
俊
●
文
教
大
学
学
園
経
営
企
画
局
経
営
企
画
課
課
長
代
理

建
学
の
精
神
（
原
点
）
に
立
ち
返
る

─
文
教
大
学
学
園
創
立
90
周
年
を
機
に
振
り
返
る
重
要
性

1930年 旗の臺校舎正門
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と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
く
と
昨
今
で
は
理
解
し
や
す
い
か
も
し

れ
な
い
。
そ
れ
が
本
学
園
の
源
流
で
あ
る
。
当
時
、
当
研
究
会
の

顧
問
で
、
立
正
大
学
教
授
で
あ
っ
た
馬
田
行
啓
（
う
ま
だ・

ぎ
ょ

う
け
い
）
を
本
学
園
の
創
立
者
の
一
人
と
定
め
て
い
る
。

　

本
学
園
の
90
年
の
歩
み
の
う
ち
、
前
半
は
初
等・

中
等
教
育
を

中
心
に
、
そ
し
て
１
９
６
６
年
の
大
学
設
置
以
降
は
、
幼
稚
園
か

ら
大
学
ま
で
の
総
合
学
園
と
し
て
歩
ん
で
き
た
。
こ
こ
で
は
、
本

学
園
の
発
展
の
た
め
に
心
血
を
注
ぎ
、
ま
た
日
本
の
私
学
に
も
多

大
な
る
影
響
を
与
え
た
二
人
の
功
労
者
を
紹
介
し
た
い
。
一
人
は

創
立
者
の
馬
田
と
共
に
学
園
を
創
立
し
、
馬
田
亡
き
後
の
戦
後
の

混
乱
期
に
学
園
を
大
き
く
発
展
さ
せ
た
「
小
野
光
洋
（
お
の・

こ

う
よ
う
）」。
も
う
一
人
は
、
大
学
の
草
創
期
か
ら
本
学
園
の
経
営

に
参
画
し
、
驚
く
べ
き
知
見
と
発
想
、
卓
越
し
た
行
動
力
で
本
学

園
を
導
い
た
「
小
尾
乕
雄
（
お
び・

と
ら
お
）」
で
あ
る
。

１　
戦
後
の
私
学
振
興
へ
の
貢
献

　

１
９
４
５
年
５
月
、
太
平
洋
戦
争
の
戦
火
は
、
当
時
、
幼
稚
園・

高
等
女
学
校・

高
等
家
政
女
学
校
を
設
置
し
て
い
た
本
学
園
の
校

舎
の
ほ
と
ん
ど
を
焼
き
尽
く
し
た
。
そ
し
て
追
い
打
ち
を
か
け
る

よ
う
に
、
同
年
９
月
３
日
、
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
馬
田
が
逝
去

し
、
学
園
は
深
い
失
意
に
陥
る
。
し
か
し
、
戦
争
も
終
わ
り
、
疎

開
先
か
ら
生
徒
が
次
々
と
戻
っ
て
く
る
中
で
、
学
園
は
歩
み
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
次
の
理
事
長・

校
長
に
就
任
し
た
の

が
小
野
光
洋
で
あ
る
。
小
野
は
立
正
大
学
社
会
問
題
研
究
会
の
メ

ン
バ
ー
で
、
馬
田
の
教
え
子
で
も
あ
っ
た
。
小
野
は
焼
け
野
原
と

な
っ
た
校
地
に
代
わ
る
建
物
と
土
地
を
探
し
、
幸
運
に
も
適
当
な

物
件
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
ら
の
複
数
の

校
地
に
次
々
と
学
校
（
幼
稚
園・

小
学
校・

中
学
校・

高
等
学
校・

短
期
大
学
）
を
設
置
し
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
戦
後
の
日
本
は
急
激
な
イ
ン
フ
レ
と
な
り
、
特
に
私
立

学
校
は
財
政
的
に
も
苦
境
に
陥
っ
て
い
た
。
小
野
は
１
９
４
７
年
、

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
の
理
事
長
に
就
任
す
る
と
、「
私

学
教
育
の
重
要
性
を
世
に
問
う
こ
と
が
使
命
」
と
の
信
念
に
基
づ

い
て
参
議
院
選
に
出
馬
し
、
当
選
す
る
。
翌
年
に
は
第
二
次
吉
田

茂
内
閣
で
文
部
政
務
次
官
と
な
り
、
私
学
予
算
の
獲
得
に
奔
走
す

る
と
と
も
に
、
私
学
三
法
（
私
立
学
校
法・

私
立
学
校
振
興
会
法・

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
）
の
制
定
に
尽
力
し
た
。
私
学
が
自
主

性
と
公
共
性
と
い
う
公
私
を
兼
ね
備
え
た
独
特
な
立
場
と
し
て
存

続
す
る
た
め
に
、
法
的
に
も
財
政
面
の
後
ろ
盾
と
な
り
、
私
学
に

働
く
者
の
福
利
を
保
障
す
る
制
度
を
確
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
の
小
野
は
政
治
的
に
は
野
に
下
る
も
、
私
立
学
校
教
職

員
共
済
組
合
（
現・

日
本
私
立
学
校
振
興・

共
済
事
業
団
）
の
設
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立
や
、
私
学
研
修
福
祉
会
の
常
務
理
事
と
し
て
「
私
学
会
館
（
現

在
の
通
称・

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
）」
の
建
設
に
関
わ
っ
て
い

る
。
１
９
６
２
年
に
は
、
日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
研
修

部
を
母
体
に
「
日
本
私
学
教
育
研
究
所
」
を
設
立
し
、
翌
年
に
は

初
代
理
事
長
に
就
任
し
て
い
る
。
小
野
が
果
た
し
た
業
績
は
、
立

法
に
よ
っ
て
制
度
や
環
境
を
整
え
、
私
学
を
束
ね
る
組
織
を
次
々

と
ま
と
め
上
げ
、
私
学
に
集
う
人
の
た
め
の
福
利
や
研
修
を
担
保

し
、
私
学
の
原
動
力
を
引
き
出
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

小
野
は
、
本
学
園
の
理
事
長
お
よ
び
全
て
の
設
置
校
（
幼
稚
園

か
ら
短
期
大
学
）
の
校
長
を
兼
ね
な
が
ら
、
戦
後
の
日
本
の
私
学

の
た
め
に
も
粉
骨
砕
身
し
、
走
り
続
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
本

学
園
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
私
学
に
と
っ
て
も
恩
人
と

い
っ
て
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
大
き
な
財
産
を
残
し
て
く
れ
た

と
思
う
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
本
学
園
は
つ
い
に
大
学
の
設
置
認
可
申
請
を
行
う
が
、

そ
の
結
果
を
見
ず
し
て
、
１
９
６
５
年
11
月
19
日
、
小
野
は
帰
ら

ぬ
人
と
な
る
。
故
人
の
葬
儀
は
そ
の
功
績
に
よ
り
、
本
学
園
講
堂

に
お
い
て
、
立
正
学
園
、
立
正
大
学
、
日
本
私
立
短
期
大
学
協
会
、

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
、
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育
研

究
所
、
東
京
私
立
中
学
校
高
等
学
校
協
会
、
私
学
研
修
福
祉
会
の

７
団
体
に
よ
る
合
同
葬
と
し
て
11
月
28
日
に
営
ま
れ
た
。

２　
後
進
大
学
、横
行
闊
歩
す

　

立
正
女
子
大
学
の
設
置
が
認
可
さ
れ
、
家
政
学
部
が
埼
玉
県
越

谷
の
地
に
開
学
す
る
の
は
１
９
６
６
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

二
代
目
の
学
長
に
就
任
し
た
の
が
小
尾
乕
雄
で
あ
っ
た
。
小
尾
は

前
職
が
東
京
都
教
育
委
員
会
教
育
長
で
あ
り
、
既
に
東
京
都
立
高

校
に
学
校
群
制
度
を
導
入
し
て
い
た
。
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
有

力
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な

意
味
で
有
名
人
で
も
あ
っ
た
。

1965年 旗の台校舎中学校・高等学校内庭
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大
学
設
置
を
準
備
し
て
い
た
小
野
は
、
本
学
園
を
よ
り
発
展
さ

せ
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
小
尾
が
必
要
だ
と
考
え
、

病
に
倒
れ
て
な
お
東
京
都
教
育
長
の
職
に
あ
っ
た
小
尾
に
ラ
ブ
コ
ー

ル
を
送
り
続
け
た
。
そ
し
て
、
１
９
６
７
年
５
月
、
小
尾
は
と
う

と
う
小
野
の
遺
志
に
し
た
が
っ
て
立
正
女
子
大
学
長
に
就
任
し
、

そ
の
後
は
学
園
理
事
長
、
設
置
校
の
校
長
に
も
就
任
、
学
園
の
舵

取
り
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　

小
尾
は
立
正

女
子
大
学
に
お

い
て
、
大
学
設

置
の
２
年
後
、

学
長
就
任
１
年

後
に
早
打
ち
の

手
法
を
繰
り
出

す
。
家
政
学
部

児
童
学
科
の
設

置
（
１
９
６
８

年
）、
私
立
大

学
初
の
教
員
養

成
学
部
（
教
育

学
部
）
の
設
置

（
１
９
６
９
年
）、
日
本
で
２
校
目
、
私
立
大
学
で
は
初
の
人
間
科

学
部
の
設
置
（
１
９
７
６
年
）、
日
本
初
の
情
報
学
部
の
設
置
（
１

９
８
０
年
）
と
次
々
に
安
打
快
打
の
量
産
を
指
揮
し
、
埼
玉
県
の

後
進
大
学
と
し
て
は
十
分
過
ぎ
る
特
徴
を
築
き
上
げ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。
現
在
で
は
珍
し
く
な
い
学
部
名
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
、

当
時
と
し
て
は
突
飛
で
あ
り
、
画
期
的
と
い
う
よ
り
は
非
常
識
の

域
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
驚
異
的
な
ス
ピ
ー

ド
で
実
行
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
校
名
を
「
文
教
大
学
」
に
変
更

し
（
１
９
７
６
年
）、
男
女
共
学
化
（
１
９
７
７
年
）
と
、
学
内
で

も
喧
喧
囂
囂
の
論
議
の
末
に
前
進
し
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
改
革
も
、
小
尾
の
絶
対
的
な
指
導
力
に
よ
っ
て
牽
引
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
大
学
の
学
部
多
様
化
の
時

代・

変
革
期
の
嚆
矢
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
新
し
い
校
名
は
広

く
学
生・

教
職
員
に
募
り
、
最
も
応
募
の
多
か
っ
た
「
文
教
大
学
」

に
決
ま
っ
た
。
ほ
か
に
は
、
埼
玉
教
育
大
学
、
立
正
教
育
大
学
、

日
本
教
育
大
学
、
城
北
大
学
な
ど
が
候
補
に
挙
が
っ
て
い
た
。

３　
学
園
中
期
経
営
計
画
、実
行
中

　

文
教
大
学
は
、
そ
の
後
さ
ら
に
文
学
部
（
１
９
８
７
年
）、
国
際

学
部
（
１
９
９
０
年
）、
健
康
栄
養
学
部
（
２
０
１
０
年
）、
経
営

学
部
（
２
０
１
４
年
）
を
設
置
。
現
在
で
は
７
学
部・

５
研
究
科
、

1976年 越谷校舎正門
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専
攻
科
と
外
国
人
留
学
生
別
科
を
擁
し
、
２
キ
ャ
ン
パ
ス
に
広
が
っ

て
い
る
。
ま
た
、
２
０
２
１
年
に
は
東
京
都
足
立
区
に
新
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
設
す
る
予
定
で
あ
り
、
越
谷
キ
ャ
ン
パ
ス・

湘
南
キ
ャ

ン
パ
ス
（
１
９
８
５
年
開
学
）
と
併
せ
て
３
キ
ャ
ン
パ
ス
体
制
と

な
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
本
学
園
の
経
営
手
法
は
対
症
療
法
的
で
あ
っ

た
が
、
２
０
０
９
年
か
ら
戦
略
的
手
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
。「
教

育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ・

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
文
教

―
教
育
力
ト
ッ
プ

を
目
指
す

―
」
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
中
期
経
営
計

画
の
遂
行
で
あ
る
。
こ
の
戦
略
的
な
経
営
計
画
は
、
計
画
策
定
や

進
捗
状
況
の
把
握
評
価
プ
ロ
セ
ス
を
公
表
し
、
学
園
教
職
員
で
共

有
し
た
。
こ
の
方
法
は
よ
り
多
く
の
教
職
員
の
参
加
を
促
し
、
協

力
を
得
る
こ
と
を
大
き
な
狙
い
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

中
期
経
営
計
画
は
、
第
一
次
（
２
０
０
９
―
２
０
１
２
）、
第
二

次
（
２
０
１
３
―
２
０
１
６
）
と
２
期
８
年
に
わ
た
っ
て
遂
行
し

た
。「
教
育
力
」
と
「
経
営
力
」
を
抜
本
的
に
強
化
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
選
ば
れ
続
け
る
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
教
育
機
関
と
な
る
た
め

の
基
盤
作
り
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
目
的
達
成
の
た

め
に
、
大
学
に
お
い
て
は
「
一
般
入
試
志
願
者
数
」「
偏
差
値
」

「
進
学
決
定
率
」「
満
足
度
」
の
具
体
的
な
目
標
数
値
を
設
定
し
、

目
標
達
成
に
向
け
た
行
動
計
画
を
策
定
。
経
営
と
教
学
と
の
緊
密

な
連
携
の
も
と
で
実

行
し
、
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
い
る
。
ま

た
、
ハ
ー
ド
面
で
も
、

設
置
校
の
幼
稚
園・

小
学
校・

中
学
校・

高
等
学
校
の
新
校

舎・

新
運
動
場
を
完

成
さ
せ
て
い
る
。
そ

し
て
、
新
た
な
学
園

経
営
戦
略
「
文
教
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２

０
２
１
」
を
２
０
１

８
年
１
月
に
策
定

し
、
こ
れ
か
ら
各
目

標
達
成
の
た
め
に
学
園
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
着
実
に
実
行
し

て
い
く
。

　

２
０
１
７
年
４
月
、
文
教
大
学
学
長
に
近
藤
研
至
が
就
任
し
た
。

文
教
大
学
の
卒
業
生
で
初
の
学
長
と
な
っ
た
近
藤
学
長
は
、
学
園

の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
人
間
愛
」
に
基
づ
い
て
、
中
期
経
営
計

画
の
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
「
て
い
ね
い
に
た
く
ま
し
く
育
て
る
」 1989年 湘南校舎正門
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教
育
を
実
践
中
で
あ
る
。「
居
場
所
を
み
つ
け
る
こ
と
の
で
き
る
大

学
」
と
し
て
、「
文
教
大
学
は
ホ
ー
ム
で
あ
る
」
と
い
う
意
識
の
醸

成
を
大
学
運
営
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、
進
み
は
じ
め
た
の
で

あ
る
。お

わ
り
に
―
バ
ト
ン
を
受
け
る・

つ
な
ぐ

　

社
会
福
祉
事
業
の
展
開
に
端
を
発
し
、
戦
後
混
乱
期
の
私
学
振

興
の
志
か
ら
国
策
に
ま
で
働
き
か
け
、
大
学
を
中
心
に
驚
く
べ
き

ス
ピ
ー
ド
で
特
色
あ
る
奇
策
を
も
っ
て
進
み
続
け
た
文
教
大
学
学

園
の
歴
史
の
一
場
面
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

先
達
の
手
法
は
違
っ
て
も
、
学
園
に
対
す
る
思
い
と
志
は
普
遍
な

も
の
と
し
て
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
幼
稚
園・

裁
縫
塾
に
始
ま
っ
た
小
さ
な
学
園
が
、
在
学
生
１
万
人
規
模
の
学

校
法
人
へ
と
成
長
し
た
こ
と
は
奇
跡
と
も
思
え
る
。
そ
し
て
、
後

を
託
さ
れ
た
わ
れ
わ
れ
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
。
先
人
た
ち
の
功

績
を
顧
み
る
時
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
禁
じ
得
な
い
。

　

２
０
１
７
年
に
創
立
90
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
心

機
一
転
、
１
０
０
周
年
へ
の
道
を
再
び
歩
み
だ
し
た
。
い
ま
一
度
、

学
園
の
歩
み
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
尋
ね
る
こ
と
は
、
現
在
、

お
よ
び
こ
れ
か
ら
の
わ
れ
わ
れ
教
職
員
に
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

ま
さ
に
時
は
「
大
学
の
２
０
１
８
年
問
題
」
の
年
を
迎
え
た
。
創

立
者
な
ら
び
に
先
達
の
志
や
建
学
の
理
念
「
人
間
愛
」
の
精
神
に

立
ち
返
り
、
選
ば
れ
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
学
舎
に
集
ま
り
し
学
生

の
た
め
に
知
恵
を
出
し
、
汗
を
か
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

文
教
大
学
で
は
新
キ
ャ
ン
パ
ス
開
学
を
機
に
、
新
入
生
を
対
象

と
す
る
自
校
史
授
業
の
開
設
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
に
こ

の
よ
う
な
稿
作
成
の
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、

本
誌
の
関
係
者
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

●
参
考
文
献

『
学
校
法
人
立
正
学
園
三
十
年
史
』（
立
正
学
園
、
昭
和
32
年
刊
）

『
立
正
学
園
創
立
三
十
五
年
史
』（
立
正
学
園
、
昭
和
36
年
刊
）

『
小
野
光
洋
先
生　

私
学
人
と
し
て
の
足
跡
』（
立
正
学
園
、
昭
和

46
年
刊
）

『
立
正
学
園
創
立
五
十
年
史
』（
立
正
学
園
、
昭
和
52
年
刊
）

『
文
教
大
学
学
園
創
立
六
十
年
史
』（
文
教
大
学
学
園
、
昭
和
63
年

刊
）

『
文
教
大
学
学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
誌
』（
文
教
大
学
学
園
、
平

成
19
年
刊
）

『
文
教
大
学
学
園
創
立
九
十
周
年
史
』（
文
教
大
学
学
園
、
平
成
29

年
刊
）
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　

配
信
し
た
授
業
の
概
要

　

学
習
院
女
子
大
学
国
際
文
化
交
流
学
部
で
は
、
２
０
１
５
年
度

か
ら
日
本
オ
ー
プ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
推
進
協
議
会
（
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ

Ｃ
）
に
よ
る
授
業
の
ネ
ッ
ト
配
信
を
実
施
し
て
き
た
。
本
学
は
リ

ベ
ラ
ル・

ア
ー
ツ
教
育
を
掲
げ
て
お
り
、
比
較
的
広
範
に
わ
た
る

授
業
を
開
講
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
で
は
本
学
の

特
色
と
な
る
日
本
文
化
を
扱
う
授
業
を
配
信
し
て
き
た
。

　

配
信
し
た
授
業
は
、「
日
本
の
き
も
の

―
歴
史
と
今

―
」

（
２
０
１
５
年
度
、
福
島
雅
子
准
教
授
）、「
味
わ
い
教
育
～
感
じ
る

と
お
い
し
く
な
る
魔
法
」（
２
０
１
６
年
度
、
品
川
明
教
授
）、「
妖

怪
の
世
界
を
探
る
～
そ
の
伝
承
と
ビ
ジ
ュ
ア
ル
テ
キ
ス
ト
～
」（
２

０
１
７
年
度
、
徳
田
和
夫
教
授
）
で
あ
っ
た
。
初
年
度
で
い
え
ば
、

登
録
者
数
は
５
６
４
名
だ
っ
た
が
、
修
了
者
率
は
42・

４
％
で
あ

り
、
こ
れ
は
全
コ
ー
ス
の
平
均
値
23・

７
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
、「
大
変
満
足
」
と
「
や
や
満

足
」
を
合
わ
せ
た
満
足
度
は
91・

３
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
登

録
者
数
は
年
々
増
え
、
修
了
者
の
満
足
度
も
か
な
り
高
い
割
合
を

維
持
し
た
。

２　

授
業
の
ネ
ッ
ト
配
信
の
課
題

　

３
年
間
の
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
を
通
じ
た
授
業
配
信
の
取
り
組
み
の
中

で
見
え
て
き
た
課
題
も
あ
る
。
第
１
は
担
当
教
員
の
負
担
で
あ
る
。

通
常
の
授
業
と
は
違
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
て
授
業
を
配
信
す
る
た
め
、
担
当
教
員
に
は
授
業
準
備
が
か

な
り
大
き
な
負
担
と
な
る
。
本
学
で
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
担
当
教
員

は
学
内
の
担
当
授
業
数
を
１
コ
マ
減
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
対
応
し

た
が
、
そ
の
分
、
非
常
勤
教
員
を
雇
用
す
る
な
ど
の
経
費
が
か
か
っ

て
し
ま
う
。

　

第
２
の
課
題
は
、
授
業
で
見
せ
る
題
材
（
美
術
品
な
ど
）
に
関

す
る
著
作
権
者
や
所
有
者
の
権
利
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
研
究
者
が
学
術
研
究
を
理
由
に
撮
影
を
許
さ
れ
た
美
術
品

な
ど
の
写
真
で
あ
っ
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
こ
と

ま
で
は
許
諾
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
本
学
の
場
合
、
授
業
の

大
学
授
業
の
ネ
ッ
ト
配
信
の 

課
題
と
意
義

［
学
習
院
女
子
大
学
］

時
安 

邦
治
●
学
習
院
女
子
大
学
国
際
文
化
交
流
学
部
長
、
教
授

《
オ
ー
プ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
編
》

1142018.3　大学時報



ネ
ッ
ト
配
信
に
当
た
っ
て
写
真
使
用
の
許
諾
を
得
て
使
用
料
を
支

払
う
な
ど
の
対
応
を
と
っ
た
が
、
そ
の
額
は
安
い
も
の
で
は
な
い
。

授
業
の
ネ
ッ
ト
配
信
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
こ
う
し
た
権
利
関
係

を
整
備
す
る
こ
と
は
社
会
的
な
課
題
と
い
え
よ
う
。

３　

授
業
の
ネ
ッ
ト
配
信
の
意
義

　

も
ち
ろ
ん
、
本
来
重
要
な
の
は
授
業
の
ネ
ッ
ト
配
信
の
意
義
で

あ
ろ
う
。
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
を
通

じ
た
授
業
配
信
の
意
義
を
、

３
点
ほ
ど
挙
げ
て
お
き
た
い
。

第
１
に
、
大
学
の
研
究
成
果

を
社
会
に
向
け
て
公
表
す
る

意
義
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
大

学
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要

な
社
会
貢
献
で
あ
ろ
う
。
実

際
、
本
学
が
配
信
し
た
授
業

の
受
講
者
は
、
年
齢
も
、
性

別
も
、
国
籍
ま
で
も
多
様
で

あ
っ
た
。
授
業
担
当
教
員
も

大
い
に
達
成
感
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

第
２
に
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
国
際
文
化
交
流
学
部
と
い
う
見

慣
れ
な
い
学
部
の
存
在
意
義
が
知
ら
れ
る
と
い
う
広
報
的
な
意
味

が
あ
っ
た
。「
学
習
院
」
だ
か
ら
「
日
本
ら
し
さ
」
と
い
う
誤
解
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
日
本
や
世
界
に
向
け
て
学
術
情
報
を
発

信
す
る
意
義
は
大
き
い
。
受
講
者
に
は
、「
大
学
っ
て
、
こ
ん
な
こ

と
も
教
え
て
く
れ
る
の
か
」
と
思
っ
て
も
ら
え
た
に
違
い
な
い
。

　

第
３
に
、
大
学
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
の
推
進
を
是
と
す

る
な
ら
、
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
に
お
け
る
授
業
配
信
は
そ
の
実
験
と
し
て

の
意
味
合
い
を
も
つ
。
教
室
内
で
は
な
か
な
か
試
せ
な
い
こ
と
も
、

Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
な
ら
で
き
る
と
い
う
面
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
技
術
力
の
あ
る
制
作
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
う
し
た
ス
タ
ッ
フ
と
の
共
同
作
業
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
、

学
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

４　

今
後
に
向
け
て

　

本
学
は
３
年
間
の
授
業
配
信
を
経
て
、
大
学
と
し
て
ど
の
よ
う

な
授
業
を
配
信
す
べ
き
か
、
ど
う
す
れ
ば
社
会
貢
献
度
が
高
ま
る

か
な
ど
を
吟
味
す
る
段
階
に
至
っ
て
い
る
。
ひ
と
ま
ず
２
０
１
８

年
度
は
授
業
配
信
を
控
え
、
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
意
義
を
高
め
る
た
め

に
内
容
を
再
検
討
し
、
新
た
な
形
で
受
講
者
の
知
的
好
奇
心
と
学

習
意
欲
を
刺
激
す
る
授
業
を
配
信
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

徳田和夫教授の講義風景
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　

上
智
大
学
の
オ
ー
プ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育

　

上
智
大
学
の
オ
ー
プ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
取
り
組
み
は
、
２

０
１
０
年
のO

pen Course W
are

（
Ｏ
Ｃ
Ｗ
）
へ
の
参
加
に
さ

か
の
ぼ
る
。
授
業
の
動
画
や
資
料
、
学
内
開
催
の
講
演
会
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
模
擬
授
業
な
ど
、
４
０
０
近
い
コ
ン
テ
ン
ツ

を
公
開
し
て
お
り
、
本
学
の
教
育
研
究
活
動
の
一
端
を
公
開
す
る

場
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。（https://ocw

.cc.sophia.ac.jp/
）

　

２
０
１
４
年
４
月
に
は
、
本
学
の
教
育
研
究
活
動
の
社
会
還
元

を
よ
り
強
化
す
る
目
的
で
、
日
本
オ
ー
プ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
推

進
協
議
会
（
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
）
に
加
盟
し
た
。
こ
の
と
き
、
Ｏ
Ｃ
Ｗ

の
取
り
組
み
の
存
続
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
が
、
Ｏ
Ｃ
Ｗ
と
Ｊ
Ｍ

Ｏ
Ｏ
Ｃ
は
オ
ー
プ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
方
向
性
が
異
な
る
と
判

断
し
、
並
行
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

２　

本
学
に
し
か
で
き
な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
！

　
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
講
座
制
作
に
当
た
り
、「
本
学
に
し
か
で
き
な
い

コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
」
を
念
頭
に
、
上
智
大
学
の
特
色
を
生
か
し
た

テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。
そ
の
結
果
、『
大
航
海
時
代
の
日
本
：
日
欧

文
化
交
流
の
歴
史
（
ヒ
ス
ト
リ
ア
）』（
２
０
１
５
年
３
月
）
と
、

『
ア
ン
コ
ー
ル・

ワ
ッ
ト
研
究
～
「
人
間
」
を
考
え
る
総
合
学
問
と

し
て
の
新
地
平
～
』（
２
０
１
６
年
９
月
）
の
２
講
座
を
、gacco

®

上
で
公
開
し
た
。
前
者
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
本
学
の
設
立
母
体
で

あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
日
本
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
に
よ
り
、
日

本
と
欧
州
の
文
化
が
「
接
続
さ
れ
た
」
こ
と
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

そ
の
時
代
の
日
欧
の
文
化
交
流
を
扱
っ
た
。
後
者
は
、
上
智
大
学

ア
ジ
ア
人
材
養
成
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
の
石
澤
良
昭
教
授
が
長
年

携
わ
っ
て
き
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア
ン
コ
ー
ル・

ワ
ッ
ト
遺
跡
の
修

復
活
動
を
中
心
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
歴
史・

文
化
な
ど
を
扱
っ
た

講
座
で
あ
る
。
共
に
、
上
智
大
学
の
建
学
の
理
念
（
叡ソ

フ
ィ
ア智

が
世
界

を
つ
な
ぐ
）
や
教
育
精
神
（M

en and W
om

en for O
thers, 

w
ith O

thers

）
と
密
接
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、
ま
さ
に

「
本
学
に
し
か
で
き
な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
」
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

も
う
一
つ
の
特
長
は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
用
の
ビ
デ
オ
ク
リ
ッ

海
外
展
開
も
見
据
え
た
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ

講
座
―
上
智
大
学
の
取
り
組
み
事
例

［
上
智
大
学
］大

日
方 
聖
信
●
上
智
大
学
総
務
局
広
報
グ
ル
ー
プ
長

《
オ
ー
プ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
編
》
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プ
も
含
め
全
て
の
動
画

に
英
語
の
字
幕
を
入

れ
、
課
題
も
日
英
で
作

成
し
た
点
に
あ
る
。
受

講
生
を
日
本
人
に
限
定

せ
ず
、
日
本
語
を
母
語

と
し
な
い
方
々
に
も
受

講
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
工
夫
し
た
。
英
語

字
幕
を
付
け
る
こ
と
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
当
初
か

ら
の
既
定
路
線
で
あ
っ

た
が
、
結
果
と
し
て
、

海
外
の
方
々
に
も
少
な

か
ら
ず
受
講
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

過
去
２
回
の
実
績
が
評
価
さ
れ
、
ま
た
、
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
事
務
局

の
後
押
し
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ア
ジ
ア
諸
国
間
の
オ
ー
プ
ン
オ

ン
ラ
イ
ン
教
育
の
連
携
を
図
る
目
的
で
２
０
１
７
年
３
月
に
タ
イ・ 

バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
た
「T

he 1
st A

sia-Pacific M
O

O
Cs 

Stakeholders Sum
m

it

」
に
お
い
て
、
小
職
が
事
例
発
表
を
行
っ

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
が
あ
る
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
英
語
字
幕
を

付
け
る
こ
と
は
、
自
国
以
外
の
受
講
生
の
取
り
込
み
や
国
を
ま
た

い
だ
講
座
の
提
供
に
有
効
で
あ
る
と
の
感
触
を
得
て
、
本
学
の
取

り
組
み
の
成
果
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

３　

今
後
の
取
り
組
み

　

講
座
制
作
は
、
関
係
す
る
教
職
員
の
負
荷
が
大
き
い
こ
と
も
あ
っ

て
量
産
化
が
難
し
い
が
、
現
在
、
第
３
弾
以
降
の
制
作
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
制
作
し
た
講
座
に
つ
い
て
も
、
既
存
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
の
公
開
だ
け
で
な
く
、
い
く
つ
か
の
動
画
を
取

り
出
し
、
授
業
や
講
演
会
な
ど
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
以
外
で
も
使
用
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
利
用
も
検
討
に
値
す
る
。

　

バ
ン
コ
ク
の
会
議
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ・

バ
ン
コ
ク
オ
フ
ィ
ス
代

表
か
ら
、
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
は
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」

の
目
標
４
「
質
の
高
い
教
育
を
全
て
の
人
々
へ
」
の
達
成
に
非
常

に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
本
学
の
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ

Ｃ
講
座
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
４
の
達
成
に
貢
献
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
望

外
の
幸
せ
で
あ
り
、
今
後
も
、「
持
続
的
な
」
講
座
の
制
作
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
る
。

�
※gacco

は
株
式
会
社
ド
コ
モgacco

の
登
録
商
標
。

すべての動画に英語字幕をつけた
（『アンコール･ワット研究』、石澤良昭教授によるプロモーション用動画から）
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　

は
じ
め
に

　

早
稲
田
大
学
は
２
０
１
５
年
９
月
に
、
１
５
０
０
万
人
を
超
え

る
学
習
者
が
登
録
し
て
い
る
大
規
模
公
開
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

（M
O

O
C

：M
assive O

pen O
nline Course
）
の
プ
ラ
ッ 

ト
フ
ォ
ー
ム
の
一
つ
で
あ
る
ｅ
ｄ
ｘ
に
加
盟
し
、
二
つ
の
コ
ー
ス

を
開
設
し
た
。
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
開
発・

デ
ー
タ
分
析
は
、
筆
者
が
所

属
す
る
早
稲
田
大
学 

大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て

行
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
開
講
し
た
講
座
と
グ
ロ
ー

バ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
配
信
の
意
義
に
言
及
し
、
最
後
に
早
稲
田
大
学
に

お
け
る
今
後
の
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
可
能
性
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

２　

こ
れ
ま
で
に
開
講
し
た
講
座

　

第
一
弾
の
講
座
は
、
柴
山
知
也
教
授
に
よ
るT

sunam
is and 

Storm
 Surges

：Introduction to Coastal D
isasters

で
あ

り
、
沿
岸
防
災
に
焦
点
を
当
て
た
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
講
座
に

は
、
終
了
時
点
で
２
６
７
５
人
が
登
録
し
、
修
了
率
は
９・

４
％

で
あ
っ
た
。
本
講
座
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、Reddit

と

い
う
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
学
習
者
の
質
問
に
対
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
回
答
す
るA

sk M
e A

nything

を
行
っ

た
。
ま
た
、
本
講
座
はJack K

ent Cooke Foundation

の
奨

学
金
指
定
講
座
に
選
ば
れ
、
講
座
を
修
了
す
る
こ
と
が
奨
学
金
応

募
の
条
件
と
な
っ
た
。

　

第
二
弾
と
し
て
、
戸
田
貴
子
教
授
に
よ
るJapanese Pronun-

ciation for Com
m

unication

と
い
う
日
本
語
の
発
音
を
対
象
と

す
る
講
座
を
開
講
し
た
。
こ
の
講
座
に
は
１
万
１
１
６
５
人
が
登

録
し
、
修
了
率
は
７・

５
％
で
あ
っ
た
。
特
徴
的
な
取
り
組
み
と

し
て
は
、
本
編
動
画
以
外
に
「
会
話
で
学
ぶ
日
本
語
発
音
＆
カ
ル

チ
ャ
ー
」
や
「
世
界
の
日
本
語
音
声
教
育
」、「
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ

練
習
用
教
材
」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
が
あ
る
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
ニ
ー
ズ
に
鑑
み
、
日
本

語
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

語
、
タ
イ
語
の
字
幕・

訳
文
を
提
供
し
た
。

　

前
記
の
講
座
は
い
ず
れ
も
、
現
在
、
再
開
講
し
て
い
る
。
ま
た
、

世
界
に
向
け
た
教
育
内
容
の
公
開

［
早
稲
田
大
学
］

石
井 
雄
隆
●
早
稲
田
大
学 

大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
助
手

《
オ
ー
プ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
編
》
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第
三
弾
講
座
と
し
て
、
池
上
重
輔
教
授
に
よ
るJapanese Busi-

ness M
anagem

ent

の
開
講
を
予
定
し
て
い
る
。

３　

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
配
信
の
意
義

　

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
を
用
い

て
教
育
内
容
を
公
開

す
る
こ
と
に
は
多
く

の
意
義
が
あ
る
が
、

本
稿
で
は
、
広
報

ツ
ー
ル
と
し
て
の
可

能
性
に
言
及
す
る
。

図
１
は
、「
早
稲
田
大

学
に
つ
い
て
、
当
て

は
ま
る
も
の
を
す
べ

て
選
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
い
う
設
問
に

対
す
る
第
一
弾
講
座

（
ｎ
＝
８
４
９
）
お

よ
び
第
二
弾
講
座

（
ｎ
＝
６
１
０
）
の

回
答
結
果
で
あ
る
。

　

第
一
弾
講
座
に
つ
い
て
は
62
％
（
５
２
４
名
）、
第
二
弾
講
座
に

つ
い
て
は
83
％
（
５
０
６
名
）
の
学
習
者
が
、「
名
前
を
知
っ
て
い

た
け
れ
ど
、
早
稲
田
大
学
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
な
い
」
ま
た

は
「
こ
の
コ
ー
ス
を
受
け
る
ま
で
早
稲
田
大
学
に
つ
い
て
一
度
も

聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ

は
、
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
の
広
報
ツ
ー

ル
と
し
て
の
可
能
性
も
持
っ
て
い
る
こ
と
が
、
結
果
か
ら
示
唆
さ

れ
た
。

４　

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
今
後
の
可
能
性

　

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
今
後
の
可
能
性
と
し
て
は
、
次
の
三
点
が
考
え
ら

れ
る
。
一
点
目
は
、
学
習
履
歴
の
解
析
に
基
づ
く
新
た
な
教
育
手

法
の
開
発
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
学
習
履
歴
を
基
に
し
て
、
オ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
新
し
い
教
育
手
法
を
導
入
す
る
こ
と
を
指
す
。
二
点
目

と
し
て
は
、
反
転
授
業
や
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
（Sm

all Private O
nline 

Courses

）
に
お
け
る
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
利
活
用
で
あ
る
。
三
点
目
は
、

M
icroM

asters

へ
の
対
応
で
あ
る
。
こ
れ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
位

を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
こ
う
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
正
規
科
目
と
し
て
の
取
り
扱
い
と
い
っ
た
世

界
的
潮
流
へ
の
対
応
も
、
今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
あ

ろ
う
。

図１　アンケートの結果
0 10 20 30 40 50 60

このコースを受けるまで
早稲田大学について一度
も聞いたことがなかった

名前を知っていたけれど、
早稲田大学についてよく
知っていない

早稲田大学について少し
知っている

早稲田大学のことをとても
よく知っている

早稲田大学の職員・研究者
である

早稲田大学の学生・卒業生
である

私の大学は早稲田大学の
協定校である

早稲田大学で学びたいと
思っている

留学生・訪問学者として
早稲田大学にいたことが
ある

（%）

第一弾講座
第二弾講座
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４
歳
の
時
に
、体
を
強
く
す
る
た
め
に 

始
め
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ

川
島　
本
日
は
、
小
林
紀
子
バ
レ
エ・

シ
ア
タ
ー

の
プ
リ
ン
シ
パ
ル
と
し
て
ご
活
躍
な
さ
っ
て
い
る

島
添
亮
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。
こ
の
バ
レ

エ
ス
タ
ジ
オ
に
島
添
さ
ん
が
入
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
瞬
間
に
、
全
身
か
ら
華
や
か
な
オ
ー
ラ

が
漂
っ
て
く
る
よ
う
な
感
じ
を
受
け
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
島
添
さ
ん
が
バ
レ
エ
を
お
始
め
に 

な
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

島
添　
私
が
４
歳
の
頃
、
か
か
り
つ
け
の
小
児
科

の
先
生
が
、「
体
を
強
く
す
る
た
め
に
、
バ
レ
エ
か

水
泳
を
習
っ
て
み
た
ら
？
」
と
母
に
勧
め
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
水
泳
教
室
へ
見
学
に
行
っ

た
の
で
す
が
、
た
ま
た
ま
厳
し
い
練
習
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
水
泳
は
や
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
次

に
自
宅
の
す
ぐ
近
く
の
バ
レ
エ
教
室
を
見
て
、「
あ

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
教
室
に
通
い
た
い
」
と

私
が
言
っ
た
ら
し
い
の
で
す
。

ク ロ ー ズ ア ッ プ

・

イ ン タ ビ ュ ー

小
林
紀
子
バ
レ
エ・

シ
ア
タ
ー
　
プ
リ
ン
シ
パ
ル

島
添 

亮
子
さ
ん
に
聞
く

し
ま
ぞ
え・

あ
き
こ

共
立
女
子
大
学
国
際
文
化
学

部（
現 

国
際
学
部
）卒
業
。小

林
紀
子
バ
レ
エ・

シ
ア
タ
ー

の
プ
リ
ン
シ
パ
ル・

ダ
ン

サ
ー
と
し
て
古
典
か
ら
近
代

バ
レ
エ
ま
で
幅
広
く
主
演
す

る
ほ
か
、
新
国
立
劇
場
バ
レ

エ
公
演
、（
公
社
）日
本
バ
レ
エ

協
会
公
演「
ジ
ゼ
ル
」な
ど
で

主
演
し
て
い
る
。
’07
東
京
新

聞
制
定
中
川
鋭
之
助
賞
、
’08

橘
秋
子
賞
優
秀
賞
、
’12
服
部

智
恵
子
賞
な
ど
を
受
賞
。

聞
き
手 

川
島 

葵
さ
ん
●
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
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川
島　
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
と
い
う
と
、
最
初
は

衣
装
が
可
愛
ら
し
い
と
い
っ
た
理
由
で
始
め
る
方

が
多
い
の
か
な
と
思
う
の
で
す
が
。

島
添　
私
も
母
も
、
そ
う
い
う
衣
装
な
ど
を
見
た

こ
と
は
全
く
な
く
て
、
バ
レ
エ
の
知
識
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
た
ま
た
ま
、
近
所
の
お
友
達
が
そ

こ
で
習
お
う
か
な
と
言
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

私
も
通
う
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。

川
島　
週
に
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
し
た
か
。

島
添　
金
曜
と
日
曜
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
教
室

が
本
当
に
家
か
ら
す
ぐ
で
し
た
の
で
、
親
も
送
り

迎
え
の
心
配
を
せ
ず
に
行
け
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

先
生
が
ち
ょ
う
ど
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
頃
に
私
が
学

校
か
ら
帰
っ
て
き
て
、
練
習
会
場
の
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
を
お
手
伝
い
し
て
、「
じ
ゃ
あ
、
ち
ょ
っ
と
家
に

帰
っ
て
用
意
を
し
て
、
後
で
ま
た
来
ま
す
」
と
い
っ

た
よ
う
な
、
ほ
ん
わ
か
と
し
た
感
じ
で
し
た
。

小
学
生
の
頃
か
ら 

「
将
来
は
公
務
員
に
な
り
な
さ
い
」

川
島　
ご
両
親
も
バ
レ
エ
は
お
好
き
だ
っ
た
の
で

す
か
。

島
添　
母
は
学
芸
会
な
ど
は
好
き
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
最
初
は
バ
レ
エ
の
レ
ッ
ス
ン
が
週
に
２
回
で

し
た
が
、
そ
れ
が
３
回
に
な
り
、
小
学
校
の
先
生

か
ら
私
立
中
学
の
受
験
を
勧
め
ら
れ
た
た
め
、
３

年
生
の
後
半
か
ら
は
塾
に
も
通
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
母
は
書
道
を
教
え
て
い
た
の
で
、
私
も
お

習
字
を
習
っ
て
、
さ
ら
に
ピ
ア
ノ
も
習
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

川
島　
そ
れ
は
、
小
学
生
に
と
っ
て
大
変
な
忙
し

さ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

島
添　
さ
す
が
に
ピ
ア
ノ
は
５
年
生
の
時
に
や
め

ま
し
た
が
、
バ
レ
エ
は
休
む
の
が
い
や
で
、
ず
っ

と
続
け
ま
し
た
。
中
学
受
験
の
た
め
に
バ
レ
エ
の

練
習
を
３
カ
月
ほ
ど
休
ん
だ
の
で
す
が
、
戻
っ
て

み
た
ら
、
友
達
全
員
が
ピ
ル
エ
ッ
ト
と
い
う
回
転

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
時

は
と
て
も
焦
っ
て
、「
こ
れ
は
大
変
だ
」
と
思
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
将
来
は
バ
レ
エ
の
道

へ
、
な
ど
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、
本
当

に
楽
し
く
続
け
て
い
ま
し
た
。

川
島　
小
さ
い
頃
か
ら
プ
ロ
を
目
指
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。
バ
レ
エ
を
や
め
た

い
と
か
練
習
を
休
み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
か
。

島
添　
な
か
っ
た
で
す
ね
。
両
親
か
ら
は
、
私
が

小
学
生
の
頃
か
ら
、「
将
来
は
公
務
員
に
な
り
な
さ

い
」
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
父
は
九
州
男

児
で
、
厳
し
か
っ
た
の
で
、
子
ど
も
な
が
ら
に
、
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将
来
は
バ
レ
エ
の
ほ
う
に
進
む
と
い
う
こ
と
は
絶

対
に
無
理
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

川
島　
中
学
に
入
っ
て
も
、
バ
レ
エ
は
続
け
て
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
部
活
な
ど
は
な
か
っ

た
の
で
す
か
。

島
添　
中
高
一
貫
校
に
入
学
し
ま
し
た
が
、
バ
レ

エ
の
ほ
う
は
、
同
じ
年
齢
の
仲
の
い
い
友
達
が
何

人
も
い
た
の
で
楽
し
く
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
部
活

も
ダ
ン
ス
部
に
入
っ
て
、
バ
レ
エ
の
練
習
が
あ
る

時
は
先
に
帰
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
り
と
、
両
立
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
学
か
ら
高
校
へ
と
上
が
る
に
連
れ
て
バ
レ
エ

の
練
習
も
増
え
ま
し
た
が
、
バ
レ
エ
の
ス
タ
ジ
オ

に
行
く
と
日
常
の
い
や
な
こ
と
も
全
て
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
て
も
自
由
に
な
れ
る
と
感
じ
て

い
ま
し
た
。
き
っ
と
、
バ
レ
エ
で
発
散
し
て
い
た

の
で
し
ょ
う
ね
。

川
島　
こ
の
ス
タ
ジ
オ
と
い
う
空
間
は
、
島
添
さ

ん
に
と
っ
て
特
別
な
場
所
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

島
添　
当
時
、
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
た
先
生
は
、

と
に
か
く
ス
タ
ジ
オ
に
入
っ
た
ら
生
徒
を
バ
レ
エ

に
集
中
さ
せ
て
く
れ
る
方
で
し
た
。
愛
情
を
持
っ

て
真
剣
に
怒
っ
て
い
た
だ
け
る
先
生
で
、
リ
ハ
ー

サ
ル
は
絶
対
に
休
ん
で
は
い
け
な
い
と
か
、
音
楽

が
流
れ
て
い
る
間
は
静
か
に
す
る
と
い
っ
た
マ

ナ
ー
に
も
厳
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
頃
か
ら
、
ス

タ
ジ
オ
で
何
か
あ
っ
て
も
そ
れ
を
外
に
持
ち
越
さ

な
い
、
ス
タ
ジ
オ
は
日
常
と
は
違
う
特
別
な
空
間

だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

川
島　
ス
タ
ジ
オ
で
は
、
ど
ん
な
ふ
う
に
レ
ッ
ス

ン
が
始
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
。

島
添　
教
室
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
だ
と
思
い
ま
す

が
、
私
の
場
合
は
自
宅
の
す
ぐ
前
が
教
室
で
し
た

の
で
、
家
で
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
か
ら
行
き
ま
し

た
。
ス
タ
ジ
オ
で
は
、
生
徒
は
レ
オ
タ
ー
ド
に
ピ

ン
ク
の
タ
イ
ツ
に
バ
レ
エ
シ
ュ
ー
ズ
姿
で
待
っ
て

い
て
、
バ
ー
レ
ッ
ス
ン
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

小
学
生
く
ら
い
に
な
る
と
、
自
分
で
や
っ
て
み

た
い
こ
と
が
あ
れ
こ
れ
出
て
く
る
の
で
、
普
段
か

ら
家
で
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

川
島　
日
々
の
積
み
重
ね
な
の
で
す
ね
。
中
学
や

高
校
で
勉
強
に
集
中
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
き

も
、
バ
レ
エ
の
こ
と
が
頭
に
あ
っ
た
り
す
る
よ
う

な
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
し
た
か
。

島
添　
バ
レ
エ
と
勉
強
は
分
け
て
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
試
験
期
間
中
に
バ
レ
エ
の
発
表
会
前
の
リ

ハ
ー
サ
ル
が
あ
っ
た
時
は
、
大
変
で
し
た
。
そ
ん

な
時
は
ど
う
し
て
い
た
の
か
、
学
校
の
後
輩
か
ら

聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、「
と
に
か
く
、
両

方
頑
張
る
し
か
な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

川
島　
バ
レ
エ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
勉
強
も
頑

張
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

島
添　
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

川
島　
高
校
生
く
ら
い
に
な
る
と
、
そ
ろ
そ
ろ
自

己
主
張
と
い
い
ま
す
か
、
将
来
は
こ
ん
な
こ
と
を

島
添 

亮
子
さ
ん
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や
り
た
い
と
い
っ
た
こ
と
が
出
て
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

島
添　
バ
レ
エ
に
つ
い
て
、
自
分
の
中
で
は
頑
張
っ

て
い
る
け
れ
ど
、
上
に
は
上
が
あ
っ
て
、
コ
ン
ク
ー

ル
に
挑
戦
す
る
人
も
い
た
の
で
、
バ
レ
エ
の
道
に

進
む
の
は
無
理
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
先
生
が
非
常
に
熱
心
に
教
え
て
く
だ
さ
る

の
で
、
と
に
か
く
そ
れ
に
食
ら
い
つ
い
て
練
習
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

先
生
か
ら
は
、
高
校
を
卒
業
し
た
ら
バ
レ
エ
の

道
に
進
む
よ
う
助
言
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
は

自
信
が
な
く
て
不
安
だ
っ
た
の
で
、
大
学
に
進
学

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
共
立
女
子
大
学
の
国
際

文
化
学
部
に
推
薦
で
合
格
が
決
ま
り
、
高
校
の
卒

業
式
ま
で
比
較
的
フ
リ
ー
な
時
間
が
で
き
た
と
こ

ろ
、
バ
レ
エ
の
先
生
か
ら
「
コ
ン
ク
ー
ル
に
挑
戦

し
て
み
よ
う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
私

が
慎
重
な
タ
イ
プ
で
あ
る
こ
と
を
分
か
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
緊
張
し
な
い
よ
う
に
「
賞

を
取
る
た
め
に
出
場
す
る
の
で
は
な
く
、
発
表
会

で
踊
る
演
目
の
練
習
の
た
め
に
出
な
さ
い
」
と
言
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

川
島　
結
果
は
、
い
か
が
で
し
た
か
。

島
添　
ほ
か
の
人
の
踊
り
を
見
て
、
き
れ
い
だ
な

す
ご
い
な
と
感
激
し
な
が
ら
、
で
も
自
分
は
発
表

会
の
踊
り
の
た
め
に
こ
こ
に
来
て
い
る
の
だ
か
ら

と
、
あ
ま
り
緊
張
せ
ず
に
踊
っ
た
結
果
、
入
賞
す

る
と
い
う
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

「
あ
な
た
は
バ
レ
エ
を 

や
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
」

川
島　
不
安
が
あ
っ
た
の
で
大
学
に
進
ん
だ
と
い

う
お
話
で
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
は
、
も
っ
と
自

分
の
世
界
を
広
げ
た
い
と
か
可
能
性
を
追
究
し
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

島
添　
そ
う
で
す
ね
。
大
学
に
通
い
な
が
ら
バ
レ

エ
を
続
け
る
こ
と
に
対
し
て
、
自
分
が
ど
う
感
じ

る
か
見
て
み
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　

中
学
３
年
の
春
休
み
に
、
英
国
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
で
２
週
間
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
こ
と
か
ら

英
国
が
大
好
き
に
な
り
、
ま
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ

エ
の
発
祥
は
欧
州
な
の
で
、
大
学
で
は
そ
れ
に
関

連
し
て
い
る
こ
と
を
学
び
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

３
年
次
に
は
英
国
に
詳
し
い
先
生
の
ゼ
ミ
、
４
年

次
で
は
、
学
校
案
内
の
冊
子
で
バ
レ
エ
に
つ
い
て

書
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
中
村
喜
和
先
生
の
ゼ
ミ

に
入
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
、
大
学
４
年
間
で

一
番
大
き
い
出
会
い
が
中
村
先
生
で
し
た
。
先
生

は
ロ
シ
ア
文
学
が
ご
専
門
で
、
１
９
９
８
年
に
は

ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ロ
モ
ノ
ー
ソ
フ
金
メ

ダ
ル
を
受
章
な
さ
っ
た
ほ
ど
で
す
。

　

そ
の
頃
、
私
の
周
囲
に
は
バ
レ
エ
に
詳
し
い
人

が
お
ら
ず
、
大
学
卒
業
後
は
バ
レ
エ
の
道
に
進
み

た
い
と
言
っ
た
ら
、
バ
レ
エ
関
係
者
以
外
は
み
ん

な
に
反
対
さ
れ
ま
し
た
。
父
か
ら
も
、「
実
社
会
を

川
島 

葵
さ
ん
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知
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
」
と
言
わ
れ
、
就
職

活
動
を
し
た
の
で
す
。

川
島　
黒
い
ス
ー
ツ
を
着
て
、
面
接
を
受
け
た
り

な
さ
い
ま
し
た
か
。

島
添　
は
い
。
あ
る
銀
行
の
三
次
面
接
で
、
面
接

官
か
ら
不
意
に
「
あ
な
た
は
バ
レ
エ
の
話
を
た
く

さ
ん
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
バ
レ
エ
を
や
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
か
」
と
、
ご
く
普
通
の
口
調

で
言
わ
れ
ま
し
た
。
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
質

問
に
う
ろ
た
え
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
「
バ
レ
エ

を
や
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
強
く
思
い
、
自

分
の
本
心
に
よ
う
や
く
気
付
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
中
村
先
生
に
相
談
し
ま
し
た
。

川
島　
先
生
は
、
何
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
。

島
添　
「
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
の
世
界
に
入
る
と
い
う

こ
と
は
、
芸
術
家
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
人
が
こ
の
ゼ
ミ
か
ら
出
る
な

ん
て
、
す
ご
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
喜
ん
で
、
大
賛

成
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
ロ
シ
ア
へ
お
出
か
け
に
な
っ
た
際
に

ボ
リ
シ
ョ
イ
劇
場
で
バ
レ
エ
を
ご
覧
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。
私
は
、
バ
レ
エ
関
係
者
以
外
で
「
本
物

の
バ
レ
エ
、
本
物
の
芸
術
家
」
を
ご
存
じ
の
方
に

出
会
っ
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。
そ
ん
な
先
生
が

賛
成
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
一
言
一
言
が
う
れ

し
く
て
、
バ
レ
エ
に
魅
せ
ら
れ
て
い
た
自
分
は
間

違
い
で
は
な
か
っ
た
と
確
信
し
ま
し
た
。
先
生
に

は
、
バ
レ
エ
に
関
連
す
る
本
を
貸
し
て
い
た
だ
い

た
り
、
大
学
時
代
に
は
バ
レ
エ
教
室
の
発
表
会
に

来
て
い
た
だ
い
た
り
と
、
た
く
さ
ん
応
援
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
で
学
ん
だ
お
か
げ
で
、 

作
品
の
理
解
が
深
ま
っ
た

川
島　
島
添
さ
ん
は
、
大
学
を
ご
卒
業
な
さ
っ
て

小
林
紀
子
バ
レ
エ・
シ
ア
タ
ー
に
正
団
員
と
し
て

入
団
し
、
２
０
０
０
年
に
「
く
る
み
割
り
人
形
」

で
主
役
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

島
添　
大
学
を
卒
業
す
る
と
き
に
、「
卒
業
し
た
ら

２
年
間
、
バ
レ
エ
を
や
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
両
親

に
話
し
ま
し
た
。

　

小
林
紀
子
バ
レ
エ・

シ
ア
タ
ー
で
踊
る
よ
う
に

な
っ
て
、
先
生
か
ら
は
「
あ
な
た
は
大
学
の
４
年

ぶ
ん
、
遅
い
ス
タ
ー
ト
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

川
島　
そ
れ
は
、
と
て
も
厳
し
い
言
葉
に
聞
こ
え

ま
す
が
。

島
添　
「
だ
か
ら
、
と
に
か
く
頑
張
り
な
さ
い
」

と
、
常
に
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
バ
レ
エ

ダ
ン
サ
ー
を
目
指
す
若
い
人
は
、
大
学
進
学
よ
り

も
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
な
ど
を
選
ぶ
ほ
う
が
多
い
で

し
ょ
う
。
プ
ロ
の
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
に
な
る
に
は
、

そ
れ
だ
け
時
間
が
か
か
る
ん
で
す
ね
。
始
め
る
の

も
、
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
い
い
。

　

多
分
、
自
分
は
ほ
か
の
仲
間
た
ち
と
は
ち
ょ
っ

と
違
う
思
い
で
こ
こ
に
来
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
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し
た
。
本
当
に
バ
レ
エ
が
う
ま
く
な
り
た
か
っ
た

し
、
興
味
の
対
象
が
同
世
代
の
人
と
は
異
な
っ
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
練
習
が
つ
ら
く
て
も
、

「
私
は
大
学
に
行
っ
た
ぶ
ん
、
遅
れ
て
い
る
の
だ
か

ら
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、
納
得
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

川
島　
い
い
意
味
で
、
あ
ま
り
気
に
し
な
く
な
っ

た
、
焦
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

島
添　
そ
う
で
す
ね
。
４
年
間
、
バ
レ
エ
の
み
に

集
中
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
た
め
に
、
い
ま
バ

レ
エ
が
や
れ
る
だ
け
で
幸
せ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
学
の
授
業
で
英
国
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
、
美
し
い
庭
園
や
テ
ー
ブ
ル
ウ
エ
ア
の
写
真
を

見
た
り
、
社
交
界
に
つ
い
て
知
っ
た
り
し
た
こ
と

が
、
気
が
付
か
な
い
う
ち
に
自
分
の
中
に
蓄
積
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
上
演
す
る
作
品
の
時
代
背

景
や
文
化
的
な
こ
と
に
も
注
目
す
る
こ
と
で
、
作

品
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
て
、
自
分
が
そ
れ
に

関
わ
れ
る
だ
け
で
幸
せ
で
、
細
か
い
こ
と
は
気
に

し
な
く
な
り
ま
し
た
。

川
島　
大
学
を
卒
業
し
て
バ
レ
エ
に
打
ち
込
ん
だ

２
年
間
は
、
ど
ん
な
時
間
で
し
た
か
。

島
添　
ひ
た
す
ら
バ
レ
エ
に
集
中
し
た
２
年
間
で

し
た
。
２
年
た
っ
た
時
点
で
、
よ
く
「
や
め
ろ
」

と
言
わ
れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
が
疲
れ
て

帰
っ
て
も
、
両
親
は
文
句
を
言
わ
な
か
っ
た
し
、

リ
ハ
ー
サ
ル
で
自
分
に
要
求
さ
れ
て
い
る
も
の
が

分
か
ら
ず
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
悩
ん
で
い
て
も
、

真
剣
に
や
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
ま
し

た
。
両
親
に
は
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
が
い
ま
あ
る
の
は
、
２
０
０
１
年
に
、

英
国
の
ロ
イ
ヤ
ル・

バ
レ
エ
団
の
振
付
家
と
し
て

活
躍
し
、
人
間
模
様
を
描
く
作
品
で
世
界
で
最
も

有
名
な
ケ
ネ
ス・

マ
ク
ミ
ラ
ン
さ
ん
振
り
付
け
の

「
ソ
リ
テ
イ
ル
」
の
主
役
の
少
女
役
に
抜
擢
し
て
い

た
だ
い
た
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
力
だ

け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
、
素
晴
ら
し
い
振
付

家
の
作
品
と
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
て
、
運
が
よ
か
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
作
品
の
演
技
で
、

舞
台
批
評
家
協
会
新
人
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
「
ソ
リ
テ
イ
ル
」
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、マ
ク
ミ
ラ
ン
さ
ん
の「
マ
ノ
ン
」
や
、「
眠

れ
る
森
の
美
女
」、「
イ
ン
ヴ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
」、「
グ

ロ
ー
リ
ア
」
な
ど
数
々
の
名
作
に
主
演
す
る
と
い

う
幸
運
に
恵
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、「
ア
ナ
ス
タ
シ
ア
」
と
い
う
作
品
に
、
２

０
１
２
年
に
主
演
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
最
後
の
ロ

シ
ア
皇
帝・

ニ
コ
ラ
イ
２
世
の
一
家
、
そ
し
て
皇

女
ア
ナ
ス
タ
シ
ア
の
人
生
を
描
い
た
も
の
で
、
一

家
に
関
わ
る
人
物
と
し
て
、
怪
僧・

ラ
ス
プ
ー
チ

ン
も
登
場
し
ま
す
。
第
１
幕
は
家
族
の
幸
せ
な
風

景
、
第
２
幕
で
は
ロ
シ
ア
革
命
が
勃
発
し
て
貴
族

社
会
が
崩
壊
し
、
一
家
全
員
が
殺
害
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
第
３
幕
は
、
自
分
は
殺
害
を
免
れ
た
末
娘・

ア
ナ
ス
タ
シ
ア
だ
と
主
張
し
た
、
ア
ン
ナ・

ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
の
お
話
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
作
品
の
準
備
を
し
て
い
た
と
き
に
、
か
つ

て
の
ロ
シ
ア
の
様
子
な
ど
を
中
村
先
生
に
お
伺
い

に
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
上
に
、

ロ
シ
ア
に
行
か
な
い
と
手
に
入
ら
な
い
よ
う
な
ニ

コ
ラ
イ
一
家
の
と
て
も
厚
い
写
真
集
を
貸
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
と
て
も
貴
重
な
資
料
な
の
で
、
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バ
レ
エ
団
の
先
生
に
も
お
見
せ
し
た
ほ
ど
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
上
演
の
際
に
は
先
生
を
ご
招
待
し
て
、

見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
を
お
返
し
に
あ
が
っ
た
と
こ
ろ
、

こ
ん
ど
は
ボ
リ
シ
ョ
イ
劇
場
を
テ
ー
マ
に
し
た
ロ

シ
ア
の
写
真
集
を
持
っ
て
こ
ら
れ
て
、「
こ
れ
を
あ

げ
よ
う
。
文
章
は
全
部
ロ
シ
ア
語
だ
か
ら
、
目
次

を
英
語
に
翻
訳
し
て
お
い
た
よ
」
と
。
本
当
に
感

激
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
１
４
年
に
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
「
三

人
姉
妹
」
を
マ
ク
ミ
ラ
ン
が
バ
レ
エ
化
し
た
作
品

に
出
演
す
る
際
に
、「
ま
た
ロ
シ
ア
の
作
品
に
出
会

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
先
生
に
お
伝
え
し
た

と
こ
ろ
、「
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
、
好
き
な
作
家
の
一
人

で
す
」
と
い
う
ご
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先

生
は
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
小
説
を
い
く
つ
も
翻
訳
し

て
出
版
な
さ
っ
て
い
ま
し
た
の
で
。

人
か
ら
聞
い
た
こ
と
は 

す
ぐ
に
忘
れ
て
身
に
付
か
な
い

川
島　
プ
ロ
の
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
は
、
振
付
家
や

ほ
か
の
出
演
者
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
作
品
を
作
り
上
げ

て
い
く
そ
う
で
す
が
、
私
た
ち
も
毎
日
の
生
活
の

中
で
、
ほ
か
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
な
が
ら
目
標
に
向
か
っ
て
力
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
こ

と
で
、
普
段
か
ら
何
か
気
を
付
け
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

島
添　
言
葉
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
そ
れ
以

上
に
作
品
に
取
り
組
む
姿
勢
が
大
切
だ
と
感
じ
ま

す
。
作
品
の
振
付
指
導
の
た
め
に
来
日
な
さ
っ
た

海
外
の
先
生
と
の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
、
英
国
の
作

品
を
こ
の
日
本
人
、
つ
ま
り
私
に
や
ら
せ
て
大
丈

夫
か
と
い
う
、
い
わ
ば
最
初
か
ら
最
後
ま
で
こ
ち

ら
が
試
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
に
、

セ
リ
フ
や
歌
詞
を
使
わ
ず
に
身
体
を
使
っ
て
表
現

す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
セ
リ
フ

が
な
い
お
か
げ
で
外
国
の
方
と
共
演
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
私
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
、
イ
タ
リ

ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ロ
シ
ア
の
国
際

的
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
ダ
ン
サ
ー
の
方
た
ち
と
共

演
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
方
た
ち
を
相
手
役
と
し

て
演
じ
る
と
き
に
は
、
話
す
よ
り
も
ま
ず
全
力
で

ぶ
つ
か
っ
て
い
く
こ
と
。
自
分
の
役
柄
は
も
ち
ろ

ん
、
相
手
役
の
ダ
ン
サ
ー
の
気
持
ち
を
考
え
、
呼

吸
や
感
情
を
読
み
、
よ
く
見
て
、
学
び
、
自
分
で

考
え
て
や
っ
て
い
る
と
、
助
け
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

川
島　
そ
の
真
っ
す
ぐ
な
姿
勢
が
周
り
の
方
に
伝

わ
っ
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
と

い
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

島
添　
ダ
ン
サ
ー
が
自
分
か
ら
「
こ
の
役
を
や
り

た
い
」
と
言
う
こ
と
は
な
く
、
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

さ
れ
て
は
じ
め
て
そ
の
役
に
向
き
合
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
リ
ハ
ー
サ
ル
で
、
要
求
さ
れ

た
レ
ベ
ル
ま
で
持
っ
て
い
か
な
い
と
上
演
で
き
ま

せ
ん
。
私
の
せ
い
で
日
本
人
の
ダ
ン
サ
ー
が
低
く

見
ら
れ
た
ら
い
や
だ
と
い
う
思
い
で
、
ぶ
つ
か
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
毎
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
、
自
分
に
対

し
て
、
ま
た
自
分
と
相
手
役
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
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指
導
者
が
さ
ら
に
も
っ
と
深
い
指
導
を
し
て
く
だ

さ
る
。
作
品
や
役
柄
の
演
じ
方
は
、
本
に
書
い
て

あ
る
こ
と
っ
て
一
つ
も
な
い
の
で
す
。

川
島　
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
と
か
、
お
手
本
が

あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

島
添　
公
演
の
ビ
デ
オ
を
見
て
も
、
人
に
よ
っ
て

見
方
が
違
う
こ
と
に
気
が
付
い
た
の
は
、
入
団
し

て
か
ら
何
年
も
後
で
し
た
。

川
島　
後
輩
か
ら
相
談
さ
れ
た
場
合
は
、
何
と
お

答
え
に
な
り
ま
す
か
。

島
添　

人
に
よ
っ
て
違
う
の
で
、
あ
ま
り
軽
々 

し
く
答
え
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま 

す
。
そ
ん
な
に
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
し
、
人
か

ら
聞
い
た
こ
と
は
す
ぐ
忘
れ
て
身
に
付
き
ま
せ
ん

か
ら
。

川
島　
楽
し
て
学
ん
で
も
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

島
添　
こ
れ
は
何
だ
ろ
う
、
ど
う
し
た
ら
い
い
ん

だ
ろ
う
と
、
自
分
が
本
当
に
苦
労
し
た
こ
と
ほ
ど

身
に
付
き
ま
す
よ
ね
。
私
も
、
お
世
話
に
な
っ
た

先
輩
が
い
る
の
で
、
後
輩
に
教
え
て
あ
げ
た
い
の

で
す
が
、「
難
し
い
ね
、
一
緒
に
頑
張
ろ
う
ね
」
と

話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

節
目
節
目
に
難
解
な
作
品
に
出
会
い 

そ
の
内
容
や
演
技
に
没
頭
し
て
き
た

川
島　
お
休
み
の
日
は
、
ど
の
よ
う
に
お
過
ご
し

に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

島
添　
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
と
同
時
に
、
身
体
も
動

か
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
次
の
舞
台
の
こ
と
を

考
え
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

川
島　
ま
た
新
た
な
喜
び
や
楽
し
み
が
あ
る
わ
け

で
す
ね
。

島
添　
大
学
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
や
い
ろ
い
ろ
な

悩
み
、
葛
藤
が
、
現
実
に
向
き
合
っ
て
リ
ア
ル
な

人
間
の
表
現
を
求
め
る
ケ
ネ
ス・

マ
ク
ミ
ラ
ン
と

い
う
振
付
家
の
作
品
に
出
会
っ
て
生
か
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
い
ま
の
私
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

彼
の
作
品
は
、
戦
争
や
小
説
や
歴
史
的
な
人
物

の
人
生
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
人
間
に
焦
点
を
合
わ

せ
た
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
私
は
節
目
節
目
に

彼
の
素
晴
ら
し
い
作
品
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
、

振
付
家
が
求
め
る
役
柄
の
解
釈
や
演
技
に
没
頭
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ダ
ン
サ
ー
に
高
い
レ
ベ
ル

を
求
め
る
指
導
者
の
方
々
に
出
会
っ
て
自
分
自
身

が
強
く
な
れ
た
し
、
繊
細
な
気
持
ち
は
繊
細
な
ま

ま
大
事
に
持
っ
て
い
て
い
い
と
い
っ
た
こ
と
を
学

べ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

川
島　
本
日
は
、
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

島添亮子さん（右）と川島葵さん
（2018年1月25日 小林紀子バレエ・シアターにて）
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石い
し

田だ 
涼り

ょ
う

学
校
法
人
京
都
精
華
大
学
理
事
長

　

赤
坂
博
前
理
事
長
の
任
期
満
了
に
と
も

な
い
、
２
０
１
７
年
12
月
25
日
付
で
石
田

涼
前
専
務
理
事
が
理
事
長
に
就
任
し
た
。

任
期
は
２
０
２
０
年
12
月
24
日
ま
で
の
３

年
間
。

　

石
田
新
理
事
長
は
１
９
６
２
年
兵
庫
県

生
ま
れ
。
１
９
８
４
年
同
志
社
大
学
文
学

部
文
化
学
科
国
文
学
専
攻
卒
業
、
１
９
８

６
年
佛
教
大
学
通
信
教
育
部
課
程
本
科
修

了
。
公
私
立
高
等
学
校
に
て
教
員
（
国
語

科
）
を
務
め
る
。

　

１
９
８
９
年
京
都
精
華
大
学
に
入
職
。

事
務
局
各
部
署
を
歴
任
し
た
後
、
１
９
９

９
年
か
ら
常
務
理
事
、
専
務
理
事
を
務
め

る
。
理
事
就
任
以
降
は
、
マ
ン
ガ
学
部・

デ
ザ
イ
ン
学
部
の
開
設
を
は
じ
め
と
す
る

学
部
の
再
編
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
を
配
偶

者
と
同
等
に
あ
つ
か
う
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

の
推
進
な
ど
、
建
学
の
理
念
に
沿
っ
た
個

性
的
な
大
学
づ
く
り
に
貢
献
し
て
き
た
。

　

京
都
精
華
大
学
は
２
０
１
８
年
度
に
創

立
50
周
年
を
迎
え
る
。
１
９
６
８
年
の
創

立
以
来
、
初
代
学
長
岡
本
清
一
が
提
示
し

た
、
世
界
人
権
宣
言
と
日
本
国
憲
法
に
も

と
づ
く
「
人
間
尊
重
」
と
「
自
由
自
治
」

の
教
育
理
念
の
下
、
新
し
い
社
会
と
文
化

の
創
造
に
貢
献
で
き
る
表
現
者
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
世
界
が
抱
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
、
芸
術
と
文
化
に

よ
っ
て
そ
の
解
決
に
貢
献
す
る
こ
と
が
本

学
の
使
命
で
あ
る
。

　

新
理
事
長
の
下
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教

育
と
国
際
教
育
を
重
点
化
し
た
「
表
現
の

総
合
大
学
」
と
し
て
再
構
築
を
図
る
べ
く
、

態
勢
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

京
都
精
華
大
学

3
7
8
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

生
涯
学
習
・
社
会
人
の
学
び
直
し
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長な
が

澤さ
わ

修し
ゅ
う

一い
ち

梅
花
女
子
大
学
学
長
。

井い
の

上う
え

　
博ひ

ろ
む

阪
南
大
学
学
長
。
京
都
大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
福
島

大
学
経
済
学
部
助
教
授
、
阪
南
大
学
流
通
学
部
教
授

を
経
て
、
’15
か
ら
現
職
。
専
門
は
国
際
経
済
学
。

山や
ま
田だ

省し
ょ
う

三ぞ
う

中
央
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
。
’81

中
央
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
満
期
退

学
（
法
学
修
士
）。
’04
中
央
大
学
法
学
部
教
授
を
経
て

現
職
。

周す

東と
う

正ま
さ

紀の
り

学
校
法
人
実
践
女
子
学
園
総
務
部
長
。

企
画
広
報
部
長
お
よ
び
入
試
広
報
担
当
部
長
を
兼

務
。
’91
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
政
治
学
科
卒
。

株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
を
経
て
、
’13
１
月
か
ら
現
職
。

須す

田だ

誠せ
い

一い
ち

学
校
法
人
上
智
学
院
人
事
局
長
。
’88
上

智
大
学
経
済
学
部
卒
。
人
事
グ
ル
ー
プ
長
、
総
務
局

長
な
ど
を
経
て
、
’13
か
ら
現
職
。

田た

平び
ら

浩こ
う

二じ

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
推
進
課
長
。

（
併
）内
閣
府
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
室
参
事
官
。
’93

労
働
省
。
厚
労
省
障
害
者
雇
用
対
策
課
、
長
崎
県
産

業
労
働
部
政
策
監
な
ど
を
経
て
、
’17
か
ら
現
職
。

長な
が

野の

　
香か

お
り

立
教
学
院
広
報
室
長
兼
立
教
大
学
総
長

室
広
報
課
長
。
立
教
大
学
文
学
部
卒
。
’13
か
ら
現
職
。

高た
か

橋は
し

陽よ
う

一い
ち

公
益
財
団
法
人
私
立
大
学
通
信
教
育
協

会
理
事
長
。
’93
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博

士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
武
蔵
野
美
術
大
学
造
形
学

部
教
授
。
主
著
『
新
し
い
教
育
通
義
』
な
ど
。

向こ
う

後ご

千ち

春は
る

早
稲
田
大
学
人
間
科
学
学
術
院
教
授
。

博
士
（
教
育
学
）。
著
書
に
『
18
歳
か
ら
の
「
大
人
の

学
び
」
基
礎
講
座
』（
北
大
路
書
房
）、『
上
手
な
教
え

方
の
教
科
書
』（
技
術
評
論
社
）
な
ど
。

川か
わ

原は
ら

　
洋ひ

ろ
し

サ
イ
バ
ー
大
学
学
長 

兼 

Ｉ
Ｔ
総
合
学

部
学
部
長
。
’84
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
工
学

部
機
械
工
学
科
博
士
課
程
修
了
。Sc.D

.

。
’12
か
ら

現
職
。

花は
な

見み

常つ
ね

幸ゆ
き

創
価
大
学
副
学
長
補
、通
信
教
育
部
長
。 

’82
創
価
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
。
法
学
部
長
を
経
て
、
’12
か
ら
現
職
。
私
立

大
学
通
信
教
育
協
会
理
事
。
主
著
に
『
憲
法
』
な
ど
。

花は
な

岡お
か

大ひ
ろ

幹み
き

京
都
橘
大
学
通
信
教
育
課
長
。

陸り
く

　
亦ゆ

う

群ぐ
ん

日
本
大
学
通
信
教
育
部
教
授
。
’01
日
本

大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士

（
経
済
学
）。
’11
か
ら
現
職
。
編
著
『Rebirth of the 

Silk Road and a N
ew

 Era for Eurasia

』
な
ど
。

奥お
く

田だ

義よ
し

孝た
か

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
理
事
長
。
慶
應
義
塾

大
学
商
学
部
卒
。
三
菱
銀
行
（
現
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ

銀
行
）、
森
永
製
菓
に
勤
務
。
’03
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
理

事
、
’11
か
ら
現
職
。
元
日
本
聾
話
学
校
理
事
長
。

佐さ

野の

知と
も

子こ

弁
護
士
（
名
川
岡
村
法
律
事
務
所
）。
東

北
大
学
法
学
部
卒
。
東
京
音
楽
大
学
講
師
。
’09
～
’16

国
立
科
学
博
物
館
監
事
。

執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）
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今い
ま

井い

陽よ
う

子こ

文
教
大
学
越
谷
校
舎
事
務
局　

教
育
支

援
課
長
。
’17
４
月
か
ら
現
職
。
教
育
支
援
課
内
に
設

置
す
る
「
保
健
セ
ン
タ
ー
」「
学
生
支
援
室
」
の
事
務

も
統
括
。

黒く
ろ

田だ

敦あ
つ

子こ

国
際
武
道
大
学
体
育
学
部
武
道
学
科
副

学
科
長
、
准
教
授
。
国
際
武
道
大
学
卒
業
。
米
国
セ

ン
ト
ラ
ル
メ
ソ
ジ
ス
ト
大
学
留
学
、
卒
業
。
’17
か
ら

現
職
。

西に
し

村む
ら

　
智と

も

関
西
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授
。
フ
ラ

ン
ス・

リ
ー
ル
大
学 Ph.D

. （
経
済
学
）。
’02
関
西
学

院
大
学
経
済
学
部
助
手
に
就
任
、
’12
か
ら
教
授
。
労

働
経
済
学
専
攻
。

森も
り

　
昭し

ょ
う

師し

郎ろ
う

公
益
財
団
法
人
放
送
番
組
セ
ン
タ
ー　

ア
ー
カ
イ
ブ・

利
活
用
グ
ル
ー
プ
主
幹
。

小こ

柴し
ば

和か
ず

子こ

東
洋
大
学
生
命
科
学
部
教
授
。
’95
東
北

大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
生
物
学
専
攻
修
了
。
博
士

（
理
学
）。
専
門
は
動
物
発
生
学
。
’10
東
京
大
学
講

師
、
’16
東
洋
大
学
准
教
授
、
’17
教
授
。

萱か
や

野の

稔と
し

人ひ
と

津
田
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
長
、
教

授
。
’03
パ
リ
第
10
大
学
大
学
院
哲
学
科
博
士
課
程
修

了
。
博
士
（
哲
学
）。
主
な
著
書
に
『
国
家
と
は
な
に

か
』『
死
刑　

そ
の
哲
学
的
考
察
』
な
ど
多
数
。

松ま
つ

本も
と

和か
ず

俊と
し

文
教
大
学
学
園
経
営
企
画
局
経
営
企
画

課
長
代
理
。’87
文
教
大
学
人
間
科
学
部
卒
。卒
後
本
学

入
職
。
’04
桜
美
林
大
学
大
学
院
国
際
学
研
究
科
大
学

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
修
了
。
’17
か
ら
現
職
。

時と
き

安や
す

邦く
に

治は
る

学
習
院
女
子
大
学
国
際
文
化
交
流
学
部

長
、
教
授
。

大お

日び

方な
た

聖ま
さ

信の
ぶ

上
智
大
学
総
務
局
広
報
グ
ル
ー
プ

長
。
’87
上
智
大
学
外
国
語
学
部
卒
。
同
年
学
校
法
人

上
智
学
院
入
職
。
’03
桜
美
林
大
学
大
学
院
大
学
ア
ド

ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
修
了
。
’17
か
ら
現
職
。

石い
し

井い

雄ゆ

隆た
か

早
稲
田
大
学
大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

助
手
。修
士（
教
育
学
）。専
修
大
学
附
属
高
等
学
校
英

語
科
講
師
を
経
て
、
’15
か
ら
現
職
。

島し
ま

添ぞ
え

亮あ
き

子こ

共
立
女
子
大
学
国
際
文
化
学
部
（
現 

国

際
学
部
）
卒
業
。
小
林
紀
子
バ
レ
エ・

シ
ア
タ
ー
の

プ
リ
ン
シ
パ
ル・

ダ
ン
サ
ー
と
し
て
古
典
か
ら
近
代

バ
レ
エ
ま
で
幅
広
く
主
演
す
る
ほ
か
、
新
国
立
劇
場

バ
レ
エ
公
演
、
公
益
社
団
法
人
日
本
バ
レ
エ
協
会
公

演
「
ジ
ゼ
ル
」
な
ど
で
主
演
し
て
い
る
。
’07
東
京
新

聞
制
定
中
川
鋭
之
助
賞
、
’08
橘
秋
子
賞
優
秀
賞
、
’12

服
部
智
恵
子
賞
な
ど
を
受
賞
。

川か
わ

島し
ま

　
葵あ

お
い

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
上
智
大
学
文

学
部
卒
。
’05
東
海
ラ
ジ
オ
入
社
。
’12
か
ら
フ
リ
ー
。

東
海
ラ
ジ
オ
「T

O
K

Y
O

 U
PSID

E ST
A

T
IO

N

」、

日
テ
レ
「
Ｐ
Ｏ
Ｎ
！
」
な
ど
に
出
演
。

〈お断り〉本稿は、お書きいただいた資料から、できる限り統一して掲載いたしました。
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●
１
月
９
日
㈫

　

第
８
回
理
事
会
、
平
成
30
年
新
年
交
歓
会
に

出
席

●
１
月
23
日
㈫

　

第
９
回
常
務
理
事
会
に
出
席

●
２
月
６
日
㈫

　

全
私
学
連
合
「
私
学
振
興
協
議
会
」
に
出
席

●
２
月
13
日
㈫

　

第
10
回
常
務
理
事
会
、
第
９
回
理
事
会
に
出

席●
２
月
14
日
㈬

　

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会 

役
員
会
に
出
席

　

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
「
記
者
懇
談
会
」

に
出
席

　

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
で
は
、
公
財
政

改
革
委
員
会
の
下
に
設
置
し
た
「
教
育
財
源
確

保
に
関
す
る
小
委
員
会
」
の
報
告
と
し
て
と
り

ま
と
め
た
「『
人
づ
く
り
』
を
支
え
る
高
等
教
育

財
源
の
あ
り
方

─
学
生
修
学
支
援
の
新
た
な

ス
キ
ー
ム
『
高
等
教
育
機
会
均
等
拠
出
金
制
』

の
創
設
に
向
け
て

─
」
の
公
表
に
当
た
り
、

報
道
関
係
者
各
位
と
の
意
見
交
換
を
目
的
と
し

て
、
標
記
懇
談
会
（
於
：
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷
）
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
報
道
関
係
各
社
の
論
説
委
員・

編

集
委
員
を
は
じ
め
、
文
部
科
学
記
者
会
所
属
記

者
の
計
16
名
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
連
合
会
か

ら
は
役
員
な
ど
関
係
者
７
名
が
参
加
し
た
。
同

懇
談
会
で
は
、「
高
等
教
育
の
機
会
均
等
に
向
け

た
学
生
修
学
支
援
の
新
た
な
ス
キ
ー
ム
」
を
テ
ー

マ
に
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

●
２
月
21
日
㈬

　

林
芳
正
文
部
科
学
大
臣
に
、
高
等
教
育
の
機

会
均
等
に
関
す
る
要
望
書
な
ど
を
手
交

開
催
報
告

◉
１
月
９
日
㈫

「
新
年
交
歓
会
」
開
催

　

本
連
盟
に
ご
支
援・

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
方
々
を
お
招
き
し
て
新
年
交
歓
会
が
開
催

さ
れ
、
鎌
田
薫
会
長
の
年
頭
あ
い
さ
つ
、
安
西

祐
一
郎
顧
問
の
乾
杯
の
後
、
３
５
０
名
の
ご
出

席
者
が
新
年
の
歓
び
を
交
わ
し
た
。

◉
１
月
16
日
㈫

「
第
２
回
学
長
会
議
」
開
催

　
「
学
修
成
果
と
そ
の
測
定
方
法
の
あ
り
方
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。
58
校
の
加
盟
大
学

か
ら
74
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

◉
１
月
22
日
㈪

「
国
の
補
助
金
等
に
関
す
る
説
明
会
（
第
２
回
）」

開
催

　
「
平
成
30
年
度
私
立
大
学
関
係
（
私
学
助
成
）

政
府
予
算
案
等
」、「
国
公
私
立
大
学
を
通
じ
た

大
学
教
育
再
生
の
戦
略
的
推
進
等
に
関
す
る
政

府
予
算
案
」
お
よ
び
「
科
学
研
究
費
助
成
事
業

（
科
研
費
）
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
費
に
関
す
る

政
府
予
算
案
」
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
担
当

者
か
ら
報
告
、説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、内
閣
官

房
担
当
者
か
ら
「
地
方
創
生
に
関
わ
る
国
の
制

度・

予
算
の
動
向
」
に
つ
い
て
の
説
明
も
あ
り
、

最
新
の
情
報
を
共
有
し
た
。
当
日
は
、
98
校
の

加
盟
大
学
か
ら
３
１
６
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

説
明
会
後
、
会
場
に
設
置
さ
れ
た
個
別
質
問

ブ
ー
ス
で
は
、
各
大
学
の
質
問
に
文
部
科
学
省

担
当
者
が
対
応
し
、
よ
り
詳
細
な
説
明
を
受 

け
た
。

会
長
の
動
き
２
０
１
８
年

１
月
▼
２
月

「第２回学長会議」

連盟ニュース
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クローズアップ
インタビュー

巻
頭
言　
「
女
性
の
一
生
涯
」
を
支
え
る
女
子
大
学

�

湊　

晶
子

巻
頭
論
文　
教
育
改
革
と
体
育
系
大
学
の
課
題

�

髙
見
令
英

座
談
会　
大
学
に
お
け
る
第
二
外
国
語
教
育
の
意
義
と
こ

れ
か
ら
の
展
開

中
尾　

浩
／
境　

一
三
／
寺
家
村
博
／
吉
本　

一
／（
司

会
）
三
浦
英
俊

特
集　
女
性
の
学
び
直
し
に
お
け
る
大
学
の
役
割

再
就
職
の
た
め
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育�

坂
本
清
恵

社
会
人
女
性
の
活
躍
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
～
昭
和
女

子
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
機
構
の
取
り
組
み
～

�

武
藤
空
男

女
性
の
生
涯
に
わ
た
る
キ
ャ
リ
ア
構
築
を
支
援
す
る

―

東
京
女
子
大
学
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト・

セ
ン
タ
ー

�

栗
田
啓
子

女
性
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

―
明

治
大
学
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
誕
生
か
ら
今
日
に

至
る
ま
で

―�

小
川
智
由

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
女
性
医
師
再
研
修

―
復
職
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト�

横
田
仁
子

再
就
職
支
援
に
必
要
な
女
性
の
人
権
の
視
点

�

竹
信
三
恵
子

ず
い
そ
う　
絵
が
好
き
な
子
ど
も
を
育
て
る
教
育
の
実
現

を�

天
坊
昭
彦

小
特
集　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
い
ま

５
年
間
の
約
束

―
パ
ー
ソ
ナ
ル
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

を
目
指
し
て�

柴
山
治
美
／
神
内
則
貴

「
主
体
性
」
を
も
た
せ
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス�

諸
岡
大
輔

高
校
生
が
求
め
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は�

中
島
伸
次

参
加
目
的
の
多
様
化
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
…
…

�

筒
井
弘
幸

石
巻
地
域
の
人
材
育
成・

活
性
化
へ
の
新
た
な
取
り
組
み

�

舛
井
道
晴
／
髙
橋　

智

日
本
学
生
支
援
機
構
の
寄
附
金
事
業
に
つ
い
て

�

独
立
行
政
法
人�

日
本
学
生
支
援
機
構�

政
策
企
画
部�

広
報

課
私
の
授
業
実
践
―
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

教
師
と
学
生
の
「
協
働
の
学
び
」
の
可
能
性

―
「
知
」
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
再
構
築
す
る
大
学
の
「
授
業
」―

�

尾
崎
博
美

明
日
へ
の
試
み

東
京
情
報
大
学
看
護
学
部

時
代
が
求
め
る
た
く
ま
し
い
看
護
師
の
養
成�

加
納
佳
代
子

わ
が
大
学
史
の
一
場
面
―
日
本
の
近
代
化
と
大
学
の
歴
史

医
療
総
合
大
学
と
し
て
歩
ん
だ
10
年

―
チ
ー
ム
医
療
の

中
核
を
担
う
医
療
人
の
育
成
を
目
指
し
て

―・

兵
庫

医
療
大
学�

馬
場
明
道

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
プ
レ
ゼ
ン・

コ

ン
テ
ス
ト
編
》

高
校
生
を
対
象
と
し
た
建
築
設
計
競
技・

日
本
大
学

�

佐
藤
慎
也

教
育
改
革
の
切
り
口

―
専
大
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ン
テ
ス
ト・

専
修
大
学�

池
本
正
純

30
年
続
く
「
現
代
学
生
百
人
一
首
」

―
東
洋
大
学
主
催

の
累
計
応
募
数
１
３
４
万
首
の
短
歌
コ
ン
テ
ス
ト・

東

洋
大
学�

榊
原
康
貴
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年間総目次

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

オ
タ
フ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社

長　

佐
々
木
茂
喜
さ
ん
に
聞
く�

（
聞
き
手
）
脇
浜
紀
子

新
会
員
代
表
者
紹
介

近
藤
研
至
（
文
教
大
学
学
園
）／
曄
道
佳
明
（
上
智
学
院
）

／
鳥
巣
義
文
（
南
山
学
園
）／
入
澤　

崇
（
龍
谷
大
学
）

新
学
長
紹
介

菊
野
一
雄
（
山
梨
英
和
大
学
）

新
加
盟
大
学・

会
員
代
表
者
紹
介

大
東
文
化
大
学
／
門
脇
廣
文
（
大
東
文
化
大
学
）

表
紙・

大
学
点
描　
広
島
女
学
院
大
学

だ
い
が
く
の
た
か
ら　
福
岡
女
学
院
大
学

第
３
７
５
号
（
２
０
１
７・

７
）

3
7
5
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

大
学
業
務
の
委
託
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
連
携
協
力
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隔月刊

7

特集　�大学業務の委託や教育プログラムに�
おける連携協力

座談会　キャンパスの都心回帰の意義と今後の展開
小特集　大学と保護者・卒業生との関わり―保護者会・同窓会活動の現状と課題
明日への試み　久留米大学
わが大学史の一場面　京都橘大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　福岡大学／南山大学／大阪学院大学
クローズアップ・インタビュー� 横浜高等学校 教諭、硬式野球部監督　平田 徹さん

平田　徹さん

クローズアップ
インタビュー

巻
頭
言　
教
育
力
の
伝
統
校
と
し
て�

近
藤
研
至

巻
頭
論
文　
宗
教
系
大
学
の
憂ゆ
う

鬱う
つ

と
未
来�

木
越　

康

座
談
会　
キ
ャ
ン
パ
ス
の
都
心
回
帰
の
意
義
と
今
後
の
展
開

松
岡　

敬
／
井
原　

徹
／
竹
村
牧
男
／（
司
会
）
山
田
健
太

特
集　
大
学
業
務
の
委
託
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る

連
携
協
力

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
と
「
産
学
協
同
」
の
仕
組
み
―

近
畿
大
学
国
際
学
部
の
取
り
組
み�

藤
田
直
也

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
対
応
に
つ
い
て�

安
達
精
一
郎

奨
学
金
事
業
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

―
東
洋
大
学
の
日

本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
業
務�

米
山
真
子

事
業
会
社
の
設
置
と
運
用�

西
原
邦
彦

業
務
の
外
部
委
託
化
が
も
た
ら
す
も
の
と
は�

菅
野
隆
行

ず
い
そ
う　
新
米
理
事
長
の
お
国
自
慢�

小
西
靖
洋

小
特
集　
大
学
と
保
護
者・

卒
業
生
と
の
関
わ
り
―
保

護
者
会・

同
窓
会
活
動
の
現
状
と
課
題

後
援
会
を
通
し
た
保
護
者
と
の
連
携�

矢
口
洋
生

大
学
と
父
母・

保
護
者
間
の
懸
け
橋
と
し
て�

出
雲
高
志

保
護
者
と
の
接
点
を
深
め
る
三
つ
の
手
段�

足
立　

寛

卒
業
生
、
大
学
同
窓
会
と
の
連
携
に
つ
い
て�

嶋
田　

剛

大
学
ス
ポ
ー
ツ
改
革
の
意
義
と
今
後
の
展
望�

安
西
祐
一
郎

私
の
授
業
実
践
―
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

専
門
科
目
の
講
義
の
バ
ラ
ン
ス�

原　

正
則

明
日
へ
の
試
み

久
留
米
大
学
人
間
健
康
学
部

地
域
に
躍
動
感
を
与
え
る
人
間
健
康
学
部�
濵
﨑
裕
子

わ
が
大
学
史
の
一
場
面
―
日
本
の
近
代
化
と
大
学
の
歴
史

大
学
改
革
の
原
点
を
さ
ぐ
る

―
経
営
危
機
か
ら
の
再
建

―・

京
都
橘
大
学�

北
林
利
治

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
研
究
所
編
》

快
適
に
実
践
で
き
る
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
効
用
を
解
明・

福
岡
大
学�

田
中
宏
暁

人
類
学
研
究
所
と
人
類
学
博
物
館

―
南
山
大
学
の
人
類

学
研
究
の
取
り
組
み・

南
山
大
学�

後
藤　

明

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
研
究
所

―
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
業
界
を
担
う
若
手
人
材
育
成
を
目
指
し
て・

大
阪
学
院
大
学�

テ
イ
ラ
ー
雅
子

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

横
浜
高
等
学
校 

教
諭
、
硬
式
野
球
部
監
督　

平
田　

徹
さ

ん
に
聞
く�

（
聞
き
手
）
外
川
智
恵

新
会
員
代
表
者
紹
介

丸
山
康
人
（
暁
学
園
）／
小
野
礼
子
（
海
星
女
子
学
院
）／

長
谷
山
彰
（
慶
應
義
塾
）／
長
谷
部
八
朗
（
駒
澤
大
学
）

／
川
原
俊
明
（
追
手
門
学
院
）／
堺　

憲
一
（
東
京
経
済

大
学
）／
愛
知
太
郎
（
東
洋
学
園
）

新
学
長
紹
介

神
田
典
城
（
学
習
院
女
子
大
学
）／
城
島
栄
一
郎
（
実
践
女

子
大
学
）／
小
林
甲
一
（
名
古
屋
学
院
大
学
）／
矢
口
洋

生
（
仙
台
白
百
合
女
子
大
学
）

表
紙・

大
学
点
描　
文
教
大
学

だ
い
が
く
の
た
か
ら　
関
西
学
院
大
学
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学習院目白キャンパス正門（学習院大学）

No.376

2017

隔月刊

9

特集　�学生の学修時間確保の現状と課題
座談会　就職採用活動の日程と大学教育の現状を考える
小特集　私立大学研究ブランディング事業
明日への試み　京都産業大学
わが大学史の一場面　久留米大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　中京大学／実践女子大学／甲南大学
クローズアップ・インタビュー　箏曲演奏家　野村倫子さん

野村倫子さん

クローズアップ
インタビュー

巻
頭
言　
社
会
に
貢
献
す
る
研
究
力�
井
上
寿
一

巻
頭
論
文　
不
変
と
進
化�
髙
野
克
己

座
談
会　
就
職
採
用
活
動
の
日
程
と
大
学
教
育
の
現
状
を

考
え
る

五
十
嵐
星
汝
／
山
戸
富
美
子
／
小
林
宣
子
／
宇
都
宮
徹
／

（
司
会
）
音　

好
宏

特
集　
学
生
の
学
修
時
間
確
保
の
現
状
と
課
題

学
生
は
シ
ラ
バ
ス
を
見
て
い
る
の
か
～
学
生
に
必
要
な
学

修
時
間
を
考
え
る
～�

長
谷
川
岳
史

１
０
０
分
授
業
が
目
指
す
も
の
～
明
治
大
学
の
新
授
業
時

間
割
と
新
学
年
暦
の
可
能
性
～�

千
田
亮
吉

ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
と
学
修
成
果
の
可
視
化

�

井
上
雅
裕

反
転
授
業
の
可
能
性

―
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の

視
点
か
ら�

森　

朋
子

ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
学
修
時
間
の
増
大

�

森
田
裕
介

ず
い
そ
う　
異
文
化
体
験
の
諸
相�

津
田　

葵

小
特
集　
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

総
合
大
学
に
お
け
る
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
意
義

と
今
後�

松
並
久
典

「
立
教
ら
し
く
」
未
知
の
課
題
に
挑
む　

イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ・

ア
カ
デ
ミ
ク
ス

―
生
き
も
の
と
こ
こ
ろ
の
「
健

や
か
さ
と
多
様
性
」
に
関
す
る
包
摂
的
研
究

�

加
藤　

睦

震
災
復
興
後
を
見
据
え
た
研
究
の
取
り
組
み�

今
野
久
男

東
北
に
お
け
る
神
学・

人
文
学
の
研
究
拠
点
の
整
備
事
業�

近
代
人
文
学
の
出
発
点
と
し
て
の
中
世
神
学

�

鐸
木
道
剛

「
高
大
接
続
」
の
全
貌
を
求
め
て

―
大
正
大
学
「
高
大
接

続
シ
ス
テ
ム
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

�

山
内　

洋
／
髙
橋
慈
海

私
の
授
業
実
践
―
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

「
分
か
り
や
す
さ
」
よ
り
も
「
正
し
さ
」
を�

角
道
亮
介

明
日
へ
の
試
み

京
都
産
業
大
学
現
代
社
会
学
部

次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
指
し
て�
藤
野
敦
子

わ
が
大
学
史
の
一
場
面
―
日
本
の
近
代
化
と
大
学
の
歴
史

創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て

―
試
練
を
乗
り
越
え
さ
ら

な
る
発
展
を
目
指
し
て・

久
留
米
大
学�

永
田
見
生

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
研
究
所
編
》

人
工
知
能
高
等
研
究
所
の
来
歴・

中
京
大
学�

輿
水
大
和

原
点
に
返
り
、
検
証
し
、
い
ま
に
生
か
す

―
下
田
歌
子

研
究
所
が
目
指
す
も
の・

実
践
女
子
大
学�

湯
浅
茂
雄

大
学
で
行
う
親
子
関
係
支
援

―
次
世
代
育
成
研
究
拠
点

形
成
を
目
指
し
て・

甲
南
大
学�

北
川　

恵

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

箏
曲
演
奏
家　

野
村
倫
子
さ
ん
に
聞
く

�

（
聞
き
手
）
川
島　

葵

表
紙・

大
学
点
描　
学
習
院
大
学

だ
い
が
く
の
た
か
ら　
甲
南
大
学
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１
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11
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3
7
7
号

一
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法
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薬
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教
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世界最高峰のソーラーカーレースに参戦する新型車両 　　　
「2017年型 Tokai Challenger」の試走の様子（東海大学）

No.377

2017

隔月刊

11

特集　�薬学教育のいま
座談会　全員留学に期待する効果と注意点
小特集　外国人留学生への就職支援
明日への試み　東邦大学
わが大学史の一場面　梅花女子大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　駒澤大学／久留米大学／東京情報大学
クローズアップ・インタビュー
� 株式会社花満　相談役�兼�企画広報室長　和田由里さん

和田由里さん

クローズアップ
インタビュー

巻
頭
言　
世
界
に
存
在
感
を
示
せ
る
大
学
を
目
指
し
て

�
山
田
清
志

巻
頭
論
文　
大
学
時
代
を
充
実
さ
せ
る
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ

�

堺　

憲
一

座
談
会　

�

全
員
留
学
に
期
待
す
る
効
果
と
注
意
点

竹
内　

理
／
磯
貝　

健
／
池
田
伸
子
／
髙
野
惠
美
子
／

（
司
会
）
奥
村
信
幸

特
集　
薬
学
教
育
の
い
ま

薬
学
教
育
の
課
題
と
薬
学
教
育
協
議
会
の
役
割

�

望
月
正
隆

チ
ー
ム
医
療
の
中
核
を
担
う
薬
系
人
材
の
育
成
を
目
指
し

て�

田
中
稔
之

Beyond�Borders

―
立
命
館
大
学
薬
学
部�

服
部
尚
樹

医
薬
看
専
門
職
連
携
教
育

―
医
療
現
場
か
ら
学
ぶ

�

政
田
幹
夫

高
度
な
研
究
環
境
で
展
開
さ
れ
る
薬
学
教
育

�

鍜
冶
利
幸
／
宮
崎　

智

近
年
の
薬
学
部
志
願
動
向�

富
沢
弘
和

ず
い
そ
う　
「
効
率
」
と
「
非
効
率
」
の
間
で�

市
瀬
英
昭

小
特
集　
外
国
人
留
学
生
へ
の
就
職
支
援

人
一
人
は
大
切
な
り�

柳
井　

望

一
人
一
人
と
向
き
合
う
就
職
支
援
を
目
指
し
て

�

森　

伸
也

ア
ジ
ア
太
平
洋
の
未
来
を
創
る
人
材
の
育
成
に
向
け
て�

─
Ａ
Ｐ
Ｕ
ら
し
い
異
文
化
理
解
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
と
寛
容
さ
を
育
む
教
育�

金　

賛
會

企
業
調
査
か
ら
読
み
解
く
外
国
人
留
学
生
の
採
用
状
況
と

今
後
の
展
望�

福
田
謙
一

私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７

―
「
い
ま
ど
き
の
学

生
の
懐
事
情

―
学
生
生
活
の
い
ま

―
」
総
括
（
東

京
会
場
）�

原
田
善
教

私
の
授
業
実
践
―
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

語
学
／
教
養
講
義
科
目
担
当
教
員
と
し
て
の
取
り
組
み

�

山
尾　

涼

明
日
へ
の
試
み

東
邦
大
学
健
康
科
学
部
看
護
学
科

生
活
者
の
視
点
を
重
視
し
健
康
を
科
学
す
る

―
看
護
学

教
育
の
新
た
な
試
み�

浅
野
美
知
恵

わ
が
大
学
史
の
一
場
面
─
日
本
の
近
代
化
と
大
学
の
歴
史

チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
エ
レ
ガ
ン
ス

―
梅
花
女
子
大
学
、
こ
の

10
年・

梅
花
女
子
大
学�

長
澤
修
一

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
企
業
と
の
連
携・

協
定
編
》

放
射
線
治
療
人
材
教
育
セ
ン
タ
ー

―
医
療
健
康
科
学
部

が
目
指
す
陳
腐
化
し
な
い
教
育・

駒
澤
大
学

�

保
科
正
夫

筑
邦
銀
行
と
三
井
住
友
銀
行
と
の
教
育・

研
究
事
業
に
関

す
る
包
括
的
な
連
携
協
定・

久
留
米
大
学

�

大
矢
野
栄
次

産
学
連
携
に
よ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
人
材
の
育
成・

東
京
情

報
大
学�

布
広
永
示

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

株
式
会
社
花
満　

相
談
役 

兼 

企
画
広
報
室
長　

和
田
由

里
さ
ん
に
聞
く�

（
聞
き
手
）
脇
浜
紀
子

新
会
員
代
表
者
紹
介

伊
丹
敬
之
（
国
際
大
学
）

新
学
長
紹
介

中
川
正
法
（
筑
紫
女
学
園
大
学
）

表
紙・

大
学
点
描　
東
海
大
学

だ
い
が
く
の
た
か
ら　
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
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号
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１
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3
7
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号

一
般
社
団
法
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日
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私
立
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特
集 

生
涯
学
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・
社
会
人
の
学
び
直
し
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学内外の各種活動を牽引する「学生リーダー」を育成（大東文化大学）

No.378

2018

隔月刊

1

特集　�生涯学習・社会人の学び直し
座談会　周年事業について考える―転換と発信の契機に
小特集　大学の緑地管理
明日への試み　広島修道大学
わが大学史の一場面　京都精華大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　中京大学／関東学院大学／天理大学
クローズアップ・インタビュー
� 東北楽天ゴールデンイーグルス　岸 孝之さん

岸　孝之さん

クローズアップ
インタビュー

年
頭
所
感　
「
私
立
大
学
の
独
立
性
と
多
様
性
を
保
証
す

る
」
た
め
に�
鎌
田　

薫

巻
頭
言　
「
学
生
が
つ
く
る
大
学
」
を
目
指
し
て

�

門
脇
廣
文

巻
頭
論
文　
人
口
減
少
（
少
子
化
）
社
会
と
大
学
の
将
来

�

清
水　

潔

座
談
会　
周
年
事
業
に
つ
い
て
考
え
る

―
転
換
と
発
信

の
契
機
に

川
井
伸
一
／
戸
部
順
一
／
安
藤
由
紀
美
／（
司
会
）
兼
高
聖

雄
特
集　
生
涯
学
習・

社
会
人
の
学
び
直
し

若
者
の
自
立
を
支
え
る
夜
間
部
教
育

―
東
洋
大
学
の
場

合�

矢
口
悦
子

シ
ニ
ア
学
生
学
費
軽
減
制
度�

渡
辺　

保

地
域
職
能
資
格
「
地
域
公
共
政
策
士
」

―
京
都
発
、
地

域
で
の
マ
ル
チ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
担
う
人
材
育
成

制
度

―�

内
藤
多
恵

診
療
所
を
中
核
と
し
た
地
域
医
療
経
営
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム�

山
本
昭
二

技
術
経
営
を
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
～
働
き
な
が

ら
Ｍ
Ｏ
Ｔ（
技
術
経
営
）を
学
び
キ
ャ
リ
ア
に
生
か
す
～

�

古
俣
升
雄

多
文
化・

多
言
語
環
境
を
生
か
し
た
企
業
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム

―Global�Com
petency�Enhancem

ent�

Program

（
Ｇ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）�

横
山
研
治

ず
い
そ
う　
「
智
慧
と
慈
悲
の
実
践
」
を
目
指
し
て

�

岡
本
宣
丈

小
特
集　
大
学
の
緑
地
管
理

深
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
四
季�

中
島　

隆

Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
を
活
用
し
た
緑
地
管
理�

山
本
功
一

教
育
農
場
と
ガ
ー
デ
ン
は
教
育
実
践
の
舞
台

―
命
を
育

み
、
人
を
育
て
る
園
芸
教
育

―�

澤
登
早
苗

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
緑
地
計
画
と
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

―

立
命
館
大
学
の
三
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
事
例
と
し
て
―

�

武
田
史
朗

私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７

―
「『
働
き
方
改
革
』

の
意
義
を
考
え
る
」
総
括
（
大
阪
会
場
）�
髙
作
正
博

私
の
授
業
実
践
―
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

基
礎
教
育
の
可
能
性
の
模
索�

和
田
ち
は
る

明
日
へ
の
試
み

広
島
修
道
大
学
健
康
科
学
部

地
域
の
人
々
の
健
康
を
支
援
す
る�

増
田
尚
史

わ
が
大
学
史
の
一
場
面
─
日
本
の
近
代
化
と
大
学
の
歴
史

「
自
由
自
治
」
の
大
学
の
誕
生
と
軌
跡・

京
都
精
華
大
学

�

石
田　

涼

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
企
業
と
の
連
携・

協
定
編
》

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
と
の
連
携
協
力
協
定・

中
京
大
学

�

小
栗
優
貴

地
元
信
用
金
庫
と
の
地
域
に
根
ざ
す
大
学
作
り
～
関
東
学

院
大
学
と
湘
南
信
用
金
庫
の
事
例
か
ら
～・

関
東
学
院

大
学�

立
山
徳
子

株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
と
の
連
携
協
定

―
天
理
大
学
の
授

業
か
ら
始
ま
る
、
社
会
貢
献
事
業
の
連
携・

天
理
大
学

�

岡
田
龍
樹

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス　

岸　

孝
之
さ
ん
に

聞
く�

（
聞
き
手
）
外
川
智
恵

新
会
員
代
表
者
紹
介

上
原　

明
（
学
校
法
人
城
西
大
学
）／
齊
藤
悦
一
（
園
田
学

園
）

表
紙・

大
学
点
描　
大
東
文
化
大
学

だ
い
が
く
の
た
か
ら　
名
古
屋
学
院
大
学
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年間総目次

第
３
７
９
号
（
２
０
１
８・

３
）

3
7
9
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
通
信
教
育
課
程
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文舞両立へのチャレンジ
梅花歌劇団「劇団この花」オリジナルミュージカルの一場面（梅花女子大学）

No.379

2018

隔月刊

3

特集　ＩＣＴを活用した通信教育課程
座談会　ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて
小特集　アカデミック・ハラスメントの現状と課題
明日への試み　津田塾大学
わが大学史の一場面　文教大学
加盟校の幸福度ランキングアップ
　学習院女子大学／上智大学／早稲田大学
クローズアップ・インタビュー
� 小林紀子バレエ・シアター　プリンシパル　島添 亮子さん

島添亮子さん

クローズアップ
インタビュー

巻
頭
言　
チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
エ
レ
ガ
ン
ス�
長
澤
修
一

巻
頭
論
文　
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育�
井
上　

博

座
談
会　
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け

て

�

山
田
省
三
／
周
東
正
紀
／
須
田
誠
一
／
田
平
浩
二
／（
司

会
）
長
野　

香

特
集　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
通
信
教
育
課
程

メ
デ
ィ
ア
授
業
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン�

高
橋
陽
一

生
涯
学
習
時
代
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
の
こ
れ
か
ら

�

向
後
千
春

オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
に
よ
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育�

川
原　

洋�

「
学
生
の
た
め
の
大
学
」
の
通
信
教
育
課
程
と
し
て

�

花
見
常
幸

社
会
人
学
生
へ
の
学
習
支
援
の
あ
り
方�

花
岡
大
幹

学
生
の
多
様
性
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
大
学
通
信
教
育

�

陸　

亦
群

ず
い
そ
う　
建
学
の
精
神
と
私
学
経
営�

奥
田
義
孝

小
特
集　
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
現
状
と
課

題
そ
の
行
為
は
ア
カ・

ハ
ラ
に
当
た
る
の
か

―
判
例
か
ら

導
く
正
確
な
理
解
と
対
処
の
基
本�

佐
野
知
子

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
し
て
～
文
教

大
学
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
取
り
組
み
～

�

今
井
陽
子

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
活
用

�

黒
田
敦
子

意
識
改
革
を
目
指
す
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り�

西
村　

智

公
開
セ
ミ
ナ
ー『
大
学
に
お
け
る
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
活
用
と

新
た
な
展
開
～
大
学
と
放
送
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
よ
る
取

り
組
み
の
報
告
～
』�

森
昭
師
郎

私
立
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７

―
「
私
立
大
学
の
新

た
な
役
割
と
可
能
性

―
産
学
官
連
携
を
中
心
に
―
」

総
括
（
名
古
屋
会
場
）�

鹿
島
久
幸

私
の
授
業
実
践
─
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

新
し
い
発
見
の
あ
る
授
業
を
目
指
し
て�

小
柴
和
子

明
日
へ
の
試
み

津
田
塾
大
学
総
合
政
策
学
部

女
子
大
と
し
て
初
の
政
策
系
学
部
の
試
み

―
津
田
塾
大

学
は
な
ぜ
総
合
政
策
学
部
を
設
置
し
た
の
か

�

萱
野
稔
人

わ
が
大
学
史
の
一
場
面
─
日
本
の
近
代
化
と
大
学
の
歴
史

建
学
の
精
神
（
原
点
）
に
立
ち
返
る
─
文
教
大
学
学
園
創

立
90
周
年
を
機
に
振
り
返
る
重
要
性・

文
教
大
学
学
園

�

松
本
和
俊

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
オ
ー
プ
ン
エ
デ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
編
》

大
学
授
業
の
ネ
ッ
ト
配
信
の
課
題
と
意
義・

学
習
院
女
子

大
学�

時
安
邦
治

海
外
展
開
も
見
据
え
た
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
講
座

―
上
智
大
学

の
取
り
組
み
事
例・

上
智
大
学�

大
日
方
聖
信

世
界
に
向
け
た
教
育
内
容
の
公
開・

早
稲
田
大
学

�

石
井
雄
隆

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

小
林
紀
子
バ
レ
エ・

シ
ア
タ
ー　

プ
リ
ン
シ
パ
ル　

島
添

亮
子
さ
ん
に
聞
く�

（
聞
き
手
）
川
島　

葵

新
会
員
代
表
者
紹
介

石
田　

涼
（
京
都
精
華
大
学
）

表
紙・

大
学
点
描　
梅
花
女
子
大
学

だ
い
が
く
の
た
か
ら　
京
都
産
業
大
学
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◆
大
学
通
信
教
育
が
正
規
の
大
学

課
程
と
し
て
認
可
さ
れ
て
60
年
以

上
が
経
過
し
た
。
そ
の
間
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
進
展
に

伴
い
、
よ
り
簡
便
か
つ
迅
速
な
受

講
方
法
に
発
展
し
て
き
た
現
状
が

あ
る
。「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
」

学
習
で
き
る
環
境
と
し
て
整
備
さ

れ
、
社
会
人
の
学
び
直
し
の
場
と

し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
本
人
認
証
の
徹
底
や
、

教
育
の
質
保
証
が
担
保
で
き
て
い

る
の
か
と
い
っ
た
問
題
も
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
簡
便
が
ゆ
え
に
、
想

定
外
の
不
正
へ
の
対
応
が
追
い
つ

い
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
回
の
特
集
に
寄
稿
い
た
だ
い

た
内
容
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
も
大

い
に
展
開
し
て
い
く
可
能
性
は
十

分
に
あ
る
と
感
じ
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
通
信
教
育
課
程
で
は
で
き

な
か
っ
た
、
学
生
と
教
員
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
っ
て
学
習
継
続
を
支
援
す
る

こ
と
や
、
学
習
者
が
孤
独
に
陥
ら

な
い
よ
う
に
学
習
者
同
士
の
結
び

付
き
を
促
進
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
展
は

続
く
で
あ
ろ
う
し
、
通
信
教
育
課

程
の
活
用
の
場
も
併
せ
て
発
展
し

て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。（
広
報・

情
報
部
門
会
議
（
大
学
時
報
）
委

員・

園
田
学
園
女
子
大
学
教
学
支

援
部
教
務
課
課
長 

西
﨑 

公
哉
）

◆
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
い
う
言

葉
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
１
９
８
０
年
代
後
半
だ
。
そ

の
中
で
も
最
も
一
般
化
し
た
も
の

は
「
セ
ク
ハ
ラ
」
で
あ
ろ
う
か
。

以
降
、「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
モ
ラ
ハ
ラ
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

が
40
以
上
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
話
を
す
る

と
、「
昔
は
お
お
ら
か
で
よ
か
っ

た
」「
昔
は
そ
ん
な
問
題
は
起
こ
っ

て
い
な
か
っ
た
。
い
ま
は
何
で
も

ク
レ
ー
ム
だ
」
と
言
う
人
が
必
ず

い
る
。
し
か
し
、「
昔
か
ら
あ
っ
た

ん
で
す
よ
！　

昔
の
人
は
我
慢・

泣
き
寝
入
り
し
て
い
た
だ
け
な
ん

で
す
よ
！
」

　

今
回
の
小
特
集
は
、「
ア
カ
ハ

ラ
」
に
焦
点
を
絞
っ
て
ご
執
筆
い

た
だ
い
た
。
教
員
と
学
生
、
教
員

間
な
ど
、
研
究
教
育
の
場
に
お
い

て
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
は
発
生
し
て
い
る
。
最
近

は
相
談
件
数
が
増
え
て
い
る
よ
う

だ
が
、
そ
れ
は
ア
カ
ハ
ラ
と
い
う

概
念
に
対
す
る
認
識
が
広
が
っ
た

た
め
、
被
害
者
が
声
を
上
げ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、「
人
権
侵

害
」
と
い
う
明
確
か
つ
重
大
な
問

題
（
犯
罪
）
で
あ
る
と
い
う
認
識

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

小
特
集
が
「
ア
カ
ハ
ラ
」
の
理

解
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ 

る
。（
広
報・

情
報
部
門
会
議
（
大

学
時
報
）
委
員・

関
西
学
院
大
学

高
大
接
続
セ
ン
タ
ー
課
長 

筒
井 

弘
幸
）

◆
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、
小
林
バ
レ
エ・

シ

ア
タ
ー
の
プ
リ
ン
シ
パ
ル
の
島
添

亮
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
会
場
に
お
入
り

に
な
っ
た
と
き
の
身
の
こ
な
し
や

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
の
指
先
を
含
め

た
手
の
仕
草
が
美
し
く
、
思
わ
ず

見
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

大
学
時
代
に
就
職
活
動
を
し
な

が
ら
、
バ
レ
エ
を
続
け
る
か
悩
ん

で
い
る
と
き
に
、
ゼ
ミ
の
中
村
先

生
か
ら
の
一
言
が
背
中
を
押
し
た
。

そ
し
て
、
中
村
先
生
か
ら
は
い
ま

で
も
作
品
に
関
わ
る
参
考
資
料
な

ど
を
お
借
り
し
た
り
、
実
際
に
バ

レ
エ
の
上
演
を
観
に
来
て
い
た
だ

い
た
り
と
関
係
は
続
い
て
い
る
。

　

人
と
の
出
会
い
が
と
き
に
人
生

を
大
き
く
変
え
る
こ
と
が
あ
る
。

今
後
の
出
会
い
の
一
つ
一
つ
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
。（
日
本
私
立

大
学
連
盟
事
務
局 

佐
藤 

義
文
）

次号
（5月号） 予告 ※内容は変更になる場合があります。

座談会	「私立大学における女性のキャリア形成」
特　集	「大学図書館最新事情」
小特集	「海外留学体験の効果測定への取り組み 

―海外短期派遣プログラムを中心に」
表紙 ・大学点描 園田学園女子大学　　だいがくのたから 清泉女子大学
クローズアップ ・インタビュー：	
	 「北 義則さん（株式会社トーカ堂代表取締役社長）」

編
集
後
記
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愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学⎫	 ⎜
獨 協 医 科 大 学⎬	 ⎜姫 路 獨 協 大 学⎭
同 志 社 大 学⎫	 ⎬同 志 社 女 子 大 学⎭
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学⎫	 ⎬福岡女学院看護大学⎭
学 習 院 大 学⎫	 ⎬学 習 院 女 子 大 学⎭
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学⎫	 ⎬兵 庫 医 療 大 学⎭
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学⎫	 ⎬城 西 国 際 大 学⎭
順 天 堂 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学

神戸海星女子学院大学
皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学⎫	 ⎬苫 小 牧 駒 澤 大 学⎭
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学⎫	 ⎬大 阪 薬 科 大 学⎭
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学⎫	 ⎬立命館アジア太平洋大学⎭
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学

西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学
成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学⎫	 ⎬石 巻 専 修 大 学⎭
芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学⎫	 ⎬仙台白百合女子大学⎭
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学
園田学園女子大学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東京医療保健大学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学⎫	 ⎬東 京 情 報 大 学⎭
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学⎫	 ⎬四日市看護医療大学⎭

一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧 （大学名ＡＢＣ順 ｝は同一学校法人	）
（123大学　平成30年 3 月20日現在）
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Ⓒ無断転載はご遠慮下さい。落丁 ・乱丁本はお取り替えいたします。
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